
第3章 発見された遺構と遺物（その 2 中世屋敷遺構）

(9) 8-7号井戸 （第188図．PLllO • 134) 

概要 本井戸は 8区側の北東部に在って、 8-36号

住居を切って位置する小型の井戸である。

本井戸も透水層を示す記録がなく、またアグリも

ないことから湧水点を確認することはできなかった。

遺物 出土遺物は認められなかった。

時期 本井戸は覆土から中世の所産と認識されるも

のであり、 1号屋敷に伴うものとして扱ったが、明

構造 本井戸は確認面では方形に近い円形プランを

呈し、底面では円形のプランを呈する。

掘削形態は井筒型である。

(10) 1号屋敷内の土坑群

（第189~191図 PLlll~115 • 132 • 133) 

概要 1号屋敷内には多くの土坑が在った。本項で

はこのうち覆土から中世の所産と判断されたもの、

確な時期の特定には至っていない。 及び形態的に中世城館址に伴うことの多い長方形プ

規模 径： 74X76cm 底径 ：36X34cm 深さ： 84cm ランの土坑を扱っているが、第 2章(150~162頁）
9号土坑
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〔13• 14号土坑覆土〕

l ：灰黄褐色砂質土：黒色土・焼土

粒若千混入

2 ：黒色粘質土：焼士混入

〔15号土坑覆上〕

3 ：灰黄褐色砂質土：接する平安時

代の住居を壊した土壌

第189図の 1 1号屋敷内の土坑群（その 1)
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第2節 1号屋敷
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1 :褐灰色土：シルト質。As-B• 
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匹
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43坑ー 1

第189図の 2 1号屋敷内の土坑群と出土遺物（その 2)

に掲載した 8区東部の土坑群の中にも 1号

屋敷に伴う可能性のあるものがあるので付

記しておく。

尚、本項で扱う土坑は何れも 8区の遺構

で、 8-9~11 • 13~15 • 17 • 19 • 20 • 
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第3章 発見された遺構と遺物（その 2 中世屋敷遺構）

22 • 24 • 32 • 33 • 35 • 48~50 • 55 • 57~59 • 68 • 

69 • 74 • 79 • 86 • 87 • 90 • 97 • 107 • 122 • 124 • 

128 • 132号の34基の土坑である。尚、位置不詳の43

号土坑出土と注記される銅銭についても本項に掲載

することとする。

土坑群は 8区では西側では一連の水路群に重複

し、東側では竪穴住居の集中域と重なり、 9区側で

は現代に至る水路に大きく削られ、或いは 8区東端

部以東は後世の削平によって遺構が失われる傾向が

見られたため、その全容は明らかにすることはでき

なかった。しかし僅かに確認範囲についてみれば、

短冊形の大型の土坑が8区側の中程に南北に連なる

ように遺存していることを見ることができた。

確認範囲、即ち 8区の土坑のうち、 5基の土坑が

重複しているが、このうち14号土坑は13号土坑に切

られ、 15号土坑を切るが、 86• 87号土坑との新旧関

係は特定できなかった。また多くの土坑が、他の土

坑や溝等と重複しており、新旧の特定できないもの

もあったが、このうち10号土坑は 8-25号溝に切ら

れ、 17号土坑は 8-28号溝と 8-56号土坑を切ってい

る。また 8-33号溝との関係では33号土坑がこれを

切り、 86• 87号土坑は切られている。

これらの土坑の掘削意図は何れも確認できなかっ

たが、銅銭 5枚の出土した128号土坑は人骨の出土

もなく形態的にも土城墓とは認識されなかったが、

或いは 8-1号掘立柱建物の北東隅の柱穴13と同様、

地鎮に伴うもので、或いは柱穴の可能性も有する。

遺物 本土坑群のうち11• 13 • 15 • 17 • 24 • 50 • 

55 • 58 • 68 • 69 • 74 • 79 • 97 • 107 • 122 • 124 • 

128 • 132号土坑からは古墳時代前期と平安時代を中

心とする時期の、 14• 20号土坑からは平安時代を中

心とする時期の出土遺物が得られた。このうち14• 

17 • 20 • 24 • 50 • 55 • 58 • 74 • 79 • 122 • 128号の各

土坑からの出土量は少なかった。他の土坑からの出

土遺物は見られなかった。

尚、図示し得る資料としては須恵器碗 (50土坑— 1)

緑釉陶器盤（97土坑— 1) 、土錘（97土坑— 2) 、銅銭

(69土坑— l 、 128土坑— 1 ~5 、 43土坑— l ) があった。
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時期 本土坑群の各土坑は室町時代後期以降の 1号

屋敷に伴うものとして扱っているが、このうち128号

土坑は 1号屋敷に伴うものと判断されるものの、他

の土坑については時期を想定するにも至らず、 1号

屋敷に伴うか否かを判断することはできなかった。

尚、 15• 17 • 19 • 20 • 22 • 24 • 32 • 33 • 48 • 50 • 

55 • 57 • 58 • 59 • 68 • 86 • 87号土坑は覆土から概ね

中世の所産と確認される。

規模 (9号土坑）径 ：（120)X90cm 深さ： 10cm

(10号土坑）径： 210X40cm 深さ： 10cm

(11号土坑）径： 160X68cm 深さ： 25cm

(13号土坑）径： 246X78cm 深さ： 36cm

(14号土坑）径： （429) X90cm 深さ： 15cm

(15号土坑）径： （285) X90cm 深さ： 24cm

(17号土坑）径： 82X74cm 深さ： 26cm

(19号土坑）径： 108Xl00cm 深さ： 9cm

(20号土坑）径： （106) X80cm 深さ： 9cm

(22号土坑）径： 540Xl05cm 深さ： 9cm

(24号土坑）径： 465Xl05cm 深さ： 15cm

(32号土坑）径 ：56X48cm 深さ： 28cm

(33号土坑）径： 24X20cm 深さ： 10cm

(35号土坑）径： 72X66cm 深さ： 35cm

(48号土坑）径： 74X68cm 深さ： 28cm

(49号土坑）径： 54X52cm 深さ： 7cm

(50号土坑）径： 382X122cm 深さ： 26cm

(55号土坑）径： 338X60cm 深さ： 10cm

(57号土坑）径： 78X72cm 深さ： 18cm

(58号土坑）径 ：（98) X72cm 深さ： 24cm

(59号土坑）径： 52X44cm 深さ： 25cm

(60号土坑）径 ：95X50cm 深さ： 18cm

(68号土坑）径： 90X81cm 深さ： 69cm

(69号土坑）径： 510X119cm 深さ： 14cm

(74号土坑）径： 270X8lcm 深さ： 9cm

(79号土坑）径： 466X98cm 深さ： 10cm

(86号土坑）径 ：（98) X (58)cm 深さ： 26cm

(87号土坑）径： （72) X (62)cm 深さ： 14cm

(90号土坑）径： 399X126cm 深さ： 24cm

(97号土坑）径 ：490X76cm 深さ： 24cm



第 2節 1号屋敷
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l ：灰黄褐色土：やや砂質。

As-Bと黒色土混入

2 :にぶい黄褐色土 ：やや砂
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〔58• 86 • 87号土坑覆土〕

1 :褐色砂質土： As-B混入

2 :褐色砂質土： As-Bと黒色土（径1cm)混入

3 :褐色砂質土： As-Bと黒色土（径0.5~2cm)混入

4 :褐色砂質土 ：As-Bと黒色土（径3~5cm)混入
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〔68号士坑覆土〕

1 :灰黄褐色土 ：As-B、Hr-FP、

焼土粒混入

〔34号溝覆土〕

1 :明黄褐色砂質土 ：黒色粘質土とHr-FA多量に混入

〔50• 55号土坑覆土〕

2 :灰褐色土： やや砂質。黒色粘質土とAs-B、Hr-FP小粒（か）混入

第190図 1号屋敷内の土坑群と出土遺物（その 3)

(122号土坑）径： 368X118cm 

(124号土坑）径： 138X

深さ： 38cm

(72) cm 深さ： 14cm

構造

A L~74.90m A' 

□ I I 
¥ I 
¥ I 
‘ー＿ノ

本土坑群の各土坑間には大小があり、

(128号土坑）径： 70X67cm 深さ： 7cm

(132号土坑）径 ：270X96cm

(107号土坑）径 ：258Xl92cm

深さ： 48cm

深さ： 32cm

9 • 14 • 22 • 24 • 50 • 69 • 79 • 90 • 107号土坑

は大型に、 11• 13 • 15 • 19 • 55 • 68 • 74 • 97 • 

122 • 124 • 132号土坑が中型に、 10• 17 • 20 • 32 • 

33 • 35 • 48 • 49 • 57 • 58 • 59 • 60 • 86 • 89 • 128号

土坑が小型に分類されるが、前章に記した 8区1面

の土坑群に比し、その規模は全体にかなり大きい。

プランは10• 11 • 13~15 • 22 • 24 • 50 • 55 • 69 • 
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第 3章 発見された遺構と遺物（その 2 中世屋敷遺構）
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1 ：灰褐色土：やや砂質。黒色粘質

土とAs-B、Hr-FP小粒（か）混入

〔34号溝覆土〕

2 :明黄褐色砂質土：黒色粘質土と

Hr-FA多量に混入
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l ：灰褐色土：やや砂質。黒色粘質士

とAs-B、Hr-FP小粒（か）混入
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1 :暗褐色土： As-C、焼土粒と
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第191図の1 1号屋敷内の土坑群と出土遺物（その 4)
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74 • 79 • 90 • 97 • 122 • 132号土坑が短冊形、 17• 

19 • 20 • 32 • 48 • 49 • 59 • 128号土坑が円形、 58• 

86 • 87号土坑が楕円形、 35• 57号土坑が隅丸方形、

60 • 107 • 124号土坑が長方形を呈するが、全体的に

中・大型のものは短冊形のものが多い。また重複等

によって全容が詳らかでない 9号土坑は短冊形、

33 • 68号土坑は円形を呈するものと想定される。

底面の掘削形態は、 32• 48 • 87号土坑が尖底、 33.

35 • 58 • 86号土坑が丸底を呈するが、大型のものが

多いこともあって殆どの土坑は平底を呈していた。

(11) 1号屋敷内のピット群 （第192図）

概要 本項では 1号屋敷所在のピットとして処理さ

れた遺構を扱うが、その規模は上述の土坑と変らな

いものも少なくない。イ可れも 8区に位置するもので、

1号屋敷の西部及び北西部での分布が確認されてい

る8-1~7 • 9~12 • llb • 12b号ピ ットの13基の

ピットである。

128号士坑

1、た

1ロ
124号土坑

4/5 128坑ー3

128坑ー 4

132号土坑

A
 

第 2節 1号屋敷

このうち重複する11• 12号ピットの新旧は特定で

きなかった。また、 1• 2号ピットは 8-15号溝の

覆土中に在るが、断面を確認できたに過ぎなかった。

これらのピットの掘削意図は特定できなかった

が、その規模と形状から推して、中小規模のものは

柱穴となるものが多いものと思われるものの、掘立

柱建物の抽出には至らなかった。

遺物 9 • 11 • 12号ピットからは古墳時代前期と平

安時代を中心とする時期の遺物が出土した。このう

ち9号ピットのものは少量だったが、 12号ピット、

特に11号ピットからの出土遺物は、図示すべき遺物

には角釘 (12号ピットー 1)があった。

時期 各ピットは 1号屋敷に伴うものとしたが、何

れも時期は特定できなかった。尚、 5~ 7号ピット

は、覆土の状況から概ね中世の所産と認識される。

規模 （1号ピット）径 ：（2l)cm 深さ： 16cm

(2号ピット）径 ：（33)cm 深さ： 12cm

(3号ピット）径 ：38X45cm 深さ： 20cm

(4号ピット）径： 40X40cm 深さ： 12cm

(5号ピット）径： 41X47cm 深さ： 15cm

(6号ピット）径： 27X26cm 深さ： 14cm

(7号ピット）径 ：35X30cm 深さ： 13cm

(9号ピッ ト）径： 74X66cm 深さ： 60cm

／
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〔132号士坑覆土］

1 :暗褐色土：焼土粒、黄褐色土ブロック含む

2 :暗褐色土：黄褐色土・黒褐色土プロソク含む

第191図の 2 1号屋敷内の土坑群と出土遺物（その 5)
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第 3章 発見された遺構と遺物（その 2 中世屋敷遺構）
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A L~ 74.70m A' ..  

一l 

〔3 • 4号ピット覆土〕

l ：褐灰色砂質土

6号ピノトI

ロこ亨2上

〔1号ピット覆土〕

1 :褐灰色砂質土

〔15号溝覆土〕

2 :にぶい黄褐色砂： Hr-

FP混入

3 :灰黄褐色砂質土： Hr-

FP混入し部分的にシ

ルト含む

~-L= 74.70m 1. _ _A_ 

こ 3 

__.!,___, ⑦ 一庄

5号ピソトI
_A_, c 
_A_. L=74.60m. ___A_ 

ー文二丁
I 

〔5号ビット覆土〕

1 :褐灰色土： As-B混入

7号ピノト／

__A_. L=74. 70m.』と

／てマ＼

1 

一
◎ 土ニ

A L=74.80m A' ． ．  

→一→I 

□l 
10号ピット

〔2号ピット覆土〕

l ：褐灰色砂質土

〔15号溝覆土〕

2 :にぶい黄橙色砂： Hr-FP混入

3 :灰黄褐色砂質土： Hr-FP混入

〔地山層士〕

4 :黒褐色土 ：シルト質。明黄褐色土

粒混入

〔6 • 7号ピソト覆士〕

1 ：褐灰色士： As-B混入

A L=74.70m 1 A" 

ー ， /——-·—

A
 

11号ピ ット ‘‘メ＊、

゜
A' 

_A_ L=74.80m.  ___!;__ —r-

9 号ピットー＝弓—

□□□ 
11 • 12号ピット ー＝マ勺―・

A
 

〔10号ピット覆土〕

1 ：黒褐色土：硬く締まる。少量の白色軽石

(Hr~FPか）と微量の焼土混入

(10号ピット）径： 92X86cm

深さ ：llcm

12 bピノト i 
戸＼＼＼ ／／ノ

、こ:::.ニ．／

第192図

土 L=74.50m

口・上

〔9号ピット覆土〕

1 :黒褐色砂質土： As-B多く

含む

2 :黒褐色砂質土： As-B、黄

褐色砂多く含み、黒色粘質

土混入

A L~74.90m A" 

_-=シ―

O I 

こ。
I 

12ピットー 1

~. L~74.90rn 2.  _K__ 
----_)9ーニフ¥....

〔11号ビソト覆土〕

1 :暗褐色土：黒褐色土、黄褐

色土含む

〔12号ピット覆土〕

2 :暗褐色土：少量の焼土粒、

炭化物粒含む

l/2 

1号屋敷内のピット群と出土遺物

(11号ピット）径 ：56X72cm

(12号ピット）径 ：lOOX(79)cm 

(llb号ピット）径： 76X92cm

深さ ：llcm 構造 ピットには大小があるが、 プランは楕円形若

深さ： llcm

深さ： 12cm

(12b号ピット）径： 86X(79)cm 

214 

深さ： 4cm

しくは隅丸方形を呈するものが多い。

底面は小型のものは丸底気味、大型のものは平底

を呈するものが多い。



第 3節 2号屋敷

概要 先に述べたように 8区北東部から 9区北部に

かけて位置する 2号屋敷は南西及び南側に 1• 3号

屋敷と重複するが、この中で最も古い。

本屋敷は北側が調査区外に出て全体に削平が進

み、 9-4号溝（圃場整備前の水路）による破壊も

あって全体的に遺存状態は良くなかった。

本屋敷は単郭の屋敷遺構と認識される。また周堀

が一重であること、及び遺構が少ないことから、比

較的短期間の使用であったものと思慮される。

時期 出土遺物や建物の形態等から、概ね室町時代

頃の所産として把握される。

規模 全体： 99.9X(46.4) m 

〔郭〕： 91.1X (40.7) m 

構造 本屋敷は北側が調査区外に出るため全容は詳

らかでないが、プランはやや北に開く逆台形を呈し、

一重の周堀が廻る。虎口は確認できなかった。

9区側の調査区北西隅部に掘立柱建物 1棟を確認

したが、この建物はやや南に寄ると想定されるため

主殿とは考え辛い。また郭内の遺構は少なく、郭内

の様子を確認することもできなかった。

〉』ヽ｛ 
I I 
I/¥ I 

第 3節 2号屋敷

(1) 周堀 （第193図． PL 108 • 118 • 133 • 134) 

概要 2号屋敷に伴う周堀は 8区の 8-26号溝と 9

区の 9-20号溝で、両溝は同一のもので、両者の中

間に在るものが8 • 9区境の公道下の調査で確認さ

れている。

遺物 周堀のうち、 8-26号溝からは施釉陶器平碗

(1)や軟質陶器鉢（2)、鉢と思われる軟質陶器（3)、焼締

陶器甕（4）などの破片の他、土錘（5・6)、台石（7・8)、

砥石（9)、磨石(10)、敲石(11)などを含む、古墳時代前

期、或いは平安時代を中心とする時期の土器片を中

心に比較的多くの出土遺物が見られた。一方、 9-

20号溝からは僅かに青磁碗（1）と砥石（2）の出土が見ら

れたに過ぎなかった。また、 8 • 9区境の公道下の

区域からの出土遺物は得られなかった。

時期 細かい時期は特定できなかったが、出土遺物

から推して凡そ室町時代の所産と把握される。

規模 長さ： 84.55m (8 -26号溝： 22.9m、公道下

部分： 7.4m、 9-20号溝： 48.4m) 幅： 264cm

深さ ：71cm

＼ 

I -

ロ I 
一-1(1-0 oo◎ 

1d_ [ 。。

I Ii, I 

゜゜◎ 
◎ I II 

0 0 。

゜゜
I II I ゜゚

--＝-ニニ-ニ~＝ミ-ニニ＝--＝ 

◎]  

第193図 2号屋敷全体図
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第194図の 1 8 -26 ・ 9 -20号溝と出土遺物（平面図 S=1/150、エレベーション図 S=1/150) 

216 



ー
第3節 2号屋敷

〔20号溝覆土）

1 ：黒褐色砂応

2．・ 黒褐色土
・・締りあり

。粘性少

3 ：黒褐色土：：：：こや虎入

4 ：黒色粘質土
く混入

．•細粒。 粘性、締り
強い

A 
ー・ー、93um

｀

上

1
_
 

1/3 

ロ26溝-9

土

]ロロ
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ぷ
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ロ
言
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|

20溝-2

-----

コー～

／
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ー8 1/4 ロ 26溝ー10

1/3 

第194図の 2
8 -26. 

9 -20号溝と出土遺物

こ
26溝ー11
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第 3章 発見された遺構と逍物（その 2 中世屋敷遺構）

構造 8-26号溝 •9 -20号溝及びその中間部からな

る2号屋敷周堀は、調査区にあっては北に向かって

やや広がりを見せるコ字状を呈する。走向は北北

西ー南南東、或いは東北東ー西南西方向を向く 。

掘削形態は全体的に薬研堀状を呈するものであっ

たが、部分的に箱堀状を呈し、或いは肩部が広い箇

所が見られ、傾斜のきつい箇所の溝幅は凡そ90~

150cm程を測る。

(2) 

概要

9 -1号掘立柱建物 （第195図．

9-1号掘立柱建物は 2号屋敷の東西方向の

中央、調査区の北端近くに位置する。

本建物は 6基の柱穴をしているが、本建物の西側

及び北側は調査区外となっているため全容は詳らか

でない。 しかし少なくも西側には広がり、或いは北

側方向にも広がるものと推定している。従って本建

物の確認された柱穴は建物の東部或いは東南部に位

置するもので、建物は中規模以上の総柱建物だった

ものと想定している。

本建物は上述のように東西方向にあっては郭の中

心線近くに建てられているのであるが、郭が方形状

とするならば南北方向に対しては南に寄っているた

め、主屋建物ではなかったものと思慮される。

遺物

時代

本建物からの出土遺物は認められなかった。

本掘立柱建物は想定される形態から推して室

町時代以降の特徴を示すものであるが、時期の特定

には至らなかった。

規模 範囲： 216X390cm以上

P L118) 

〔建物規模〕 172~188X363~368cm以上

（平均： 178.67X 365.50cm) 

〔梁行〕 171~193cm（平均： 182.25cm)

〔桁行〕 172~188cm（平均： 178.67cm)

（柱穴 1)径： 30X24cm

（柱穴 2)径： 34X33cm

（柱穴 3)径： 23X26cm

（柱穴 4)径 ：29X25cm

（柱穴 5)径 ：23X22cm

（柱穴 6)径： 23X2lcm

218 

構造

であり、

(1/800) 
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第195図 9 -1号掘立柱建物

本建物は現況では 2X 1間の建物として確認

しているが、梁間 2間以上の東西に長い総柱の掘立

柱建物であったものと推定している。主軸は東北

東ー西南西方向に向いて、周堀の走向に対して並行

である。比較的整った柱穴の配置を示すが、柱間寸

法は梁間、桁間共に1.8m程の中世の平均的な長さ

1号屋敷の 8-1号掘立柱建物より古い様

深さ： 30cm

深さ： 44cm

深さ： 32cm

深さ： 52cm

深さ： 44cm

深さ： 23cm

相を示している。また梁間は北側列に対し南側のも

のの方が20cm程長い。

各柱穴のプランは柱穴 2がやや円形に近いものの、

全体として隅丸方形状を呈している。柱穴の規模は

全体的に小さいのに対し、掘削深度は何れも中内村

前遺跡の全体的な中世の柱穴に比して深い。掘削底

面は丸底気味であるようである。尚、恐らく調査が充

分でなかったようで、柱穴 2の底面に、径19Xl7cm、

深さl&mの柱痕と見られるものが残っている。

上屋の構造は不明であるが、棟持柱を持つ南北朝

期以降の建物の特徴を持つ高床式の建物が建てられ

ていたものと推定される。
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1号井戸

L~74.70m 

言上

(3) 

概要 本井戸は、調査区に於ける郭中東隅部に位置

し、他遺構との菫複は見られなかった。

本井戸は湧水点の記録もなく、 アグリも認められ

ないことから、湧水層は確認できなかった。

遺物

9 -1号井戸 （第196図

〔10号井戸覆土〕

1 :暗褐色土：軽石全体に含み

ザラつく。ローム粒含む

2 :ロームプロック：暗褐色士

含む

3 :暗褐色土：軽石粒・ローム

粒僅かに含む

4 :黒褐色土：ローム粒少塁含

み、軽石僅か

5 :ロームと暗褐色土の混土

6 ：黒褐色土：ローム粒含む

P Lll8) 

本井戸からは平安時代の土師器・須恵器片 l点

ずつが出土したに過ぎず、図示すべきものもなかった。

時期 本井戸は 2号屋敷に伴うものとして扱ってい

るが、時期の特定には至らなかった。

規模

構造

(4) 

概要

径： 66X75cm 底径： 57X67cm 深さ：89cm

本井戸は円形に近い楕円形のプランを呈する。

掘削形態はきれいな井筒型で、底面も平らである。

9 -10号井戸 （第196図．

本井戸は、

P L 118 • 134) 

2号屋敷の南東隅部に位置する。

他遺構との重複は見 られなかった。

本井戸も湧水点の記録がなかったが、底面から

36cm附近に見られた、商さ34cm、奥行き 12cm程を

測るアグリ附近に透水層があったものと判断される。

(1号井戸覆土〕

1 :黒色土：細粒。にぶい黄橙色土多

戯に混入。粘性あり

2 :黒褐色土：細粒。にぶい黄橙色土

多晟に混入。粘性あり

3 ：黒褐色土 ：粒子やや大。 1層土縞

状に混入。やや粘性あり

4 ：黒褐色土：粒子やや大。粘性あり

5 :黒褐色土：粒子やや大。 1層土が

3層に比し少量混入

6 :黒褐色土：粒子やや大。 1層土 5

層に比し少堡。粘性少ない

7 :黒褐色土：粒子やや大。やや砂質

で粘性少

(15号井戸覆土〕

l ：灰黄褐色土：細粒。粘性

あり 。明黄褐色土混入

2 :黒褐色土：粒子やや大。

粘性少ない

3 :明黄褐色土：粗粒。少礫、

ローム混入。粘性少ない

7 :暗褐色土：ローム・ 黒褐

色土含む

遺物

各3点出上したに過ぎず、

ものも見られなかった。

時期

規模

構造

(5) 

概要

第196図

径： 126Xll9cm

I
A
-：ロA_ 

...!,__ L~74.60m .K 

9 -1 • 10 • 15号井戸

本井戸からは平安時代の土師器・須恵器片が

これらの中に図示すべき

本井戸も 2号屋敷に伴うものとして扱ってい

るが、時期の特定には至らなかった。

底径：40X4lcm 深さ： 187cm

本井戸は確認面のプランは円形に近く、底面

のプランは楕円形を呈する。

掘削形態は開きが上に寄る井筒朝顔型を呈する。

9-15号井戸 （第196図）

本井戸は郭東部の調査区北端に位置する。

他の遺構との切り合いは見られなかった。

本井戸は湧水点の記録もなく、 アグリも認められ

ないことから、湧水層は確眩できなかったが、底面

が一段掘り込まれていることから、底面附近に透水

層のあった可能性が考えられる。
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第3章 発見された遺構と遺物（その 2 中世屋敷遺構）

遺物

時期

るが、時期の特定には至らなかった。

規模

構造 本井戸は確認面では円形のプランを呈する井

筒型の掘削形態を有する井戸であるが、確認面下

130cm程で隅丸方形状のプランとなり、丸底気味に

段が作られる。その段の中央付近に楕円形プランに

高さ21cmの掘り込みが掘削され、底面となっている。

(6) 

概要

部に 9-1~3号土坑の 3基の土坑を調査している。

これらの土坑のうち 1号土坑はその西端で風倒木

痕の一つと重複するが、記録が明瞭ではないが、

れを切っているようである。

構との重複は確認されなかった。

尚、

本井戸からの出土遺物は認められなかった。

本井戸も 2号屋敷に伴うものとして扱ってい

径 ：99Xl0lcm 底径：36X27cm 深さ： 155cm

2号屋敷内の土坑群 （第197図）

2号屋敷の区域には、調査区に於ける郭北西

こ

2 • 3号土坑と他の遺

1 ~3号土坑は規模と形態が近似するため同様

の使用が行われたものと思慮されるが、何れも掘削意

図を特定することはできなかった。また、異なる時期

であることが確認できなかったため、 2号屋敷に含む

ものとして扱っているが、確実に 2号屋敷に伴うもの

遺物

であるか否かも確認することはできていない。

本土坑群のうち 2号土

坑からは平安時代の土師器 ・

須恵器片合わせて 3点の出土

が見られたものの、これらの

中に図示すべきものは見られ

なかった。また 1• 3号土坑

からの出土遺物は認められな

かった。

時期 何れの土坑も近世後期

以降に下る時期のものではな

かったが、 2号土坑が概ね平

安時代以降の所産と認識され

るものの、各土坑共にその時

期を特定することはできなか

A
 

/

l

|

A

-

ロ
1号土坑

：三言上

規模 (1号土坑）径： 82X78cm

(2号土坑）径： 94X86cm

(3号土坑）径： 86X82cm

構造

(7) 

概要

A
 

深さ： 24cm

深さ ：29cm

深さ： 33cm

1 ~3号土坑は何れも円形、若しくは円形に

近いプランを呈する。

掘削形態は箱状で、底面は何れも平坦である。

2号屋敷内のピッ ト群 （第198図）

2号屋敷区域には、郭西部に 2P-1~13号

ピットの11基のピットを確認、調査している。

これらのうち 9 • 10号ピットは重複していたが、

新旧を特定することはできなかった。また各ピット

共に他の遺構との重複は認められなかった。

またこれらのピットの掘削意図を特定することは

できなかった。 しかし乍ら平面形態が9-1号掘立柱

建物の柱穴と近似したものが多いため、

を除くピットには柱穴であった可能性が考慮される。

2号士坑 ／ 

゜
△ 

：三上

1号ピット

(1/800) 

3号土坑 ／ 

〔ロ
土

土．L=74.80m言上
〔1• 2 • 3号土坑覆土〕

1 :黒褐色砂質土： As-C多く混入。粘性弱。よく締まる。

2 :黒褐色砂質土： As-Cの混入少ない。粘性弱

3 :黒褐色土：細粒。黄褐色土僅かに混入。粘性あり

った。 第197図 2号屋敷内所在土坑
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1 • 2号ピット

6 • 7 • 8号ピット
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3 • 4 • 5号ピット
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゜
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乙
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号

゜
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11 • 12号ピノトi

◎
12 

◎
ll 

13号ピノト｛

◎ 

14号ピット ［、一

◎
 

(9号ビット）径 ：30X40cm

深さ： 10cm

(10号ピット）径 ：21X 19cm 

深さ ：23cm

(11号ピッ ト）径 ：36X36cm

深さ： 26cm

(12号ピ ット）径 ：24X30cm

深さ ：28cm

(13号ピ ット）径 ：27X22cm

深さ： 23cm

(14号ピ ット）径 ：36X35cm

深さ ：14cm

構造 本ピット群のピットの

プランは 1・3・9・10・11

第198図 2号屋敷内所在ピット

一方、小型のピットには杭の打設痕、或いは樹木の

根の痕跡である可能性も考えられる。尚、

が、

はできなかった。

遺物

った。

時期

ことから、

規模 (1号ピット）径： 69X(57)cm

深さ： 15cm

(2号ピット）径 ：24X

(3号ピット）径： 32X40cm

(36) cm 

3~5号

ピットには 9-1号掘立柱建物との関連も考慮される

これらのピットから掘立柱建物を想定すること

14基のピ ットからの出土遺物は確認できなか

本ピット群のピットは 2号屋敷の範囲にある

れのピットも時期を特定することはできなかった。

(4号ピッ ト）径 ：25X21cm

(5号ピット）径 ：31X3lcm

(6号ピッ ト）径 ：19X33cm

(7号ピット ）径 ：26X2lcm

(8号ピッ ト）径 ：19X25cm

深さ ：17cm

ットが長方形、

ットが長円形、

号ピットが隅丸方形、

4 • 5 • 14号ピットが円形、

が、掘削底面は 1号ピットは平底を呈し、

2号ピ

6号ピ

7 • 8 • 12 • 13号ビットが楕円形を

呈するものであった。

断面の記録が残せなかったためはっきりしない

3号ピッ

トは尖底、他のピットは丸底か丸底に近いものと判

断される。

2号屋敷の遺構として扱っているが、何

深さ ：32cm

深さ： 6cm

深さ： 6cm

深さ： 25cm

深さ ：22cm

深さ ：16cm
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第 3章

第 4節

発見された逍構と遺物 （その 2 中世屋敷遺構）

3号屋敷

概要 3号屋敷は 9区南部に位置し、西側で 1号屋

敷と、北側で僅かに 2号屋敷と重なるが、 1号屋敷

より古く、 2号屋敷より新しい。

本屋敷は南側が調査区外に出ており、西端は圃場

整備前の水路に壊されるが、遺存状態は比較的良好

で、多くの遺構を確認調査することができた。また

建物が4期以上あることから、比較的長期間に亘っ

て使用された屋敷遺構であったものと判断される。

時期 出土遺物や建物の形態等から、概ね室町時代

頃の所産として把握される 。

規模 全体： (43.2) 

〔郭〕 (38.3) X 

X (35.9) m 

(32.7) 

構造

m 

上述のように本屋敷の全容は詳らかでない

が、

二重の周堀が廻る構造であったことが窺われる。虎

口は内堀の北側中央と、西側の調査区南端に確認さ

れたが、外堀の虎口は確認できなかった。

郭内の遺構は柱穴が調査範囲の南部の中から西寄

りに多く、それを取り巻くように土坑群及び井戸群

が分布していた。このうち内堀から出入りするよう

になっている地下式坑に似た土坑群が特筆される。

(1) 

概要

で、

プランは台形状を呈し、少なくもある段階では

周堀 （第200図．P L 117 • 118 • 134) 

3号屋敷に伴う周堀は 9区の 9-6 • 22号溝

6号溝が外堀、 22号溝が内堀に当る。尚、 6号

溝西部は後世の 9-4号溝に壊されて失われていた。
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第199図 3号屋敷全体図 （S=1/300) 

222 



[A-A' セクション］

(4号溝覆土〕

l ：灰色砂質土 ：As-B多く含む

2 :暗褐色土：ローム粒・ 黒褐色土粒含む

3 :黒褐色土 ：ローム含む

4 :ロームと灰色土の混土

(22号溝覆土〕

5 :暗褐色土：ロームとAs-B少磁含む

6 ：黒褐色粘質土

7 :暗褐色土：ローム粒ラミナ状に含み柔

らかい。As-B僅かに含む

8 :暗褐色土： As-B、ローム、木質含む

[B-B'セクション］

(22号溝覆土〕

1 :暗褐色士：ローム、ローム粒とAs-B

含む

2 :暗褐色土：ローム粒含むが 1層に

比し多い

3 :暗褐色土 ：上層よりやや暗い。ロ

ームやや多く含む

LJ 20溝 」`

6溝

上＿．

[C-C'セクション］

〔22号溝覆土）

1 :暗褐色土 ：As-B含む。酸化鉄に

よる褐色部分あり

2 ：灰褐色粘質士

3 :暗褐色土： 1層に似るが色調暗い

4 :暗褐色土： As-B含み、上層よ り

暗い

5 :暗褐色土： As-B含むが上層

より少なく、暗い

〔3P-1号土坑覆土〕

6 :暗褐色土： As-Bとローム含

む。 1~ 5層より明るい

[D-0'セクション］

〔22号溝覆土〕

l ：暗褐色土： 鉄分凝縮箇所

有り 。As-B含む

2 :暗褐色土：上層に比し

As-B少ない

3 :暗褐色粘質土： As-Bと

華燭の鉄分凝縮部分少

ない。 1 • 2層より暗い

4 :暗褐色土：ローム粒少筵

含む
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L=74.60rn 
△_. . △ ご 5

_!L. L=74.60m.  _Jt_ 

三

[E-E'セクション］

〔22号溝覆土〕

1:暗褐色土 ：ローム

粒、軽石粒多く、

やや黄味掛かる

2 :暗褐色土 ：軽石粒、黒色土含む

やや黒色土っぽい

3 :暗褐色土：ローム ・軽石粒含む

4 :暗褐色土：小軽石粒含む。軟ら

かい。攪乱か

5 :暗褐色土 ：ローム多く含む

6 :暗褐色土 ：比較的細粒。軽石粒、

ローム粒僅かに含む。締まる

7 :暗褐色土 ：軽石粒僅かに、ロー

ム粒多く含む

（ピッ ト覆土〕

8 :暗褐色土 ：ローム粒、黒褐色土、軽石

粒含む。やや褐色掛かる

9 :暗褐色士 ：ローム粒、軽石粒少羹含む。やや灰色

掛かる

〔掘り込み覆土〕

10:暗褐色土 ：小軽石粒、ローム粒含む

_L. L=74.60m ・..£ 

こ E
一

L=74.60m 

こ謬，10
E‘ 

[F-F'セクション］

（溝埋没後の埋め土〕

1 :黒褐色土：細粒で粘性弱く固く締まる。As-Cと僅かな黄褐

色土混入

〔6号溝後期覆土〕

2 ：褐灰色砂質土：やや粗粒。As-Cと少最の黄褐色土、黒色土

混入

3 ：黒褐色土：やや粗粒で粘性少。締り弱。黄褐色土混入

4 :黒褐色土：黄褐色土 3層に比し多く、 5層より少ない

5 ：黒褐色土： 黄褐色土の混入 3層に比し少最

6 :暗褐色土：細粒で粘性あり 。黄褐色土混入

7 :褐灰色土：粗粒。粘性少

〔6号溝前期覆土〕

8 ：褐灰色土：細粒で粘性少なく、 As-C混入

9 ：暗褐色土：上層より黄褐色土混入多し

10:黒褐色土：細粒で粘性少。締まる。小礫多く混入

〔20号溝覆土〕

11：褐灰色土：細粒で粘性少なく、黄褐色土混入

6溝ー 1
l/2 

Q_. L=74.60m..  _Q' ． ．  

｀ 

G L~74.60m 

3 5 

2 1 一 47 
8 

g 6 

u lO 

[G-G'セクション］

〔6号溝覆土〕

1 :暗褐色土：軽石粒、ローム粒含む。やや橙色

掛かる

2 ：暗褐色土 ：ロームと軽石粒含む

3 :暗褐色土：軽石粒とローム粒含む

4 ：暗褐色土：軽石粒と少量のローム含む

5 :暗褐色土：軽石粒とローム粒含むがやや

少量

6 :暗褐色士：軽石粒とローム粒含む。やや

暗い

7 :暗褐色土 ：上層より暗い

8 :暗褐色土：ロームと僅かな軽石粒含

む

9 :暗褐色土：軽石少なくローム僅かに

含む。やや暗い

10:暗褐色土 ：ロームやや多く含む。

軽石少ない

11：暗褐色粘質士 ：細

粒。ロームと軽石

粒少塁含む

旦

第200図 3号屋敷周堀と出土遺物 (S=l/150) 





遺物 出土遺物は少なく、僅かに 6号溝から古瀬戸

の合子が出土したに過ぎなかった。

時期 6号溝の出土遺物は14世紀前半という時期を

示しているが、細かい時期特定には至らなかった。

規模 (6号溝）長さ ：59.7m 幅： 453cm

深さ ：146cm

(22号溝）長さ ：57.8m 幅： 246cm 深さ ：66cm

構造 22号溝は調査範囲では台形に開くコ字状を呈

している。また 6号溝は鉤型のプランを呈するが、

元々は22号溝と同形態であったものと判断される。

尚、 22号溝と 6号溝の間は2.3~3.6m程離れている。

走向は西側が北北西ー南南東方向、北側が東北

東ー西南西方向、東側が北西ー南東方向に向く 。

また22号溝にあっては北側の中央付近が3.4m以

第4節 3号屋敷

下、恐らくは1.2m程途絶えて土橋を形成し、調査区

の南西隅部で4.2m以上途絶えて虎口を作っている。

掘削形態は 6号溝、22号溝共に全体的に薬研堀状

を呈するものであったが、底面はやや広い印象を有

するものであった。

(2) 掘立柱建物群 （第201図）

概要 発掘調査時点で 3号屋敷に伴うものとして幾

つかの掘立柱建物が認識調査されていた。 しかし、

これらは形態に無理のあるものや、現在の中世建物

の解析方法に照らして問題のあるものもあったた

め、当事業団の飯森康広に再分析を依頼した。この

結果、 14基の建物と 2列の柱穴列が抽出され、これ

に調査時点で認識されていた柱穴列 2列を併せたも

□□―ーロー ロロ（、ロ--

—-
◎ ー い ｀ミ、

1号掘立 ＼＼ 

•—•@—® ¥ 

I 
I 
I 

のを以下に報告する。

匁6岱。

一

i 
ミ
／ 

二』二三三］□゚
＼ 正碕一
~-o—◎—〇--

＼

＼

ー

1

ー
＼

ー

ー

＼

＼
ー
ー
＼
＼

ー

＼

＼

＼

＼

＼

ー
ー
＼
ー
＼

＼
 

＼
 

＼
 

ヽ

1

1

¥

―ー1

＼
 

ー

ー
ー

第201図 3号屋敷の掘立柱建物及び柱穴列群 (S= 1/200) 
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第 3章 発見された遺構と遺物 （その 2 中世屋敷遺構）

尚、発掘調査時点での建物番号との混乱を避ける

ため、今回抽出した建物と柱穴列には頭に「 3p-」

を付した番号を付与した。また、航空写真等には調

査時点での柱穴が写りこんでいるので記しておく 。

これらの建物は、 3P-1号掘立柱建物が郭北東

隅部にある以外は、調査区に於ける郭南部に集中し

て位置している。また、その棟方向が異なることか

ら、 3 • 13 • 14号掘立柱建物は 3号屋敷に伴わない

遺構である可能性を有する。

遺物 新たに建物を抽出したこともあって、出土遺

物については選別し切れなかった。尚、旧番号に基

づ く掘立柱建物からは平安時代のものを中心とする

僅かな遺物の出土が見られたに過ぎなかった。

時期 建物の細かい時期を特定することはできなか

ったが、 14号掘立柱建物が中世全体に一般的な梁間

1間型の建物の特徴を示す以外は、室町時代以降の

建物の傾向を示している。

(3) 3 P-1号掘立柱建物 （第202図）

概要 本建物は 3号屋敷の郭北東隅部に位置する。

本建物はその規模から推して付属屋と認識される

が、建物の使用目的を特定することはできなかった。

尚、郭の縁辺隅部に本建物が建て られていることか

ら3号屋敷の内堀際には土塁の設けられなかった可

能性が考えられる。

遺物 前項に述べた理由によ って出土遺物を特定す

ることはできなかった。

時期 本建物は形態的に中世の所産と認識される

が、東西両側に庇を持つと判断されるため、概ね室

町時代の所産と認識される。

規模 範囲： 770X588cm

〔建物規模〕 774X371~405cm

（平均： 451.00x 389. 75cm) 

〔梁行〕 371~405cm（平均 ：389.75cm)

〔桁行〕 209~215cm（平均 ：212.50cm)

〔庇幅〕 163~182cm（平均： 173.33cm)

¥
¥
`
9
,
 

L=74-40m 
A A' 

(1/600) 

v-

（柱穴 1)径 ：37X42cm 深さ： 23cm

（柱穴 2)径： 62X52cm 深さ ：32cm

（柱穴 3)径 ：54X46cm 深さ ：34cm

（柱穴 4)径 ：33X34cm 深さ ：40cm

（柱穴 5)径 ：26X22cm 深さ ：32cm

（柱穴 6)径 ：38X30cm 深さ： 42cm

（柱穴 7)径： 33X37cm 深さ ：14cm

（柱穴 8)径 ：36X24cm 深さ： 36cm

（柱穴 9)径： 17X20cm 深さ： 28cm

◎：皇言―—彎主穴 6 i柱穴 5 9柱穴 8 構造 本建物は 1X 2間の建物を身舎として東西両

側に庇を持つ建物として認識される。身舎の棟は西

北西ー東南東方向を向く 。

穴のプランは柱穴 1• 4が円形、

丸方形、他の柱穴が楕円形を呈する。底面は何れも

丸底気味であったが、柱穴 2 • 3の底面に塑性変形

上◎ょ怠仁3 `̀ ◎ 柱穴 9が見られた。

L=74.40m (1/100) 尚、上屋の構造は不明であるが、棟持柱を伴う方
旦 ．．主 玉 ． ・..£... _!L.. __IL 

¥「 W V 形プランの建物で、上述のように左右 （東西）両側

に庇が付けられていたものと思慮される。

第202図 3P-l号掘立柱建物
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第4節 3号屋敷

(4) 3 P-2号掘立柱建物 （第203図）

概要 本建物は調査区の郭南東部に位置する。

本建物はその規模等から付属屋と認識されるが、南 ー
辺の延長線上が西側虎

口の北端に一致するこ

とから虎口通路に面し

て建てられた建物と認

識される。

遺物 本建

物に於いて

も出土遺物

を特定する L=74.40m 

こと はできなかった。

時期 本建物は所謂梁

間1間型の建物である

ため中世の所産と認識

R□唸 柱穴 2 ◎ 柱穴 3 、主穴 4Q/〇c` 主穴5 ◎ 柱穴 6 柱ら7

◎ 柱穴 1 ◎ 柱穴 8 0柱穴 7 ジ ］ ］ ： 穴 6
／忙 いて、他の柱穴が

E
 

E
、

/

[

 
．
 

m I上 ． ．ュ 7. 8が平底、 他

賃汀 優9 柱穴3 向 柱穴4 ◎ ］／ の柱穴か丸底気味

B 柱穴 5 であった。
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のであるが、細かい時期特定には ＇ 思慮される。
第203図 3 P-2号掘立柱建物及び3P-2号柱穴列

至らなかった。

規模 範囲： 686X382cm

〔建物規模〕 637~643X322~337cm

（平均 ：640.00X 328.50cm) 

〔梁行〕 322~337cm（平均： 328.50cm)

〔桁行〕 186~232cm （平均： 213.33cm)

（柱穴 l)径 ：30X26cm 深さ ：39cm

（柱穴 2)径： 54X49cm 深さ： 53cm

（柱穴 3)径 ：36X32cm 深さ： 44cm

（柱穴 4)径 ：30X45cm 深さ ：44cm

（柱穴 5)径 ：25Xl8cm 深さ ：26cm

（柱穴 6)径 ：25X (24) cm 深さ ：84cm

（柱穴 7)径 ：44X38cm 深さ： 8cm

（柱穴 8)径 ：34X32cm 深さ： 13cm

構造 本建物は 1X 3間の所謂梁間 1間型の総柱で

はない掘立柱建物である。その構造は単純で、比較

的均等な柱の配置を見せ、棟は東北東ー西南西方向

を向くものである。

各柱穴のプランは柱穴 1• 2 • 8が円形を呈して

(5) 3 P-2号柱穴列 （第203図）

概要 本柱穴列は調査区の郭南西部、 3P-2号掘

立柱建物跡の北側に、柱通りで32~40cm程隔たっ

て位置している。

本柱穴列は建物である可能性も有するが、その位

置から 2号掘立柱建物跡に伴う柵列と認識される。

遺物 本柱穴列の出土遺物は確認できなかった。

時期 本柱穴列の時期は 2号掘立柱建物と同時期と

思慮されるが、時期特定には至らなかった。

規模 範囲 ：1104cm 〔柵列規模〕 1086cm

〔柱間〕 143~220cm （平均： 184.17cm)

（柱穴 1)径： 22X22cm 深さ ：33cm

（柱穴 2)径 ：31X (23) cm 深さ ：一cm

（柱穴 3)径 ：34X30cm 深さ： 39cm

（柱穴 4)径 ：27X20cm 深さ ：15cm

（柱穴 5)径： 27X24cm 深さ：一cm

（柱穴 6)径 ：36X22cm 深さ ：一cm

（柱穴 7)径： 26X24cm 深さ ：15cm
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第 3章 発見された遺構と遺物（その 2 中世屋敷遺構）

構造 本柵列は東北東一西南西に軸を取り、直線的

なプランを呈する。

柱穴 lは円形プランを呈し、他の柱穴はだ円形の

プランを呈する。底面形態は何れも丸底気味である。

(6) 3 P-3号掘立柱建物 （第204図）

概要 本建物は調査区に於ける郭南西部に在る。

その規模から推して付属屋と認識されるが、その

建築目的等は特定できなかった。

尚、本建物は棟方向から推して 3号屋敷に伴わな

い可能性を有するものである。

遺物 本建物に於いても出土遺物を特定することは

できなかった。

時期 本建物はその形態から概ね室町時代の所産と

認識されるが、細かい時期は特定できなかった。

規模範囲： 484X651cm

〔建物規模〕 442~452X610~624cm

（平均 ：446.00X 617.00cm) 

〔梁間〕 200~245cm（平均 ：225.67cm)

〔桁間〕 193~215cm（平均 ：202.20cm)

（柱穴 l)径 ：34X32cm 深さ： 19cm

（柱穴 2)径： 33X28cm 深さ： 34cm

（柱穴 3)径： 51X52cm 深さ： 28cm

／口◎柱穴8
◎ 柱穴 2

I ◎ 
柱穴 l

（柱穴 4)径 ：34X34cm 深さ： 25cm

（柱穴 5)径： 34X28cm 深さ： 38cm

（柱穴 6)径： 26X25cm 深さ :14cm 

（柱穴 7)径 ：20X2lcm 深さ： 12cm

（柱穴 8)径 ：21X19cm 深さ： 38cm

（柱穴 9)径 ：26X26cm 深さ ：20cm

構造 本建物は棟持柱を有する 2X 3間の掘立柱建

物であるが、北東隅の柱穴は確認できなかった。棟

方向は北西ー南東方向に向いている。

本建物の柱穴は柱穴 4が円形を呈する以外はだ円

形のプランを呈する。掘削底面は丸底気味である。

建物の上屋構造は不明であるが、総柱の建物では

なく、柱穴底面にも組成変形は見られなかったので、

比較的簡便な構造の建物であったと思慮される。

(7) 3P-4号掘立柱建物 （第204図）

概要 本建物は調査区南部に位置する。

本建物は遺存状態が悪く、建築の性格も不明だが

その形態から主屋になる可能性を有する。

遺物 本建物も出土遺物が特定できなかった。

二二）＊（―～ー＼ー＿ 時期 本建物はそ
`̀--

¥¥ 

の形態から推して

南北朝以降、概ね

室町時代の所産と

認識されるもので

あるが、細かい時

期を特定すること

はできなかった。

a 賃◎
柱穴 6 柱穴 7 柱穴 8

｀ 穴3 ]柱穴 7 : I 
◎三:-0云：ー一怠 柱穴 6

3号掘立 ⑲連竺二
立） 柱穴 3

4号掘立

第204図 3P-3・4号掘立柱建物
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第 4節 3号屋敷

規模 範囲： 859X469cm

〔建物規模〕 829X439cm

〔梁間〕 188~234cm（平均： 217.00cm)

〔桁間〕 198~215cm（平均 ：207.75cm)

（柱穴 1)径： 42X (21) cm 深さ： 20cm

（柱穴 2)径 ：30X33cm 深さ： 38cm

（柱穴 3)径 ： （22) X28cm 深さ ：44cm

（柱穴 4)径： 23X (20) cm 深さ： （29) cm 

（柱穴 5)径 ：36X42cm 深さ ：36cm

（柱穴 6)径 ：34X36cm 深さ： 35cm

（柱穴 7)径 ：28X20cm 深さ ：47cm

（柱穴 8)径： 33X30cm 深さ： 14cm

構造 本建物は未確認の柱穴が多く、全容は詳らか

でないが、 2X 5間以上の総柱建物と認識される。

柱穴のプランは柱穴 1• 4が楕円形を呈する以外

は隅丸方形を呈する。掘削底面は柱穴 2 • 3 • 8が

平底気味で、他は丸底気味である。

本建物は総柱建物であるが、柱穴底面に塑性変型

も見られないので、比較的単純な構造を持つ上屋建

物であったものと思慮される。

(8) 3 P-5号掘立柱建物 （第205図）

概要 本建物は調査区に於ける郭南西部に在って、

3 P-2号掘立柱建物に重なるように位置する。

本建物は位置 ・形態的に付属屋と判断されるが、

南辺の西側延長が西側虎口の北端附近に当るため、

2号建物同様、虎口通路に面した建物と認識される。

遺物 本建物も出土遺物は特定できなかった。

時期 本建物は形態的に南北朝期以降、概ね室町時

代の所産と認識されるが、細かい時期は不明である。

規模 範囲 ：677X459cm

〔建物規模〕 641X423~434cm 

（平均 ：641.00X 430.00cm) 

〔梁間〕 180~234cm （平均 ：217.40cm)

〔桁間〕 188~251cm（平均： 215.71cm)

（柱穴 l)径： 36X3lcm 深さ ：28cm

（柱穴 2)径： 23X24cm 深さ ：35cm

（柱穴 3)径： 23X20cm 深さ ：26cm

（柱穴 4)径 ：33X38cm 深さ ：一cm

（柱穴 5)径 ：57X54cm 深さ： （12) cm 

（柱穴 6)径 ：27X44cm 深さ： 27cm

（柱穴 7)径 ： （49) X52cm 深さ ：55cm

（柱穴 8)

径 ：37X36cm

深さ ：62cm

（柱穴 9)

径 ：（31) X38cm 

深さ： 9cm

5号掘立

◎ 
1柱穴 2

l(: 
柱穴 8 （柱穴10)

径 ：（61) X53cm 

麿柱穴3

¥
1
,
‘
,
 

，＇ 

6号掘立 L=74.40m • • .受
..L.・△旦．． B'

V V 
第205図 3P-5・6号掘立柱建物
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第3章 発見された遺構と遺物 （その 2 中世屋敷遺構）

構造 本建物は一部柱穴を確認できていない箇所も

あるが、 2X3間の総柱の小型建物である。棟方向

は東北東ー西南西方向を向く 。

各柱穴のプランは長径の長短はあるが、概ね楕円

形を呈する。底面は柱穴4・7・9・10が平底を呈

し、他は丸底状である。

上屋構造は詳らかでないが、柱穴 5の底面には塑

性変形が見られ、総柱建物であることから、棟持柱

を持つ構造のある程度しっかりした建物であったこ

とが窺われる。

(9) 3 P-6号掘立柱建物 （第205屈）

概要 本建物は調査区に於ける郭南部中央に位置し

ている。

本建物は規模は小さいが拡張部を有するため、 主

屋建物若しくは主屋建物の一部を構成する建物と考

えられる。

遺物 本建物に於いても出土遺物を特定することは

できなかった。

時期 本建物は棟持柱を有するため、南北朝期以降、

概ね室町時代の所産と認識されるが、時期特定には

至らなかった。

規模範囲： 675X744cm

〔建物規模〕 627~631X654~692cm

（平均 ：629.00X 676.67cm) 

〔身舎規模〕 416~433X654~692cm

（平均： 423.67X 676.67 cm) 

〔張り出し規模〕 195~211X227~238cm

（平均 ：203.00X 232.50cm) 

〔梁間〕 167~265cm（平均： 213.75cm)

〔桁間〕 187~257cm（平均 ：224.00cm)

（柱穴 l)径： （49) X57cm 深さ： 39cm

（柱穴 2)径： 34X45cm 深さ： 41cm

（柱穴 3)径 ：43X32cm 深さ： 30cm

（柱穴4)径 ：36X35cm 深さ ：39cm

（柱穴 5)径： 30X28cm 深さ： cm

（柱穴 6)径 ：42X47cm 深さ： 43cm

（柱穴 7)径： 43X(4l)cm 深さ： 37cm

230 

（柱穴 8)径： （30) x (8) cm 深さ ：一cm

（柱穴 9)径： 30X3lcm 深さ： 20cm

（柱穴10)径 ：69X63cm 深さ ：34cm

（柱穴11)径 ： （29) X43cm 深さ： 19cm

（柱穴12)径 ：55X63cm 深さ： 77cm

構造 本建物の身舎は北北西ー南南東に棟方向を持

つ2X3間の掘立柱建物で、東辺南部に張り出しを

有する。身舎の柱間は東半の梁間が170cm弱なのに

対し、西半の梁間が260cm前後と広く、また南北側

の桁間が230~250cm程なのに対して中側の桁間が

190cm程と狭いという特徴を持っている。

柱穴のプランは柱穴 4~ 6が円形であるのに対

し、形態の不明瞭な柱穴 8以外は楕円形のプランを

呈する。底面は柱穴 3 • 6が平底状なのに対し、他

は丸底気味である。

上屋構造は不明であるが、やや東に寄った位置に

棟を持つ建物で東南に上述のように張り出しを持

つ。柱穴底面に塑性変形も見られることから、比較

的しつかりした建物であったものと思慮される。

(10) 3 P -7号掘立柱建物 （第206図）

概要 本建物は調査区の郭南西部に、 3P-2 • 5 

号建物に重なって位置している。

本建物は位置的に中央より西に寄り、西側虎口前

の通路に面しているが、 3区屋敷内では比較的大き

な建物であり、主屋建物の一部を形成する可能性も

否定できない。

遺物 本建物も出土遺物は特定できなかった。

時期 本建物は棟持柱を持つ総柱建物であり、南北

朝期以降、概ね室町時代の所産と認識されるが、細

かい時期の特定には至らなかった。

規模 範囲 ：1085X499cm

〔建物規模〕 1052~1060X389~472cm

（平均： 1055.00X 424.50cm) 

〔梁間〕 187~237cm（平均： 216.50cm)

〔桁間〕 175~242cm（平均 ：194.43cm)

（柱穴 1)径： 28X28cm 深さ ：32cm

（柱穴 2)径： 37X34cm 深さ ：37cm
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形を呈し、柱穴 3.

10・11・17が平底状

である他は丸底気味

であった。

上屋は比較的大型

の総柱建物であるこ

と等から、比較的し

っかりした建物であ

ったと想定される。

（柱穴 3)径： 27X23cm 深さ： 28cm

（柱穴 4)径： 33X3lcm 深さ： 45cm

（柱穴 5)径： 26X24cm 深さ： 26cm

（柱穴 6)径： 28X26cm 深さ： 32cm

（柱穴 7)径： 26X38cm 深さ： 32cm

（柱穴 8)径 ：34X23cm 深さ： 23cm

（柱穴 9)径： 20Xl6cm 深さ： 17cm

（柱穴10)径： 40X69cm 深さ： 31cm

（柱穴11)径： 33X26cm 深さ：一cm

（柱穴12)径： 44X34cm 深さ： 35cm

（柱穴13)径： 34X29cm 深さ： 21cm

（柱穴14)径： 22X26cm 深さ： 19cm

（柱穴15)径： 52X62cm 深さ： 19cm

（柱穴16)径： 33X27cm 深さ： 15cm

（柱穴17)径： 47X60cm 深さ： 31cm

構造 本建物は棟方向を東西に近い西南西ー東北東

第206図 3 P-7号掘立柱建物と 3P-l号柱穴列

(11) 3 P -1号柱穴列 （第206図）

概要 本柱穴列は調査区の郭中央部に位置し、 3

P-7号掘立柱建物の北側に柱通りで319~330cm、

3 P-10号掘立柱建物の北側に柱通りで291~323cm

程隔たって位置している。

本柱穴列は建物の一部である可能性も有するが、

その位置から推して 7号掘立柱建物、或いは10号掘

立柱建物に関連する柵列ではないかと考えられる。

遺物 本柱穴列からの出土遺物を確認することはで

きなかった。

時期 本柱穴列の時期は 7或いは10号掘立柱建物と

同時期と思われるが、時期特定には至らなかった。

規模範囲： 932cm 〔柵列規模〕 906cm

〔柱間〕 212~248cm（平均： 226.25cm)

（柱穴 1)径： 26X22cm 深さ： 22cm

（柱穴 2)径： 37X (40) cm 深さ： 21cm

方向に取る、 2X 5間の総柱の掘立柱建物である。

その配置は梁方向で、西側より東側が30ないし

60cm程狭くなっている。

（柱穴3)径： 28X28cm 深さ： 16cm

（柱穴 4)径： 24X28cm 深さ： 10cm

（柱穴 5)径： 39X28cm 深さ： 10cm
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第3章 発見された遺構と遺物（その 2 中世屋敷遺構）
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（柱穴 1)径： 56X43cm

深さ： 44cm

（柱穴 2)径： 81X57cm 

深さ： 69cm

（柱穴 3)径 ：52X57cm

深さ： 37cm

（柱穴 4)径： 36X33cm

深さ： 12cm

（柱穴 5)径： 51X43cm

深さ： 41cm

（柱穴 6)径： 20X17cm 

深さ： llcm

構造 本建物は棟持柱を持つ 2X3間の掘立柱

建物で、棟方向は東北東ー西南西方向に向く。
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第207図 3P-8号掘立柱建物

構造 本柵列はほぼ東西方向直線的な配列を示す。

柱穴 1は円形、柱穴 2は楕円形、柱穴 3 • 5は隅

丸方形、柱穴 4は隅丸三角形のプランを呈し、底面

形態は何れも丸底気味である。

(12) 3 P -8号掘立柱建物 （第207図）

概要 本建物は調査区に於ける郭南西部に、新旧関

係不特定の 3P-3・5・7号掘立柱建物に重なる

ように位置している。

本建物は確認できなかった柱穴も多いため明確で

はないが、位置的、形態的に付属屋と認識される。

遺物 本建物も出土遺物は特定できなかった。

時期 本建物の時期は特定できなかったが、棟持柱

を持つ建物であり、南北朝期以降、概ね室町時代の

所産と認識される。

規模範囲： 686X449cm

〔建物規模〕 620X427cm

〔梁間〕 230cm

〔桁間〕 187~220cm（平均： 206.67cm)
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柱穴のプランは柱穴 3 • 4が円形で、他は楕

円形を呈し、底面は平底気味のものが多い。

上屋構造は不明であるが、柱穴には大きいも

のが多かった。

(13) 3P-9号掘立柱建物 （第208図）

概要 本建物は調査区に於ける郭南部の東寄りに位

置し、新旧関係不明の 3P-4 • 12~13号掘立柱建

物に重なるように位置している。

本建物は位置的、形態的に付属屋と認識される。

遺物 本建物も出土遺物は特定できなかった。

時期 本建物は 3号屋敷に伴うものと判断している

が、形態的には中世に一般的な梁間 1間型の建物で、

時期の特定はできなかった。

規模範囲 ：426X935cm

〔建物規模〕 341~360X861~864cm

（平均： 351.33X 862.50cm) 

〔梁間〕 341~360cm（平均： 351.33cm)

〔桁間〕 194~220cm（平均： 207.33cm)

（柱穴 l)径： 65X(64)cm 深さ： 30cm

（柱穴 2)径： 61X57cm 深さ： 49cm

（柱穴 3)径： 30X (59) cm 深さ： 28cm

（柱穴 4)径： 54X (60) cm 深さ： 43cm

（柱穴 5)径： 44X28cm 深さ ：69cm
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（柱穴 6)径 ：54X53cm 深さ ：20cm

（柱穴 7)径： （60) X69cm 深さ ：44cm

（柱穴 8)径： （38) X43cm 深さ： 16cm

構造 本建物は確認できなかった柱穴もあるが、

l X 4間の梁間 1間型の掘立柱建物と認識される。

柱穴のプランは柱穴 1• 2 • 7が円形、柱穴 3.

6が隅丸方形、他の柱穴が楕円形を呈する。底面は

柱穴 3 • 6 • 7が平底で、他は丸底気味である。

上屋構造は不明であるが、柱穴が大きいため比較

的しつかりした建物であったものと想定される。

(14) 3P-10号掘立柱建物 （第209図）

概要 本建物は調査区に於ける郭南部中央付近に位

置する。新旧関係の特定できない 3P-7・11号掘

立柱建物等と重複している。

本建物は位置的、形態的に主屋建物である可能性

が高いものと思慮される。

遺物 本建物に於いても出土遺物を特定することは

できなかった。

時期 本建物は中世に一般的な梁間 1間型の建物で

あるが、やや広柱間を併用するため、概ね室町時代

の所産と認識される。

規模 範囲 ：1310X509cm

〔建物規模〕 1280~1284X618~662cm

（平均： 1282.00X 644.25cm) 

〔身舎規模〕 1280~1284X405~458cm

（平均： 1282.00X 431.86cm) 

〔張り出し規模〕 595~604Xl91~225cm

（平均 ：599.50X 207. 75cm) 

〔梁間〕 405~458cm（平均 ：431.86cm)

〔桁間〕 177~245cm（平均 ：217.60cm)

〔張り出し桁間〕 177~242cm（平均： 199.83cm)

（柱穴 1)径： 20Xl9cm 深さ ：5cm

（柱穴 2)径 ：16Xl5cm 深さ ：一cm

（柱穴 3)径 ： （45) X (42) cm 深さ： 46cm

（柱穴 4)径： 34X48cm 深さ ：47cm

（柱穴 5)径 ：53X47cm 深さ： 44cm

（柱穴 6)径： 48X60cm 深さ ：34cm
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第208因 3 P-9号掘立柱建物

（柱穴 7)径： 20X26cm 深さ ：41cm

（柱穴 8)径： 32X28cm 深さ： 41cm

（柱穴 9)径： 33X52cm 深さ ：48cm

（柱穴10)径： 42X (25) cm 深さ ：27cm

（柱穴11)径 ：79X46cm 深さ ：20cm

（柱穴12)径： 70X66cm 深さ： （13) cm 

（柱穴13)径 ：50X55cm 深さ ：32cm

（柱穴14)径 ：28X28cm 深さ： 24cm

（柱穴15)径 ：41X34cm 深さ:29cm 

（柱穴16)径： 26X27cm 深さ： 24cm

（柱穴17)径： 15Xl7cm 深さ ：27cm

（柱穴18)径 ： （38) X37cm 深さ ：43cm
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構造 本建物は 1X 6間の梁間 1間型の単純な構造

の掘立柱建物を身舎として南側に桁間 3間の庇状の

張り出し部を伴っている。

柱のプランは柱穴 1• 2 • 7 • 8 • 12~14 • 16 • 

18が円形、柱穴 3が隅丸方形で、他が楕円形を呈す

る。底面は丸底気味のものが多い。

上屋構造は不明であるが、規模の大きな柱穴が多

いため、比較的しつかりした建物と思慮される。

(15) 3 P-11号掘立柱建物（第209図）

概要 本建物は調査区に於ける郭南部中央付近に位

置する。新旧関係の特定できない 3P-7・10号据

立柱建物等と重複している。

本建物も位置的、形態的に主屋建物である可能性

が考慮される。

遺物 本建物も出土遺物を特定できなかった。

時期 本建物は中世に一般的な梁間 1間型の建物を

身舎とするものと解釈しているが、張り出しの状態

から概ね室町時代の所産と認識される。

規模範囲： 598X772cm

〔建物規模〕 542~543X727~735cm

（平均： 542.50X 731.00cm) 

〔身舎規模〕 542~543X337~365cm

（平均： 542.50X 34 7.67cm) 

〔北張り出し規模〕 349X174~191cm 

（平均： 349.00X 182.50cm) 

〔南張り出し規模〕 166~183X179~204cm 

（平均： 174.50X 191.50cm) 

〔梁間〕 337~365cm（平均： 347.67cm)

〔桁間〕 166~206cm（平均： 179.50cm)

〔北張り出し桁間〕 171~178cm（平均： 180.00cm)

（柱穴 1)径： 30X30cm 深さ： 20cm

（柱穴 2)径： 50X47cm 深さ： 32cm

（柱穴 3)径： 35X (30) cm 深さ： 19cm

（柱穴 4)径： 37X32cm 深さ： 30cm

（柱穴 5)径： 52X50cm 深さ： 32cm

（柱穴 6)径： 20Xl8cm 深さ： 17cm

（柱穴 7)径： 17X2lcm 深さ： 21cm
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（柱穴 8)径 ：33X37cm 深さ： 21cm

（柱穴 9)径： 48X49cm 深さ： 19cm

（柱穴10)径： 19X2lcm 深さ： 9cm

（柱穴11)径： 36X35cm 深さ： 18cm

（柱穴12)径： 20X34cm 深さ： 35cm

（柱穴13)径： 57X48cm 深さ： 49cm

構造 本建物は全ての柱穴が確認できてはいない

が、身舎は lX 3間の梁間 1間型を呈する掘立柱建

物で、北側に桁行 2間、梁間 1間、南側に桁行 1間、

梁間 1間規模の庇状の張り出しを伴う。尚、本建物

はこの張り出しがそれぞれ東西に延びて南北両側に

幅広の庇を持っていた可能性も考慮される。

柱穴のプランは柱穴 1• 2 • 3~5 • 8 • 9が円

形を呈し、他の柱穴は楕円形を呈するものであった。

また掘削底面は丸底状のものが多く見られた。

上屋構造は不詳であるが、柱穴底面に塑性変型の

あるものが多いため、しっかりした構造の建物であ

った可能性が窺われる。

(16) 3P-12号掘立柱建物（第210図）

概要 本建物は調査区に於ける郭南東部に位置し、

新旧関係の特定できない 3P-13 • 14号掘立柱建物

等と重複する。

本建物は形態的に付属屋と認識される。尚、本建

物は、その棟方向から 3号屋敷に伴わない可能性も

考慮される。

遺物 本建物に於いても出土遺物を特定することは

できなかった。

時期 本建物は中世に一般的な梁間 1間型の建物で

あるが、細かい時期の特定にはいたらなかった。

規模範囲： 401X577cm

〔建物規模〕 348~378X532~568cm

（平均： 362.25X 550.00cm) 

〔梁間〕 348~378cm（平均： 362.25cm)

〔桁間〕 157~236cm（平均： 185.33cm)

（柱穴 1)径： 58X32cm 深さ： （15) cm 

（柱穴 2)径： 36X38cm 深さ： 一cm

（柱穴 3)径： 26X24cm 深さ：一cm
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（柱穴 4)径 ：23X17cm 深さ： 28cm

（柱穴 5)径： 24X35cm 深さ： 47cm

（柱穴 6)径 ：48X36cm 深さ： 51cm

（柱穴 7)径 ：51X4lcm 深さ： 16cm

（柱穴 8)径： 33X23cm 深さ： 35cm

構造 本建物は 1X 3間の梁間 1間型の掘立柱建物

で、棟は南北に近い北北西ー東南東を向く 。

柱穴のプランは柱穴 2 • 3 • 7が隅丸方形、柱穴

6が不整形を呈する以外は楕円形を呈し、底面は柱

穴6 • 7が平底を呈する以外は丸底気味である。

上屋構造は詳らかでないが、棟持柱を持たない建

物で、簡単な構造のものと想定される。

(17) 3P-13号掘立柱建物 （第210図）

概要 本建物は調査区に於ける郭南東部に位置し、

新旧関係不特定の 3P-12 • 14号掘立柱建物等と重

複している。

本建物は位置的に付属屋と懃識されるが、その棟

方向から本建物は 3号屋敷に伴わない可能性が高い。

遺物 本建物も出土遺物を特定できなかった。

時期 本建物は身舎の形態から南北朝期以降の所産

と認識されるが、庇状の張り出しを伴うことから概

ね室町時代の所産として把握される。

規模範囲： 972X518cm

〔建物規模〕 910~933X460~475cm

（平均 ：921.50x 467.33cm) 

〔身舎規模〕 633~677X460~475cm

（平均 ：655.67x 467.33cm) 

〔張り出し規模〕 278~279X245~285cm

（平均： 278.50x 265.00cm) 

〔梁間〕 131~340cm（平均 ：237.75cm)

〔桁間〕 174~230cm（平均 ：205.75cm)

（柱穴 1)径 ：38X40cm 深さ ：23cm

（柱穴 2)径 ：36X3lcm 深さ： 43cm

（柱穴 3)径： 64X54cm 深さ： 33cm

（柱穴 4)径 ：（38)X(44)cm 深さ： 29cm

（柱穴 5)径 ：39X39cm 深さ：一cm

（柱穴 6)径 ：35X50cm 深さ ：51cm

（柱穴 7)径： 52X36cm 深さ： 25cm

（柱穴 8)径： 27X27cm 深さ： 46cm
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（柱穴 9)径 ：36X25cm 深さ： 35cm

（柱穴10)径： 45X42cm 深さ ：30cm

（柱穴11)径： 36X37cm 深さ： 67cm

構造 本建物は 2X 3間の掘立柱建物を身舎として

いる。身舎の棟方向は東西に近い西北西ー東南東方

向を向いているが、梁行の柱間は南側のものと北側

のものでは凡そ 2: 1程の割合で前者の方が長く、

棟の位置は建物の中心よりやや北側に寄っている。

また身舎の西側の棟の延長線より南側には 1X 1間

の張り出しを有するが、張り出し部の桁間は身舎の

桁間よりやや長めである。

各柱穴のプランは柱穴 1• 7 • 9が楕円形、柱穴

4 • 8が隅丸方形を呈する以外は円形を呈すもので

あった。また掘削底面は柱

穴 3 • 4が平底状である以

外は丸底気味である。

上屋構造は不明である

が、柱穴の規模がやや大き

めで底面に塑性変型のある

ものが多いため、しっかり

した構造の建物であった可

能性が窺われる。

(18) 3P-14号掘立柱建物 （第210図）

概要 本建物は調査区の郭南東部に位置し、新旧関

係の特定できない 3P-12 • 13号掘立柱建物等と重

複している。

本建物は位置的、形態的に付属屋と認識される。

尚、本建物もその棟方向から13号掘立柱建物と同様

3号屋敷に伴わない可能性のあるものと思慮される。

遺物 本建物も出土遺物を特定できなかった。

時期 本建物は中世に一般的な梁間 1間型の建物で

あるが、細かい時期の特定にはいたらなかった。

規模 範囲： 1132X518cm

〔建物規模〕 1074~1090X395~460cm

（平均 ：1082.00X 422.60cm) 
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〔梁間〕 395~460cm（平均： 422.60cm)

〔桁間〕 167~246cm（平均： 210.88cm)

（柱穴 1)径 ：61X61cm 深さ： 15cm

（柱穴 2)径： （52) x (37)cm 深さ ：55cm

（柱穴 3)径： 25X67cm 深さ ：41cm

（柱穴4)径： 55X5lcm 深さ ：40cm

（柱穴 5)径 ：62X 7号井戸

58cm 深さ： 59cm

（柱穴 6)径 ：21X 

29cm 深さ： 15cm

（柱穴 7)径 ：32X

22cm 深さ ：36cm

（柱穴 8)径 ：24X

18cm 深さ： 一cm

（柱穴 9)径： 14X

16cm 深さ： 一cm

（柱穴10)

径： 26X30cm

深さ： 15cm

（柱穴11)

径： 41X46cm

深さ： 20cm

構造本建物は 1X 

5間の梁間 1間型の △ 

掘立柱建物で、棟は

南北に近い東西方向

を向く。

柱穴のプランは柱

穴 1 • 6 • 10 • 11 

が隅丸方形で他は楕

円形。底面は柱穴 △ 

1 • 2 • 4が平底を

呈する他は丸底気味

である。

上屋構造は詳らか

でないが、比較的簡

単な構造であったと

想定される。

第4節 3号屋敷

(19) 9-7号井戸 （第211• 212図）

概要 本井戸は 3区屋敷の北側虎口のやや東寄り 、

3号屋敷の内堀である 9-22号溝の北側虎口東側の

端部と重複して位置している。本井戸は 3号屋敷に

伴うものとして報告しているが、 22

号溝を切っているため 3号屋敷より

下る時代の所産である可能性が考え

られる。
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A' 〔7号井戸覆土〕

1 :暗褐色土 ：As-B含む

2 :暗褐色土： As-B含み 1層に比し黒色

士っぽい

3 :暗褐色土： As-Bとローム粒含む。

1 • 2層の中間色

4 :暗褐色土： As-Bとローム粒含む。 2

層より黒色士っぽい

5 ：暗褐色土：ローム粒やや多く含み黄

色っぽい。 As-B含む

第211図 9-7号井戸
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本井戸の湧水層の記録はなく、

井戸周囲の堆積層の記録も残され

ていない。従って、湧水層は特定

できないのであるが、底面に沿う

I/4 

ように高さ70cm以下、奥行き 13cm以下のアグリが

東壁から北壁附近にかけて形成されているのが見ら

れ、このアグリの最も深くなる底面から40cm附近

に湧水層があったものと判断される。

また井戸の廃棄に当 っては、底面から lm程埋め

戻した、埋没していた段階で人頭大以下の礫を多量

に投棄していた。

遺物 本井戸からの出土遺物は少なかったが、古墳

時代前期の土師器片 3点、或いは平安時代頃の土師

器片 2点と甕(1)等須恵器片 3点の出土が見られた。

この他、砥石（2）や模鋳銭3枚(3~5)の出土も見られた。

また、上述のように覆土の中位を中心に礫の投棄が

多く見られ、底部近くでは自然木の出土もあった。

時期 本井戸は模鋳銭の出土が見られたこと等から

概ね室町時代の所産と認識することができるが、残

念乍ら細かい時期の特定には至らなかった。

規模 径： 340X417cm 深さ ：199cm

底径 ：168X152cm 

構造 本井戸のプランは楕円形を呈し、底面のプラ

ンは円形状を呈する。

掘削形態は井筒朝顔型であったが、その中程を境

にして上位は広く開いている。
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第212図 9-7号井戸出土遺物

(20) 9-11号井戸 （第213図． PL118 • 134) 

概要 本井戸は 3区屋敷の郭北西部の東寄り、内堀

の北側虎口の南西に近接して位置し、北側虎口前に

想定される通路に面するように掘削されている。

本井戸は南側で 9-55号土坑と重複しているが、

新旧関係を特定することはできなかった。

本井戸の湧水層の記録はないが、底面より 50cm

程の辺りに形成される高さ42cm程、奥行き 8cm以

下の弱いアグリ附近にあったものと思慮される。

またその形態から揚水にハネツルベを用いた可能

性が考慮される。一方、井戸の廃棄に当っては確認

面から50~60cm付近に人頭大以下の礫がまとめて

投棄されていた。

遺物 出土遺物は僅かで、須恵器高台付碗（1）と短冊

形の小板片(2)の出土が見られたに過ぎない。

時期 本井戸は位置的に 3区屋敷に伴うものと判断

しているが、出土遺物も僅かで、細かい時期の特定

には至らなかった。

規模 径： 132X146cm 深さ： 147cm

底径： 34X38cm

構造 本井戸のプランは確認面、底面双方に於いて

円形に近い楕円形を呈するものであった。

掘削形態は井筒型で、上1/3程東側が広がっている。



12号井

11号井戸 ／
 

土

L-74.40m 

A 

牟

3 ..K_ 

ー
A L=73.80m 

A' 

A' 

〔12号井戸覆土〕

1 :暗褐色土：軽石と鉄分凝縮部分、僅かなローム粒含む。

2 :暗褐色土： 1層より暗く、軽石粒少址含む

3 :暗褐色土：ローム粒、軽石粒含む

□ 1/3 

〔11号井戸覆土〕

1 :暗褐色土：軽石粒、ローム粒を少最含む

2 :暗褐色士： l層より明るい。軽石粒、ローム粒を少

最含む

3 :暗褐色土：やや灰色掛かる。軽石粒僅かに含む

4 :暗褐色土：やや多くのローム粒と僅かな軽石粒含む

5 :ローム主体：暗褐色土少批含む

6 :暗褐色土：軽石粒、ローム粒を少批含む

7 :ロームブロック

8 :ロームと暗褐色土の混土

第4節 3号屋敷

本井戸の湧水層の記録は

残されていないが、底面に

沿うように高さ33cm以下、

奥行き 4cm以下のアグリ

があり、このアグリ附近に

湧水層があったものと判断

される。

遺物 本井戸からは僅かに

古墳時代前期と平安時代の

土師器・須恵器片合わせて

6点が出土したに過ぎなか

った。

時期 本井戸の細かい時期

の特定はできなかったが、

概ね 3号屋敷に伴う室町時

代の所産として把握され

る。尚、本井戸は上述のよ

うに22号溝に伴う時期の所

産として認識される。

規模 径 ：128X161cm 

深さ ：132cm

底径： 46X39cm

構造 プランは確認面、底

面共に楕円形状を呈するも

のであった。

掘削形態は井筒朝顔型で、

上半部は広く開いている。
第213図 9 -11 • 12号井戸と出土遺物

(21) 9 -12号井戸 （第213図 PL118) 

概要 本井戸は 3区屋敷の西部、内堀である 9-22 

号溝の中に位置していた。 22号溝との新旧関係は特

定できず、本井戸は 3号屋敷に先行する、或いは廃

棄後の遺構であった可能性も考えられるが、掘削位

置が22号溝にきれいに収まっているため、後述する

9 -52号土坑等の土坑が22号溝底面を入口として使

用している、即ち22号溝底面の通路としての使用が

窺われることと併せて、 22号溝と同時期使用の井戸

として認識されるものである。

(22) 9-18号井戸 （第214図）

概要 本井戸は 3区屋敷の北部、内堀（ 9-22号溝）

の北側に位置している。

内堀の北部虎口の東側を切る 9-7号井戸の北東

に接しており、これに切られている。また本井戸の

掘削位置は内堀の虎口部分に在るため22号溝使用時

に於いてはこれに伴うものではない。また内堀・外

堀間の土塁または地形に伴うものと思われる覆土

が、上位に入るため、 3号屋敷の古い段階、或いは

これに先行する遺構の可能性も考慮される。
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第3章 発見された逍構と逍物（その 2 中世屋敷遺構）

18号井戸

//―~:::-------
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〔18号井戸覆土〕

l ：褐色・黄白色ロー ム ：暗褐色土含む

2 :暗褐色土 ：ローム大ブロック含む

3 ：暗褐色士 ：ローム多く含む

4 :暗褐色土 ：ローム僅かに含む

5 ：暗褐色土：黒褐色上と若干のローム含む

第214図 9 -18 • 19号井戸

本井戸の湧水層の記録は残されておらず、アグリ

の形成も見られなかったため、湧水層を確認するこ

とはできなかった。

遺物 本井戸からは古墳時代遺構の土師器、須恵器、

女瓦各 l点が出土したに過ぎなかった。

時期 本井戸は平安時代以降所産の井戸跡としては

認識されるものの、時期の特定には至らなかった。

また 3号屋敷の遺構として報告しているが、上述の

ように 3区屋敷に伴わない可能性も有している。

規模径： 102X 111cm 深さ： 184cm

底径： 78X72cm

構造 本井戸のプランは確認面、底面共、円形に近

い楕円形を呈する。

掘削形態は井筒型であるが、中位に段があって壁

面が上半部は全体に若干広がる 。

240 

(23) 9 -19号井戸（第214図）

概要 本井戸は調査区に於ける郭南東部

に在り、東側で 9-86 • 87号土坑に重な

るが、新旧関係は特定できなかった。

本井戸も湧水層の記録が残されていないが、底面

より 60cm附近に高さ 40cm余りを測り、奥行き

19cm程のアグリが形成されているため、このア グ

リ附近に湧水層があったものと思慮される。

遺物 本井戸からの出土遺物は得られなかった。

時期 本井戸は 3号屋敷に伴うものとして扱ってお

り、位置的にも蝋齢はないのであるが、時期の特定

には至っていない。

規模径： 79X75cm 深さ： 159cm

底径： 48X49cm

構造 本井戸は確認面、底面共に円形に近い長円形

のプランを呈している。

掘削形態は井筒型であり、前述の 9-18号のよ う

にはっきりしたものではないが、中位に段があって、

上半部の壁面が若干広がっている。



第 4節 3号屋敷

(24) 

概要

3号屋敷の土坑群（その 1)一倉庫一

（第215~218図． PL 121 • 123~125 • 135) 

3号屋敷では以下に述べるように多くの土坑

を確認している。これらは明確には確認できていな

いが、多くが3号屋敷に伴うものと認識されるもの

である。

このうち本項では形態的に地下式坑に近い 9-42• 

43 • 53 • 66 • 71 • 72 • 73号土坑と 3P-1号土坑の

合わせて 8基の土坑について述べる。尚、 42号土坑

は調査時点では凸部が45号土坑と遺構番号が振ら

れ、 43号土坑も同じく凸部が46号土坑として調査さ

れていた。特に43号土坑では本体と凸部を通す覆土

の観察では本体の43号土坑を突出部の46号土坑が切

っているように見えるものの、底面が繋がっている

点などに鑑みて同一の遺構であると認識し一遺構と

して報告することとする。尚、本体側の番号 (42• 43) 

を採って遺構番号として報告することとする。また

53号土坑は別種の土坑である可能性も有するのであ

るが、凸部のみが遺存しているものと認識して、本

項に報告することとする。

これらの土坑は内堀である 9-22号溝と外堀であ

る9-6号溝の間に在る帯郭状の区域に掘削されて

いるもので、何れも凸部が入口と認識される 。43号

土坑では22号溝の最終段階では既に埋没していたこ

とが確認され、 71号土坑にもそうした状態が窺われ

るが、帯郭状の区域にきれいに収まって掘削されて

いることや、何れも凸部が22号溝側に掘り込まれて

いること等から推して、内堀 (22号溝）

号溝）

と外堀（ 6

の存在に規制された遺構で、内堀の堀底に下
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りてから出入するように設計されていた遺構群であ

るものと思慮される。

尚、本土坑群の各土坑は掘削位置や配置、形態、

数量等から推して、竪穴建物と近似した構造を持つ

地下式、或いは半地下式の倉庫であったものと解釈

している。
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第215図 3号屋敷の倉庫型土坑群 （その 1、全体図）S= (1/300) 
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第3章 発見された遺構と遺物 （その 2 中世屋敷遺構）

遺物 これらの土坑のうち、 53号土坑と 3

P-1号土坑からの出土遺物は得られなかっ

たが、他の土坑からは古墳時代前期と平安時

代を中心とする時期の土師器・須恵器片の出

土が見られ、 43号土坑からは14世紀後半期の

知多産焼締陶器甕片（43土坑— 5) が出土し、

この他、土錘 (43土坑— 6) 砥石（43土坑—

1 • 71土坑— 1 • 2)、

1) ．磨石（43土坑— 2 ~4) 

れた。

時期

/ ---―̀ 
1 ,’言

I I ’[ I------~— 

: I,53 
I 1 1,i 

I I 

/3 P-1 

本土坑群の土坑は内堀である22号溝とi I 

3号屋敷に伴／ i 

こも編み石 (42土坑—

の出土も見ら

ぐ：一一`ー：：ー：

一体の構造と判断されるため、

うものと思慮されるが、上述のように43号土

坑からは14世紀後半期の知多産焼締陶器甕片の出土

は見られたものの、何れの土坑についても細かい時

期の特定には至らなかった。

規模 (42号土坑）径： 413X440cm

〔本体〕幅 ：413

〔凸部〕幅： 90cm

(43号土坑）径 ：351X465cm 

〔本体〕幅： 351cm

〔凸部〕幅： 82cm

(53号土坑）径：

〔凸部〕幅： 54cm

奥行き ：262cm

長さ： 216cm

奥行き： 277cm

長さ： 184cm

(54) 

口

X 

長さ： 296cm

゜

深さ： 72cm

深さ： 58cm

深さ： 73cm

深さ： 12cm

(296) cm 

深さ： 55cm

43坑ー 1

l/3 

A
 

L
1
1

7
4
.40
m

 

A
、

．
 

ロ

I ¥ I 

S = (1/500) 

3 P -1号土坑

／
 

第216図の l 3号屋敷の倉庫型土坑群と出土遺物（その 2)
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(66号土坑）径： 164X175cm 

〔本体〕幅： 165cm 奥行き： 124cm

深さ： 51cm

〔凸部〕幅： 93cm 長さ： 70cm 深さ： 51cm

第4節 3号屋敷

(71号土坑）径 ：366X468cm

〔本体〕幅 ：366cm 奥行き ：228cm

深さ： 75cm

〔凸部〕幅： 87cm 長さ： 238cm 深さ： 68cm

42 • 66号土坑

〔42号土坑覆土〕

1 ：暗褐色士 ：軽石粒多く含みザラつく

2 :暗褐色土： l層に似るがやや暗い

3 :黒色土：軽石粒、ローム粒、暗褐色土含む

4 :暗褐色土：ローム、軽石粒やや多く含む

5 :暗褐色粘質土：やや細粒。ローム粒含む

6 :ローム：暗褐色土含む

7 :暗褐色土 ：5層に似るが軽石粒、ローム粒

の量多し

8 ：暗褐色土：ローム、軽石粒やや多く含み橙

色掛かる

9 :暗褐色土：やや粘質。軽石と若干のローム

粒含む

10：暗褐色土：ローム粒、軽石粒多く含み褐色

に近い

11：黒褐色粘質土：軽石含む暗褐色土部分的に

含み黒褐色土部分締まる

〔66号土坑覆土〕

1 :暗褐色土：軽石粒、ローム含む

土
L~74.50m 

L=74.40m 

K__ --1L. 4 2 3 

2 :暗褐色土とロームの混土：黄色っぼい軽石

粒少量含む

口
...!L_ 

3 :暗褐色土：軽石粒、ローム粒僅かに含む

4 :暗褐色土 ：ローム粒含む

5 :暗褐色土 ：ローム粒少温含む

11 

□|
 

： 

I 
43坑ー 2

l/3 

□43坑ー 3

／ 

＼
 

43坑ー 4

第216図の 2 3号屋敷の倉庫型土坑群と出土遺物（その 3)
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第 3章 発見された遺構と遺物（その 2 中世屋敷遺構）

(72号土坑）径 ：（280)X262cm

〔本体〕幅 ：（280)cm 奥行き： 246cm 深さ： 64cm

〔凸部〕幅： 93cm 長さ： 48cm 深さ： 71cm

(73号土坑）径 ：262X37lcm

〔本体〕幅： 262cm 奥行き ：189cm 深さ： 81cm

〔凸部〕幅 ：103cm

長さ ：122cm

深さ： 81cm

饂
〔ビット覆土〕

1 ：暗褐色土：軽石含む

〔43号土坑覆土〕

口
43坑ー 6

2 :暗褐色土：ローム粒、軽石粒含む

3 :暗褐色土：やや明るい軽石粒少量含む

4 :ロームと黒褐色土の混士：締まる

l/2 

5 :暗褐色土： 2層に比し明る＜、ローム粒やや多く含む

6 :暗褐色土：軽石粒、ローム粒を少饂含む。やや明るい。

細粒で締まる

7 :暗褐色土：灰色掛かる。ローム粒やや多く、軽石少量

含む

8 :暗褐色土：小軽石粒、ローム粒少羞含む

9 ：暗褐色土：ロームと軽石粒多く含む

10:ロームと褐色土の混土

11:暗褐色土：ローム多く、軽石粒僅かに含む

12 :暗褐色土：やや灰色掛かる。若干のロームと多くの軽

I 
I 

A l 

I 

I 

I 
| 

I 
I 
I 

l 

(3 P-1号土坑）径： 240X240cm

〔本体〕幅： 240cm 奥行き： 196cm 深さ： 70cm

〔凸部〕幅 ：96cm 長さ ：66cm 深さ： 70cm

構造 本土坑群の各土坑は上述のように内堀である

22号溝と外堀である 9-6号溝の間に限って掘削され

るものであった。

このうち53号土坑

は遺存状態が悪く、

43号土坑 I 

石粒含みザラつく
L-74 40m 

13 :暗褐色土：ローム粒多く含み明るい
ー△

A‘ 

14 ：暗褐色土： 12層に似るが軽石粒少ない

〔凸出部（旧46号土坑）覆土〕

15：暗褐色士：軽石粒とローム含む

16:ロームと黒色土、暗褐色士の混士 ヽ ------へこ二＝ ~ -14 

14 13 

第217図の 1 3号屋敷の倉庫型土坑群と出土遺物 （その 4)
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第4節 3号屋敷

その一部を確認できたに過ぎず、 3P-1号土坑も本

体が一部失われていたため全容は確認できなかった。

本土坑群の土坑の規模については一部しか確認で

きなかった53号土坑を除くと相対的に長軸の長さで

2m及び3mを境として大中小があり、 66号土坑が

小型、 72• 73 • 3 P-1号土坑が中型、 42• 43 • 71 

号土坑が大型に分類されるものであった。一方、各

土坑の形態は土坑により若干の相異はあるものの、

その構造は全体として横長の隅丸長方形のプランを

呈する竪穴状の本体と、その長辺の一方に溝状の凸

部を有する構造のものであった。 この凸部は何れも

内郭側を向き、 22号溝の中に突き出して掘削されて

いるが、 42• 43 • 71号土坑は22号溝の底面を更に掘

削しており、特に後 2者は突き抜けてはいないもの
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〔71号土坑覆土〕

1 :黒褐色土:やや細粒。締ま

り有り

2 :にぶい黄橙色土：細粒。粘

性有り。地山と同じ土で天

井部盛土

3 :黒褐色土：やや粗粒。締ま

り弱く粘性少。黒色土混入

4 :黒褐色土：やや粗粒。締ま

り弱く粘性少。地山層土混

入多し

5 ：黒褐色土：地山層土の混入

は少ない

6 :黒褐色土：やや粗粒。締ま

り有り。粘性少ない

7 ：黒褐色土：地山層土のにぶ

い黄橙色土と黒色土混入

8 :明黄褐色土：粘性少なく粗

粒。黒褐色土混入

9 ：灰黄褐色土：細粒。粘性や

や有り

第217図の 2 3号屋敷の倉庫型土坑群と出土遺物（その 5)
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第 3章 発見された遺構と遺物（その 2 中世屋敷遺構）
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72 • 73号土坑

¥ ¥¥ I 

ー

の22号溝の内壁まで達している。

各土坑共にその本体底面は22号溝の底面

より 10~30cm程低い。また42• 72号土坑

は前者で10cm、後者で20cm程本体より凸

部の方が高くなっているが、全体的に本体

と凸部が平坦であるものが多い。尚、 63号

土坑は22号溝底面より 50cm程掘り込まれ

ているが、西端では22号溝底面より 30cm

程高くなっている。

一方、土坑の上位の構造については詳ら

1 かでないが、 71~73号土坑の覆土の状況か

ら推して、屋根が掛けられ、

L
1
1
7
4
.4
0
m
 

B
 

．
 

B
、

L=74.40m 

土

第218図

|口 ／
 

3号屋敷の倉庫型土坑群（その 6)

その上に盛土の施されてい

たことが窺われる。またこ

の盛土は前述の 3P -1号

掘立柱建物の存在に鑑みれ

ば、高土居であった可能性

も考慮される。

A' 

〔72号土坑覆土〕

1 ：黒褐色土：やや細粒、締り

強く粘性弱

2 ：黒色土

3 : 1層土と明黄褐色土の混

土：天井の盛士

4 :明褐色士

5 :黒褐色土とにぶい黄橙色土

の混土

6 :黒褐色土：粗粒、締まり弱

＜粘性少

7 :地山土のプロック層

A' 

〔73号土坑覆土〕

1 :黒褐色土：やや細粒、締り

強く粘性弱

2 :明黄褐色土：地山層土使用

の天井盛土

3 ：黒褐色土：やや細粒でやや

粘性あり

4 ：灰黄褐色土 ：やや細粒で粘

性あり

5 ：黒褐色士：細粒で粘性あり

6 :明褐色士：細粒で粘性あ り

7 ：黒褐色土 ：粗粒で締ま り弱

＜粘性少

8 :黒色土と地山層土とにぶい

黄橙色土の混士

9 :黒褐色土：細粒で締まり、

粘性有り
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第4節 3号屋敷

(25) 

概要

3号屋敷の土坑群（その 2)

（第219~224図 P Lll9~127) 

本項では 3号屋敷所在土坑のうち

そのプランが長方形を呈する土坑を扱う。

本項で扱う土坑は 9-20~29• 34 • 36 

~41 • 44 • 47 • 49~51 • 56 • 57 • 59 • 

60 • 62~65 • 69 • 73c • 7 4 • 76 • 83 • 

84 • 86 • 87号土坑及び重複のた

めそのプランが明瞭ではないが長

方形を呈するものと判断される

9 -44b • 48 • 55 • 60b • 70 • 71b • 

72b • 73b • 75 • 90 • 93£号土坑の

合わせて49基の土坑群である。

これらの土坑は比較的大型の

ものが多く、調査区に於ける郭

北半部と南東部、及び一部が東

部の (9-22号溝）と外堀（ 9-6

号溝）

遺物

の間の帯郭状の区域に分

l l 

II/／／1-三 三

I 

□□~/ 
l/4 

布しているが、概して掘立柱建物群の北から

東側を包む位置に掘削されるものが多かった。

これらの土坑群の掘削意図は確認できなか

ったが、その形態と規模は近・現代の所謂芋

穴に近似し、主に建物域の外周に掘削される

掘削位置に照らして、何らかの貯蔵に用いら

れたものと思慮される。

これらの土坑の中からは量の多少はあ

るものの20• 22 • 28 • 34 • 38 • 40 • 48 • 51 • 

56 • 59 • 65 • 69 • 76 • 86 • 87号土坑からは古墳

時代前期及び平安時代のものを中心とする土

器類が、 23• 25 • 27 • 29 • 36 • 39 • 41 • 44 • 

57 • 62 • 63 • 90号土坑からは平安時代のものを

中心とする時期の土師器・須恵器の出土が見

られた。このうち59• 86号土坑からは比較的

多くの遺物が出土しており、 34号土坑から時

期不明の軟質陶器鉢片 (34土坑— 1) の出土も見

られた。尚、 21• 24 • 26 • 37 • 47 • 49 • 55 • 60 • 

64 • 70 • 71b • 72b • 73b • 73c • 74 • 75 • 83 • 84 

号土坑からの出土遺物は見られなかった。

A
 

34号土坑

51号土坑

L=74.40m 

ロニ上

A
 

ー

A' 

第219図

A' A 
L=74.20m 

一｀上

(34号士坑覆土l
l ：暗褐色士：ロ ーム含む

2 :暗褐色土：ローム、黒褐色土含む。ローム

1層より多し

3 :黒褐色土 ：ローム含む

〔51号土坑覆土〕

1 :黒褐色土とロームの混土

2 ：黄褐色ローム：黒褐色土含む

3号屋敷の土坑群と出土遺物（その 1)
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第3章 発見された遺構と遺物（その 2 中世屋敷遺構）

時期 これら長方形プランの土坑は 3号屋敷に伴う

ものとして解釈したが、近世以前で34号土坑が概ね

室町時代以降、多くは平安時代以降の所産として把

握されるものの細かな時期特定には至らなかった。

規模 （20号土坑）径 ：318Xl02cm 深さ： 40cm

(21号土坑）径： 259X138cm 深さ： 31cm

(22号土坑）径 ：324X128cm 深さ： 39cm

(23号土坑）径 ：308X106cm 深さ： 36cm

(24号土坑）径： 178X110cm 深さ： 26cm

(25号土坑）径： 308Xl06cm 深さ： 18cm

(26号土坑）径 ：210X108cm 深さ： 25cm

(27号土坑）径 ：120X90cm 深さ： 16cm

(28号土坑）径 ：166X98cm 深さ： 21cm

(29号土坑）径 ：146X(106)cm 深さ： 16cm

(34号土坑）径 ：414X9lcm 深さ： 44cm

(36号土坑）径： 332X92cm 深さ： 13cm

(37号土坑）径 ：122X52cm 深さ： 6cm

(38号土坑）径 ：396X112cm 深さ： 24cm

(39号土坑）径 ：104X70cm 深さ： 70cm

(40号土坑）径 ：（248) X 106cm 深さ： 32cm

(41号土坑）径： 364Xl07cm 深さ： 28cm

(44号土坑）径： 332X146cm 深さ： 53cm

(44b号土坑）径 ：115X(84)cm 深さ： 30cm

(47号土坑）径： 350X112cm 深さ： 53cm

(48号土坑）径： （110) Xl06cm 深さ： 38cm

(49号土坑）径： 292X128cm 深さ： 48cm

(50号土坑）径： 190X98cm 深さ： 68cm

(51号土坑）径： 502Xl04cm 深さ： 31cm

(55号土坑）径： （118) Xl08cm 深さ： 42cm

(56号土坑）径： 176Xl36cm 深さ： 52cm

(57号土坑）径： 188X94cm 深さ： 35cm

(59号土坑）径 ：164Xl38cm 深さ： 32cm

(60号土坑）径 ：79X52cm 深さ： 49cm

(60b号土坑）径 ：34X(16)cm 深さ： 25cm

(62号土坑）径 ：242X118cm 深さ： 64cm

(63号土坑）径 ：234X108cm 深さ： 19cm

(64号土坑）径： 380Xll2cm 深さ： 53cm

(65号土坑）径 ：（258) x 128cm 深さ ：33cm
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20号土坑

ユ

ー

A' 

L~74.40m 

上二上

〔20号士坑覆士〕

1 :暗褐色士： As-BPとローム

少量含む

2 : 1層に似るがAs-BPとロー

ムやや多し

3 : 2層に比し更にAs-BPとロ

ーム多し

22号土坑

A
 

21号土坑

＼ 

A
 

A' 

L=74.40m 

上 こ三了上

3 

〔21号土坑覆土〕

1 :暗褐色土：ロームとAs-BP

含む

2 : 1層に似るが、ロームの最

多し

3 : 1 • 2層に似るが、 As-BP

少なし

23号土坑

土

L=74.40m 

上口3 A 

A
 

A' 

L=74,40m 
A A' 

口
第220図の 1 3号屋敷の土坑群（その 2)

〔22号土坑覆土〕 〔23号土坑覆土〕

1 :暗褐色土：ローム多く As-BP少輩含む 1 :暗褐色土：ローム多く

2 :暗褐色土： As-BPと多くのローム含む 含む

3 :暗褐色土：若干のロームと少量のAs- I 2 : 1層よりローム少ない

BP含む 3 : 2層よりローム少ない

(69号土坑）径 ：114X78cm 深さ： 27cm

(70号土坑）径 ：108X(66)cm 深さ： 30cm
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40号土坑 38号土坑
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25号土坑

A
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L=74.40m 

上 文ニニァ上

2 

37号土坑 → 
O

[
 

A
_
 

一
」に・ A A・ 

— • -マ ．＿
I 

(37号土坑覆土〕

1 :暗褐色土：軽石、ロー

ム粒僅かに含む

A
 

A' 土＿

A
 L=74.40m 

A A' 

一 ＿ニプー

L=74.40m 

• A' 

ロニ］

A
 

／
 

41 • 55号土坑

(25号土坑覆土〕

1 ：暗褐色土 ：多く

のロームと少羹

のAs-B含む

2 ：暗褐色土： 1層

に比し黒色土っ

ぼい。ロームと

As-B少量含む

△ 
A' 

. ----

上

〔36号土坑覆土〕

1 :暗掲色土 ：ローム粒、軽石

粒僅かに含む

L=74.40m 
〔40号土坑覆土） 企＿． ．△一

i :暗褐色土：多くのロームと ーに二ここここ：「
若干の軽石粒含む 2 

(71b号土坑）径 ：（98) X96cm 

(73c号土坑）径 ： (158) 

深さ： 43cm

(72b号土坑）径 ：108X (50) cm 

(73b号土坑）径 ： （77) X68cm 

X48cm 

(74号土坑）径 ：190X54cm

(75号土坑）径 ：98X

(76号土坑）径 ：74X50cm

(83号土坑）径 ：212X120cm 

深さ ：18cm

深さ ：40cm

深さ： 60cm

深さ： 14cm

(78) cm 深さ ：17cm

深さ ：36cm

〔38号土坑覆土〕

l ：暗褐色土 ：ロ ーム多く含む

2 :黄褐色ローム ：暗褐色土含む

〔41号土坑覆土〕

1 :暗褐色土：ロームと軽石粒や

や多く含む

2 :暗褐色土：ロ ームと黒色土及

び少羹の軽石含む

3 :暗褐色土：軽石殆ど含まずロ

ーム 2層に比し多し

L=74.40m 

_IL_ - - .」

天
3 

(84号土坑）径 ：104X82cm

深さ ：34cm

深さ： 13cm 第220図の 2

-11_. L=74.40m . _!':.. ¥-
3号屋敷の土坑群 （その 3)
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第3章 発見された遺構と遺物（その 2 中世屋敷遺構）

44号土坑 〔土坑廃棄後の埋土〕I [l44：ご褐坑色；土：〕ローム粒含む

2 :暗褐色土：ロームと軽石

粒多く含む

3 :暗褐色土： 2層に比し暗

い。ローム含む

4 :暗褐色土： 3層に比し暗 I 
I 

くローム含む I 

〔47号土坑覆土〕 ，/ 
1 :暗灰褐色土：ロームと ， 

軽石粒を多く含む 19 

...lL 2 :ローム：暗褐色士含む ，I 

3 ：暗褐色土：口 / 

ームと黒色土含む I 

4 :暗褐色土：ローム ／ 

I 

と軽石粒少量含む ' 

L=74.40m 

A
 

A' 〔65号土坑覆士〕

｀ 
[
ー
ン

ー
／

n／
ー
＼
＼

坑土号7
 

4
 

A
 

78坑

A' 

L=74.40m 

上口3 A 

1 :暗褐色土：ロームと多くの軽石粒含む

2 :砂質ロームと暗褐土の混土

3 ：暗褐色土：軽石多く含む

65号土坑 ／ 

」

△-

L~74.40m 

土．．土

2ロ
(86号土坑）径 ：251x (144) cm 深さ： 68cm

(87号土坑）径： （154) X 106cm 深さ： 54cm

(90号土坑）径： 96X (64) cm 深さ： 20cm

(93f号土坑）径： 87X (52) cm 深さ： 20cm

構造 本項では長方形プランの土坑を扱っているが、

縦横比の違いによって 4つのグループに分けられる。

第 1のグループは短冊形のプランを呈するもので34.
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48 • 49号土坑

土
L-74.40m 

上 ＿ ＿三 A

〔49号土坑覆土〕

1 :暗褐色土：ローム粒、軽石粒を多く

含む

2 :暗褐色土：ローム粒、軽石粒含むが 74号土坑

l層に比し少ない

〔48号士坑覆土〕

3 :暗褐色土：ロームと軽石粒含む

4 ：砂層：暗褐色土若干含む

5 :黒褐色土：ローム粒含む

〔74号土坑覆土〕

l ：黒褐色士：ローム含む

2 :ローム：黒褐色土含む

3 :ロームと黒褐色土の斑状の混土

4 :黄褐色土：ローム主体。暗褐色土混

入。やや暗い

＼ 

L=74.40m 

ロ量上
4 

第221図の 1 3号屋敷の土坑群（その 4)



26号士坑

第 4節 3号屋敷

50号土坑

土＿

24号土坑 I 

△ 

L=74.40m 

上下三ニァ上
3 

2 

A
 

L=74.40m 

／
 

△ 

上 こ 上

28号土坑 、、メ人~

A II II Aニ

L=74.40m 

_A_. I.」

｀ 
3 

ユ

ー
A' 

L~74 .40m 

A A' 

口
〔24号土坑覆土） 〔26号土坑覆土〕 〔28号土坑覆土〕

1 :暗褐色土と暗褐色土含む口 1 ：暗褐色土： As-Bと 1 ：暗褐色土：ロームと

ームの斑状の混土 多くのローム、少 As-B含む

2 :暗褐色土：ローム多く含む 塁の黒褐色土含む 2 : 1層に似るがやや粘質

3 :黄褐色ローム：暗褐色士若 2 :暗褐色土： As-B含 3 : 1層に似るがやや黒色

干混入 みザラつく 土っぽい

62号土坑

57号土坑

五 ...K_ 

L~74.40m 

A l A' 
9 /~ 」二 —-

2 
3 "'--"--

4 

L=74.40m 

ー

三9:

A-

A A' 

△ 

63号土坑

〔50号土坑覆土〕

1 ：暗褐色土 ：ローム多温に含む

2 ：黒褐色土：ローム多く含む

3 :暗黄褐色土： 1層に比しローム粒多し

4 :暗黄褐色ローム：暗褐色土、黒褐色土若干

含む

64号土坑

• △ 

L=74.40m 

_A_ ~ A 

2 

△ .K  

L~74 .40m 

A A' 

一(57号土坑覆土〕 〔62号土坑覆土〕 〔63号土坑覆土〕 〔64号土坑覆土〕

l ：暗褐色土：ロームと軽石含む l ：黒褐色土：細粒 1 :暗褐色土：軽石 ・ローム粒含む 1 ：暗灰褐色土：軽石

2 ：暗褐色上：ロームと少最の軽石 2 :黒褐色土 ：細粒で 1層より粘質 2 :暗褐色土 ：軽石粒、ローム粒多 含む

含む 3 :黒褐色土：細粒で 2層より粘質 く含む 2 :暗黄褐色土 ：ロー

3 ：暗褐色土：ローム多く含む 4 :黒褐色粘質土：ローム含む 3 :暗褐色土：ローム粒含む。やや ム多く含む

4 :暗褐色土：ローム粒僅かに含む 5 :ロームプロック 粘質

83号土坑

吋 ,
<
 

吋吋

第221図の 2 3号屋敷の土坑群（その 5)

51号土坑が該当する。第2グループは縦横比が3: 1 

前後を測るもので、 20~23• 25 • 36~38 • 40 • 44 • 

47 • 49 • 65 • 73c • 74号土坑が該当し、 48号土坑もこ

れに含まれるものと判断される。第3のグループは縦

横比が2: 1前後を測るもので、 24• 26 • 28 • 57 • 

62・63・64・ 8.3・86号土坑が該当し、 55• 87号土坑も

これに含まれるものと判断している。そして第4のグ

ループは縦横比が3: 2前後のもので、 27・29・39・

56 • 59 • 60 • 69 • 76 • 84号土坑が該当する。
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第3章 発見された遺構と遺物（その 2 中世屋敷遺構）

ー

• △ 

A L=74.40m ・ム

〔86号土坑覆土〕

1 ：暗褐色土 ：ローム含む

2 ：暗褐色土：ロームと黒褐色士多く含む

3 :暗褐色土：ロームと黒褐色土少量含む

〔87号土坑覆土〕

4 :暗褐色土 ：ロームと黒褐色土含む

39号土坑

｀ A □上

／
夕
T

A

坑

《

□》

土号7

6

A

_

 

A
 

坑

。

l
A
u
rT
 

土袴

A
-

2
 

L=74.40m 

A I A' 

ーミ ー

29号土坑 I j 

」 A' 

L-74.40m 

： ＾ 上

3 

L=74.40m 

ロ］上
L=74.40rn 

三□上

〔27号土坑覆土〕 〔29号土坑覆士〕

l ：暗褐色土：ローム含む l ：暗褐色土： As-B多く含む

2 :暗褐色士：ローム少温含む 2 :暗褐色土 ：ローム、黒褐色土、

3 :黒褐色土：やや粘質。ロー As-B含む

ム粒含む 3 :暗褐色土：ローム、 As-B少絨

戸：三竺戸U呈圭=====――含む

l,’ 

I I l l l I I I 1 | l f 

I 
I 

〔39号土坑覆土〕

1 :暗褐色土 ．・多くのロームと

若干の軽石含む

2 :暗褐色土 ：ローム多く含む

56号土坑

A
 

〔76号土坑覆土〕

1 :暗褐色土 ：ローム、黒褐色士

含む

2 ：黒褐色土 ：ローム含む

59号土坑

／ 〔15:：土土〕ローム ．里褐

色土含み、少量の軽石粒

含む

K__ 2:暗褐色土： l層と同じだ

がローム多く明るい L=74.40m 

3 :暗褐色土 ：2層に比し黒 A A‘ 

;:；。むローム粒と黒褐 で□口こここ言 〔60・ 60 b号土坑覆土〕

L=74.40m ⑮9号土坑覆土〕 3 1 :暗褐色土 ：軽石と少温のロ

上＿ ーロ△； 互五号主／゚図言］言：号戸豆::::l:]羊 （そ三 6母：：］暗；全芸ミ臼：：：：含む

土

゜

ー
」

6:号6口60A号土坑

L=74.40m 

三言 上
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69S.1坑 I 

□ A 

L~74.40m 

上哀上

4 2 

〔69号士坑毅土〕

1 :黒褐色土：ローム粒少量、

軽石粒多く含む

2 :黒褐色土とロームの混土

3 :ロームブロック

4 :黒褐色土：ローム粒、軽石

粒少址含む

三口＼土

75号土坑

A
 

L=74.40m 

A
 

/
 

ペニ三

90号土坑

L~74.40m 

上

A' 

70号土坑

-A-

＼ 

℃二］

〔70号土坑覆士〕

1 :暗褐色土：ロームと軽石粒

含む

2 :暗褐色土：ローム多く含み

軽石粒含む

〔75号土坑覆土〕

1 :暗褐色士：やや粘質で、ロ

ームと軽石粒、黒褐色土を

含む

三 こ上
2 4 

第222図の 2 3号屋敷の土坑群（その 7)

ー

〔90号土坑覆土〕

1 ：黒褐色土：ロー

ム含む

2 :黒褐色土プロッ

ク

3 ：黄褐色士：黒褐

色土少量含む

4 ：黄褐色土：黒褐

色土僅かに混入

71 b号土坑 ー

72b • 73b • 73c号士坑

73坑

I
A
-

訊

口

紐

A

＿

L=74.40m 

A
 l

 

了
2
 

A' 

△ 

L=74.40m 

〔84号土坑覆土〕

l ：暗褐灰色土：細粒で粘

性有り。軽石混入

2 :明黄褐色土：やや粗

粒。粘性強

尚、本項に示した土坑はその幅に於いて近似した

ものが多く、各グループ内の土坑の規模には似たよ

うなものが多かった。こうした中にあって第 2グル

ープの中の37• 74号土坑、第 4グループの60• 76 • 

84号土坑は小型であった。

掘削形態は何れも箱形を呈しており、底面は平底

を呈するものであった。

(26) 3号屋敷の土坑群 （その 3)

（第223図．PL 122 • 123) 

概要 本項では 3号屋敷に所在する土坑のうち正方

形、若しくは隅丸方形様のプランを呈する土坑を扱

う。本項で扱う土坑は 9-54 • 58 • 79号土坑、及び

重複や削平のためプランが明瞭ではないものの正方

形様のプランになるものと想定される 9-52 • 91号

土坑を合わせた 5基の土坑である。

これらの土坑はやや小型の79号土坑を除き、他の

4基の土坑は比較的大型のものが多い。またその掘

削位置は郭の西半部、掘立柱建物群の外側寄りに分

布するもので、 52号土坑は前述の倉庫と認識した土

坑群と同様に、内堀 (9-22号溝）と外堀 (9-6号溝）
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ー

ー

ー

△-

52号土坑

ー

L~74.40m 

土＿．．£

二3 

土

L=74.40m 

A 

〔52号土坑覆土〕

1 :暗褐色土：軽石粒多く含みざらつく 。ロー

ム粒少量含む

2 :暗褐色土：軽石僅かに含む

3 :暗褐色土：ローム粒多く含み、黄味掛かる

4 ：黒褐色土：ローム粒多く含む

58号土坑 ヽ

更 上

〔58号土坑覆土〕

1 :暗褐色土：ローム含む

2 :暗褐色土：ロームやや多く含む

54号土坑 ー
A' 

L~74.40m 

A 

□ 
. !:_' 

6 

〔別遺構覆土〕

1 :暗褐色土：黒色土少量含む

〔54号土坑覆士〕

2 :ロームと黒褐色土の混土

3 :ローム：暗褐色土と黒褐色土やや多

く含む

4 : 3層に似るが暗褐色士の量多し

5 ：黄褐色ローム：暗褐色土若干含む

6 :暗褐色土：やや粘性有り 。締まる

79号土坑

A
 

A' 

A
 

91号土坑

L=74.40m 

A 

ー
△ 

ヽ
1 

←`一
•、~乙 ． ．、・

3 3 

□I 
L=74.40m 

△_. 13  1 ．土

_ I ―土ー' -
2 

〔79号土坑覆土〕

1 :明灰褐色土：やや粗粒。やや粘

性有り 。軽石含む

2 :明黄褐色土と明灰褐色土の混土

3 :明黄褐色土：細粒で粘性有 り

〔91号土坑覆土〕

l ：暗褐色土：ローム含む

2 ：暗褐色土とロームの混土：暗黄

褐色を呈す

3 :暗褐色土：ローム粒・ローム含

む

の間の帯郭状の空間に掘

削されるものであった。 第223図 3号屋敷の土坑群（その 8)

これらの土坑についても掘削意図等を特定するこ

とはできなかったのであるが、 79号土坑以外の土坑
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は、 その形態と規模が前述の倉庫群と想定した 9-

42号土坑等一群の土坑群の本体部分のそれに似てい



ることから、 42号土坑等と同様に倉胴的な機能を有

していたものと想定している。尚、 52号土坑はその

掘削位置から推して、前述の 9-43号土坑同様に内

堀（ 9-22号溝）のコーナ一部分に在って、内堀内

から出入りするタイプの倉庫であった可能性も考慮

される。

遺物 本土坑群の土坑のうち79号土坑からの出土遺

物は見られなかった。しかし乍ら出土量こそ多くな

かったが、 52• 58号土坑からは古墳時代前期と平安

時代を中心とする時期の土師器、或いは須恵器片が、

54 • 91号土坑からは平安時代頃の土師器、須恵器片

と共に、 54号土坑からは現代の陶器甕片、 91号土坑

からは軟質陶器甕片の出土も見られた。尚、 54号土

坑から出土した現代陶器甕片は54号土坑の覆土の状

態等に鑑みて同土坑に伴うものではなく、流れ込み

によるものと判断される。

時期 本項に述べている正方形様プランを 5基の土

坑も 3号屋敷に含まれるものとして報告している

が、これらは何れも近世以前の所産であることは確

認されるものの、91号土坑が概ね室町時代以降の所

産である可能性を持つだけで、多くは平安時代以降

の所産と認識される程度のもので、全ての土坑につ

いて時期の特定には至らなかった。

規模 （52号土坑）径： 284X144cm 深さ： 57cm

(54号土坑）径： 214X178cm 深さ： 58cm

(58号上坑）径 ：226X142cm 深さ： 31cm

(79号土坑）径： 104X94cm 深さ： 21cm

(91号土坑）径 ：202X46cm 深さ： 46cm

構造 上述のように本項で扱う土坑のうち79号土坑

は小型であるが、他の52• 54 • 58 • 91土坑は大型の

ものであった。プランは小型の79号土坑は隅丸方形

を呈しているが、全体を詳らかにすることのできな

かった58• 91号土坑を含め、大型の土坑はやや隅部

が丸みを持ち或いは縁部が膨らむものが見られたも

のの、全体としては正方形に近い形状を呈するもの

であった。

掘削形態は箱状を呈するもので、底面の形態は平

底であった。

第4節 3号屋敷

(27) 3号屋敷の土坑群（その 4)

（第224図 PL124~126 • 135) 

概要 本項では 3号屋敷所在土坑のうち円形或いは

楕円形のプランを呈する土坑群について扱う。該当

する土坑は 9-61 • 67 • 68 • 77 • 78 • 80 • 81 • 81b • 

82 • 93a • 93b • 93c • 93d • 93e号土坑の10基の土坑

であり、これらは調査区に於ける郭の南西部と、同

じく北東部から内堀 (9-22号溝）と外堀 (9-6号

溝）の間の帯郭状の区域の北東部にかけて分布する

ものであった。

尚、このうち当初は93号土坑という一括の遺構と

して調査していた93a• 93b • 93c • 93d • 93e号土坑

の5基の土坑は、先に述べた 9-93f号土坑と併せて

まとまって重複するものであった。この 6基の土坑

は93c号土坑が93d号土坑を切り、 93a号土坑が93f.

93b号土坑を切るようである。しかし乍ら覆土の断

面観察に於いても93b• 93c • 93£号土坑の新旧を識

別することはできず、他についても新旧を特定する

ことはできなかった。

また形態的に67• 82号土坑は柱穴である可能性を

有するものの、何れの土坑についても掘削目的等を

特定することはできなかった。

遺物 これらの土坑のうち61• 80 • 81 • 81b • 93a 

~93e号土坑からの出土遺物を見ることはできなか

った。また他の土坑からの出土遺物も量的には僅か

なものであったが、 78号土坑からは古墳時代前期の

土師器片、 68• 77 • 78 • 82号土坑からは平安時代頃

の土師器、須恵器片の出土が見られた。尚、 67号土

坑からは時期不特定の磨石 (67土坑— 1) の出土が

見られた。

時期 本項に述べた各土坑は 3号屋敷に伴うものと

判断して報告しているが、各土坑共に近世以前の所

産であることは確認でき、 68• 77 • 78 • 82号土坑が

平安時代以降と認識できるだけで、何れの土坑につ

いても細かい時期の特定には至らなかった。

規模 (61号土坑）径 ：164X102cm 深さ： 44cm

(67号土坑）径 ：70X68cm 深さ： 72cm

(68号土坑）径： 100X96cm 深さ： 38cm
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A
 

ー
訊

口

号7
 

A
 

6
 

68号土坑

ロ〕／
L~74.50m 

A - -...K_ 

言
L=74.40rn 

□こ
〔67号土坑覆土〕

1 :暗褐色土：軽石多く含みザ

ラつく 。ローム粒少址含む

2 ：暗褐色土：軽石多く含みザ

ラつく。ローム粒 l層より

多く含む

3 ：暗褐色土：軽石多く含みザ

ラつく 。ローム粒やや多く

含み明るい

77号土坑

A0上

I 

L~74.40m 

___A_..  _A:_ 

v 
〔77号土坑覆土〕

1 :暗褐色土：軽石粒含む

2 :暗褐色土：ローム粒多く含む
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A
 

〔80号土坑覆士〕

1 :暗褐色土： As-Cとローム含む

80号土坑
I

A

 

。L~ 74 .40m 

A l A・ 

ー・ ¥--:::::;,---'-

82号士坑

□ i A 

L=74.40m 

□□ 
〔ピソト覆土〕

1 ：褐灰色土：ローム、暗褐色土と多くのAs-B含む

〔82号土坑覆土〕

2 :暗褐色土：若干のAs-Cと少量のローム粒含み締まる

3 :暗褐色土： As-C殆ど含まず締まる

4 ：暗褐色土：ローム多く含む

61 • 81号土坑

一

L=74.40m □̀2A  

L=74.40m 

三ー 9/ JL

3 4 4 3 5 

(77号土坑）径 ：108X98cm 深さ： 44cm

(78号土坑）径 ：124X120cm 深さ： 53cm

(80号土坑）径 ：68X60cm 深さ： 9cm

(81号土坑）径 ：118X (63) cm 深さ： 19cm

(Slb号土坑）径 ： （89) X85cm 深さ： 18cm

(82号土坑）径 ：68X58cm 深さ： 53cm

(93a号土坑）径 ： （96) x (81) cm 深さ： 25cm

(93b号土坑）径： （67) X (63) cm 深さ： 29cm

(93c号土坑）径 ： （70) X (65) cm 深さ： 36cm

(93d号土坑）径： lOlX (46) cm 深さ： 31cm

(93e号土坑）径： （72) x (64) cm 深さ： 46cm
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〔81号土坑覆土〕

l ：暗褐色土：軽石多く含

みザラつく

2 :暗褐色土：灰色掛かり軽石含む。柱痕覆土

3 :暗褐色土： 3層土にローム含む。柱痕覆土

4 :ロームと暗褐色土の混士

5 :ロームプロック

〔61号土坑覆土〕

6 :黒褐色土：やや粘質。軽石粒、ローム含む

7 ：黒褐色粘質土：ローム含む

8 :暗褐色土：やや粘質。ローム粒やや多く含む

9 :ロームと暗褐色土の混土

10 :暗褐色士：ローム粒と黒褐色土含む

11：黒褐色粘質土：締まる

第224図の 1 3号屋敷の土坑群（その 9)



第4節 3号屋敷

78号土坑 ＼ 

A
 

-Aニ

坑は中型に分類できる。 61• 81 • 82 • 93a~93e号土

坑のプランは楕円形を呈し、 67• 68 • 77 • 78 • 80 • 

d 81b号土坑のプランは円形を呈するものであった。

尚、掘削形態は67• 82号土坑が柱穴状を呈する他
A' 

は箱状のものが多く、掘削底面は67• 68 • 82号土坑

は丸底状、他の土坑は平底を呈するものであった。

L~74.40m L=74.40m 

ロロ言ニロロニコ△

〔78号土坑覆土〕

l ：暗褐色土：軽石粒含む

2 ：暗褐色土 ：ローム と黒色土多く含む

〔93号土坑覆土〕

1 :暗褐色土： As-Cとロ

ーム粒少量含む

3 ：暗褐色土：ローム少量、黒色土やや 2 ：暗褐色土：黒褐色土、

多く含む 軽石粒、ローム粒含む

4 :暗褐色土：ローム含み黄味掛かる 3 :黒褐色土：軽石粒、ロ

5 :暗褐色土：軽石粒少最含む ーム粒僅かに含む

第224図の 2 3号屋敷の土坑群（その10)

構造 本項で扱った土坑は相対的に大中小があり、

67 • 80 • 82号土坑は小型、 61号士坑は大型、他の土

(28) 3号屋敷のピット群

（第225~227図． PL 127 • 128) 

概要 3号屋敷に於いては上述の土坑群に重なっ

て、前述の14棟の掘立柱建物や 2列の柱穴群の柱穴

の他にも多数のピットが確認された。本項では掘立

柱建物や柱穴列に取上げなかった、 3P-1~176 • 

128b号ピットの177基のピットについて、以下述べ

るのであるが、これらのピットの他にも別遺構の断

面に確懃されたもの、或いは本ピット内に掘削され

た可能性を持つ等、更なるピットの存在も窺われる。

さて、本項に取上げたピットのうち 7基のピット

は、前述の堀立柱建物に含まれる16基と併せて、調

査時点で遺構（ピッ

ト）番号が付され、

出土遺物も該当する

遺構番号で取上げら

れ注記も施されてい

るのであるが、最終

的にこれを大きく上

回る数のピットが確

認され、且つピット

第225図 3号屋敷のピット群（全体図）

番号を持つピットも

複数のピットに分割

されるものがあっ

た。加えて前述のよ

うに掘立柱建物の抽

出を新たに行ったこ

とから、混乱を避け

るため 3号屋敷を現

す「 3p-」を附し

た新たなピット番号
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を付した。本項ではこの新たな遺構番号によって報

告していることを記しておく。

各ピットの掘削意図は特定できなかったが、小型

のものは柱穴であったものと思慮され、 より小型の

さて、 これらのピットは郭内に広くその分布が確

認されているのであるが、郭北西部には分布が見ら

れない区域があり、内堀 (9-22号溝と）

(9-6号溝）

と外堀

の間の帯郭状の区域にも分布は見られ

なかった。また、前述の掘立柱建物群の分布域に重

なるように、調査区に於ける郭中南部にやや分布が

濃い傾向が見られた。

ものは杭の打設痕であったものと思慮される。特に

下位で柱痕のみが掘削されていると判断される掘削

の不足しているらしい 9• 12 • 89 • 98 • 101 • 171号

ピットは柱穴と断定される。軸方向が斜めに入る一

部のピットは樹木の根の痕跡である可能性も有する

ものである。また、大型のものは土坑として別の機

能があったものと思慮される。
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遺物 確認できた範囲では、ピット群の出土遺物と

しては71• 73 • 74 • 75 • 127 • 162 • 175号ピットか

ら平安時代頃所産の僅かな土師器 ・須恵器片の出土

が見られ、また75号ピッ トから古墳時代前期の僅か

な量の土師器片の出土が見られたに過きず、多くの

ピットからの出土遺物は認められなかった。

時期 これらのピットは掘削位置等から推して 3号

屋敷に伴うものと判断しているが、個々のピッ トに

ついて時期を特定する ことはできなかった。

規模 （262頁、第 1表による）
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第227図の 1 3号屋敷のピット群（その 2)(S =1/80) 
これらのピットには相対的に大小が見られた た。径の平均は32.57cmであったが、標準偏差は

が、その規模は径に於いては 8~82cmと幅があっ

260 

11.59とやはりやや幅があった。一方、確認面から
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状を呈するものが57基、円形状を呈するものが41基

と多く、重複等でその形状が明瞭ではないものの、

この 3者に含まれると判断されるものはそれぞれ 2

基、 3基、1基あった。その他の形態を呈するもの

は14基であり 、方形を呈するものが10基、不整形の

ものが2基、長円形を呈するものと 隅丸三角形を呈
第227図の 2 3号屋敷のピット群（その 2) (S =1/80) 

するものが各 l基であった。

の深さは 8~82cmとこれも差が大きかったのであ 掘削形態は柱穴状のものが多く、全体に丸底気味

るが、平均28.56cm （標準偏差13.65)であった。尚、 のものが多かった。また16号ピットの底面には塑性

この規模は本遺跡 3区の中世屋敷遺構の柱穴群と同 変形の痕跡が見られた。この他にも塑性変化と疑わ

様のものであった。

プランは隅丸方形状を呈するものが59基、楕円形

れるものも幾つか見られたが、記録が充分ではなく 、

それを確認することはできなかった。
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第 3章 発見された遺構と遺物（その 2 中世屋敷遺構）

No 
径 深さ

平面形 No 
径

)I 深さ 平面形 No 
径 深さ

平面形 No 
径 深さ

平面形
(cm) (cm) (cm (cm) (cm) (cm) (cm) (cm) 

1 30 X 28 31 円形 46 24 21 40 隅丸方形 91 40 38 36 隅丸方形 135 31 25 26 円形

2 30 X 28 26 隅丸方形 47 (50) 32 8 隅丸方形 92 34 32 27 円形 136 40 34, 15 楕円形

3 34 X 32 37 隅丸方形 48 28 24 23 楕円形 93 34 32 28 隅丸方形 137 28 24 19 楕円形

4 24 X 22 18 隅丸方形 49 28 26 40 円形 94 26 24 32 楕円形 138 47 37 36 楕円形

5 22 X 20 29 隅丸方形 50 ， 8 円形 95 19 (13) 35 円形 139 26 22 23 隅丸方形

6 12 X 10 22 楕円形 51 25 24 63 円形 96 31 28 48 円形 140 32 30 ， 楕円形

7 (45) X 36 13 長方形 52 32 28 39 隅丸方形 97 26 22 25 円形 141 40 (37) 21 隅丸方形

8 28 X 28 54 隅丸方形 53 (22) (22) - 隅丸方形 98 28 22 18 楕円形 142 47 42 (75) 楕円形， 38 X 33 36 楕円形 54 25 (22) 28 円形 99 24 22 34 143 42 70 45 楕円形

10 34 x 32 I 21 円形 55 30 30 53 隅丸方形 100 23 21 22 楕円形 144 32 26 10 方形

11 41 X (33) 20 長方形 56 52 52 39 方形 101 56 52 41 円形 145 28 22 ， 円形

12 34 x 30 I 32 隅丸方形 57 32 30 23 円形 102 38 34 32 方形 146 28 26 19 隅丸方形

13 48 x 44 I 19 隅丸方形 58 46 43 69 隅丸方形 103 46 42 35 円形 147 48 42 19 円形

14 38 x 21 I 21 楕円形 59 48 44 43 隅丸方形 104 51 44 65 楕円形 148 32 38 13 隅丸方形

15 30 X 30 43 楕円形 60 36 58 52 楕円形 105 40 34 56 方形 149 36 24 19 楕円形

16 32 X 32 28 隅丸方形 61 28 28 19 隅丸方形 106 32 30 54 隅丸方形 150 28 28 22 円形

17 32 X 28 隅丸方形 62 24 22 15 楕円形 107 (47) 41 23 楕円形 1 51 44 36 33 隅丸方形

18 39 x 36 I 41 隅丸方形 63 50 40 31 楕円形 108 42 (30) 32 隅丸方形 152 65 62 33 円形

19 30 X 35 45 隅丸方形 64 28 22 19 楕円形 109 22 20 8 円形 153 36 24 23 楕円形

20 55 X 34 39 長円形 65 24 24 27 円形 110 44 38 13 隅丸方形 154 16 12 隅丸方形

21 36 X 28 26 楕円形 66 36 32 I 16 隅丸方形 1 1 1 43 30 7 楕円形 155 16 10 楕円形

22 30 x 28 I 15 円形 67 38 29 楕円形 112 24 22 17 楕円形 156 24 18 33 隅丸方形

23 44 X 42 16 円形 68 36 32 I 16 楕円形 113 32 21 26 不整形 157 12 12 I 23 円形

24 34 x 32 I 25 隅丸方形 69 39 35 I 35 楕円形 114 25 16 15 楕円形 158 43 32 44 隅丸方形

25 36 X 30 16 隅丸方形 70 41 32 29 楕円形 1 1 5 24 24 (9) 円形 159 27 (20) 13 楕円形

26 24 x 22 I 23 楕円形 71 24 24 I 43 円形 116 32 28 21 円形 160 28 22 楕円形

27 37 X 37 40 円形 72 28 24 32 楕円形 117 38 36 26 隅丸方形 161 52 41 69 楕円形

28 34 X 28 隅丸方形 73 38 32 楕円形 1 1 8 22 20 ， 隅丸方形 162 36 34 隅丸方形

29 46 X 44 15 円形 74 34 34 | 25 円形 119 36 34 26 方形 163 43 62 68 楕円形

30 34 X 32 50 円形 75 36 32 I - 楕円形 120 40 36 12 楕円形 164 46 (39) 26 隅丸方形

31 24 X 28 20 楕円形 76 23 23 18 隅丸方形 121 28 28 16 円形 165 82 43 21 隅丸方形

32 24 X 18 11 楕円形 77 56 48 7 不整形 122 38 26 楕円形 166 42 (25) 1 32 円形か

33 34 X 30 11 隅丸方形 78 3 34 | 1 8 隅丸方形 123 (29) (32) 3 楕円形か 167 44 40 18 楕円形

34 32 X 28 12 楕円形 79 42 42 40 隅丸三角形 124 32 30 隅丸方形 168 42 40 1 38 円形

35 31 X 32 28 隅丸方形 80 25 24 円形 125 30 24 169 54 40 I 44 隅丸方形

36 32 X 28 18 円形 81 28 28 I 38 正方形 126 32 22 170 42 40 36 隅丸方形

37 29 X 18 28 隅丸方形 82 68 58 I 63 水滴形 127 28 28 19 隅丸方形 171 36 28 60 隅丸方形

38 25 X 26 29 円形 83 29 25 34 楕円形 128 36 28 31 方形 172 24 22 33 隅丸方形

39 28 X 24 22 楕円形 84 44 (32) I 48 隅丸方形 128b (16) 12 15 円形 173 (57) (20) - 楕円形か

40 24 X 20 22 隅丸方形 85 (36) 25 38 楕円形 129 35 33 38 楕円形 174 (41) (35) I 22 隅丸方形か

41 20 X 14 33 楕円形 86 75 52 34 隅丸方形 130 38 34 34 隅丸方形 175 64 64 40 円形

42 26 X 18 20 楕円形 87 23 23 | 1 8 方形 131 14 15 22 円形 176 20 1 8 1 26 楕円形

43 26 X 26 17 隅丸方形 88 26 (23) | 22 楕円形 132 (38) (23) 25 楕円形か

44 42 X 30 30 楕円形 89 33 31 I 36 隅丸方形 133 32 32 26 楕円形

45 58 X (38) 7 楕円形 90 22 22 I 34 円形 134 31 (20) 26 円形 l 

第1表 3号屋敷内ピッ ト群
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第 1節 中内村前遺跡出土遺物

第4章 中内村前遺跡及び前田遺跡出土遺物

第 1節 中内村前遺跡出土遺物

本節では中内村前遺跡出土遺物のうち、出土した

区の特定できなかった遺物、及び既刊の報告書 （中

内村前遺跡(1)及び中内村前遺跡(2)) に掲載すべき遺

物で漏れていたものについて述べたいと思う 。

これらの遺物のうち前者に属するものは全て 1~ 

8区からの出土遺物に限定されており、 9区関連遺

物については次節に掲載することとする。また後者

に属する遺物は 1区 1面の65• 70 • 72号溝出土遺

物、同 2面の46• 50 • 55 ・号土坑出土遺物、同 3面

の 1-3 -24 • 25 • 35号溝及び103• 104 • 116 • 126 • 

128号土坑出土遺物と、 1区の表採遺物、並びに 6

区の305-980グリ

ッドからの出土遺

物である。尚、 1

区の表採遺物とし

たものの中には西

善尺司遺跡に分割

した区域 （「中内

村前遺跡（l)」 第

1章4節 〈7頁〉

参照）に含まれ得

るべき遺物が混在

している可能性が

ある。また 6区出

土遺物の面につい

ては特定できてい

ない。

これらの遺物は

区、或いは遺構に

拘りなく何れも平

安時代所産の土師

器 ・須恵器片を中

心とするものであ

り、 一部、古墳時

一

ー

ー

代前期の土師器片の出土も確認されたが、量的には

多くなかった。図示すべき遺物は殆どなく、出土位

置不明の石匙（1）と叩き板状の木製品(2)が挙げられる

に過ぎない。

3
 

／
 

l

l

 

a,' 

¥
 

＼

ー

・

\

—

l
\

ー

|
1

ーヽ

＼

＼

J

|
I

＼

）

 

ー

』

ロ

〖

,
'
,
 

＼
 

¥
し
|
|
|¥

¥
|
¥¥

2 1/3 

第228図 中内村前遺跡の出土遺物
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第 4章

第 2節

中内村前遺跡及び前田遺跡出土遺物

9区並びに前田遺跡出土遺物

本遺跡報告書第 1分冊（「中内村前遺跡（1）」 第

l章4節 《7頁》参照）に記したように、中内村前

遺跡 9区は前田遺跡A区の西半部を編入たものであ

った。従って遺構図、遺構写真、出土遺物の選別に

は双方の出土文化財整理班に於いて注意をしていた

ところであるが、混在の度合いが高かったこともあ

って、最終段階においても完全な選別には至らなか

った。このため本遺跡出土遺物の中に本来、 前田遺

跡A区出土遺物として報告すべき遺物が残されてし

まったため、本遺跡 9区と前田遺跡A区との選別が

不可能なイブと併せて本節に掲載することとした。
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第2節 9区並びに前田遺跡出土遺物
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第230図 9区並びに前田遺跡出土遺物 （その 2)

これらの出土遺物も平安時代所産の土師器・須恵

器片等を中心とし、 一部、古墳時代前期の遺物等も

含まれるものであった。また量的には多くない。

因示すべき遺物には土師器坪(1~5)、甕(9• 10)、

須恵器坪（6)、碗（7)、高台付碗（8)、小型瓶(12)、羽釜

(11)、男瓦(13)、軟質陶器鉢(14)、楔形鉄製品(15)、敲

石(16)、石造物片と思われるもの(17)、円筒埴輪片

(18)、角釘と思われる鉄製品(19)、鉄製竪（20)、曲物

の側（23)と底板(21• 22 • 25)、木製棒（24)があった。

尚、このうち須恵器碗（7）には判読不能の墨書が見ら

れた。
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第5章 科学分析

第 5章科学分析

第 1節 科学分析及び鑑定要件

平成14~15年度にかけて、 5種類の科学分析を委

託、実施した。これらの科学分析の鑑定・分析対象

資料並びに鑑定要件は以下の通りである。

① 樹種同定

対象資料 6 • 8 • 9区所在遺構出土の木製品16

点、及び出土区不明の木製品 l点、並びに年代測定

を実施する 8区東部の 8-8号井戸出土木片15点と

8 -18号住居出土炭化材 l点

鑑定要件 出土木製品等の樹種の特定

② 種子同定

資料 7区3号井戸出土種子（一括）

鑑定要件 出土種子の鑑定及び種の同定

③ 年代測定

資料 8 -18号住居寵内覆土出土の炭化物及び8-8

号井戸出土木片

鑑定要件 年代判定の参考とするための年代測定

分析方法 放射性同位炭素年代測定 (AMS法）

④ 花粉分析

資料 6区Hr-FA下水田及びAs-C降下復旧水田土壌

鑑定要件 環境の復元を目途とする花粉分析

⑤ 蛍光X線分析

資料 3号屋敷遺構出土磐。

鑑定要件科学的な組成分析

分析方法 非破壊的方法（蛍光X線分析）

第2節 中内村前遺跡出土木製品および炭化材の樹種

中内村前遺跡出土木材のうち、計33点の樹種同定

結果を報告する。対象となるのは 6区・ 8区・ 9区

出土の木製品32点および8区18号住居かまど出土の

炭化材 1点である。木製品は井戸や溝出土のもので、

叩板・椀・曲物・桶枠・器具板材・薄板・角材など

の器種が含まれる。ここでは、これらの樹種を明ら

かにすることで、用材選択の背景にある材質などの

樹木特性と器種の製作・使用法との関連性について

調査を行った。

I. 試料と方法

同定試料は木製品および炭化材である。

266 

三村昌史・植田弥生 （パレオ・ラボ）

木製品の樹種同定に用いたプレパラートは、あら

かじめ群馬県埋蔵文化財調査事業団により作成され

ていたもののほか、出土木製品から直接採取したも

のがあるが、いずれも剃刀を用いて横断面・放射断

面・接線断面の 3断面の切片をスライスし、ガムク

ロラール （アラビアゴム粉末・抱水クロラール・グ

リセリン・蒸留水の混合液）で封入されたものであ

る。これらのプレパラートは光学顕微鏡にて40~

400倍で検鏡し、所有の現生標本との対照を基に同

定を行った。同定したプレパラートはすべて群馬県

埋蔵文化財調査事業団に保管されている。

炭化材は、 3方向の断面を手および剃刀を軽くあ
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てて面を出し、走査電子顕微鏡で拡大し

ながら材組織の観察を行い同定した。走

査電子顕微鏡用の試料は 3方向の断面

（横断面 ・接線断面・放射断面）を 5

mm角以下の大きさに整え、直径 1cm

の真鍮製試料台に両面テープで固定し、

試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、

走査電子顕微鏡（日本電子（樹製 JSM-

TlOO型）で観察を行った。同定した炭

化材の残りの破片は、群馬県埋蔵文化財

調査事業団に保管されている。
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第2表 中内村前遺跡の樹種同定結果

出土逍構

1号井戸

4号溝

9号井戸

9号井戸

9号井戸

9号井戸

9号井戸

4号溝

4号溝

4号溝

17 8区

18 8区

19 8区

II. 見出された樹種 20 8区
21 8区

樹種同定の結果見出された樹種は12分 22 8区

23 8区

類群で、針葉樹ではマツ属複維管束亜 24 8区

25 8区
属 ・ト ウヒ属 ・スギ・ヒノキ ・クロベ・ 26 8区

アスナロの 6分類群、広葉樹ではブナ 27 8区
28 8区

属 ・クリ・コナラ属コナラ節 ・コ ナラ属 29 8区
30 8区

クヌギ節 ・クワ属・ヤマハゼ類の 6分類 31 8区
32 8区

群であった（表 l)。 33 8区

同定根拠としたこれら樹種の材組織の特徴、およ

び分布 ・材質等は以下の通りである。なお、 8区8

1面 32号井戸

不明

1号井戸

8号井戸

8号井戸

8号井戸

8号井戸

8号井戸

8号井戸

8号井戸

8号井戸

8号井戸

8号井戸

8号井戸

8号井戸

8号井戸

8号井戸

8号井戸

18号住居

逍物名称試料番号樹 種

器具板材 34 コナラ節

椀 54 プナ属

曲物底板 55-1 クロベ

曲物底板 55-2 トウヒ属

曲物底板 55-3 トウヒ属

桶枠 55-4 アスナロ

角材 55-5 アスナロ

角材 56-1 クロベ

曲物底板 56-2 ヤマハゼ類

丸棒材 58 スギ

器具板材 59 複維管束亜属

曲物底板 63-1 クロベ

曲物底板 63-2 アスナロ

曲物底板 64 針葉樹

曲物底板 69 ヒノキ

叩き板 49 クヌギ節

薄板 ヒノキ

木材片 No.l クワ属

木材片 No.2 クリ

木材片 No.3 クリ

木材片 No.4 クリ

木材片 No.5 クリ

木材片 No.6 クワ属

木材片 No.7 クワ属

木材片 No.8 クリ

木材片 No.9 クリ

木材片 No.10 広葉樹

木材片 No.11 広葉樹

木材片 No.12 クワ属

木材片 No.13 クリ

木材片 No.14 広葉樹

木材片 No.15 広葉樹

炭化材 クヌギ節

木取り／備考

芯持材削出

分割材削出

板目

柾目

柾目

柾目

板目

乾燥

乾燥

乾燥

乾燥

乾燥

乾燥

乾燥

乾燥

乾燥

乾燥

乾燥

乾燥， AMS

乾燥

乾燥

乾燥

AMS 

号井戸出土の木材片は試料が元々乾燥状態にあり、

木材組織の乾燥収縮により広葉樹であることまでし

か同定し得なかったものが4点あった。

1. マツ属複維管束亜属 Pinus subgen. Diploxylon 

（マツ科）写真PLla~le 

仮道管と放射柔組織、放射仮道管、および水平・

垂直両樹脂道を取り囲む薄壁のエピセリウム細胞か

らなる針葉樹材。放射仮道管の水平壁は内腔側に向

かって鋸歯状の突起を有する。分野壁孔は大型の窓

状。

いわゆるニョウマツ類の材で、アカマツかクロマ

ツの材であることを示す。共に高木になる常緑針葉

樹で、土壌の薄い立地に生育する。材質は重硬で割

裂は困難、やにが多い。

2. トウヒ属 Picea（マツ科）写真PL2a~2c 

仮道管と放射柔組織、放射仮道管、および水平・

垂直両樹脂道を取り囲むエピセリウム細胞からなる

針葉樹材。早材から晩材への移行はやや急で、晩材

部は明瞭。放射仮道管の放射壁には小型で孔口が狭

く、しばしば壁孔縁に鋸歯状の突起を持つ有縁壁孔

がある。分野壁孔はヒノキ型で小さく 1分野に 2-

5個。

トウヒ属に含まれる種のうち、ハリモミ以外のト

ウヒやヒメバラモミなどの種はいずれも亜高山帯に

分布する。材質は軽軟で割裂容易、強度は良好。

3. スギ Cryptomeria japonica (L.f.) D.Don（ス

ギ科）写真PL3a~3c 

仮道管と放射柔組織、および樹脂細胞からなる針

葉樹材。晩材部は量多く明瞭。分野壁孔はスギ型で

大きく、 1分野にふつう 2個。

スギは高木になる常緑針葉樹で、天然分布は降水

量の多い地域に限られて点在する。材質は軽軟で割

裂性・加工性に優れ、強度も良好。特有の芳香があ

る。
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4. ヒノキ Chamaecyparis obtusa (Sieb. et 

Zucc.)Endl.（ヒノキ科）写真PL4a~4c 

仮道管と放射柔組織、および樹脂細胞からなる針

葉樹材。晩材部は量少ない。分野壁孔は大型のトウ

ヒ型からヒノキ型でやや大きく、 1分野にふつう 2

個。

ヒノキは福島県以南の暖温帯に分布し、山地尾根

沿いなどに生育する高木性の常緑針葉樹である。材

質はやや軽軟で加工し易く強度に優れ、保存性も著

しく高く、特有の芳香がある。

5. クロベ （ネズコ ）Thujastandishii (Gord.) 

Carr.（ヒノキ科）写真PL5a~5c 

仮道管と放射柔組織、および樹脂細胞からなる針

葉樹材。晩材部は明瞭。分野壁孔はやや小型のスギ

型で、孔口は大きく開き、 1分野にふつう 2-4個。

クロベは温帯上部に分布する高木になる常緑針葉

樹で、尾根沿いや傾斜地などに生育する。材質は軽

軟で加工 ・割裂は容易。

6. アスナロ Thujopsis dolabrata Sieb. et Zucc. 

（ヒノキ科）写真PL6a~6c 

仮道管と放射柔組織、および樹脂細胞からなる針

葉樹材。晩材部はしばしば量多い。分野壁孔はヒノ

キ型で小さく、 1分野にふつう 2-4個。アスナロ

は主に温帯に分布する高木になる常緑針葉樹で、耐

陰性が高い。材質は軽軟で割裂 ・加工容易。耐久性

は良好で水湿に強い。また材に特有の芳香がある。

7.ブナ属 Fagus（ブナ科）写真PL7a~7c 

小型のやや丸い道管が、ほぼ単独時に数個複合し

て密に配列する散孔材。導管の直径は年輪界に向け

てやや急に減少する。道管の穿孔は単一または階段

状。 放射組織は 1 —数列のものに広放射組織が混在

する。

ブナ属には温帯上部に分布する高木性の落葉広葉

樹であるブナ、イヌブナ双方がある。材質はやや重

硬で強度があるが、保存性は悪い。

8. クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc.（ブナ

科）写真PL8a~8c 

年輪の始めに大型で丸い道管が単独で 1-2列に
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並び、晩材部では小型でやや角張った薄壁の道管が

火炎状に配列する環孔材。道管の穿孔は単一。放射

組織は単列同性。

クリは国内の温帯下部～暖温帯に広く分布する落

葉広葉樹で、明るい林内や向陽地に多くみられる。

材質は重硬で弾性に富むが、割裂は容易な部類であ

る。また耐朽性が高く、水によく耐える。

9. コナラ属コナラ節 Quercus sect. Prinus（ブ

ナ科）写真PL9a~9c 

年輪の始めに大型の丸い道管が単独で 1-2列に

並び、晩材では小型でやや角張った道管が火炎状に

配列する環孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は単

列同性のものに大型の複合放射組織が混在する。

いわゆるナラ類の材で、高木の落葉広葉樹である

コナラ、ミズナラ、カシワ、ナラガシワが含まれる。

このうちコナラは温帯下部～暖温帯に、ミズナラは

温帯にそれぞれ分布し、しばしば優占した林を形成

する。材は重硬で弾性を有し、保存性は中庸、割

裂 ・加工は困難である。

10. コナラ属クヌギ節 Quercus sect. Cerris（ブ

ナ科）写真PLlOa~10c 

大型の丸い道管が単独で 1 —数列ならび、径を除

減しながら晩材部では丸く厚壁の小導管が単独で放

射方向に配列する環孔材。道管の穿孔は単一。放射

組織は単列同性のものに広放射組織を交える。

クヌギ節にはクヌギとアベマキが含まれる。いず

れも暖温帯の適湿な向陽地にみられる高木になる落

葉広葉樹である。現在群馬県にはクヌギが広く分布

している。材質は重硬であり弾性を有し、割裂・加

工は困難。

11.クワ属 Morus（クワ科）写真PLlla~llc 

年輪のはじめに大型で丸い道管が単独あるいは

1-2個複合して 1-2列並び、年輪界付近ではごく

小型の角張った道管が数個集合して斜上状～接線状

に配列する環孔材。道管の穿孔は単一。放射組織は

異性で 1-4列ほど、上下端の直立細胞は 1-2個連

なり、時に不完全なさや細胞が認められる。

クワ属の母植物にはヤマグワが考えられる。ヤマ



グワは温帯～暖温帯に広く分布し、谷沿い ・河畔の

適湿地や林縁などの向陽地にみられる、低木～小高

木の落葉広葉樹である。材質はやや重硬で強靱であ

る。

12. ヤマハゼ類 Rhus cf sylvestris Sieb. et Zucc. 

（ウルシ科）写真PL12a~12c 

中型で壁の厚い道管が、年輪の始めにほぼ単独で

並び、その後は径を減じながら単独もしくは放射方

向に数個複合した道管がまばらに分布する環孔性を

有する散孔材。道管の穿孔は単ーで、内腔にはチロ

ーシスがみられる 。放射組織は異性で 1-2列、形

状はややいびつ。

ヤマハゼ類としたものには、共に暖温帯に分布し

小高木程度になる落葉広葉樹のヤマハゼと、蝋を採

るために中世後半に移入されたとされるハゼノキが

含まれる。材質はやや重硬で割裂はやや困難。

Ill.考察

木製品について器種別にみてみると、まず椀には

ブナ属の材が見出されていることがわかる。ブナ属

の材は硬く均質で靭性があって回転成形に適してお

り、ケヤキなどとともに挽物の用材として全国的に

確認される樹種である。叩板には硬く弾性を持つク

ヌギ節の材が用いられており、丈夫な材質の樹種が

選択されている。曲物側板の 1点は詳細な同定が困

難であったが針葉樹材が用いられており、また曲物

底板には針葉樹でヒノキ ・クロベ ・アスナロ・トウ

ヒ属が各 l点、広葉樹でヤマハゼ類が 1点見出され

ているので、通直なため利用価値が高く割裂・加工

ともに容易な針葉樹が多い結果であるといえる 。こ

のように、曲物に軽軟な部類の針葉樹が多いのは一

般的な傾向といえ （例えば、鈴木・能城 1982;藤

根 1992;藤根・鈴木 1993)、本遺跡における l

~4区出土木製品の樹種同定結果においても確認さ

れてきた傾向である（松葉 2002)。針葉樹と比較

して広葉樹が曲物に見出されることは稀であるが、

曲物底板では側板と比較して薄い板材を取る必要が

ないので用材は針葉樹に限定されず、時に見出され

第 2節 中内村前遺跡出土木製品および炭化材の樹種

ることがある。その他の器種においても、桶にアス

ナロ、薄板にヒノキ、角材にクロベ・アスナロがそ

れぞれ 1点ずつ見出されており、針葉樹が同様に重

用されているようである。8区8号井戸出土の木材

は板材状のものがほとんどで、また樹種はクリとク

ワ属が多い傾向にあり、井戸枠などの材に由来する

可能性も想定される。以上のように、各器種には使

用の際や製作の際に要求される材質に見合った樹種

が選択されている特徴が伺える。

また、 8区18号住居かまど出土の炭化材はクヌギ

節であった。クヌギ節の樹種はコナラ節などと同様

に木口面で放射方向に走る随線として確認される広

放射組織を持つので、材の乾燥に伴い放射方向に割

れが入りやすく、そのため火付きが良い。その上、

燃料材としても火持ちがよい樹種のひとつである。

群馬県内においては、花粉分析結果からコナラ亜属

（クヌギ節を含む）が優占する古植生が推定されて

おり （例えば、徳永 1982;パリノ・サーヴェイ株

式会社 1992)、木材資源としてもクヌギ節の樹木

が量的に多かったことが想定される。

全体を通して樹種からみて特徴的なのは、 トウヒ

属やクロベといった比較的高標高 （あるいは遠方）

からもたらされたと考えられる材が木製品に見出さ

れている点である。中世においてこれまで行われて

きた主な樹種同定結果では少ないながら見出されて

きた材であり、例えば本遺跡と同じ前橋市内の元総

社寺田遺跡ではクロベは比較的見出されている（藤

根 1996)。現在の植物分布をみてみると、本遺跡

に近い山域では赤城山系でクロベやトウヒが自生し

ており、おそらく当時の材の供給源もそこに求める

ことができるのではないだろうか。これらの材の搬

入に関しては、地方における木地屋や工人といった

職人の誕生や、近隣の平地でのまとまった森林資源

の枯渇といった状況とも関わっていると想定され興

味深い点であるといえる。
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第3節 中内村前遺跡から出土 した炭化種実

1.試料と方法

大型植物化石の検討は、 7区3号井戸から出士し

た 1試料 (No.2) について行った。試料は、液浸

保存された抽出済みのものであり、実体顕微鏡下で

同定 ・計数を行った。

2.結果と若干の考察

同定された分類群・部位・個数は、木本 (2分類

群）がイヌザンショウ種子・ 1個体、カラスザンシ

ョウ種子 • 4個体、草本 (2分類群）がヤナギタデ

果実・ 1個体、メロン仲間種子 ・4個体である。

落葉広葉樹のイヌザンショウ、カラスザンショウ

は、3号井戸付近に生育していたのであろう 。ヤナ

ギタデは、低湿地の雑草と考えられ、井戸付近に湿

地的環境が見られたであろう。メロン仲間は、栽培

植物であり、井戸付近に栽培地が存在していた可能

性も考えられる。
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3.形態記載

イヌザンショウ Zanthoxylum schinifolium Sieb. 

et Zucc. 種子

種子は黒色で表面には細かい網目紋があり、一方

の側面には種子長の半分を超える謄がある。

カラスザンショウ Zanthoxyll um ailanthoides 

Sieb. et Zucc. 種子

4個体のいずれも光沢のある平滑な外種皮が残

る。種子は黒色で表面には大きな網目紋があり、一

方の側面には種子長と同程度の細長い謄がある。

ヤナギタデ Polygonumhydropiper Linn. 果実

果実は広卵形で二面体。表面には細かい網目紋が

ある。

メロン仲間 Cucunis melo Linn. 種子

4個体の長さは6.3,6.9,7.1,8.0mmである。いずれ

も藤下 (1984) による中粒種子 （マクワ・シロウリ

型）に相当する。

参考文献

藤下典之(1984) 出士遺体よりみたウリ科植物の種類と変遷と

その利用法．古文化財に関する保存科学と人文・自然科学ー総括

報告書，pp.638-654, 同朋社．



第 4節花粉分析

1. 資料

試料は中内村前遺跡 6区から採取された以下の 2つ

の土壌試料である。

試料 1: 6世紀初頭、 Hr-FA下の水田土壌。砂、炭

化物が多く含まれる。

試料 2: 4世紀初頭、As-Cを巻き込んだ土壌。As-

Cのパミス （小礫）が多く含まれる。

2.方法

試料から約 5gを調整し、以下の処理を行って花

粉を抽出した。10％水酸化カリウム水溶液で、 30分

間処理し腐植物を除去し、 2回水洗を行う 。網を通

して大きな粒子を除去し、さらに傾斜法により粗い

向き粒子を除く 。その後50％フッ酸で20分間処理し

細かい無機物を溶解除去する。水洗、酢酸による脱

水の後、アセ トリシス処理（無水酢酸 9:濃硫酸 1

を混合した溶液による処理90℃、 2分）を行い、残

っている有機物、花粉の内容物、付着物を除く 。水

洗したのち、グリセリンに浸し保存する 。

検鏡のためのプレパラートは、グリセリンに浸し

た化石花粉集合標本を含む液を適度な濃度に調整

し、スライドグラス上に数滴たらし、サフラニンア

ラニ-0で染色後、カバーグラスをかけ、作成した。

光学顕微鏡でプレパラート全面を観察し、花紛およ

び胞子を固定した。樹木花粉が200個を超えなかっ

た場合はさらにもう一枚プレバラ ー トを作成し計数

を行った。固定は現生花粉と比較して行い、同定で

きた分類群名で示した。複数の分類群に固定がまた

がる場合は分類群名をスラッシュ（／）でつないで示し

た。花粉形態の変異のため同定が不確実な場合、あ

るいは近縁の分類群も含まれる場合は型をつけて区

別した。

主要な化石花粉は、計数後単体標本を作成した。

PLに掲載した化石花粉はすべて単体標本を撮影し

第 4節花粉分析

大井信夫 (ONP研究所）

たものである。単体標本は今後の研究の資料とする

ため、分析者の手元に保管する。

3.結果

中内村前遺跡 6区の各試料から同定された花粉を表

に示す。樹木花粉 7型、、非樹木花粉 9型、シダ胞

子3型、計19型が周定された。いずれの層準も花粉

含有量が少なく 、統計処理にたえる個数を計数する

ことができなかった 。 また、花粉には腐蝕

〈corrosion〉を受けているものが多かった。各資料

の花粉組成の特徴は以下のとおり 。

資料 1:樹木花粉では、コナラ属コナラ亜属

(Quercus subgen. Lepidobalanus)花粉が4粒、

非樹木花粉では ヨモギ属 (Artemisia)花粉15粒

とイネ科 (Gramineae)花粉 9粒、単条型シダ胞

子 (monoletespores) 30が目立つ。イネ科には

大型のものが含まれる。

資料 2：樹木花粉では、コナラ属コナラ亜属花粉が

5粒とハンノキ属 (Alnus)花粉 3粒、非樹木花

粉ではイネ科花粉 9粒、単条型シダ胞子 9が目立

っ。イネ科には大型のものが含まれる。

中村(1974)はイネ花粉について、花粉外膜の微

細構造である程度イネ花粉の可能性を示唆できるこ

とを示した。 しかし、今回産出したイネ科花粉は保

存状態が悪く、微細な形態の観察は難しかった。

検鏡中にいずれの試料でも多くの微小な炭化植物

片 （微粒炭）が観察された。とくに資料 1での含有

量の多さは際立っていた。微粒炭は火災（野火、山

火事、人間による山焼き ）などによ って生成された

ものと考えられる 。

4.考察

花粉含有量が少なく統計的な扱いはできない。
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第3表 中内村前遺跡における花粉分析結果

試料番号 sample no. 1 2 

花粉胞子型 Types 

［樹木花粉］ [arboreal pollen] 

マツ属 Pinus 1 2 

クマシデ属／アサダ属 Carpinus I Ostrya 1 

ハンノキ属 Alnus 3 

コナラ属コナラ亜属 Quercus subgen.Lepidobalanus 4 ， 
クリ属 Castanea 1 

エノキ属／ムクノキ属 Celtis I Aphananthe 1 

モクセイ科 Oleacea 2 

［草本花粉］ [nonarboreal pollen] 

イネ科 Gramineae 
， 5 

ヵャッリグサ科 Cyperaceae 1 

ギシギシ属 Rumex 1 

アカザ科／ヒユ科 Chenopodiaceae / Amaranthaceae 1 1 

バラ科 Rosaceae 1 2 

キク科キク亜科 Compositae subfam. Carduoideae 1 

ヨモギ属 Artemisia 15 1 

キク科タンポポ亜科 Compositae subfam. Cichorioideae 2 

［シダ胞子］ [fern spores] 

ヒカゲノカヅラ型 Lycopodium clavatum type 1 

単条型胞子 monolete spores 30 ， 
三条型胞子 trilete spores 1 

同定不能花粉 unidentifiable pollen 7 6 

樹木花粉総数 total arboreal pollen 5 19 

非樹木花粉総数 total nonarboreal pollen 28 16 

シダ胞子総数 total fem spores 31 10 

総花粉・胞子数 total pollen and spores 64 41 
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したがって、周辺植生に関する議論は難しいが、い

ずれの試料も樹木花粉でコナラ属コナラ亜属が比較

的目立つことから、コナラ属を主体とする落葉広葉

樹が当時の優占した樹木であった可能性が考えられ

る。また、草本花粉に含まれる大型のイネ科花粉は、

一般に イネ科では栽培種のほうが野生種よりも大型

の花粉である (Firbas,1937)ことから、栽培植物

起源の可能性が高く耕作地であることと矛盾しな

い。

いずれの試料でも目立って産出するイネ科、単条

型胞子、試料 1で目立つヨモギ属、試料2で目立つ

ハンノキ属は保存状態が悪くても同定しやすいため

目立っている可能性が高い。また、単条型胞子は土

壌中で残存しやすい (Havinga,1967,1984)ことが、

比較的多く同定された原因のひとつである。

花粉含有量が少なかったのは、粗粒の堆積物であ

ったことと有機物含有量が少なかったことが原因と

第 5節放射年代測定

I. はじめに

中内村前遺跡より検出された炭化材および木片

の加速器質量分析法 (AMS法）による放射性炭素

年代測定を実施した。

II. 試料と方法

試料は、炭化材（クヌギ節） 1点、 8区 1面・

8号井戸から出土した木材の外側部分より採取し

た木片（クワ属） 1点の併せて 2点である。

これら試料は、酸・アルカリ・酸洗浄を施して

不純物を除去し、石墨（グラファイト）に調整した後、

加速器質量分析計(AMS)にて測定した。 測定した14c

濃度について同位体分別効果の補正を行なった後、

補正した14c濃度を用いて14c年代を算出した。

第 4節花粉分析

考えられる。試料 lでは砂粒、試料2では粗粒のパ

ミスが多く含まれ、細粒部分は少なかった。また、

試料は黒色で有機物を多く含んでいると思われた

が、その多くは微小な炭化植物片（微粒炭）であり

花粉を含む有機物の含有量は少なかったと考えられ

る。そのほか、産出した花粉が腐蝕を受けているこ

とは、土壌堆積物に頻繁にに見られる微生物活動や

酸化作用を示唆している (Havinga,1967）。これも、

花粉含有量が少なかった原因としてあげられる。

引用文献

Firbas, F. 1937. Der pollenanalytische Nachcis des Getreidebaus. 

Z. Bot., 31, 447-478 

Havinga, A.J. 1967 Palynology and pollen preservation. Rev. 

Palaeobot. Palynol., 2, 81-98 

Havinga, A.J. 1984 A 20-year experimental investigation into the 

differential corrosion susceptibility of pollen and spores 

in various soil types. Pollen et Spores, 26, 541-558, 

中村 純． 1974 イネ科花粉について、とくにイネ (Oryzasativa) 

を中心として．第四紀研究， 13,187-196, 

山形秀樹（パレオ・ラボ）

Ill.結果

表 lに、各試料の同位体分別効果の補正値 （基準

値ー25.0知）、同位体分別効果による測定誤差を補

正した14c年代、 14C年代を暦年代に較正した年代を

示す。

14c年代値(yrBP)の算出は、 14Cの半減期として

Libbyの半減期5,568年を使用した。また、付記した

14C年代誤差（士lいは、計数値の標準偏差びに基づ

いて算出し、標準偏差（Onesigma)に相当する年代

である。これは、試料の14c年代が、その14C年代誤

差範囲内に入る確率が68％であることを意味する。

なお、暦年代較正の詳細は、以下の通りである。
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暦年代較正

暦年代較正とは、大気

中の14c濃度が一定で半

減期が5,568年として算

出された14C年代に対し、

過去の宇宙線強度や地球

磁場の変動による大気中

の14c濃度の変動、およ

び半減期の違い（14Cの

第4表年代測定結果

測定番号
試料データ

（測定法）

PLD-2387 炭化材

(AMS) （クヌギ節）

PLD-2774 木片

(AMS) 8区l面

8号井戸

No.12 

（クワ属）

半減期5,730士40年）を較正し、より正確な年代を

求めるために、 14C年代を暦年代に変換することで

ある。具体的には、年代既知の樹木年輪の詳細な測

定値を用い、さらに珊瑚のU-Th年代と 14C年代の比

較、および海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いて

14C年代と暦年代の関係を調べたデータにより、較

正曲線を作成し、これを用いて14C年代を暦年代に

較正した年代を算出する。

14C年代を暦年代に較正した年代の算出にCALIB

4.3 (CALIB 3.0のバージョンアップ版）を使用した。

なお、暦年代較正値は14C年代値に対応する較正曲

線上の暦年代値であり、 1(J暦年代範囲はプログラ

ム中の確率法を使用して算出された l4C年代誤差に

相当する暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値

はその1(J暦年代範囲の確かさを示す確率であり、

10％未満についてはその表示を省略した。1(J暦年

代範囲のうち、その確かさの確率が最も高い年代範
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釈c

（知）

-27.2 

-30.8 

14c年代 14c年代を暦年代に較正した年代

(yrBP士lcr)暦年代較正値 l6暦年代範囲

1,005士30 cal AD 1,020 cal AD 995 -1,035 (97.4%) 

cal AD 895 

cal AD 920 

1,130士50 cal AD 945 cal AD 880 -985 (96.8%) 

囲については、表中に影付け部分で示した。

IV.考察

各試料は、同位体分別効果の補正および暦年代較

正を行なった。暦年代較正したla暦年代範囲のう

ち、その確かさの確率が最も高い年代範囲に注目す

ると、炭化材の年代はcalAD  995 -1,035年が、 8区

1 面 •8 号井戸から出土した木材の外側部分より採

取した木片の年代はcalAD  880 -985年が、より確

かな年代値の範囲として示された。

引用文献：

中村俊夫 (2000)放射性炭素年代測定法の基礎．日本先史時代の"C

年代、p.3-20.

Stuiver, M. and Reimer, P. J. (1993) Extended "C Database and 

Revised CALIB3.0 "C心eCalibration Program, Radiocarbon, 35, 

p.215-230. 

Stuiver,M., Reimer,P.J., Bard,E., Beck,J.W., Burr,G.S.,Hughen,K.A., 

Kromer,B., McCormac,F.G., v.d. Plicht,J., and Spurk,M. (1998) 

INTCAL98 Radiocarbon Age Calibration, 24,000-0 cal BP, 

Radiocarbon, 40, p.1041-1083. 



第6節磐の材質分析

1. はじめに

中内村前遺跡の調査では、柱穴から磐が出土した。

この磐は、紐で吊るして叩いて鳴らす楽器であるが、

柱穴内から出土したことから地鎮のために埋められ

たことが推定されている。

ここでは、この磐の成分を調べるために蛍光X線

分析を行った。

2.試料と方法

試料は、洗浄等の前処理を行わず非破壊で分析を

行った。

分析は、主要な元素の平面分布を調べるために元

素マッピングを行った。測定した元素は、アルミニ

ウム (Al）、ケイ素 (Si）、イオウ （S)、カリウム

(K)、カルシウム (Ca)、クロム (Cr)、マンガン

(Mn)、鉄 (Fe)、ニッケル (Ni)、銅 (Cu)、亜鉛

(Zn）、ジルコニウム (Zr) である。なお、ロジウ

ム (Rh) はX線管球に由来する元素であり、遺物

の成分とは関係がない。

測定は、 （梱堀場製作所製XGT-5000TypeIIを用い

た。元素マッピングは、 X線導管径100μ m、電圧

50KV、電流lmA、時間10000秒である。定量計算は、

第 5表 マッピングに於ける磐の化学組成（単位％）

試料 Al SI s K Ca Cr 

a 1.20 1.46 0.62 0.00 0.32 0.03 

表面 b 2.31 8.78 9.57 0.38 1.24 0.01 

C 1.12 5.69 8.12 0.27 0.43 0.02 

裏面 d 0.54 4.65 9.00 0.19 0.41 0.02 

最小値 0.54 1.46 0.62 0.00 0.32 0.01 

最大値 2.31 8.78 9.57 0.38 1.24 0.03 

第6節磐の材質分析

藤根久（パレオ・ラボ）

標準試料を用いないFP法（ファンダメンタルパラ

メー法）で半定量分析を行った。

3.結果および考察

元素マッピングを行った結果、主に鉄を主体とし

た遺物であることが判明した (PL1およびPL2、

表 l)。鉄以外の元素では、土壌起源のケイ素やア

ルミニウムなどが検出された。なお、イオウが検出

されているが保存処理に伴う元素である。

P L 1およびPL2の鉄のマッピング図を見る

と、いずれも耀度の高い部分が鉄の多い部分である

が、暗い部分は付着した土壌起源のケイ素などであ

る。

マッピングによる化学組成は、表面分析であるた

め付着物の化学組成が反映されているが、鉄が

77.51~96.13％であった。こうした結果から、この

磐は鉄製品であることが確認できた。

なお、表面の中心には放射状の文様が付してある

が、マッピングにおいて鉄以外の金属元素が検出さ

れていないことから、他の金属による象嵌などは認

められない。

Mn Fe Ni Cu Zn Zr 合計

0.03 96.13 0.03 0.04 0.10 0.03 99.99 

0.07 77.51 0.00 0.00 0.12 0.01 100.00 

0.01 84.22 0.00 0.00 0.11 0.00 99.99 

0.10 85.00 0.00 0.00 0.09 0.00 100.00 

0.01 77.51 0.00 0.00 0.09 0.00 ¥ 
0.10 96.13 0.03 0.04 0.12 0.03 ＼ 
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第 1節 8 • 9区のまとめ

以上のように 8• 9区でも多くの遺構を確認、調

査し、遺物を取上げ、整理、分類を行ってきた。そ

の概略は各章の冒頭にも述べてきたのであるが、概

要は以下のようなものであった。

8区西部は 7区から続く低地部であり、 9区の東

側、即ち前田遺跡A区も低地部となっていて、 8区

東部から 9区にかけての区域はその間に挟まれた微

高地となっていた。

① 8区西部

8区西部は圃場整備段階の攪乱によって広く壊さ

れた部分もあり、また 7区に比べて全体に遺構の残

りは悪かった。しかし一部上位・下位面の分離が不

十分なところもあったものの、概ね 3面の遺構確認

面を以って調査することができた。

1面に於いてはAs-B下水田面を確認することが

でき、圃場整備段階の地形図には現れてこない近世

以降の溝等も調査できた。このうち 8区東部との間

にはこれを境するような溝の掘削が認められた。ま

た、東端部で井戸 1基も確認された。

2面に於いては竪穴住居 3軒を確認した。これら

は8区東部の竪穴住居群の一部とは切り放されてい

て、数量的には少なく、東西両側を水田に囲まれた

僅かな微高地に建てられていたものと思慮される。

また、 8区東部との境、特に南寄りは一段低い低地

となっていて、それに沿って道路或いは溝の遺存が

見られ、 一部道路は東進して 8区東部の微高地に向

かう様子が窺われた。

3面に於いては土坑群が確認されたが、上述の低

地部がはっきりしており、ここにはHr-FAの堆積も

確認された。しかし乍ら、 7区で見られたような生

産遺構は特に確認されなかった。
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② 8区東部

8区東部では屋敷遺構に重複して、その前段階の

遺構が多く確認されたが、重複や削平によ って、

個々の遺構の遺存状態は良好とは言い難いものが殆

どであった。また、概ね 2面の遺構があったが、 一

部を除き明瞭に分離できるものではなかった。

このうち西寄りには水路と認識される溝群がかな

り重複して確認された。これらは 8区東西の低地部

と微耕地部の境に平行するように在り、直線的では

ないことから自然の流れに合わせて掘削されていた

ものと判断される。

また、 8区東部では百軒余りの竪穴住居が確認さ

れた。これらは10~11世紀所産と判断されるものが

多く、 6区の微高地に見られた竪穴住居群が9世紀

段階のものを中心としていたことと併せて、 6区の

集落が移ったものである可能性が考慮される。尚、

一部に 3世紀末葉の周溝を持つ建物群の遺存が確認

されているため、 6区の当該期の集落との関係が窺

われる。

③ 9区

9区は 8区東部に続く微裔地であるが、削平によ

り遺構の遺存状態が悪かった。9区に於いても屋敷

遺構に重複して竪穴住居や井戸等の遺構が調査され

たが、これらは量的にも少なく、出土遺物も少なか

ったことから、集落の中心は 8区側にあったものと

思慮される。

尚、 9区の遺構に於いては井戸 (9-11号井戸）

とこれに続く水路と見られる溝 (9-21号溝）が特

筆される。11号井戸は前田遺跡際の微高地縁辺近く

にあり、延長部分は確認されていないが、 21号溝は

西側の集落方向に向かって掘削されていた。



④ 屋敷遺構群

8区東部から 9区にかけては単郭方形館と見られ

る屋敷遺構が3箇所確認された。これらは重複して

おり、西側の 1号屋敷が最も新しく、北東寄りの 2

号屋敷が最も古い。何れも郭全体を調査できておら

ず、 1号屋敷の郭内の状態は竪穴住居群や溝群と重

複が激しいため明瞭ではなく、 2号屋敷は屋敷内の

遺構が少なく明瞭ではなかった。この中で屋敷内の

様子が最もはっきりしていたものが南東寄りの 3号

第2節 倉庫型土坑の構造について

241~246頁に述べたようにこの土坑は横長長方形

プランの本体に、竪穴住居の寵の煙道に似た形状の

突出部が接続するもので、形態的に地下式坑に似て

いる。断面観察から突出部が別遺構の可能性はある

53坑 I I I/ → 

第 1節 8 • 9区のまとめ

屋敷であった。

3号屋敷は南半が調査区外に出ていて全容は詳ら

かでないが、二重堀が廻り虎口は北側と西側にある。

郭内は中央に掘立柱建物の区域があり、それを廻る

ように箱型の大型土坑群が掘削される。そして最も

特徴的であったのは、内堀を出入り口にしたと認識

される土坑群である。8~9区のまとめとして最後

に、この土坑群の土坑の構造について述べることと

する。

ものの、同じ形態の土坑が 7基見付かっていること

から本体と突出部は一体のものと判断した。これら

の土坑は内堀 ・外堀間の帯郭状の区画内に掘削さ

れ、突出部が内堀側に向って掘られていた。

---- -三-

二
---□□／ -------1----------

第231図 3号屋敷の倉庫型土坑群
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第232図 倉庫型土坑構造の復元想像図

各土坑の突出部は堀に面して、または堀を跨いで

掘削されている。堀を掘り込んでいるものもあった

が、郭内から内堀に降りてこれを横切り、或いは内

堀から直接入るようになっていたものと判断され

る。また本体に対する突出部の掘削位置は、 3P-

1号土坑が中央、 43• 66 • 72号土坑は中央よりやや

左右何れかに寄った位置、 42• 71 • 73号土坑は片側

にかなり寄るなど一様ではない。

本体は上述のように帯郭状の空間に掘削されてい

る。この帯郭状の空間は、郭北東隅部に 3P-1号

掘立柱建物が建てられていること、郭周縁部に多数

の土坑が掘削されている状態、及びピットの分布状

態に鑑みて、内堀に面しては土塁或いは柵が敷設さ
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れていたとは考え辛い。従ってこの帯郭状の空間に

土塁或いは柵、塀等が廻らされていたものと想定さ

れるが、帯郭状の空間にはピットが確認されていな

いことから、柵や（地表に直に立てるような）塀が

建てられることはなく、土塁が廻らされていたもの

と解釈される。

この土坑は入口を持つことから日常的な出入りが

あったと判断されるため、倉庫のような機能を持っ

ていたものと想定される。こうした機能に鑑みれば、

これらの土坑は天井を持っていたものと解釈される

が、覆土からは土坑の天井の上には地山層土を盛り

上げていたことが確認されている。天井の構造は詳

らかでないが、帯郭状の空間の幅から推して天井の



上に盛り上げられた土塁は、防御機能を考えればそ

の上に塀のようなものが廻らされていた可能性も考

慮されるものの、平坦地の土塁に一般的な高土居

（高さ 1間以上）よりは低いものであったと推定さ

れる。土塁の土量は高土居に比べれば少ないが、土

壌の重量は小さいものではなく、従って天井は平で

はなく、重量の分散という観点から屋根状の構造を

持っていたものと判断される。この屋根構造は土塁

の形状から押して、棟方向が堀の走向に平行するも

のであったものと推察される。通常の小型の建築物

であれば入路の方向と棟方向が一致するのが通例で

あるが、土坑本体のプランが入口に対して横長であ

ることも、堀に平行な棟方向を持っていたことを示

唆している。

突出部、即ち入口は堀底から一段下がる傾向があ

るが、ここには屋根が掛けられていたものと思慮さ

れる。この屋根は突出部の幅から推して、本体から

独立した構造のものではなく、本体の天井部と一体

の下屋に似た構造を持ったものと推定している。ま

た内堀に降りる箇所には梯子のようなものが掛けら

れていたものと考えられるが、 43• 71号土坑のよう

に底面が堀底より 一段低く掘削されているものもあ

ることから、通路には板や筵（むしろ）のようにもの

を敷いていた可能性も考えられる。

本体の壁面は土が剥き出しとなるため、板や筵の

ようなもので囲っていたものと考えられる。尚、入

ロ（突出部）を除き土坑本体は竪穴状であったもの

第2節 倉庫型土坑の構造について

と判断されるので、少なくも 3P-l・72号土坑は

内堀が拡張される以前のもので、他の土坑群は拡張

後に掘削され、或いは拡張後も使用されていたもの

と思慮される。

屋上屋を重ねる考察とはなったが、以上のように

3号屋敷には内堀を出入り口にした土坑が在り、そ

の構造について考察してきた。これらの土坑は72号

土坑をモデルとした復元図 （第232図）に示したよ

うに地下式坑状の構造を持つ倉庫と想定されるもの

であった。これらはそこから直接にせよ、そこを経

由するにせよ、内堀から出入りする構造になってお

り、内堀と外堀の間の空間に有機的に組み込まれた

ものであった。これらの存在から、 二重堀構造の屋

敷遺構である 3号屋敷では少なくも外堀のへりまで

は郭の一部に含まれるものとして認識されていたこ

とが窺われる。従って内堀は、常識的に考えられる

ように防御機能の一翼を荷いながらも日常生活に於

ける郭の一部として機能していたものと認識される

のである。そして少なくも通常の建築物ではなく、

郭内にスペースを必要としない、日常的に出入でき

る室のような倉庫機能を有する施設が、郭の一角に

同時に何部屋か存在していたことが認識されるので

ある。

尚、内堀側の壁面の位置から推して、 3P-1 • 

72号土坑は同時に使用された可能性を有し、他の土

坑はそれらでまた同時使用の可能性を有するもので

あった。
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いよいよ 4年余に亘った中内村前遺跡の整理作業

の幕を閉じるときとなった。

詳細はくり返さないが、本遺跡に於いては 3世紀

末葉と 9世紀及び10~11世紀の集落、 4~5世紀の

旧河道、古墳時代、平安時代、そして中世の水田址、

6ヶ所の中世屋敷遺構など数多くの遺構があり、そ

してそれらに伴う 一部縄文時代のものを含む、古墳

時代から近代に至る時期の数多くの遺物の出土があ

ったのである。遺憾乍ら発掘調査の段階には予想以

上に姿を現す多量の遺構の処理に終われ、調査期間

との兼ね合いから時として粗い調査をせざるを得

ず、更には整理担当である下拙の能力不足は明白で、

充分な報告を行いえなかったことは誠に懸愧に耐え

ない。しかし、ふと気付けば報告書は 3分冊合わせ

て1,500頁を上回る大部なものになっていた。改め

て中内村前遺跡という遺跡がいかに大きな遺跡であ

ったか、そしてその調査成果がいかに大きなもので

あったかをいま更乍らに感じている。

本書を含む 3冊の報告書に述べてきたように調査

成果は上述のように様々にあった。殊に 3区で発見

された屋敷遺構や周辺のAs-B降下後の復旧水田、

そしてその出土遺物は殆ど明らかになっていない旧

那波郡北部の中世前期の様子を伝える希少な資料で

あり、報告書（中内村前遺跡 （1))刊行後直ぐに注

目されて、既に県内の博物館、資料館での特別展で

陳列されている。或いは 6• 7区で発見された古墳

時代初頭の周溝を持つ建物（中内村前遺跡（2)掲

載）が全国的な古墳時代前期の建築遺構研究の中で

論文に引用されているのを目にもした。このように

中内村前遺跡の出土文化財の活用等は既に始ま って

おり、今後、他の出土文化財を含め、様々な分野で

活用されていくことであろうと思っている。

さて、本報告書（第 3分冊）の作製に当っても多

くの同僚の協力があり、今回もふがいない担当を盛

り立ててくれた整理補助員達の奮闘があったことを
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記しておきたい。彼らの尽力がなければ本書の刊行

はなかったのであり、心からの感謝を申し上げる次

第である。特に 4年に亘る整理期間を通じて写真に

係る諸作業を中心とな って進めて戴き、昨年、定年

を迎えられた今井サチ子氏には心よりの感謝を申し

上げるものである。

この 4年余の間にはいろいろなことがあった。作

業そのものもそうであったが、 一昨年の春には調査

担当の一人であった下城正氏の訃報にも接した。そ

して今、氏を除く 11人の調査担当のうち 9人が既に

当事業団から異動し、整理班でも異動や退職による

入れ替えで残った人の方が少ないのに気が付いて、

時の流れを感じている。そして中内村前遺跡の記録

保存のまとめであり、且つインデックスとなる本書

の刊行により、中内村前遺跡の整理事業が完了する。

長かった。そして一区切り、ではある。が、それも

束の間。整理班は遺物の収納を行いつつ、次の整理

業務に向けて動き出している。下拙も続かねばなら

ない。

最後になるが、発掘調査、整理事業を支えてくだ

さった日本道路公団、群馬県教育委員会文化課、前

橋市教育委員会文化財保護課始め、関係各位に心よ

りの御礼を申し上げ、稿を閉じたいと思う 。
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8区西部

(1面）

8 -1 -1号溝

No 査料番号

I 11-007147 

2 11-007148 

3 11-007149 

4 11-007150 

5 11-007151 

6 11-007152 

7 IH07153 

8 -I -2号溝

No 資料番号

I 11-007161 

2 ll-007162 

3 11-007163 

4 11-007164 

5 ll-007165 

6 ll-007166 

7 ll-007167 

8 11-007168 

8 -1 -3号溝

No 資料番号

l 11-007176 

2 11-007177 

3 ¥]-007]78 

4 11-()(17179 

5 11-007180 

8 -1 -4号溝

資科 名 称

土師器甕口緑部

土師器甕体部

土師器台付甕体部

土師器志台付脚部

士師器壼口縁部

土師器壼体部

土師器坪口縁部

資料 名 称

土師器高坪脚部

土師器甕口縁部

土師器甕体部

土師器台付甕体部

土師器壼口縁部

士師器坪口縁部

土師器坪底部

土師器甕口縁部

資料名称

士師器甕口縁部

土師器甕底部

土師器台付甕口縁部

土師器台付甕体部

土師器壼体部

No. I 資料番号 I 資 料 名 称

1 I 10-001291 I 土師器壺

No 資料番号 資 料 名 称

2 11-007186 土師器器台脚部

3 11-007187 土師器甕口縁部

4 11-007]総 土師器台付甕口縁部

5 11-007189 土師器台付甕体部

6 11-007190 土師器壼口縁部

8 -1 -5号溝

No I資料番号 I 資 料 名 称

I I 10-001292 土師器坪

z I 10-001293 I土師器台付甕

3 I 10-001294 I縄文土器深鉢

数祉 重呈(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

5 52 古墳時代前期中心 8 11-007154 土師器杯底部 15 49 平安時代中心

37 186 古墳時代前期中心 ， 11-007155 土師器甕口縁部 6 44 平安時代中心

13 38 古墳時代前期中心 10 11-007156 土師器甕体部 II 24 平安時代中心

2 12 古墳時代前期中心 ]] ll-007157 須恵器杯碗口縁部 3 8 

4 20 古墳時代前期中心 12 ]1-()1)7]58 須恵器坪．碗体部 3 8 

14 190 古墳時代前期中心 13 ll-007159 須恵器坪．碗底部 1 29 

8 30 平安時代中心 14 11-007160 須恵器甕体部 l 10 

数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数呈 重呈(g) 備 考

3 50 古墳時代前期中心 ， IJ-007169 士師器甕体部 8 20 平安時代中心

3 10 古墳時代前期中心 10 11-007170 須恵器忘台付碗口縁部 l 2 

24 180 古墳時代前期中心 11 11-007171 須恵器甕体部 ］ 10 

2 2 古墳時代前期中心 12 11-007172 須恵器壺口縁部 I 42 

I 6 古墳時代前期中心 13 11-007173 灰釉陶器碗口縁部 I 3 

7 30 平安時代中心 14 11-007174 施釉陶器 2 8 

15 52 平安時代中心 15 ll-007175 磁器 I 2 大正時代

3 23 平安時代中心

数蓋 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数呈 重呈(g) 備 考

2 ]5 古墳時代前期中心 6 11-007181 土師器壼底部 1 79 古墳時代前期中心

l 138 古墳時代前期中心 7 11-007182 土師器杯底部 4 8 平安時代中心

5 20 古墳時代前期中心 8 11-007183 土師器甕口縁部 3 8 平安時代中心

10 38 古墳時代前期中心 ， 11-007184 土師器甕体部 8 12 平安時代中心

3 44 古墳時代前期中心 10 11-007185 須恵器杯．碗体部 l 4 

形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号測定値 (cm)

底径 7.0 残高 5.3 腰～底部2/3。内面荒れる。内面腰部箆撫で、底部指撫で。 I古墳時代前期
外面腰部箆磨き、底面箆調整施され平底

第5図 IP L21 

数呈 重且(g) 備 考

1 3 古墳時代前期中心

7 36 古墳時代前期中心

］ 9 古墳時代前期中心

44 245 古墳時代前期中心

4 48 古墳時代前期中心

測定値 (cm)

資料名称 I数呈 I重量(g)I 備 考

土師器壺体部

土師器壼底部

士師器坪底部

鉄滓

形状・整形・調整等の特徴

42 1 408 1古墳時代前期中心

I I 72 古墳時代前期中心

31平安時代中心

11 I 150 

備 考 図版号 図版番号

誤(10 7) 
3.1 

外1/2面。箆外削面り荒れる。口縁横撫で。体～底部内面箆撫で、 7世紀後半 第 6図 P LZJ 

口径 18.9 残忘 57 箆口磨縁～き。肩屑部部l/内3。面S指字撫状で口、縁外。面口副縁毛横目撫でで下端部内面 3世紀末葉 I第 6図 IP L21 

塁存 44X5 7 
み］ 3 

波に状円型口縁刺破突片文。。 波口縁頂部内面の突に起装剥飾帯落。巡細る紐線紋 2条。 交点 堀之内 I第 6図 Ip LZI 

No I 資料番号 1 資料名称 1数量 1重量(g)I 備 考

4 I 11-001194 土師器器台脚部 ］ 15 古墳時代前期中心

No I資料番号 1 資 料 名 称 1数呈 1重呈(g)I 備 考

5 I 11-007195 土師器高江脚部 z I 26 古墳時代前期中心
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No 資料番号 貨料名称

6 11-007196 土師器椀口縁部

7 11-007197 土師器甕口縁部

8 11-007198 士師器壺口縁部， ]!-007199 土師器壼体部

10 11-007200 土師器壼底部

II 11-007201 土師器杯口縁部

12 11-007202 土師器甕体部

13 ll-007203 土師器甕底部

8 -1 -6号溝

No. I資料番号 I 資料名称

I I 10-()()1295 I土錘

2 I 10-001296 I馬型埴輪

No 資料番号 資料名称

3 11-007212 土師器甕体部

4 11-007213 士師器台付甕体部

5 ¥J-0072]4 土師器壺体部

6 11-007215 士師器坪口縁部

7 11-007216 土師器杯底部

8 11-007217 士師器甕口縁部

8~1~7号溝

No 資料番号 資料名称

l ll-007223 士師器甕口縁部

2 11-1)()7224 土師器甕体部

3 11-007225 土師器台付甕体部

4 ll-007226 土師器壺口縁部

5 11-007227 土師器壼底部

6 11-007228 土師器杯口縁部

8-1-8号溝

No 資料番号 資料名称

I 10-001297 須恵器蓋

2 20-000556 石鉢

3 20-000557 砥石

4 90-000801 飾り片

5 90-000802 瓶

6 90-000803 薬瓶

7 90-000804 瓶

8 90-000805 陶製釦

， 90-000806 プラスティック製箆

10 10-001298 磁器人形左足

II 40-000468 鉄製品（文鎮）

数呈 重呈(g) 備 考 No 資料番号 資料名称

I 18 古項時代前期中心 l 4 11-007204 土師器台付甕口縁部

17 96 古墳時代前期中心 15 11-007205 土師器台付甕体部

5 35 古墳時代前期中心 16 11-007206 土師器台付甕底部

63 578 古墳時代前期中心 ]7 11-007207 土師器杯底部

I 20 古項時代前期中心 18 ll-007208 土師器甕口縁部

7 42 平安時代中心 19 11-007209 上師器甕体部

159 842 古墳時代前期中心 20 11-007210 須恵器杯碗体部

4 60 古墳時代前期中心 21 11-007211 須恵器坪．碗底一高台部

測定値（cm)

径 2.5X2.5

形状・整形・調整等の特徴

高さ 2.4

残存 7.9X5.3
残厚 2.2

数証 重量(g) 備

球形を呈す。縦位に径3.7mmの貫通孔。表面撫で

左側側板轡部分の破片と判断される。裏面剥離し、押し
込みと思われる粘土紐明瞭

考 No 資料番号 資料名称

15 48 古墳時代前期中心 ， 11 ~007218 土師器甕体部

2 10 古培時代前期中心 JO 11-007219 須恵器杯碗口緑部

6 40 古墳時代前期中心 .l l 11-007220 須恵器坪碗体部

l 2 平安時代中心 12 11-007221 須恵器碗口縁部

3 5 平安時代中心 13 11-007222 須恵器甕体部

I 2 平安時代中心

数羹 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称

3 32 古墳時代前期中心 7 11-007229 土師器坪底部

39 102 古墳時代前期中心 8 11-007230 土師器甕体部

4 10 古墳時代前期中心 ， 11-007231 須恵器杯碗口縁部

5 49 古墳時代前期中心 10 11-007232 須恵器坪．碗体部

]3 ll6 古墳時代前期中心 11 11~007233 須恵器高台付碗底～高台部

4 ］］ 平安時代中心 lZ 21-003013 軽石

測定値 (cm) 形状整形調整等の特徴

口悶(l0.2) 
残 4.l 外周部～口縁破片。天井部周縁部に二董の突帯廻る

残存］75X93X98 腰～低部片。内面磨耗。 外面はつり痕残る。底面研磨

昆3.0X1.9 下位欠損。表面に研磨面。裏面と左右側面に荒削り痕残
長 93 る

畠2.7X2.5 家具等の飾り筐片と思わる円がれ頭、るの。周金藁囲具状に打iの黍ち繊状込維のむ樹を。脂裏径付面l.着に7c当m てるフエルト 6mmの0 75 
の本体となる は取れ

口旦2 9 匠径 5.2
器 (198 、「-ま」BALL 

淡
B日「R緑一本A番N色大D味を阪S呈のj A す良U「C野。いE［」型寸吟|の吏白酸陽用玉↓~。IJソ一全のー周面腸スに刻」「S番NたO信M「用UWRのHAIあT&E るCo「.」大

口悶I. 7 底径 26 
器 6.6

底靡神一薬部」欠「損ヒ。ル藍ヤ色製を髯髯 型使用。の前陽面刻に 「元祖」
J、 にメモリ あり

口麿6 3 底径 48 
器 72 

淡い塁緑色を呈； 。陽型刻使あ用り。気泡多し。底面に「丸に左」
かと めるだれ

径 2.0X20 厚 0.4 全面誼溢み立の胄掛かるカ5 内孔衷4面箇多所少に発開翠。幅3 5m 、 2mm強の

悶21 6 長さ 88 
0. 3 

ヒ ト（の脚形を呈 ロし、ロ表・皮材霜閾れあり。表面に「Res□Q)uality Qu ・」

悶2 2Xl6 
さ 7l 

人形の胃品正畠作贔。鋳込みではない。ストッキングと
靴の賜 。 に I 5mmの未貫通孔

闊20.2X0.8X 
み0.6 角棒状の本体に紐付く

遺物一覧

数量 重誠(g) 備 考

8 64 古墳時代前期中心

86 442 古墳時代前期中心

6 210 古墳時代前期中心

21 52 平安時代中心

I 2 平安時代中心

2 3 平安時代中心

I 5 

l 16 

備 考 I 図版号 I図版番号

古墳時代前期か I第 6図 P L21 

第6図 P LZl 

数量 重量(g) 備 考

5 ]8 平安時代中心

2 3 

J 2 

l 4 酸化

J 2 

数量 重量(g) 備 考

15 28 平安時代中心

j 3 平安時代中心

l 2 

］ I 

l 18 酸化

I 2 

備 考 図版号 図版番号

8世悶中葉
上野

第8図 P LZI 

粗粒輝石安山岩 第8図 P L21 

戸沢石 第8図 P L21 

近世～現代 第8図 P L21 

野近代村洋食料品店 第8図 P LZI 

近代 第 8図 P LZI 

近代 第 8図 P LZl 

戦中・戦後か 第8図 P LZI 

近・現代 第8図 P L21 

瀬近戸・現・代美浪 第8図 P L22 

第8図 P L22 
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遺物一覧

No 資料番号 資科名称

12 11-007234 土師器甕口縁部

]3 11-007235 土師器甕体部

14 11-007236 土師器台付甕口緑部

15 11-007237 土師器台付甕体部

] 6 11-007238 土師器台付甕脚部

j 7 11-007239 土師器壺口縁部

18 11-007240 土師器壼体部

19 11-007241 土師器杯口縁部

20 11-007242 土師器杯底部

21 11-007243 土師器甕口縁部

22 11-007244 土師器甕体部

23 11-007245 須恵器坪碗口縁部

24 11-007246 須恵器坪碗体部

25 11-007247 須恵器坪．碗底～高台部

26 11-007248 須恵器甕体部

27 11-007249 焙烙鍋口縁部

28 11-007250 焙烙鍋底部

29 11-007251 焙烙底部

30 11-007252 七輪

31 l 1-007253 女瓦

32 I 1-007254 桟瓦

33 1ト()()7255 羽釜鍔部

34 11-007256 施釉陶器底部

35 I 1-007257 施釉陶器碗口縁部

36 ¥]→007258 施釉陶器碗体部

37 I 1-007259 施釉陶器碗底一高台部

38 11-007260 施釉陶器碗体部

39 11-007261 施釉陶器碗底部

40 11-007262 施釉陶器皿底部

4] 11-007263 施釉陶器甕体部

8 -I -9号溝

No 資料番号 脊料 名称

I 11-007284 土師器甕口縁部

2 11-007285 士師器甕体部

3 11-007286 土師器台付甕体部

4 11-007287 土師器壺体部

5 lト007288 士師器坪口樟部

6 11-007289 土師器杯底部

8 -I -JO号溝

No I資料番号 1 資料名称

I I 10-001299 磁器筒型碗

2 I 10-001300 I軟質陶器壷

No 資料番号 資料名称

3 ¥J-007296 土師器器台口緑部

4 11-007297 土師器甕口縁部

5 11-007298 土師器甕体部

6 11-007299 土師器壺口縁部

7 11-007300 土師器壼体部

8 11-007301 土師器台付甕体部

， ]ト007302 土師器台付甕脚部

10 JJ-007303 土師器杯口縁部

11 11-007304 土師器杯底部

12 11-007305 士師器甕口縁部

13 11-007306 土師器甕体部
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数量 重量(g) 備 考 No 資科番号 査料名称 数量 狐量(g) 備 考

6 85 古墳時代前期中心 42 11-007264 施釉掏器甕口縁部 3 50 

44 258 古墳時代前期中心 43 11-007265 施釉陶器甕体部 3 12 

4 16 古墳時代前期中心 44 I 1-007266 施釉陶器蓋部 2 40 

7 30 古墳時代前期中心 45 11-007267 施釉陶器小弦蓋部 l 20 

］ 4 古墳時代前期中心 46 11 ~007268 施釉陶器鉢口緑部 I 20 

2 20 古墳時代前期中心 47 11-007269 施釉淘器徳利体部 I 22 

30 192 古墳時代前期中心 48 11-007270 施釉陶器急須口縁部 l 4 

2 9 平安時代中心 49 IH07271 灰釉陶器碗口縁部 J 8 

10 28 平安時代中心 50 11-007272 灰釉陶器壺底～高台部 l 32 

2 9 平安時代中心 51 11-007273 灰釉陶器甕口縁部 I 6 

4 5 平安時代中心 52 11-007274 灰釉陶器甕底部 l 8 

2 23 53 11-007275 陶器すり鉢 5 100 

5 16 54 II ~007276 陶器 2 20 現代

6 92 55 l!-007277 焼締陶器甕体部 JO 340 

30 9]8 56 11-007278 軟質陶器鉢口縁部 5 ]30 

2 18 57 11-007279 軟質陶器鉢体部 3 50 

I 10 58 11-007280 磁器碗 12 139 近世

l 60 59 ll-007281 磁器碗 4 44 近代

I 50 60 11-007282 磁器碗 22 268 現代

4 232 61 11-007283 磁器皿 2 94 現代

I 60 62 2H03014 石盤 1 10 

2 50 63 21-003015 火打ち石 I 4 

l 65 64 21-003016 剥片 I 34 黒色頁岩

7 ]36 65 21-003017 黒曜石？ l 8 

7 50 66 21-003018 剥片 l 25 焦色安山岩

j 3 204 67 2]-0030]9 緑泥片岩 5 285 

I 2 現代 68 2!-003020 砂岩 2 250 

1 8 現代 69 41-000503 丸釘 I 3 

2 62 70 91-000901 某瓶 l 138 

2 50 

数量 直呈(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 璽量(g) 備 考

l 5 古墳時代前期中心 7 11-007290 土師器甕体部 JO 12 平安時代中心

7 52 古墳時代前期中心 8 ll-007291 須恵器坪碗体部 1 6 

l l 古墳時代前期中心 ， 11-007292 須恵器坪．碗底部 2 18 

2 20 古墳時代前期中心 l o ll-007293 須恵器甕体部 2 20 

l 2 平安時代中心 II 11-007294 須恵器甕底部 1 20 

5 10 平安時代中心 12 11-007295 軟質陶器鉢体部 I 18 

形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号測定値（cm)

高台部径 4.0
残高 J.3 

底～高台2/3。染付け。こんにゃく印判による五弁花染 肥前 18世紀～ I第8図 Ip LZZ 

｀覧］。酸化焔焼成。内外面黒色処理。肩部外面↓ー 1::紀 I第8図 I PL22 
口径（7.4) 残高 5.0

数量 重量(g) 備 考 No 査料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

I 12 古墳時代前期中心 14 11-007307 須恵器杯碗底～商台部 6 40 

I 16 古培時代前期中心 15 11-007308 須恵器甕体部 5 148 

20 110 古墳時代前期中心 16 11-007309 陶器甕口縁部 l 42 

I 10 古墳時代前期中心 17 ll-007310 陶器甕体部 2 92 

6 38 古墳時代前期中心 18 I 1-007311 陶器甕底部 ］ 70 

3 12 古墳時代前期中心 19 11-007312 陶器甕底部 I 50 現代

l JO 古墳時代前期中心 20 11-007313 焼締掏器甕体部 ］ 85 

2 6 平安時代中心 21 I 1-007314 焙烙底部 I 12 

8 32 平安時代中心 22 11-007315 女瓦 l 42 

2 10 平安時代中心 23 2]-00302] 剥片 ］ 30 黒色頁岩

10 50 平安時代中心



遺物一覧

8 -I -13号溝

No i資料番号 1 資料名称 測定値（cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

1 I 10-001303 I須恵器高台付碗 底径(11.0) 残高 3.4I 胃玉は、;j;。夕贔冒認鷹門°付〗眉 I 9世紀前半 I第 6図 I P L22 

Nol~ 土師：ふ名称 I数：1重呈::)I古墳：代前期：し

11 ~007354 土師器壼口縁部 2 I 9 古墳時代前期中心

Nol~土師：台：ょ杓 I数：I重盪::)1古墳：代前期：し

11-007357 土師器杯底部 3 I 3 平安時代中心

4 I 11-007355 I土師器壼体部 3 I 15 I古墳時代前期中心 7 I 11-007358 I土師器甕体部 ］2 |平安時代中心

8 -1 -14号溝

No. I資料番号 I 資料名称 I数五 I重蓋(g)I 備 考 No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重呈(g)I 備 考

1 I 11-001359 I土師器甕体部

ll-0073601土師器台付甕体部

11-007361 士師器壼体部

8 -I -I号土坑

No 資料番号 資料名称

J 11-007845 土師器甕体部

2 11-007846 土師器台付甕体部

3 I 1-007847 土師器壼体部

4 11~007848 土師器坪底部

5 11-007849 土師器甕体部

6 ］ト007850 須恵器坪．碗口縁部

7 11-001851 須恵器杯碗体部

8 11-007852 須恵器杯碗底～高台部

8 -I -7号土坑

耳

数量 重且(g) 備 考

2 4 古墳時代前期中心

j 10 古墳時代前期中心

4 40 古墳時代前期中心

3 10 平安時代中心

6 18 平安時代中心

4 10 

2 6 

I 16 

4 | ll-0073621土師器台付甕脚部

5 I 11-007363 士師器甕体部

No 査料番号 資 料名称， ll-007853 女瓦

10 11-007854 軟質陶器内耳鍋体部

l l ll-007855 磁器

12 ll-007856 磁器

13 31-000303 茶筒

14 21-003041 火打石

15 2]-003042 ろう石

平中心
l 平安時代中心

数蓋 菫羞(g) 備 考

l 18 

2 20 

I 5 近世

2 8 現代

4 4 木質

J 3 

I 3 棒状

No. I資科番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考 No | 1'i:料番号 1 資料名称 1数量 1重釦） 1 備 考] | ll-0078571土師器輝体部

z I 11-007858 土師器甕体部

8 -I -I号井戸

No. I資料番号 I 資料名称

l | 10-0013581焼締陶器甕

2 I 10-001359 女瓦

3 I 30-000202 I薄板材

平5 平安時代中心

3 I ll-007859 灰釉陶器碗口縁部

測定値 (cm) 形状 ・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

口径（9.7) 残商4.41口縁破片。外面に自然釉付着。内外面横撫で。常滑系 113世紀中～後葉 I第 9図 I P L22 

残径 12.0X7.8 I破片。底面 ・側面箆整形。上面に布目痕
厚み 1.4

幅(8.8)X長さ (21.8)
x厚み0.1

律令期

律令期

第 9図 I P L22 

第 9図 I P L22 

N~ だ三 I ;:［：ピ～：S部 1数： I重量庄）I平安：代中し考
I N: I?:::I女瓦資料名称 1数：I重蘊：：］ 備 考 I 

8区西部］面As-B下水田一括

No 査料番号 脊料名称 測定値 (cm) 形状 ・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

I 10-001417 土師器器台 頸部径 33 残高 73 脚面部指上撫位で。、 外3方面向（箆に）円形撫ので透後一か部し。に器箆面磨やき痕や残荒れるる。 内 3 -4世紀 第1]図 P L22 

2 10-001418 土師器壺 底径 10.6 残高 27 底状部の圧中心痕。残腰る部内外面と底部内面刷毛目。底面に切り藁 3~4世紀 第1]図 P L22 

3 40-000503 鉄鋭 残淳幅み 40 .57 残長 6.8 悶喜夏刺部と 茎頸部部下長位3欠.3損cm。、鋒茎矢部。残刃長部0.や8cやm 直線的。鉄
8-72号住居ー2に

第11図 P L22 5.1cm、 似る

4 40-000504 鉄棒 径 1.3Xl2 長さ ］43 横断面形円形の鉄棒。上位に斜めの切断痕あ り 新しい可能性有 第1]図 P L22 

No. I'if料番号 I 査料名称 I数蓋 I重呈(g)I 備 考 No. I資料番号 I 資 料名称 I数量 I重温(gJI 備 考

8区B下水田フクド 8区B下水田フクド

5 I 11-009470 I土師器商坪脚部 3 I 84 I古墳時代前期中心 6 | ll-00947l I土師器甕口縁部 2 I 12 I古墳時代前期中心
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遺物一覧

No 査科番号 資料名称 数量 重呈(g) 備 考 No 賓科番号 資料名称 数量重量(g) 備 考

8区B下水田フクド 8区B下水田フクド

7 11-009472 土師器台付甕口縁部 2 22 古墳時代前期中心 26 11-009491 陶器甕体部 I 20 

8 11-009473 土師器台付甕体部 II 28 古墳時代前期中心 27 11-009492 陶器甕 I 20 

， 11-009474 土師器壼口縁部 l 12 古墳時代前期中心 28 11-009493 陶器鉢口緑部 I II 

10 11-009475 土師器壼体部 43 262 古墳時代前期中心 29 11-009494 陶器鉢 l 32 近代

II 11-009476 土師器杯口縁部 2 8 平安時代中心 30 11-009495 陶器片 I 12 

12 11-009477 土師器杯底部 5 2] 平安時代中心 31 ¥ \~009496 磁器碗体部 I 12 近世

13 11-009478 土師器甕口縁部 J 11 平安時代中心 32 11-009497 磁器皿口縁部 l 12 現代

14 lト009479 土師器甕体部 23 53 平安時代中心 33 11-009498 スレート瓦 3 123 

15 11-009480 須恵器杯碗口縁部 ］ 7 34 41-0005]] 鉄の塊 l 125 

16 11-009481 須恵器杯．碗体部 3 13 8区B下フクド

17 I 1-009482 須恵器杯．碗底～高台部 2 18 35 11-009499 土師器甕体部 6 21 古墳時代前期中心

18 11-009483 須恵器甕体部 17 229 36 ]]-009500 土師器台付甕口緑部 ］ 1 古項時代前期中心

19 11-009484 桟瓦 3 136 近 ・現代 37 11~009501 土師器壼体部 3 8 古墳時代前期中心

20 11-009485 施釉陶器甕口縁部 I 12 38 ]]-009502 土師器坪口縁部 l 1 平安時代中心

21 11-009486 施釉掬器碗体部 2 12 39 11-009503 土師器杯底部 l 2 平安時代中心

22 11-009487 施釉陶器碗底部 2 31 40 ]]-009504 土師器甕体部 20 48 平安時代中心

23 11-009488 施釉陶器碗体部 I 8 近世 41 11-009505 須恵器杯．碗体部 I 2 

24 11-009489 施釉陶器鉢口縁部 I 8 42 11-009506 内耳鍋底部 I 18 

25 11-009490 陶器碗底部 I 10 43 11-009507 染付碗口縁部 I 2 近世

8区］面As-8下グリッド取り上げ遺物

No 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状 ・整形調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

］ l0-001413 女瓦 残径 9.6X78 厚1.5 破片。表面布目痕。裏面と下縁箆撫で 律令期 第34図 P L24 

2 10-001414 土錘 径 l.4Xl.3 残長 35 下端欠損。縦位に径3.3mmの貫通孔。 表面撫で 第34図 P L24 

3 10-001415 土錘 径 0.75X0.75 残長 2.3 上部欠損。縦位に径2mmの貫通孔。表面撫で 律令期か 第34図 P L24 

4 10-001416 壁体 闊存径 56X5.2 
2 2 

表面破片。胎土細かい。表面に被熟痕。 中側淡黄色 冦又は鍛冶炉か 第34図 P L24 

5 20-000582 蔽石 径 7.3Xl3.9 厚 4.1 河床礫使用。 下面に研磨面、上下端部に敲打痕残る 変質安山岩 第34図 P L24 

No 資料番号 資料名称 数量 重呈(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量重呈(g) 備 考

300-825グリッド 305-835グリッド

6 11~009221 土師器甕体部 2 12 古墳時代前期中心 23 11-009243 土師器壼体部 l ］ 古墳時代前期中心

7 11-009222 土師器台付甕脚部 2 6 古項時代前期中心 310-795グリッド

8 11-009223 土師器壼口縁部 ］ 3 古墳時代前期中心 24 ]J-009244 土師器甕体部 2 3 平安時代中心

， 11-009224 土師器甕体部 3 3 平安時代中心 25 11-009245 須恵器坪．碗口緑部 I I 

10 I 1-009225 須恵器杯碗口縁部 J 2 26 ll-009246 須恵器杯碗体部 2 5 

II 11-009226 須恵器杯．碗体部 5 13 310-800グリッド

12 11-009227 須恵器杯 碗底～高台部 3 29 27 11-009247 土師器甕体部 l 8 古墳時代前期中心

300-840グリッド 28 11-009248 土師器甕口縁部 I 2 平安時代中心

， I 1-009228 土師器甕体部 3 II 古墳時代前期中心 29 11-009249 土師器甕体部 I 1 平安時代中心

JO 11-009229 土師器壼体部 I 4 古墳時代前期中心 30 ll-009250 須恵器杯碗底～裔台部 I 14 

11 11-009230 士師器甕体部 I 54 古墳後期か？ 310-815グリッド

12 I 1-009231 土師器杯口縁部 l 1 平安時代中心 3l ］ト(J()9251 土師器甕体部 2 2 古墳時代前期中心

13 l]←009232 土師器甕体部 l l 平安時代中心 32 11-009252 土師器壼体部 2 3 古墳時代前期中心

14 ll-009233 須恵器杯 碗体部 3 11 33 11-009253 土師器杯底部 2 8 平安時代中心

305-805ゲリッド 310-820グリソド

14 11-009234 土師器甕体部 I 2 古墳時代前期中心 34 11-009254 土師器甕体部 2 7 古墳時代前期中心

15 11-009235 土師器台付甕体部 l 2 古墳時代前期中心 35 11-009255 土師器台付甕体部 6 17 古墳時代前期中心

16 11-009236 土師器甕体部 l 1 平安時代中心 36 11-009256 土師器杯底部 2 2 平安時代中心

305-815グリッド 37 11-009257 土師器椀口縁部 J 5 平安時代中心

17 11-009237 土師器杯底部 I 2 平安時代中心 38 11-009258 土師器甕口縁部 2 9 平安時代中心

305-825グリッド 39 JJ-009259 土師器甕体部 I 1 平安時代中心

18 11-009238 土師器甕口縁部 l 4 古墳時代前期中心 40 11-009260 須恵器杯．碗口縁部 l 5 

19 11-009239 土師器甕体部 I 28 古墳後期か？ 41 11-009261 須恵器杯碗底部 l 12 

305-830ク・リッド 42 11-009262 須恵器甕体部 3 19 

20 11-009240 土師器甕体部 2 ］ ］ 古墳時代前期中心 43 21-()I)3072 剥片 l 2] 砂岩

21 11-009241 須恵器甕体部 l 40 

22 ll-009242 土師器甕体部 3 32 古墳時代前期中心
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遺物一問

No 資料番号 資料名称 数且 頂量(g) 備 考 No 資科番号 貸料名称 数益 菫呈(g) 備 考

310-825グリッド 320-800グリソド

46 11-009265 土師器台付甕口縁部 I 4 古項時代前期中心 97 11-009316 須恵器甕体部 I 8 

47 11-009266 土師器台付甕体部 I 2 古墳時代前期中心 98 41-000508 鉄片 I 2 

48 11-009267 土師器台付甕脚部 I 4 古項時代前期中心 335-810グリッド

49 11-009268 土師器壺体部 I 6 古墳時代前期中心 99 11-009317 士師器杯底部 2 5 平安時代中心

50 11-009269 土師器杯底部 l 2 平安時代中心 335-820グリッド

335-800グリッド 100 IJ-009318 土師器杯底部 I 5 平安時代中心

51 11-009270 土師器甕口縁部 2 3 古墳時代前期中心 320-810グリッド

52 I 1-009271 土師器甕体部 6 28 古JJ'1時代前期中心 IOI 11-009319 土師器台付甕体部 I 2 古項時代前期中心

53 11-009272 土師器壼体部 I 3 古墳時代前期中心 102 11-009320 土師器壼体部 I 8 古墳時代前期中心

54 ll-()(19273 土師器杯口縁部 j 2 平安時代中心 103 lj-00932l 土師器杯口縁部 2 4 平安時代中心

335-800グリッド 320-810グリッド

55 11 -009274 土師器杯底部 2 3 平安時代中心 104 11-009322 土師器杯底部 I 5 平安時代中心

56 11-009275 土師器甕体部 10 18 平安時代中心 105 11-009323 土師器甕口縁部 I 3 平安時代中心

57 ll-009276 須恵器甕底部 l 48 106 11-009324 士師器甕体部 7 30 平安時代中心

58 JJ-009277 須恵器坪碗口縁部 ］ 4 107 11-009325 須恵器江碗口縁部 2 4 

59 11-009278 須恵器坪．碗体部 4 8 108 11-009326 須恵器坪．碗体部 3 5 

60 11-009279 須恵器杯碗底部 4 20 109 11-009327 土管 I 26 

335-805グリッド 110 41-000509 鉄片 4 10 

61 11-009280 陶器甕底部 l 2 320-820グリッド

62 11-009281 土師器甕体部 ］ 2 古瑣時代前期中心 ]]] ll-009328 土師器甕口縁部 I 3 平安時代中心

63 11-009282 土師器杯底部 3 8 平安時代中心 112 11-009329 土師器甕体部 j ］ 平安時代中心

64 11-1)09283 土師器甕口縁部 l 3 平安時代中心 330-820グリッド

335-805グリッド ]]3 11-009330 土師器甕底部 I 8 古墳時代前期中心

65 11~009284 土師器甕体部 5 10 平安時代中心 114 11-009331 土師器壺体部 l 4 古墳時代前期中心

66 11-009285 須恵器杯碗口縁部 3 5 115 11-009332 土師器杯口縁部 I 1 平安時代中心

67 11-009286 須恵器坪碗体部 I 10 1 1 6 11-009333 士師器坪底部 I 4 平安時代中心

68 11-009287 須恵器甕体部 2 20 117 11-009334 土師器甕体部 3 6 平安時代中心

315-795グリッド 335-795ゲリッド

69 ll-009288 土師器杯口縁部 2 3 平安時代中心 118 11-009335 土師器甕体部 2 8 古墳時代前期中心

70 ll-()()9289 土師器甕体部 3 7 平安時代中心 119 11-009336 士師器台付甕体部 I 2 古墳時代前期中心

71 ll-009290 須恵器坪碗体部 I 4 120 11-009337 土師器坪口縁部 I 2 平安時代中心

72 I 1-009291 須恵器甕体部 I 8 121 IJ-009338 士師器甕体部 5 JO 平安時代中心

315-805グリッド 122 ll-009339 須恵器杯碗口縁部 2 3 

73 l 1-009292 土師器甕口縁部 j 7 古墳時代前期中心 123 11-009340 須恵器杯．碗体部 4 10 

74 I 1-009293 士師器杯口縁部 I 1 平安時代中心 330-795グリッド

75 ll-009294 土師器杯底部 I 6 平安時代中心 124 11-009341 土師器甕口縁部 l 2 古墳時代前期中心

76 11-009295 土師器甕体部 2 2 平安時代中心 125 11-009342 土師器甕体部 3 12 古墳時代前期中心

77 11-009296 須恵器坪．碗口縁部 2 3 126 11-009343 土師器台付甕体部 l 8 古墳時代前期中心

320-790グリッド ]27 J¥-009344 土師器壼口縁部 I 4 古墳時代前期中心

78 11-009297 土師器壼体部 I 5 古墳時代前期中心 128 11~009345 土師器壼底部 l 28 古墳時代前期中心

79 11~009298 土師器杯口縁部 l ］ 平安時代中心 129 11-009346 土師器杯底部 I 2 平安時代中心

80 I 1-009299 土師器杯底部 1 2 平安時代中心 130 11-009347 土師器甕体部 11 18 平安時代中心

81 11-009300 土師器甕体部 I 2 平安時代中心 131 ll-009348 須恵器杯碗口縁部 l 4 

82 11-009301 須恵器杯碗体部 l 4 132 ll-009349 須恵器坪碗底部 3 22 

320-795グリッド 133 11-009350 須恵器甕底部か？ I 6 

83 11-009302 士師器甕体部 2 9 古墳時代前期中心 134 11-009351 施釉陶器甕底部 I 7 

84 11-009303 土師器壼体部 I 2 古墳時代前期中心 135 ll-009352 灰釉陶器碗口縁部 ］ 3 

85 11-009304 士師器杯底部 I 4 平安時代中心 330-800グリッド

86 I Hl09305 土師器甕口縁部 I JO 平安時代中心 136 11-009353 土師器甕底部 I 5 古墳時代前期中心

87 11-009306 土師器甕体部 8 18 平安時代中心 137 ll-009354 土師器台付甕体部 J 8 古墳時代前期中心

88 I ¥~009307 須恵器杯．碗体部 4 8 138 11-009355 土師器壼体部 l 32 古墳時代前期中心

89 11-009308 須恵器蓋口縁部 I 5 139 11-009356 上師器杯底部 3 10 平安時代中心

320-800グリッド 140 11-009357 士師器甕口緑部 2 9 平安時代中心

90 ll-009309 土師器甕体部 2 8 古墳時代前期中心 141 ll-009358 土師器甕体部 20 32 平安時代中心

91 ll-009310 土師器台付甕体部 I 3 古墳時代前期中心 ] 42 11-009359 須恵器杯．碗口縁部 I 3 

92 11-009311 土師器江口縁部 3 19 平安時代中心 143 11~009360 須恵器杯碗体部 5 10 

93 11-009312 士師器杯底部 4 18 平安時代中心 144 11-009361 須恵器杯．碗底～高台部 5 88 

94 ]!-009313 土師器甕体部 jj 19 平安時代中心 145 11-009362 須恵器甕体部 I JO 

95 11-009314 須恵器杯碗口縁部 ］ 2 146 11-009363 灰釉陶器碗底部 l 3 

96 11-009315 須恵器杯碗体部 2 7 

287 



遺物一覧

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

338-815グリッド 340-810グリッド

147 11-009364 士師器甕体部 I 2 古墳時代前期中心 194 11-009409 土師器甕口緑部 l 3 平安時代中心

148 JJ-009365 土師器坪口縁部 l 1 平安時代中心 195 ll-0094l0 土師器甕体部 38 42 平安時代中心

]49 11-009366 土師器甕体部 l 2 平安時代中心 196 11-009411 須恵器杯．碗口縁部 J 2 

150 ll-009367 須恵器杯．碗体部 2 l o 197 11-009412 須恵器杯碗体部 2 6 

340-800グリッド 198 ll-009413 須恵器杯．碗底～高台部 5 30 

J 5 1 1 1-009368 士師器台付甕体部 I 3 古墳時代前期中心 199 11-009414 須恵器甕口緑部 3 28 

152 l 1-009369 土師器甕体部 5 30 古墳時代前期中心 200 IJ-009415 須恵器甕体部 13 80 

153 11-009370 土師器杯口縁部 3 JO 平安時代中心 201 41-000510 鉄片 I 2 

154 11-009371 土師器坪底部 3 4 平安時代中心 202 11-009416 土師器甕体部 3 18 古墳時代前期中心

340-810グリッド 203 11-009417 土師器台付甕底部 ］ 30 古墳時代前期中心

163 11-009379 士師器甕体部 5 20 古墳時代前期中心 204 11-009418 土師器壼体部 3 6 古墳時代前期中心

164 I 1-009380 土師器甕底部 I 4 古墳時代前期中心 205 11-009419 土師器杯口縁部 3 12 平安時代中心

325-805グリッド 206 11-009420 土師器杯底部 6 23 平安時代中心

165 11-009381 土師器甕口縁部 l 4 古墳時代前期中心 207 11-009421 土師器甕口縁部 3 10 平安時代中心

166 11-009382 土師器甕体部 1 4 古墳時代前期中心 208 11-009422 土師器甕体部 ， 12 平安時代中心

167 I 1~009383 土師器甕体部 6 11 平安時代中心 209 11-009423 須恵器杯．碗口緑部 3 8 

168 I 1-009384 須恵器杯碗体部 I 3 210 11-009424 須恵器杯碗体部 4 12 

169 11-009385 須恵器甕体部 I 18 21 I 11-009425 須恵器杯碗底～高台部 3 18 

325-810グリッド 212 11-009426 須恵器甕体部 4 40 

170 11-009386 土師器甕体部 l 3 古墳時代前期中心 213 l 1-009427 施釉陶器碗体部 ］ 2 

325-SJ 5グリッド 214 11-009428 磁器碗底部 l 2 近現代

171 11-009387 土師器甕体部 2 4 古墳時代前期中心 グリッド溝315-795グリット

172 11-009388 土師器台付甕体部 I 2 古墳時代前期中心 215 11-009429 須恵器坪．碗体部 l 5 

173 11-009389 土師器甕体部 l 1 平安時代中心 216 lト009430 須恵器坪碗商台部 l 10 

325-820グリッド グリッド溝335グリット

]74 11-009390 土師器甕口縁部 I 3 古墳時代前期中心 217 ll-00943] 土師器甕底部 I 4 古墳時代前期中心

175 JJ-00939] 土師器壺口縁部 I 4 古墳時代前期中心 218 11-009432 土師器杯体部 I 2 平安時代中心

330-805グリッド 219 11-009433 士師器甕体部 4 5 平安時代中心

J 76 I 1-009392 土師器杯体～底部 l 2 平安時代中心 220 11-009434 須恵器甕体部 2 28 

J 77 11-009393 土師器甕口縁部 2 ]2 平安時代中心 221 11-009435 施釉陶器碗体部 l 4 

178 11-009394 土師器甕底部 l 11 平安時代中心 グリッド345-800グリット

330-810グリッド 222 11-009436 土師器高杯脚部 ］ 70 古墳時代前期中心

179 JJ-009395 土師器甕体部 2 5 古墳時代前期中心 223 11-009437 土師器甕体部 l 6 古培時代前期中心

340-800グリッド 224 11-009438 土師器甕体部 2 2 平安時代中心

155 1 Hl09372 士師器甕体部 14 30 平安時代中心 グリッド345-800グリット

156 11-009373 須恵器杯．碗口縁部 I 7 225 11-009439 須恵器坪碗底～高台部 2 10 

157 l 1-009374 須恵器杯碗体部 3 8 グリッド345-810グリット

158 11-009375 士管 l 5 226 11-009440 士師器甕体部 I 2 古墳時代前期中心

159 11-009376 磁器碗 l 5 近世 227 l 1-009441 土師器台付甕体部 l 8 古墳時代前期中心

160 21-003073 軽石 l l 228 11-009442 土師器壼体部 3 6 古墳時代前期中心

340-805グリッド 229 11-009443 土師器壺底部 I 9 古墳時代前期中心

] 6 1 11-009377 土師器台付甕体部 3 JO 古墳時代前期中心 230 11-009444 土師器杯底部 1 2 平安時代中心

162 11-009378 士師器甕口縁部 2 30 平安時代中心 231 11-009445 土師器甕口縁部 2 4 平安時代中心

330-810グリッド 232 11-009446 土師器甕体部 I ］ 平安時代中心

180 11-009396 土師器甕底部 I 4 古墳時代前期中心 233 11-009447 須恵器甕体部 I 8 

181 11-009397 土師器台付甕口縁部 I 2 古墳時代前期中心 234 11-009448 スレート I 8 

182 11-009398 土師器杯底部 8 20 平安時代中心 8区西部As-8下全体

183 11-009399 土師器甕口縁部 l 3 平安時代中心 235 11-009168 士師器甕口緑部 2 10 古墳時代前期中心

]84 11-009400 土師器甕体部 10 30 平安時代中心 236 11-009169 士師器甕体部 22 120 古墳時代前期中心

185 11-009401 須恵器杯碗口縁部 3 10 237 ]]~009170 土師器台付甕体部 10 20 古墳時代前期中心

186 11-009402 須恵器杯碗体部 I l 238 11-009171 土師器台付甕脚部 I 10 古墳時代前期中心

187 11-009403 須恵器杯碗底一高台部 4 38 239 11-009172 士師器壼体部 ， 50 古墳時代前期中心

188 11-009404 陶器 I j 240 11-009173 土師器坪口縁部 4 20 平安時代中心

189 91-000904 モルタル I 30 241 11-009174 土師器坪底部 18 38 平安時代中心

340-810グリッド 242 11-009175 土師器甕体部 38 52 平安時代中心

190 11-009405 土師器台付甕体部 2 3 古墳時代前期中心 243 11-009176 須恵器杯．碗口縁部 1 8 

191 11-009406 土師器壺体部 3 5 古墳時代前期中心 244 11-009177 須恵器杯．碗体部 10 40 

192 11-009407 土師器甕体部 l 18 古墳時代後期中心 245 11-009118 須恵器杯．碗底～高台部 I 40 

193 11-009408 土師器杯底部 1 2 平安時代中心 246 11-009179 須恵器甕体部 l 40 

247 21-003064 軽石 2 20 
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8区西部北西端窪み

N~口 I 弥生こ：名称
2 I 10-001404 I土錘

No 資料番号 資料 名 称

3 11-009049 土師器高坪口縁部

4 11-009050 土師器甕口縁部

5 11-009051 土師器甕体部

6 11-009052 士師器甕底部

7 11-009053 土師器台付甕口縁部

8 11-009054 土師器台付甕体部， 11-009055 土師器台付甕脚部

10 11-009056 土師器壼口縁部

II 11 -009057 士師器壼体部

12 11-009058 土師器杯口緑部

13 11-009059 土師器坪体部

14 ll-009060 土師器甕体部

]5 11-009061 土師器器台脚部

16 11-009062 土師器高坪坪部

8区西部 ］面遺構外の出土遺物

No 資料番号 資料名称

l 10~001377 ミニチュア士器

2 10-001375 土師器甕

3 10~001376 土師器壺

4 10-001374 土師器甕

5 I0-001379 士製おはじき

6 10-001378 土師器杯

7 40-000497 刀子か

8 40-000498 鎌か

， 40-000499 留金か

10 20-000571 硯か

No 資料番号 資料 名 称

280-995グリッ ト

] 2 11-008350 土師器壼体部

305-840グリット

13 ll-008351 土師器台付甕体部

14 11-008352 土師器台付甕底～脚部

15 II ・008353 土師器杯底部

310-800グリット

16 ll ・008354 士師器坪底部

]7 11-008355 土師器甕体部

310-805ク・リット

18 J J-008356 土師器杯底部

19 11-008357 土師器甕体部

20 11-008358 須恵器杯碗口緑部

310-810グリ ット

21 11-008359 土師器台付甕体部

22 11-008360 須恵器杯碗底部

遺物一覧

測定値（cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

残存 7.5X4.5 厚 o.9I悶品誓七、口灯盟品1立農呼塁：盃描竺面と口端部刷毛目後 |3世紀後半 I第II図 I P L22 

径 2.8X2.65
商さ 2.7 潰れた球形を呈す。中央に径4mmの縦位の貫通孔空く

数蓋 璽量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称

2 j 2 古墳時代前期中心 ]7 I 1-009063 土師器高坪脚部

8 37 古墳時代前期中心 18 11-009064 土師器甕口緑部

29 j 98 古墳時代前期中心 ]9 11-009065 土師器甕体部

J 22 古墳時代前期中心 20 11-009066 土師器甕底部

l 6 古墳時代前期中心 21 11-009067 土師器台付甕体部

5 18 古培時代前期中心 22 11-009068 土師器台付甕脚部

l 5 古墳時代前期中心 23 11-009069 土師器壺口縁部

5 48 古墳時代前期中心 24 11-009070 土師器壼体部

43 315 古墳時代前期中心 25 ll-009071 土師器壺底部

4 41 平安時代中心 26 ¥J-009072 土師器杯口縁部

8 48 平安時代中心 27 11-009073 士師器杯体一底部

I 6 平安時代中心 28 11-009074 土師器甕体部

J 90 古墳時代前期中心 29 11-009075 須恵器甕体部

I 70 古墳時代前期中心

測定値 (cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴

底径（3.1) 器高 2.4 1/3。表面過半剥離。内外面黒色処理。手捏

口径（］］7) 残高 7l 晶［ 毛～肩目部後片口。端部内面と口口縁縁上と肩部部箆箆撫撫でで以下、頸細部か箆い磨刷毛き。目外様

ので

底径 6.8 残高 ］3.8 頸上目半後～底箆と底磨部部2き/指。3。撫底外面で面箆、や磨体や部き荒下れ半る箆。撫内で面。頸頸部～刷腰毛部外目、面体刷部毛

底径 7.3 残高 10.9 胴毛周撫～目底。で部底。部焼内成面指良好撫。で胴、底～腰面僅部内か面に上箆撫げ底で、を外意面識粗しい、刷外

息g 9) xz 0 
0.5 土師器転用。一部欠損。表裏面研磨

口径 II4 器高 38 完な形で。、 底口緑面横箆撫削でり。体～底部内面横位の撫で。体部外面

径 05X1.0 残長 48 柄部破片か。横断面形長方形を呈する

塁
径 3.2X2.5
み 0.45 破片。左側と右上欠損か

靡1.0 残長 127 
み 02 

元贋伶損｝ ； し麺上のg 板の一端を緩く折り返し、一端
に の L 穿って角はめ込み

残存 3JX42Xl6 破片。表面に研磨面残る

数量 厘量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称

310-820グリット

l 15 古項時代前期中心 23 ll-008361 土師器器台高坪脚部

24 11-008362 土師器高杯口緑部

l 2 古墳時代前期中心 25 ll-008363 土師器甕口縁部

］ 50 古墳時代前期中心 26 11-008364 土師器甕体部

2 2 平安時代中心 27 ll-008365 土師器甕底部

28 II-(](]8366 土師器台付甕口縁部

2 4 平安時代中心 29 lト008367 土師器台付甕体部

2 1 平安時代中心 30 11-008368 土師器台付甕脚部

31 11-008369 土師器壼体部

l 2 平安時代中心 32 11-008370 土師器坪口縁部

2 4 平安時代中心 33 11-008371 土師器坪底部

l 4 34 11-008372 土師器甕口縁部

35 11-008373 土師器甕体部

4 19 古墳時代前期中心 36 11-008374 須恵器坪碗口縁部

I 4 37 11-008375 須恵器杯．碗底一高台部

第II図 IP L22 

数量 重量(g) 備 考

7 240 古墳時代前期中心

6 87 古墳時代前期中心

28 425 古墳時代前期中心

3 100 古墳時代前期中心

5 50 古墳時代前期中心

5 255 古墳時代前期中心

3 26 古項時代前期中心

25 600 古項時代前期中心

8 380 古墳時代前期中心

l 8 平安時代中心

， 55 平安時代中心

l ]5 平安時代中心

I 70 

備 考 図版号 図版番号

3~4世紀 第33図 P L23 

3世紀末葉 第33図 P L23 

3世紀末葉 第33図 P L23 

3世紀末葉 第33図 P L23 

第33図 P L24 

6 世~紀7後世半紀 第33図 P L24 

第33図 P L24 

第33図 P L24 

第33図 P L24 

黒色頁岩 第33図 P L24 

数呈 重量(g) 備 考

3 48 古墳時代前期中心

I 5 古墳時代前期中心

3 18 古墳時代前期中心

14 64 古墳時代前期中心

l 10 古項時代前期中心

2 22 古墳時代前期中心

12 38 古項時代前期中心

I 20 古墳時代前期中心

2j 129 古墳時代前期中心

l 2 平安時代中心

4 JO 平安時代中心

3 II 平安時代中心

4 20 平安時代中心

l 2 

l JO 
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逍物一覧

No 脊料番号 脊 料 名 称 数泣 貨量(g) 備 考 No ：食料番号 査料名称 数量 重濫(g) 備 考

310-820グリット 90 21-003047 蔽石 J 58 粗粒輝石安山岩

38 IJ-008376 須恵器甕体部 7 163 91 41-000502 角釘 I 3 

39 I 1-008377 陶器甕体部 I 2 現代 330-810グリット

40 11-008378 敲石 I 135 粗粒籍石安山岩 92 11-008449 須恵器甕体部 I 15 

310-840グリット 93 11-008450 施釉陶器 2 8 現代

41 11-008379 土師器台付甕体部 I 15 古墳時代前期中心 94 91-000902 エタニット（石綿） 4 30 現代

42 11-008380 土師器壼体部 3 44 古墳時代前期中心 335~820グリット

43 IJ-008381 土師器坪底部 I 8 平安時代中心 95 l 1-008451 土師器高江脚部 ］ 18 古墳時代前期中心

315-810グリット 96 11-008452 土師器甕口縁部 I 6 古墳時代前期中心

44 11-008382 土師器壺体部 2 6 古墳時代前期中心 97 11-008453 士師器甕体部 l 8 古墳時代前期中心

45 11-008384 須恵器甕体部 2 52 98 I 1-008454 土師器台付甕口縁部 J 2 古墳時代前期中心

320-820グリット 99 11-008455 士師器台付甕体部 2 12 古墳時代前期中心

46 11-008385 土師器器台口縁部 l 5 古墳時代前期中心 JOO 11-008456 土師器台付甕脚部 l 20 古墳時代前期中心

47 11-008386 土師器器台脚部 I 30 古墳時代前期中心 IOI 11-008457 士師器杯口縁部 l 5 平安時代中心

48 11-008387 土師器甕口縁部 ， 24 古墳時代前期中心 !02 ll-008458 土師器杯底部 7 18 平安時代中心

49 11-008388 土師器壼底部 ］ JO 古墳時代前期中心 103 11-008459 土師器甕体部 7 16 平安時代中心

50 11-008389 土師器杯口縁部 I ］ 平安時代中心 104 11-008460 須恵器坪碗底部 I 2 

51 11-008390 土師器坪底部 l 3 平安時代中心 !05 ]]-008461 磁器 I 2 近代

52 11-008391 土師器甕体部 2 2 平安時代中心 106 91-000903 エタニット（石綿） l 10 現代

53 11-008392 須恵器杯．碗口縁部 ］ 6 335-840グリット

54 11-008393 施釉陶器皿口縁部 l 2 107 I J-008462 須恵器甕底部 I 18 

320-830グリット 340-810グリット

55 11-008394 士師器甕体部 6 22 古墳時代前期中心 108 11-008463 土師器高坪口縁部 I 3 古墳時代前期中心

56 11-008395 土師器甕口縁部 3 20 古墳時代前期中心 109 11-008464 士師器甕口縁部 4 30 古墳時代前期中心

57 I 1-008396 土師器甕体部 ll 60 古墳時代前期中心 110 11-008465 土師器甕体部 10 40 古墳時代前期中心

58 11-008397 土師器台付甕体部 3 18 古墳時代前期中心 111 11-008466 土師器台付甕体部 2 5 古墳時代前期中心

59 II一臨398 土師器台付甕脚部 I 2 古墳時代前期中心 112 11~008467 土師器壼体部 12 85 古墳時代前期中心

60 11-008399 士師器壼口縁部 l 9 古墳時代前期中心 113 11-008468 土師器杯口縁部 I ］ 平安時代中心

61 11-008400 土師器壼体部 7 72 古墳時代前期中心 114 11-008469 土師器杯底部 3 II 平安時代中心

62 11-008401 土師器甕体部 ］ 2 平安時代中心 115 11-008470 土師器甕口縁部 2 10 平安時代中心

63 llO渇!02 須恵器坪口縁部 3 JO 116 11-008471 土師器甕体部 2 2 平安時代中心

64 11-008403 須恵器碗底部 2 10 骸化 117 11-008472 須恵器杯．碗□縁部 I 6 

65 11-008404 女瓦 I 10 118 11-00況73 須恵器杯．碗体部 I 2 

325-830グリット 119 11-008474 須恵器杯．碗底部 I 50 

66 l l-008405 土師器高杯脚部 J JO 古項時代前期中心 340-8] 5グリット

67 11-008406 士師器甕体部 ］ 2 古墳時代前期中心 120 11-008475 土師器甕体部 4 15 古墳時代前期中心

68 11-008407 土師器壼体部 2 JO 古瑣時代前期中心 121 I 1-008476 土師器甕底部 I 12 古墳時代前期中心

330-790グリソト 122 11-008477 土師器台付甕体部 2 5 古墳時代前期中心

69 II ~008408 士師器壼体部 l 39 古墳時代前期中心 123 11-008478 土師器杯口縁部 l l 平安時代中心

70 11-008409 土師器甕体部 l ］ 平安時代中心 124 11-008479 士師器甕体部 2 5 平安時代中心

330-800グリソト 125 11-008480 須恵器坪碗体部 I 2 

71 ll-008410 土師器裔坪脚部 I 20 古墳時代前期中心 126 11-008481 施釉陶器 1 1 

72 11-00841 I 土師器甕体部 3 28 古墳時代前期中心 127 I 1~008482 須恵器坪碗底～点台部 I 20 

73 ll-0084l2 土師器台付甕脚部 2 118 古墳時代前期中心 340-820グリット

74 11-008413 土師器壼体部 4 30 古墳時代前期中心 128 11-008483 士師器甕体部 3 15 古墳時代前期中心

330-810グリット 129 11-008484 土師器台付甕体部 I 2 古墳時代前期中心

75 11-008414 土師器甕口縁部 7 60 古項時代前期中心 130 11-008485 土師器壼体部 3 30 古墳時代前期中心

76 11-008415 士師器壼体部 3] 151 古墳時代前期中心 131 11-008486 土師器杯底部 l ］ 平安時代中心

77 ]J-008416 土師器台付甕口縁部 2 IO 古墳時代前期中心 132 11-008487 土師器甕体部 4 9 平安時代中心

78 11-008417 土師器台付甕体部 ， 20 古墳時代前期中心 133 11-008488 須恵器杯碗体部 2 3 

79 11-008418 土師器坪口縁部 2 5 平安時代中心 134 11-008489 須恵器碗底部 l 2 酸化

80 11-008419 土師器坪底部 13 20 平安時代中心 135 11-008490 桟瓦 l 140 近代

8] 11-008420 土師器甕口縁部 l 4 平安時代中心 345-815グリット

82 lト008421 土師器甕体部 25 52 平安時代中心 136 II ~Q08491 士師器甕体部 I 16 古墳時代前期中心

83 11-008422 須恵器杯碗口緑部 6 11 137 JJ-008492 土師器壺体部 2 20 古墳時代前期中心

84 11-008423 須恵器杯碗体部 6 16 138 11-008493 須恵器壼底部 I 15 

85 11-IXl8424 須恵器杯碗底部 l 15 345-830ク・リソト

86 11-008425 須恵器甕体部 2 20 139 41-000503 ポルトナット l 4 

87 JJ-008426 施釉陶器 I 5 345~840グリット

88 11-008427 灰釉陶器碗口縁部 2 5 140 11-008494 土師器台付甕脚部 l 2 古墳時代前期中心

89 11-008428 磁器 1 4 現代 141 11-008495 土師器壼体部 4 18 古墳時代前期中心
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遺物一甕

No 資科番号 資料名称 数羹 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 重益(g) 備 考

142 11-008496 須恵器碗口縁部 1 4 酸化 170 11-008514 土師器台付甕口縁部 l 5 古培時代前期中心

350-790グリット l 7 J 11-008515 土師器壼底部 l 40 古墳時代前期中心

143 ll-008497 土師器甕体部 ]3 102 古墳時代前期中心 360-800グリット

144 11-008498 士師器台付甕体部 7 36 古墳時代前期中心 ]72 11-008516 土師器坪口縁部 l 2 平安時代中心

350-790グリット 173 11-008517 士師器杯底部 I 2 平安時代中心

]45 11-008499 土師器台付甕脚部 I 46 古墳時代前期中心 8区西部 1面全域

146 ] ]~008500 土師器壺口縁部 I 38 古墳時代前期中心 174 11-009144 土師器高坪口縁部 l 3 古培時代前期中心

330-815グリット 175 11-009145 土師器甕口縁部 3 14 古墳時代前期中心

147 11-008429 士師器甕口縁部 3 15 古墳時代前期中心 176 11-009146 土師器甕体部 37 130 古墳時代前期中心

148 ]]-008430 土師器甕体部 7 28 古墳時代前期中心 177 11-009147 土師器台付甕口縁部 j 1 古項時代前期中心

l 4 9 l 1-008431 土師器台付甕口縁部 1 8 古墳時代前期中心 178 11-009148 土師器台付甕体部 4 10 古墳時代前期中心

l 50 I 1~008432 土師器台付甕体部 2 10 古瑣時代前期中心 179 11-009149 士師器壼体部 2 9 古墳時代前期中心

151 ll-008433 土師器壼体部 5 25 古墳時代前期中心 180 11-009150 土師器杯口縁部 23 55 平安時代中心

152 IH08434 土師器坪底部 2 9 平安時代中心 181 11-009151 士師器坪底部 59 138 平安時代中心

153 11-008435 土師器甕体部 4 9 平安時代中心 182 11-009152 土師器甕口縁部 34 120 平安時代中心

154 11-008436 須恵器杯．碗口縁部 2 8 183 11-009153 土師器甕体部 124 285 平安時代中心

155 11-008437 須恵器坪．碗体部 2 8 184 11-009154 須恵器杯．碗口縁部 8 20 

156 11-008438 須恵器杯碗底～高台部 5 20 185 11-009155 須恵器杯碗体部 8 20 

330-820グリット 186 11-009156 須恵器甕体部 4 75 

149 11-008439 土師器甕体部 l 8 古墳時代前期中心 187 11-009157 染付 l 5 現代

150 I 1-008440 士師器台付甕体部 2 8 古墳時代前期中心 188 11-009158 女瓦 ］ JO 

151 11-008441 土師器壼口縁部 1 20 古墳時代前期中心 189 11-009159 灰釉陶器皿口縁部 5 26 

152 11-008442 土師器壼体部 2 20 古墳時代前期中心 190 ll-009160 灰釉陶器皿体部 I 3 

335-815グリット 191 11-009161 灰釉陶器皿底～高台部 I 18 

151 11-008443 土師器甕体部 17 50 古墳時代前期中心 192 11-009162 灰釉陶器壼頸部 I 18 

152 11-008444 土師器台付甕体部 I ］ 古墳時代前期中心 193 ll-009163 灰釉陶器底部 2 10 

153 11-008445 土師器壼体部 I 2 古墳時代前期中心 194 11-009164 磁器 l 5 

]54 11-008446 土師器杯口縁部 I 2 平安時代中心 195 11-009165 磁器 2 18 近世

155 IH08447 土師器坪底部 5 8 平安時代中心 J 96 11-009166 磁器 I 18 近代

156 11-008448 士師器甕体部 1 2 平安時代中心 ]97 11-009167 磁器 l 2 現代

350-790グリット 198 41←000507 スラグ I 10 

157 ¥Hl08501 土師器壼体部 6 58 古墳時代前期中心 199 21-006062 磨石 2 74 粗粒輝石安山岩

158 J 1-008502 土師器甕体部 3 18 平安時代中心 200 2 1 -003063 砥石 I ]5 

159 11-008503 須恵器甕体部 1 12 8区西一括

350-795グリット 20] IJ-009034 土師器器台底～脚部 l 62 古墳時代前期中心

160 11-008504 土師器甕体部 I 16 古墳時代前期中心 202 11-009035 土師器忘坪口縁部 2 10 古墳時代前期中心

350-825グリット 203 11-009036 土師器甕口縁部 2 28 古墳時代前期中心

161 11-008505 土師器台付甕脚部 4 60 古墳時代前期中心 204 1¥-009037 土師器甕体部 51 239 古墳時代前期中心

162 11-008506 土師器甕体部一括 22 485 平安時代中心 205 11-009038 土師器台付甕口縁部 8 40 古項時代前期中心

350-830グリット 206 11-009039 土師器台付甕体部 18 60 古墳時代前期中心

163 11-008507 土師器甕体部 il 12 平安時代中心 207 ll-009040 土師器台付甕脚部 I 12 古墳時代前期中心

355-825グリット 208 11-00904] 土師器壼口縁部 3 5] 古墳時代前期中心

164 11-008508 土師器甕口縁部 2 10 古墳時代前期中心 209 11-009042 土師器壼体部 40 252 古墳時代前期中心

165 11-008509 土師器甕体部 3 20 古墳時代前期中心 210 11-009043 土師器坪口縁部 4 10 平安時代中心

166 11-008510 土師器壼体部 4 96 古墳時代前期中心 211 ll-009044 土師器坪底部 16 50 平安時代中心

167 11-008511 土師器坪口縁部 l 4 平安時代中心 212 11-009045 土師器甕口縁部 2 12 平安時代中心

355-980グリット 213 11-009046 土師器甕体部 j 5 26 平安時代中心

] 68 11-008512 土師器甕口縁部 2 19 古墳時代前期中心 214 11-009047 須恵器坪．碗口縁部 I 2 

169 11-008513 土師器甕体部 2 10 古墳時代前期中心 215 11 ~009048 須恵器杯碗底部 l 2 
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遺物一覧

(2面） 一 8区西部一

8-2-J号住居

No I資料番号 1 資料名称

1 I 10-001001 土師器甕

2 I 10-001002 I土錘

No 資料番号 資科名称

床上

3 ll-00500] 土師器台付甕口縁部

4 11-005002 土師器台付甕体部

5 11-005003 土師器甕体部

6 11-005004 土師器裔杯脚部

7 ll-005005 土師器坪底部

8 11-005006 土師器甕口緑部

8 -2 -2号住居

No 資料番号 資料名称

I 10-001003 須恵器坪

2 10-001004 須恵器杯

3 10-001005 須恵器杯

4 20-000501 蔽石

No 資料番号 資料名称

床上

5 11-005012 土師器椀口縁部

6 11-005013 土師器甕体部

7 11-005014 土師器甕口縁部

8 11-005015 土師器台付甕口緑部

， 11-005016 土師器台付甕体部

10 11-005017 土師器壼口縁部

11 11-005018 土師器壺体部

12 11-005019 土師器杯口縁部

j 3 11-005020 土師器杯底部

14 11-005021 土師器甕口縁部

15 11-005022 土師器甕体部

16 11-005023 土師器甕底部

8 -2 -3号住居

N口面五汀資料名称

I I 10-001006 須恵器高台付碗

2 I 10-001001 I土師器甕

3 I 20-oooso2 I フレーク

No 資料番号 資料名称

床上

4 11-005034 土師器高杯脚部

5 11-005035 士師器甕口縁部

6 11-005036 士師器甕体部

7 11-005037 土師器台付甕口縁部

8 11-005038 土師器甕底部

292 

測定値 (cm) 形状・整形 ・調整等の特徴 備 考 I図版号 I図版番号

口径(203) 残裔 69 1 旦覧翡贔O~コ字状口縁。口縁横撫で、肩部内面箆撫 1 9世紀後半 ］第13図 I PL23 

径 2.7X2.6 高さ 2.sI I目皐立欠損。球形を呈す。縦位に径4mmの穿孔。表面古墳時代前期か 第13図 IP L23 

数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

床上

2 10 石田川 ， 11-005007 士師器甕体部 16 20 平安時代中心

5 10 石田川 JO 11-005008 須恵器杯．碗嵩台部 l 5 

4 10 石田川 鼈

2 40 石田川 ] l 11-005009 士師器甕体部 1 5 古墳時代前期（石田川）

5 18 平安時代中心 12 11-005010 土師器甕体部 I 20 古墳時代前期

2 10 平安時代中心 13 JJ-005011 土師器甕体部 3 40 平安時代中心

測定値 (cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

口目 l3.6 底径 7.6
器 3.7 

ほ謡形。片岩混入か。右回転輛輯整形。底面回転糸切
りる

9世紀前半 第14図 P L23 

口畠(13 5) 底径 64 1/3。片岩混入か。右回転饒櫨整形。底面回転糸切り痕 9世紀前半 第14図 P L23 
器 3.9 残る

器口(6高.5径)4. (1I 3.5) 底径 右113回。転酸饒化櫨焔整焼形成。。底内面外回面転吸糸炭切にりよ切るり黒放色し処理の痕跡。 10世紀前半 第14図 P L23 

残存 87Xll.OX5.9 河床礫使用。上位破片。表面と上端部に破打痕残る 粗粒輝石安山岩 第14図 P L23 

数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資科名称 数量 重量(g) 備 考

床上

l 8 古墳時代前期中心 ]7 1Hl05024 須恵器杯．碗口縁部 6 40 平安時代中心

12 60 石田川 ]8 11-005025 須恵器坪．碗体部 6 JO 平安時代中心

2 JO 古墳時代前期中心 冦

2 IO 石田川 19 I 1-005026 土師器杯口緑部 3 5 平安時代中心

14 60 石田川 20 11-005027 士師器甕体部 4 30 平安時代中心

3 j 8 古墳時代前期中心 21 11-005028 須恵器杯．碗口縁部 I l o 

18 100 石田川 22 11-005029 須恵器杯．碗体部 l 3 

19 60 平安時代中心 23 11-005030 須恵器蓋天井部 I 20 

37 85 平安時代中心 24 11-005031 須恵器蓋口縁部 l 3 

10 80 平安時代中心 貯蔵穴

44 130 平安時代中心 25 11-005032 土師器甕体部 3 20 石田川

I 18 平安時代中心 26 11-005033 土師器台付甕体部 I 古墳時代前期中心

測定値 (cm) 形状整形 ・調整等の特徴 備 考 図版号 I図版番号

負目
3 5 高台径 7.3
2.4 

腰面高～台底貼部。り付還け元後焔撫焼で成やや軟質。右回転鞘帽整形。底 9世紀前半 第16団 IP L23 

底径 3.5 残高 3.2 腰目後～下底位部箆］／削2。り腰。～底底面部箆内削面り刷毛目後指撫で、 外面刷毛 北3世陸紀千種末葉甕系 第16図 IP L23 

径 7.6X5.7 序み ］8 河床礫使用。上面に自然面残す。 7面の剥離面残る 黒色頁岩 / P L23 

数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

床上

2 30 古墳時代前期中心 ， 11-005039 土師器台付甕体部 23 70 古墳時代前期中心

7 30 古墳時代前期中心 掘り方

24 JOO 古墳時代前期中心 JO J 1-005040 土師器台付甕体部 8 25 古項時代前期中心

2 10 古墳時代前期中心 ]] ll-005041 土師器壼体部 2 JO 石田川

l 20 古墳時代前期中心 12 I 1-005042 土師器壼底部 I 25 古墳時代前期中心



No 資料番号 資料名 称

掘り方

13 ll-005043 士師器坪口縁部

14 ll-005044 土師器甕口縁部

15 I 1-005045 士師器甕体部

16 11-005046 土師器壼体部

j 7 11-005047 土師器壼底部

18 11-005048 士師器杯口緑部

19 11-005049 土師器坪体部

20 I 1-005050 土師器椀体部

21 11-005051 土師器甕口縁部

22 11-005052 土師器甕体部

23 ]ト()I)5053 須恵器坪．碗高台部

24 11-005054 須恵器杯．碗体部

8 -2 -73号溝

No. I資料番号 I 資料 名 称

11-007837 土師器壺体部

三3 | ll-007839 土師器甕体部

No 資料番号 査料名 称

8区2面南西

54 lト()()9518 土師器壼底部

55 11-009519 土師器杯口縁部

56 11-009520 土師器杯底部

57 11-009521 士師器甕口縁部

58 11-009522 土師器甕体部

59 11-009523 士師器甕底部

60 I J-009524 須恵器杯碗底部

61 ll-009525 羽釜体部

8区2面西半

62 11-009526 土師器甕口縁部

63 11-009527 土師器甕体部

64 11-009528 土師器台付甕口縁部

65 ll-009529 土師器台付甕体部

66 11-009530 土師器台付甕脚部

8区2面遺構外の出土遺物

No 資料番号 資料名 称

I 10←00142] 土師器台付甕

2 10-001425 土錘

3 20-000584 茄石

4 10-001423 土師器壺

5 10-001424 士錘

6 10-001420 士錘

7 10-001419 弥生土器壺

8 20・000585 蔽石

， l0-001422 土師器甕

遺物一院

数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資 料 名 称 数量 重量(g) 備 考

掘り方

3 20 平安時代中心 25 11-005055 女瓦 I 20 律令

4 40 平安時代中心 26 11-005056 土師器甕底部 l 10 平安時代中心

12 40 平安時代中心 27 11-005057 須恵器年碗口縁部 l 5 平安時代中心

32 160 古墳時代前期中心 謹

I 15 古墳時代前期中心 28 11-005058 士師器台付甕体部 I 3 古墳時代前期中心

32 l 30 平安時代中心 29 ll-005059 土師器壼体部 2 5 古墳時代前期中心

83 210 平安時代中心 30 11-005060 土師器杯口緑部 l 3 平安時代中心

I 30 平安時代中心 31 11-005061 土師器杯底部 10 40 平安時代中心

22 110 平安時代中心 32 11-005062 土師器甕口縁部 8 60 平安時代中心

49 130 平安時代中心 33 11-005063 土師器甕体部 JO 55 平安時代中心

］ 3 34 I 1-005064 須恵器杯・碗底部 l 10 

3 JO 

備 考 No. I資料番号 I 資 料 名 称 I数量 I重量(gJI 備 考

16 I古墳時代前期中心

平z I 5 平安時代中心

数羹 龍量(g) 備 考

l 15 古墳時代前期中心

l 8 平安時代中心

7 20 平安時代中心

I 7 平安時代中心

8 25 平安時代中心

2 20 平安時代中心

I 5 

l 8 

2 10 古墳時代前期中心

20 135 古墳時代前期中心

3 45 古墳時代前期中心

16 l oo 古墳時代前期中心

2 20 古墳時代前期中心

測定値 (cm)

4 | ll-007840 1須恵器碗底～高台部

5 I 11-00184] 須恵器甕体部

No 資料番号 資 料 名 称

8区2面西半

67 11-009531 土師器壼口緑部

68 11-009532 土師器壼体部

69 11-009533 土師器壼底部

70 ]]-009534 土師器杯口縁部

71 11-009535 土師器杯底部

72 11-009536 土師器甕体部

73 11-009537 須恵器坪碗体部

74 11-009538 須恵器坪碗底部

75 I 1~009539 須恵器甕体部

76 11-009540 須恵器甕底部

8区2面

77 ll-009541 須恵器碗体部

78 ]]-009542 須恵器碗底～高台部

79 11-009543 須恵器壼体部

形状整形・調整等の特徴

裾部径 9.9 残高 73 甕内底面部中～・脚下部位。と外甕底面刷部内毛面目後と脚、部外面内面箆上磨位き指撫で。 脚部

目3.IX2.45 
さ 2.85

器貫面通荒孔れる。球形を呈し、裏面潰れる。縦位に径5mmの

径 6.lXS.5 厚み 4.6 楕残円る形の河床礫使用。上下両端に蔽打痕。底面に研磨痕

悶塁径(32.J) 胴部］／3。内外面刷毛目または箆撫で後箆磨き
18.3 

閲3 2 X 3 25 
さ 2.9

孔球状空をく呈す。中央に上径45mm、下径6mmの縦位の貫通

径 3.IX3.0 長さ 3.1 球形を呈す。縦位に42mmの貫通孔。表明撫で

塁径 5.4X3.5 折り返し口縁破片。表裏に羽状縄文
み 0.8

径 7.5X9.9 厚み 5.2 芋状の河床礫使用。上端に蔽打痕。底面に研磨痕残る

>g 15.0X 10. l 肩部片。ない外面刷毛目。外面に指頭痕散見
6. 7 

81酸化

10 

数量 重量(g) 備 考

3 85 古墳時代前期中心

40 265 古墳時代前期中心

l 32 古墳時代前期中心

6 22 平安時代中心

10 38 平安時代中心

10 40 平安時代中心

2 12 

2 38 

l 20 

2 JO 

l 5 酸化

6 50 酸化

I 21 

備 考 図版号 図版番号

3世紀末葉 第35図 P L24 

古墳時代前期 第36図 P L24 

石英 第35図 P L24 

3-4世紀 第36図 P L25 

古墳時代前期 第35図 P L24 

古項時代前期 第36図 P L25 

3世紀後半 第36図 P L25 

粗粒輝石安山岩 P L25 

3 -4世紀 第36図 P L25 

No. I資料番号 I 資料 名 称 I数量 I重量(g)I 備 考 No. I資料番号 I 資 料 名 称 I数量 I重量(g)I 備 考

310-830グリッド

口二［ここ：部
IO I 11 -009602 土師器台付甕体部

l I 32 古墳時代前期中心

旱4 I 13 古墳時代前期中心

310-830グリッド

jl | ll-009603 1土師器甕体部

310-835グリッド

]2 | ll-009604 1土師器甕体部

51平安時代中心

2 I II I古墳時代前期中心
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遺物一覧

No 衣料番号 査科 名 称 数羹 直量(g) 備 考 No ；代料番号 賓料名称 数且 璽羹(g) 備 考

310-835グリッド 345-830グリッド

j 3 I 1-009605 土師器台付甕体部 3 3 古墳時代前期中心 62 11-009653 スレート l JO 

310-835グリッド 350-815グリッド

j 4 IJ-009606 土師器杯底部 3 10 平安時代中心 63 I 1-009654 土師器甕体部 l 4 古項時代前期中心

15 11-009607 土師器甕口縁部 l 7 平安時代中心 64 11-009655 須恵器杯．碗底部 l 20 

16 lト009608 須恵器甕体部 2 23 350-820グリ 1 ド

310-840グリソド 65 11-009656 土師器甕体部 4 JO 古項時代前期中心

17 11-009609 土師器甕体部 I 1 古墳時代前期中心 66 11-009657 士師器台付甕口縁部 I 20 古項時代前期中心

18 11-009610 土師器台付甕口緑部 J ］ 古墳時代前期中心 67 11-009658 土師器台付甕体部 J ]3 古項時代前期中心

19 11-009611 土師器台付甕体部 l 2 古墳時代前期中心 68 11-009659 士師器壼口縁部 2 16 古培時代前期中心

315-830グリッド 69 11-009660 土師器壼体部 2 5 古墳時代前期中心

20 II-()(19612 土師器甕口縁部 I 2 古墳時代前期中心 70 11-009661 土師器杯口縁部 2 10 平安時代中心

21 11-009613 士師器甕体部 ， 40 古墳時代前期中心 71 11 ~009662 土師器杯底部 J J 平安時代中心

22 11-009614 土師器台付甕体部 I 7 古墳時代前期中心 72 11-009663 土師器甕体部 2 3 平安時代中心

23 11-009615 士師器壼体部 2 22 古墳時代前期中心 73 11-009664 須恵器杯．碗体部 I 10 

24 11-009616 土師器甕体部 l 1 平安時代中心 350-825グリッド

25 11-009617 須恵器杯碗体部 l 5 74 11-009665 土師器高杯脚部 2 28 古墳時代前期中心

315-835グリッド 75 II←009666 土師器甕体部 4 28 古墳時代前期中心

26 ll-009618 土師器台付甕体部 l 2 古墳時代前期中心 76 ] ]-009667 土師器台付甕体部 I 3 古墳時代前期中心

27 I 1-009619 土師器壼体部 2 21 古墳時代前期中心 77 11-009668 士師器壼体部 11 80 古墳時代前期中心

315-840グリソド 350-825ク・リッド

28 11-009620 土師器器台口縁部？ I 2 古墳時代前期中心 78 11-009669 土師器壼底部 I ]2 古墳時代前期中心

29 11~009621 土師器甕体部 2 20 古墳時代前期中心 79 11-009670 士師器杯口縁部 2 4 平安時代中心

30 11-009622 土師器台付甕体部 2 30 古墳時代前期中心 80 11-009671 土師器杯底部 6 10 平安時代中心

31 11-009623 土師器壼体部 I 5 古墳時代前期中心 81 11-009672 土師器甕口縁部 I 2 平安時代中心

32 ]!-009624 土師器壼底部 I 10 古墳時代前期中心 82 11-009673 土師器甕体部 6 8 平安時代中心

33 I 1-009625 土師器甕体部 3 4 平安時代中心 83 11-009674 須恵器杯碗口縁部 I 4 

34 11-009626 須恵器坪．碗体部 I I 84 ]!-009675 須恵器坪碗底部 2 15 

320-825グリッド 85 11-009676 須恵器甕底部 I 70 

35 ll-009627 土師器甕体部 2 6 古墳時代前期中心 86 11-009677 羽釜体部 2 50 

320~830グリッド 355-815グリッド

36 I 1-009628 土師器甕口緑部 1 8 古墳時代前期中心 87 11-009678 土師器甕体部 I J 平安時代中心

37 11-009629 土師器台付甕体部 l 6 古墳時代前期中心 355-820グリッド

38 11-009630 土師器壼体部 2 14 古墳時代前期中心 88 11-009679 士師器高杯坪部 l 19 古墳時代前期中心

320-835グリッド 89 11-009680 土師器台付甕底部 l 15 古墳時代前期中心

39 11-009631 土師器甕体部 I 2 古墳時代前期中心 355-825グリッド

40 11-009632 土師器壼体部 2 9 古墳時代前期中心 90 11-009681 土師器甕体部 6 26 古墳時代前期中心

320-840グリッド 91 11-009682 土師器甕底部 I JO 古墳時代前期中心

41 11-009633 士師器甕口縁部 I 12 古墳時代前期中心 92 11-009683 士師器台付甕体部 J ］ 古墳時代前期中心

42 11-009634 土師器台付甕体部 ］ ］ 古項時代前期中心 93 11-009684 土師器杯口縁部 l 1 平安時代中心

43 11-009635 土師器壺体部 6 30 古墳時代前期中心 94 11-009685 土師器杯底部 4 22 平安時代中心

44 JJ-009636 土師器壼底部 l 30 古墳時代前期中心 95 11-009686 士師器甕体部 3 12 平安時代中心

45 l 1-009637 土師器坪口縁部 2 2 平安時代中心 360-800ク・リッド

46 11-009638 士師器杯底部 6 9 平安時代中心 96 11-009687 土師器台付甕体部 l 10 古墳時代前期中心

47 21-003077 剥片 I 1 チャト 97 11-009688 土師器杯底部 I 2 平安時代中心

325-820グリソド 98 ¥ ¥-009689 土師器甕体部 I 4 平安時代中心

48 11-009639 士師器壼体部 l 5 古墳時代前期中心 99 11~009690 須恵器坪．碗体部 l 5 

49 11-009640 土師器杯口縁部 l 5 平安時代中心 JOO 11-009691 須恵器甕体部 l 10 

340-840グリッド 350-830グリッド

50 11-009641 土師器杯口緑～底部 2 12 平安時代中心 101 11-009692 土師器甕口縁部 l 10 古墳時代前期中心

51 11-009642 土師器甕体部 l 3 平安時代中心 102 11-009693 土師器甕体部 8 32 古墳時代前期中心

52 11-009643 土師器壺体部 2 8 平安時代中心 103 11-009694 土師器台付甕体部 2 5 古墳時代前期中心

345-830グリッド 104 11-009695 士師器壼体部 2 10 古墳時代前期中心

53 11-009644 土師器高杯脚部 J 45 古墳時代前期中心 105 11-009696 土師器甕口縁部 l 8 平安時代中心

54 11-009645 土師器甕体部 7 14 古墳時代前期中心 106 11-009697 土師器甕体部 3 12 平安時代中心

55 11-009646 土師器甕底部 I 100 古墳時代前期中心 107 11-009698 須恵器杯碗体部 l 2 

56 11-009647 土師器台付甕脚部 l 80 古墳時代前期中心 108 11-009699 須恵器杯．碗底部 4 ]8 

57 ]1-009648 士師器壼体部 2 10 古墳時代前期中心 109 11-009700 須恵器甕体部 I 4 

58 11-009649 土師器甕口縁部 I 3 平安時代中心 ]]Q 11-009701 女瓦 l 102 

59 ]ト()()9650 土師器甕体部 5 8 平安時代中心 360-810グリッド

60 11-009651 須恵器坪．碗口縁部 3 ， Ill II ~Q09702 土師器甕体部 5 28 古墳時代前期中心

61 11-009652 須恵器杯碗底部 2 2 112 I J-009703 土師器台付甕体部 2 7 古墳時代前期中心
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遺物一覧

No 資料番号 資料名 称 数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 貧料名称 数量直量(g) 備 考

360-810グリソド 8区2層フクド

113 11-009704 土師器杯口縁部 1 2 平安時代中心 28 21-003076 剥片 I 46 軽質頁岩

114 11-009705 土師器甕体部 4 8 平安時代中心 8区2面

360-825グリッド 80 11-009544 須恵器甕体部 5 188 

115 11-009706 士師器壼体部 2 40 古墳時代前期中心 8] 11-009545 須恵器蓋 2 I 68 

365-810グリッド 82 11-009546 士師器器台口縁部 j 9 古項時代前期中心

116 ll-009707 土師器台付甕体部 I 7 古墳時代前期中心 83 ll-009547 土師器器台脚部 2 92 古墳時代前期中心

l j 7 11-009708 土師器壺体部 2 29 古墳時代前期中心 84 11-009548 土師器高坪口縁部 4 32 古墳時代前期中心

118 I 1-009709 土師器甕体部 2 8 平安時代中心 85 11-009549 土師器高杯体部 l 4 古墳時代前期中心

365-815グリッド 86 11-009550 土師器高杯脚部 15 470 古項時代前期中心

119 11-009710 土師器台付甕底ー脚部 I 25 古墳時代前期中心 87 11-009551 土師器高杯底部 l 22 古墳時代前期中心

120 11-009711 土師器甕体部 I 3 平安時代中心 88 11-009552 土師器甕口縁部 28 J 78 古墳時代前期中心

8区2層フクド 89 11-009553 土師器甕体部 265 172 古墳時代前期中心

3 11-009576 土師器椀口縁部 I 10 古墳時代前期中心 90 11-009554 土師器甕底部 ， 195 古墳時代前期中心

4 11-009577 土師器高杯口縁部 2 15 古瑣時代前期中心 91 11-009555 土師器台付甕口縁部 17 98 古墳時代前期中心

5 11-009578 土師器高坪脚部 3 25 古墳時代前期中心 92 1H09556 土師器台付甕体部 119 500 古墳時代前期中心

6 11-009579 土師器甕口縁部 12 155 古墳時代前期中心 93 Jl-009557 土師器台付甕脚部 17 205 古墳時代前期中心

7 11-009580 土師器甕体部 95 540 古墳時代前期中心 94 11-1)09558 士師器壺口縁部 12 JOO 古墳時代前期中心

8 11-009581 土師器甕底部 6 98 古墳時代前期中心 95 11-009559 土師器壼体部 l 57 1050 古墳時代前期中心， 11-009582 土師器台付甕体部 58 280 古墳時代前期中心 96 11-009560 土師器壼底部 ， 320 古墳時代前期中心

10 11-009583 土師器台付甕脚部 4 170 古墳時代前期中心 97 11-009561 ミニチュア体部 l 22 古墳時代前期中心

]] 11-009584 土師器壺口縁部 12 180 古墳時代前期中心 98 11-009562 士師器杯口縁部 37 120 平安時代中心

12 11-009585 土師器壺体部 9 ] 502 古墳時代前期中心 99 ]]-009563 土師器杯底部 91 235 平安時代中心

1 3 11-009586 士師器壺底部 4 180 古墳時代前期中心 JOO ll-009564 土師器甕口縁部 6 45 平安時代中心

14 ll-009587 土師器杯口緑部 18 68 平安時代中心 101 11-009565 土師器甕体部 172 380 平安時代中心

15 ll-009588 土師器杯底部 24 100 平安時代中心 102 11-009566 土師器甕底部 l 7 平安時代中心

16 11-009589 土師器甕口縁部 I 4 平安時代中心 103 11-009567 須恵器坪．碗口縁部 6 18 

17 II-(]()9590 土師器甕体部 99 180 平安時代中心 104 11-009568 須恵器杯碗底～高台部 ]5 225 

18 11-009591 土師器甕底部 l 21 平安時代中心 105 11-009569 須恵器坪碗体部 17 80 

.1 9 11-009592 須恵器坪碗口縁部 2 6 106 11-009570 羽釜鍔部 2 60 

20 11-009593 須恵器杯碗体部 2 7 J O7 11-009571 施釉陶器碗口縁部 ］ 4 

21 11-009594 須恵器杯．碗底～高台部 3 20 108 11-009572 青磁碗体部 I 6 

22 11-009595 須恵器碗底部 8 15 酸化 J 09 91-000905 セメントモルタル I 45 

23 11-009596 須恵器甕体部 I 55 I 10 21 ~003074 剥片 l 70 硬質泥岩

24 11-009597 須恵器蓋口縁部 l 2 8区2面西一括

25 11 ~009598 施釉陶器甕体部 2 22 l l l I 1-009573 土師器甕体部 4 10 古項時代前期中心

26 11-009599 施釉陶器碗底部 I 20 112 11-009574 土師器台付甕体部 I 5 古墳時代前期中心

27 21-003075 磨石か？ I 20 粗粒耀石安山岩 113 11-009575 土師器壼口縁部 l 22 古項時代前期中心
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遺物一 覧

(3面） ー 8区西部一

8 -3 -74号溝

N~口 I 土師：甕料名 称 1口;:IJ17定8)値；；）431旱信畠髯信』ら;れ:]];l:::；：：面上位横撫で 1ん；馨末ー：世 1:2：: I:::: 
No. I資料番号 I 資料 名 称 I数量 I重量(gJI 備 考

2 1 II-0078421土師器甕体部

3 I 11-007843 土師器台付甕体部

51古墳時代前期中心

3 I 15 I古墳時代前期中心

8 -3 -155号土坑

N~土師：甕2部名材 1数：I重量::)I平安：代中L考

8 -3 -157号土坑

N~土師：甕：部名材 [“:I重量::I古墳：代前期：し

2 I 11-008180 I土師器台付甕口縁部 15 I古墳時代前期中心

8 -3 -160号土坑

N~烹臼 I ::::：日；：部材 I数：I重蘊::)I:::：：：：王：

8-3-163号土坑

No. I資料番号 I 資料 名 称 I数量 I重量(g)I 備 考

三 部

3 I 11-008188 土師器台付甕口縁部 芦
8 -3 -165号土坑

N~土師：甕：部名 称 1数： I重量：：）I古墳：代前期：L

2 | ll-008]92 I土師器甕底部 50 I古墳時代前期中心

8-3-166号土坑

No. I資料番号 I 資料 名 称 I数ii:I重量(gJI 備 考

l | ll-0081941土師器甕体部

2 I 11-oos195 土師器台付甕脚部

8 -3 -]68号土坑

4 1古墳時代前期中心

9 古墳時代前期中心

No. I資料番号 I 資料 名 称 I数量 I童量(g)I 備 考

1 I ll-008197 I土師器甕体部 3 I 20 I古墳時代前期中心

8-3-169号土坑

NH万芝：I:：：と［：名称 I数：I重呈：了I:::]:::: 
8 -3 -170号土坑

N~土師：壼：部名 称 1数：I重量::)I古項：代前期：L

296 

No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考

4 I 11-001844 I土師器壼体部 6 I 90 

N~土師：甕：縁： 称 1数： I重量::)I平安：代中し考

N~土師：台：ふ称 I数:1重羹(:)1古墳：代前期：し

4 11-008185 土師器壺体部 ］ ］0 古墳時代前期中心

No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考

4 1 1]-008189 1土師器台付甕体部

s I 11-008190 土師器壺体部

2 1 ]0 1古墳時代前期中心

3 I 32 古墳時代前期中心

N~土師：壼2部名 称 1数： I重量こ］古墳：代前期ごL

No. I資料番号 I 資 料 名 称 I数丑 l重量(g)I 備 考

3 I 11-008196 I士師器壼体部 2 I 20 I古墳時代前期中心

No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考

2 I 11-008198 I土師器台付甕脚部 20 I古墳時代前期中心

N~土師：壼：部名 称 1数→ 1重量芯）1古墳：代前期：し



8 -3 -172号土坑

N~土師：甕：縁： 称 1数： I菫量$)1古墳：代前期：L

8 -3 -174号土坑

Nf|門:::I土師：ょ部名材 1数：I重量：：）I古墳：代前期：L

8 -3 -177号土坑

No. I資料番号 I 資料 名 称 I数量 I重量(g)I 備 考

I I 11-oos207 I土師器甕体部 z I 15 I古墳時代前期中心

8 -3 -179号土坑

N~土師：甕：部名 称 1数：I璽量::I古墳：代前期：し

8 -3 -182号土坑

N~）芯 I 土師ご甕：部名 称 1数： I重量(:)1古墳：代前期：L

8 -3 -185号土坑

N~土師：甕：部名称 1数： I重量::)1古墳：代前期ごし

8 -3 -193号土坑

N~：ご I 土師：甕：部名 称 1数： I重量::)1古墳：代前期：L

8 -3 -198号土坑

No. I資料番号 I 資 料 名 称 I数云 I重忌(g)I 備 考

: I :: :::: I:::::ご
3 I 11-003218 土師器台付甕体部

51古墳時代前期中心

2 I 28 I古墳時代前期中心

51古墳時代前期中心

8 -3 -200号土坑

Nf|：口： I土師：ょ部名称 1数： I重量::)1古墳：代前期：し

2 1 ll-0082221土師器壼口緑部

3 I 11-008223 土師器壼体部

8 -3 -201号土坑

］2 |古墳時代前期中心

20 古墳時代前期中心

N~土師：甕：部名 称 1数： I重量（：） I古墳：代前期：L

8 -3 -204号土坑

No. I資料番号 I 資 料 名 称 I数量 I重量(g)I 備 考

l | ll-0082281士師器甕体部

2 I 11-008229 土師器台付甕体部

8-3-205号土坑

]0 1古墳時代前期中心

6 古墳時代前期中心

N~土師：甕：部名 称 1数： I重量::)1古墳：代前期二L

遺物一覧

N~土師：壼：部名 称 1数： I重量(:)1古墳：代前期：し

8 -3 -j 75号土坑

N~土師：壺：［部名称 1数： I重量::)1古墳：代前期ごし

N~士師：壼：部名 称 1数： I重量(:)1古墳：代前期：し

N~:]| 土師：台：甕：部称 1数：I直量::)I古項：代前期ごし

8 -3 -189号土坑

N~土師：台：甕：部称 1数： I重量::)I古項：代前期：し

8 -3 -196号土坑

N~土師：台：甕：部材 1数：I重量(:I古墳：代前期：し

No. I資料番号 I 資 科 名 称 I数量 I重量(g)I 備 考

4 1 II-0082191士師器壼口緑部

5 I 11-oos220 土師器壼体部

61古墳時代前期中心

4 I 10 I古墳時代前期中心

N: Iぐ：）ご I土師：壼：部名 称 1数： I重量芯） I古墳：代前期ごL

5 1 ll-0082251須恵器甕体部

6 I 21 -003044 磨石 口

N~土師：壼：部名 称 1数： I重量::)1古墳：代前期：し

No. I賀料番号 I 賀 料 名 称 I数量 I重量(g)I 備 考

3 I II -008230 I土師器壼体部 3 | l8 1古墳時代前期中心
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遺物一覧

8 -3 -206号士坑

NJo □□I土師：；名称 1̀:::直，こ：471り儡信讀胄；：芯塁：；；：を：：し：し。底部内面13：紀末葉考 1:l:: I:::: 
8-3-209号土坑

No. I資料番号 I 贅 料 名 称 I数量 I璽量(g)I 備 考

l | ll-0082321土師器甕口縁部

2 I I I -008233 土師器甕体部

8-3-210号土坑

］8 |古墳時代前期中心

7 古墳時代前期中心

N~土師：甕：縁孟称 1数： I厘呈::)I古墳：代前期：し

8 -3 -21 l号土坑

No. i資料番号 1 資 料 名 称 測定値 (cm)

No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I童量(g)I 備 考

3 I 11-oosz34 I土師器台付甕体部 12 I古項時代前期中心

N~土師：壼：部名 称 1数只I重:::)1古墳：代前期：し

形状・整形・調整等の特徴 備 考 I図版号 I図版番号

杯ー脚部上位。脚部三方に円形の透かし。坪口縁部横撫
口径 7.6 残高 5.4 1で。坪体～底部内外面と脚部外面箆磨き、脚部内面指撫 I3世紀末葉 I第32図 I P L23 l I 10-001355 I士師器高杯

で

No. I資料番号 I 資科 名 称 I数量 I重呈(g)I 備 考 No. I資料番号 I 査料名称 I数量 I重量(g)I 備 考

: I ]] ::：： I:：：：：ご

4 I 11-008239 土師器台付甕口縁部
5三 言体部 三

8 -3 -212号土坑

No I査料番号 I 査料名称 測定値 (cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 図版号 I図版番号

1 I J0-001356 I土師器器台 p 又鱈： ［ 部上畠゚喜面赤味詞る枷信昇三盈に円形
残存径 6.3 残高 5.5 の内 。目 皿指低撫でに 5mmの 。 面 撫で、 3世紀末葉 第27図 IP L23 

2 I 10-001357 I士師器高杯 残存径 84 残高 741闊眉胃五塁懇蒻畠濯畠言祖社賃品悶］は且髯t]右韓 I3世紀末葉 I第27図 IP LZ3 

No 資料番号 資 料 名 称 数羹 重量(g) 備 考

3 ¥1-()08243 土師器高坪脚部 5 190 古墳時代前期中心

4 11-008244 士師器甕口縁部 2 8 古墳時代前期中心

5 11-008245 土師器甕体部 22 92 古墳時代前期中心

6 I 1-008246 士師器甕底部 2 99 古墳時代前期中心

克［］告言至I：圭呈；旦至：部称 I数コ I重：言I差圭亘！ま菩圭手：

7 11-008247 土師器台付甕体部 5 26 古墳時代前期中心

8-3-220号土坑 8 -3 -22]号土坑

N~土師：甕2部名称 1数：I重羞:)1古墳：代前期：L N~土師：甕：部名 称 1数： I重五：：）I古墳：代前期：し

8 -3 -232号土坑

N~土師：甕：部名 称 1数竺 I重量ば］ 古墳：代前期ぇL

8区西部 3面遺構外出土遺物

No 資料番号 資 料 名 称 数量 重量(g) 備 考 No 査料番号 資料名称 数蓋 重量(g) 備 考

350~840 グリッド 7 11-009719 土師器甕口縁部 I 3 古墳時代前期中心

I 11-009713 土師器甕体部 5 12 古墳時代前期中心 8 11-009720 土師器甕体部 7 145 古墳時代前期中心

2 11-009714 土師器台付甕口縁部 I 3 古墳時代前期中心 ， 11-009721 士師器台付甕体部 24 45 古墳時代前期中心

3 !Hl09715 土師器台付甕底～脚部 l 10 古墳時代前期中心 10 11-009722 土師器壼口縁部 I 3 古墳時代前期中心

4 11-009716 土師器壺体部 I 5 古墳時代前期中心 II fr009723 士師器壼体部 l 2 古墳時代前期中心

5 11-009717 士師器甕体部 3 3 平安時代中心 12 11-009724 土師器甕口縁部 I 3 平安時代中心

355-845グリッド 355-845グリッド

6 11-009718 士師器椀口縁部 l 3 古墳時代前期中心 13 11-009725 土師器甕体部 II 10 平安時代中心
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遺物一覧

No |行料番号＇

340-840グリソド

' 

資科名称 数呈 I菫昼(g) 備 考

疇
No 資料番号 I 資料名称 l 数日］重呈(g~ 備 考

290-990グリッド

19 I 11-009131 I土師器甕体部 I I I 91古項時代前期中心

295-995グリッド

20 I 11 -009132 I土師器坪□縁部 l 1l 61平安時代中心

21 ! 11的 9733I土師器杯底部 l 2 ] 61平安時代中心
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遺物一覧

8区東部

8区4号住居

No 資料番号

I 10-001008 

2 10-()()1009 

3 40-000401 

No 資料番号

床上

4 11-005065 

5 11-005066 

6 11-005067 

7 11-005068 

8 11-005069 

， 11-005070 
10 11-005071 

II 11-005072 

12 11-005073 

13 II ~005074 

14 11-005075 

15 11-005076 

8区5号住居

No 資料番号

l 10-001010 

2 10-001011 

3 10-001012 

4 10-001013 

5 10-001014 

6 20-000503 

No 資料番号

7 11-005086 

8 11-005087 

， 11-005088 
10 11-005089 

11 ll-005090 

12 11-005091 

13 II ~005092 

14 11-005093 

15 11-005094 

8区6号住居

資料名称

須恵器高台付碗

須恵器高台付碗

絞具部品

資料名称

土師器甕体部

土師器台付甕体部

土師器壺口縁部

土師器壼体部

土師器甕口縁部

土師器杯口縁部

士師器坪底部

土師器甕口緑部

土師器甕体部

須恵器杯．碗口縁部

須恵器高台付碗体部

須恵器高台付碗底部

査科名称

須恵器杯

須恵器高台付碗

須恵器高台付碗

須恵器甑

土錘

磨石

貨料名称

土師器高坪脚部

土師器甕体部

土師器甕底部

士師器壺体部

土師器坪口緑部

須恵器杯碗土師質体部

須恵器坪．碗土師質底部

須恵器杯碗口縁部

須恵器高台付碗体部

No I資料番号 1 資料名称

I I 40-000402 I刀子

測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴

口悶13.6 高台径 66 
器 62 

3底で/4器面。面高還台ヒ元貼ピ焔多り焼付く成けカで後セや撫るや。で軟片質岩。混片入岩か混。入右か回。転挟饒雑帽物整粗形粒。

口旦14 2 底径 70 
器 44 

転口縁輛轄部整1/4形欠。損底。面還高元台焔貼焼り成付でけや後や撫軟で質で。、 片一岩部混め入く。れ右る回

贋1.4 厚み 0.55 
さ 2.5

留な金しの、横部棒品。部分T字は形炭丸を成方形し、を呈断面すはる縦棒部分は長方形を

数呈 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称

床上

18 95 古墳時代前期中心 16 11-005077 須恵器甕口縁部

2 13 古墳時代前期中心 17 \]~005078 須恵器蓋口縁部

4 12 古墳時代前期中心 掘り方

12 50 古墳時代前期中心 18 11-005079 土師器壼体部

I 8 古墳時代 19 11-005080 土師器杯口縁部

11 25 平安時代中心 貯蔵穴］1-000000

55 180 平安時代中心 20 11~005081 士師器杯口緑部

17 ]20 平安時代中心 21 11-005082 土師器杯底部

75 250 平安時代中心 22 11-005083 土師器椀口縁部

14 85 23 II ~005084 土師器椀体部

22 50 24 11-005085 土師器甕体部

5 80 

測定値 (cm) 形状 ・整形調整等の特徴

翡 12 7 底径 57 
3.6 

転口縁糸切部］り／痕4欠残損る。酸化焔焼成。右回転鞘櫨整形。底面回

器口径高(153..53) 高台径 64 後1/3撫。で還元焔焼成。右回転輛櫨整形。底面高台貼り付け

高口径台径(15（8..20)) 器高 57 付1/4け。後還撫元で焔焼成軟質。左回転鞘帽整形。底面忘台貼り

口径(27.6) 残高］67 ロ悶～体部片。還元焔焼成。饒櫨整形。右回転鞘櫨整形。
鍔付

径 ISXl.7 残長 42 上下端部欠損。縦位に径5X4mmの貫通孔。表面指撫で

閾JO 5Xl3.3 河床礫使用。上下両端と側面に蔽打痕。底面に研磨面残
み 4.9 る

数呈 重葺(g) 備 考 No 査料番号 資料名称

］ 15 古墳時代前期中心 16 11-005095 須恵器杯．碗底部

jj 70 古墳時代前期中心 17 11-005096 土師器杯底部

l 20 古墳時代前期中心 18 11-005097 土師器甕口緑部

10 120 古墳時代前期中心 19 11-005098 士師器甕体部

22 80 平安時代中心 20 11-005099 土師器甕底部

3 10 21 11-005100 須恵器甕体部

2 15 22 11-005101 須恵器羽釜口縁部

15 50 23 11-005102 灰釉碗口縁部

29 80 24 lト()I)5103 灰釉瓶体部

測定値 (cm) 形状・整形 ・調整等の特徴

径 0.55Xl.6 残長 7.7I柄部側欠損。 細身

備 考 図版号 図版番号

10世紀前半 第37図 P L56 

10世紀前半 第37図 P L56 

第37図 P L56 

数量 重量(g) 備 考

I 10 

l 3 

I 10 古墳時代前期中心

I 20 平安時代中心

2 12 平安時代中心

2 5 平安時代中心

2 5 平安時代中心

l 8 平安時代中心

4 20 平安時代中心

備 考 図版号 図版番号

9世紀後半 第38図 P L56 

9世紀後半 第38図 P L56 

9世紀後半 第38図 P L56 

窯あ9址世り紀群後に類半似。洞品 第38図 P L56 

第38図 P L56 

石英閃緑岩 第38図 P L56 

数蓋 重量(g) 備 考

10 150 

81 260 平安時代中心

16 140 平安時代中心

70 190 平安時代中心

2 50 平安時代中心

8 250 

2 120 

2 15 

3 30 

備 考 1 図版号 1図版番号

第39図 PL56 

N~ご I 土師：壼：部名 称 1数： I重呈::)1古墳：代前期：し NfS土師：杯：緑： 称 1数： I重歪(:)1平安：代中し考
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遺物一覧

No. I贅料番号 I 資料名称 I数法 I直量(g)I 備 考 No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考

: I ]] :：］： I:：：：；二：部
6 1l-005108 土師器甕体部 □ 7 I 40 平安時代中心

7 I 11-005109 須恵器坪碗口縁部

: I ]]口］：I:：：；ご～底部 口
1

3

1

 

8区6. II号住居

No. I資料番号 I 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴

1 I 20-000504 Iこも編み石 径 5.4X2.4 残長 7.8| i可床礫使用。中位に帯状の磨耗痕

備 考 1 図版号 1図版番号

粗粒輝石安山岩第39図 P L56 

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

2 11-005112 土師器高杯脚部 2 25 古項時代前期中心

3 11-005113 士師器甕口縁部 I 12 古墳時代前期中心

4 ll-005ll4 土師器甕体部 11 70 古墳時代前期中心

5 lト005115 土師器台付甕口縁部 I 10 古墳時代前期中心

6 11-005116 土師器台付甕底部 l 25 古墳時代前期中心

7 11-005117 土師器壼口縁部 I 5 古墳時代前期中心

8 11-005118 士師器壼体部 4 25 古墳時代前期中心， 11-005119 土師器杯口縁部 13 30 平安時代中心

10 !]~005120 土師器杯体～底部 101 370 平安時代中心

II 11-005121 土師器甕口縁部 22 145 平安時代中心

12 11-005122 土師器甕体部 90 330 平安時代中心

]3 11~005123 士師器台付甕体部 I 15 平安時代中心

14 11-005124 須恵器杯碗口縁部 21 100 

15 11-005125 須恵器杯．碗体部 35 l!O 

16 11-005126 須恵器杯碗底一高台部 JI 200 

17 l 1-005127 須恵器碗口縁部 l 10 酸化

18 11-005128 須恵器高台付碗底部 5 75 酸化

No 査料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

19 ¥]-005129 須恵器甕口縁部 1 30 

20 11~005130 須恵器甕体部 12 275 

21 11-005131 須恵器羽釜 l 20 

22 11-005132 須恵器蓋口縁部 I 5 

23 11-005133 須恵器ハソウロ縁部 l 5 

24 11-005134 灰釉碗口緑部 2 10 

25 11-005135 灰釉碗体部 5 12 

26 11-005136 灰釉碗底～忘台部 I 5 

27 11-005137 施釉陶器碗体部 I 20 

冦

28 11-005138 土師器杯口縁部 2 10 平安時代中心

29 11-005139 土師器杯底部 3 JO 平安時代中心

30 ll-005140 土師器甕体部 4 JO 平安時代中心

31 11-005141 土師器甕底部 2 26 平安時代中心

32 11-005142 須恵器杯．碗口縁部 I 5 

33 11-005143 須恵器甕体部 2 40 

34 11-005144 灰釉 I 5 

8区7号住居

No 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

l 10-001015 士師器杯 口径］3.J 器高 3.2 指口縁撫一で部。体欠損部。外面口縁指横撫撫でで、底。体面箆～底削部り部内面箆撫で及び 8世紀前半 第4]図 P L56 

2 10-()()1016 土師器坪 口径（］2.8) 器高 30 ]/2。口底縁面横箆撫削でり。体～底部部内面箆撫で。体部外面指 8世紀前半 第4]図 P L56 撫で、

3 20-000505 散石 賃5 5X3 4 河痕床残礫る使用。上下端に敲打痕。中位に帯状の明瞭な磨耗
石こ英も編閃み緑石岩に転用 第4]図 P L56 さ 12.2

4 20-00050£ 液石 残存 52X2.4Xl0.3 河状床の礫磨使耗用痕残。裏る面と下位欠損。上端に敵打痕。中位に帯 粗こ粒も編輝み石石安に山転岩用 第4]図 P L56 

5 20-000507 蔽石 径 57X3 8 残長 68 河の床磨礫耗使痕用残。る上端に敲打痕。表面に研磨面、注意に帯状 粗粒こ輝も石編安み石山転岩磨用 第41図 P L56 

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

床上

6 11-005145 土師器甕口縁部 I 3 古墳時代前期中心

7 11-005146 土師器甕体部 6 20 古墳時代前期中心

8 11-005147 土師器台付甕体部 1 2 古墳時代前期中心， 11-005148 士師器壼口縁部 I 10 古墳時代前期中心

10 11-005149 土師器杯口緑部 3 35 奈良時代

11 I 1-005150 土師器杯口縁部 8 35 平安時代中心

12 11-005151 土師器杯底部 24 80 平安時代中心

13 11-005152 土師器椀口縁部 I 40 平安時代中心

14 11-005153 土師器甕体部 44 100 平安時代中心

15 I 1~005154 士師器甕底部 I 20 平安時代中心

16 11-005155 須恵器杯碗口縁部 5 10 

17 11-005156 須恵器杯碗体部 7 20 

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

床上

18 11-005157 須恵器碗底一高台部 8 148 酸化

19 11-005158 須恵器甕口縁部 l JO 

20 11-005159 須恵器甕体部 l 12 

21 11-005160 灰釉陶器碗口縁部 ］ 10 

22 11-005161 灰釉陶器碗底～高台部 I JO 

冦

23 ll-005162 土師器甕体部 2 8 古墳時代前期中心

24 11-005163 土師器甕体部 2 3 平安時代中心

掘り方

25 11-005164 土師器台付甕体部 ］ 3 古墳時代前期中心

26 IH)05165 士師器坪底部 3 3 平安時代中心

27 11-005166 土師器甕体部 3 10 平安時代中心

8区8号住居

No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I璽量(g)I 備 考

床上

No 1資料番号 l 査科名称 I数最 1重呈(g)I 備 考

床上

I I 11-005167 I土師器甕体部 11 I 40 I古墳時代前期中心 2 I 11-005168 I土師器壼体部 6 I so I古墳時代前期中心
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遺物一覧

No 資料番号 査料名称 数益 直量(g) 備 考 No 資料番号 査料名称 数量 重量(g) 備 考

床上 掘り方

3 11-005]69 土師器坪口縁部 4 10 平安時代中心 13 11-005179 土師器坪口縁部 2 10 平安時代中心

4 11-005170 土師器坪体部 32 70 平安時代中心 14 II←005180 土師器杯底部 8 35 平安時代中心

5 11-005171 土師器坪底部 24 80 平安時代中心 15 I 1-005181 土師器甕口縁部 I JO 平安時代中心

6 11-005172 土師器甕口縁部 I 5 平安時代中心 16 11-005182 士師器甕体部 6 12 平安時代中心

7 ll-005173 須恵器坪．碗口縁部 3 12 17 11-005183 須恵器杯碗底部 I 20 

8 11-005174 須恵器杯．碗体部 3 JO 寵

， 11-005175 須恵器坪．碗底～高台部 l 20 18 11-005184 土師器台付甕口縁部 l 10 古墳時代前期中心

10 11-005176 須恵器杯．碗底部 I 25 19 11-005185 土師器杯底部 2 5 平安時代中心

掘り方 20 11-005186 士師器甕体部 2 3 平安時代中心

11 11-005177 土師器甕体部 2 JO 古墳時代前期中心 2 ] 11-005187 土師器売口縁部 I 3 平安時代中心

]2 11-005178 土師器台付甕体部 2 10 古墳時代前期中心 22 11-005188 須恵器杯碗高台部 I 5 

23 11-005189 須恵器杯碗体部 l 5 

8区9号住居

No 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

1 10-001017 須恵器杯 且目(12 5) 底径 6.2
3. 7 

1/3。還元焔焼成。右回転饒轄整形。底面糸切り痕残る 9世紀後半 第43図 P L56 

2 10-001018 土師器甕 胴残部裔径(14(204) .6) 撫口縁で、～外胴面部箆1/削4。り口端部欠損。口縁横撫で。体部内面箆 7世紀 第43図 P L57 

3 10-001019 須恵器甕 底径(152) 残高 72 腰～底部片。 7世紀 第43図 P L57 

4 10-001020 土師器脚 裾径 9.4 残高 24 器面横種不撫で明の脚部5/6。内面上位箆撫で。外面と中下位内 古瑣時代か 第43図 P L57 

5 20-000508 磨石 賃7.0X4.7 
さ(19.7) 河床礫使用。表面上位、裏面、右側面に研磨面残る ひん岩 第44図 P L57 

No 資科番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数晟 重母(g) 備 考

床上 床上

6 11-005190 土師器高杯脚部 3 70 古墳時代前期中心 21 11-005205 須恵器杯碗底部 2 20 

7 IJ-005191 土師器椀口縁部 3 20 古墳時代前期中心 22 11-005206 須恵器杯．碗口縁部 11 55 

8 Jl-005192 土師器甕口縁部 4 45 古墳時代前期中心 23 11-005207 須恵器杯碗体部 4 1 105 

， ll-005193 士師器甕体部 56 280 古墳時代前期中心 24 11-005208 須恵器坪碗底～高台部 II 205 

JO 11-005194 土師器台付甕口縁部 2 IO 古墳時代前期中心 25 11-005209 須恵器碗口縁部 2 10 酸化

II 11-005195 土師器台付甕体部 7 20 古墳時代前期中心 26 ll-005210 須恵器碗体部 2 10 酸化

12 11-005196 土師器壼口縁部 I 3 古墳時代前期中心 27 ll-005211 須恵器碗底部 5 55 酸化

13 11-005197 土師器壼体部 ， 125 古墳時代前期中心 28 11-005212 須恵器甕体部 6 190 

14 11-005198 士師器壼底部 2 50 古墳時代前期中心 29 11~005213 須恵器蓋口縁部 2 10 

15 ll-005199 土師器脚部 l 25 古墳時代前期中心 30 ]]-005214 須恵器羽釜体部 l 90 

16 11-005200 土師器杯口縁部 42 JOO 平安時代中心 裔

17 11-005201 土師器杯底部 131 350 平安時代中心 31 11-005215 土師器杯底部 l 3 平安時代中心

18 11-005202 土師器甕口縁部 26 110 平安時代中心 32 I 1-005216 土師器甕口縁部 l 5 平安時代中心

19 11-005203 土師器甕体部 136 350 平安時代中心 33 11-005217 土師器甕体部 10 30 平安時代中心

20 11-005204 土師器甕底部 I 10 平安時代中心

8区10号住居

No 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状整形 ・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

I 10-001021 土師器甕 口径(180) 残高 5.7 口縁～肩部部指］／撫4。コ字外状面口箆縁削。口縁横撫で。肩部内面箆
撫ででー で、 り

9世紀後半 第46図 P L57 

2 10-001022 土師器甕 口径 l28 残高 85 口縁～間部。口縁横撫で。肩部内面箆撫で、外面箆削り 6世紀後半 第46図 P L57 

3 10-001023 須恵器高台付碗 口悶13 虚向 序径 6.9 
器（除台 4.8

部口縁分一有部り。と右高台回転部饒欠損轄。整概形。ね底還元面焔糸焼切成り痕だ残が酸る化焔焼成 10世紀前半 第46図 P L57 

4 10-001024 須恵器高台付碗 口悶13.0 高台径 6.9
器 4.9 

高口縁台貼1/3り欠付損け。後還高元台焔沿焼い成の。右み回撫転で輛轄整形。底面糸切り 。 10世紀前半 第46図 P L57 

5 10-001025 須恵器高台付碗 晶(13 7) 高台径 6.0
5 l 

黒時口緑沿色処い～腰理のみ。部撫右］／で2回。転前鞘後櫨に整や形や。圧底平面。糸酸切化り焔．焼商成台貼で内り外付面け 10世紀前半 第46区 P L57 

6 10-001026 須恵器高台付碗 商台径 68 残高 35 右撫口緑で回転～体饒部帽欠整損形。。 還底元面焔糸焼切成りで．高内台外貼面黒り付色け処時理沿の痕い跡の。み 紀9世前紀半末ー10世 第46図 P L57 
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遺物一覧

No 資料番号 ；資料名称 測定値 (cm) 形状・整形 ・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

7 10-001027 須恵器高台付碗 晶(13 8) 高台径 6.7
5 2 

底1/2面。糸酸切化り焔後焼高成台。貼右り回付転け輛時轄高整台形沿。い底の部み内撫面で箆撫で。 JO世紀前半 第46図 P L57 

8 10-001028 須恵器高台付碗 晶(13 0) 高台径 7.2
5 3 

1/台3貼。り内付面け磨時耗撫。で酸化焔焼成。右回転輛輯整形。底面高 10世紀中ー後葉 第46図 P L57 

， 10-001029 須恵器皿 翡(146) 底径（75) 
2.5 

回1/3転。糸還切元り焔焼成でやや黒ずむ。右回転饒輯整形。底面 10世紀前半 第46図 P L57 

JO 10-00!030 須恵器高台付皿 晶 14 4 高台径 69 
2.0 

面口縁糸一切部り．と高高台台貼欠り損付。け還時元高焔台焼沿成い。の右み回撫転で鞘鑢整形。 底 9世紀中葉 第46図 P L57 

11 10-001031 須恵器碗 底径 57 残高 3.6 体で～も底あ部り。。 還底元面焔切焼り成離。し右後箆回転削鞘り櫨、整外形周。箆体撫部で内面箆撫 10世紀前半 第46図 P L57 

12 10-001032 灰釉陶器碗 翡(14 2) 高台径 74 
5 l 

1白/2濁。。内底面面に高重台ね貼焼りの付痕け跡後残撫るで。回転鞘轄整形。 釉やや
黒9世笹紀90前窯半式 第46図 P L57 

13 10-001033 士錘 径 2.0XI9 長さ 39 完形に近い。棗様。径3mmの縦位の貫通孔。表面撫で 第46図 P L58 

14 10-001034 士師器台付甕 口径（11.9) 残高 5.5 3面/3指。撫口で縁、～外肩面部刷1/毛4。目 S字状口縁。口縁横撫で。肩部内 3世紀末-3世
第46図 P L58 紀

15 10-001035 土師器缶 口忌9口(10.0) 底径 4,6 3後部/4指中。撫・台下で付位。甕指底脚撫面部撫で状。での内形面態口を縁呈部す横る撫。で外、面体細部か刷い毛刷目毛、底目 3世紀末～ 4世 第46図 P L58 
器 6.0 紀

16 10-001036 土師器甕 口径(162) 残高68 痕口縁跡。～肩口縁部破横片撫。で。口縁屑外部面外面に砂箆粒削移り動、内に面よ箆る撫箆描でき状の 第46図 P L58 

]7 20-000509 磨石 悶7 2 残長 5.6
2 7 

河痕残床礫る使用。下半欠損。表面被熱し、鉄様のものの敲き 粗粒輝石安山岩 第46図 P L58 

18 40-000513 鎌 贋4 0 長さ 14.8
0 4 先端部欠損の可能性。折り返し有り。身は湾曲する 草刈鎌か 第46図 P L58 

19 10-001038 士師器甕 残径60 厚 0.3 体部破片。冦の粘質土付芍 9世紀頃か P L58 

20 40-000403 鉄滓 径 42X4]X23 鉄分比較的多し P L58 

No 資料番号 資料名称 数呈 重泣(g) 備 考 No 査料番号 資料名称 数量 菫呈(g) 備 考

床上 掘り方一括

21 11-005218 土師器甕口縁部 JO 90 古墳時代前期中心 5] I 1-005248 士師器甕体部 35 155 平安時代中心

22 11-005219 土師器甕体部 65 470 古墳時代前期中心 52 11-005249 土師器甕底部 2 12 平安時代中心

23 11-005220 土師器甕底部 3 50 古墳時代前期中心 53 11-005250 須恵器坪碗体部 5 JO 

24 11-005221 土師器台付甕口縁部 l 10 古墳時代前期中心 54 I 1-005251 須恵器坪．碗口縁部 2 JO 

25 II→005222 土師器台付甕体部 1 8 古墳時代前期中心 55 11-005252 須恵器碗底部 l JO 酸化

26 11-005223 土師器壺口縁部 2 20 古墳時代前期中心 床下土坑

27 ll←005224 土師器壺体部 13 120 古墳時代前期中心 56 IJ-005253 土師器杯底部 I 2 平安時代中心

28 11-005225 土師器壼底部 I 8 古墳時代前期中心 57 11-005254 土師器甕体部 4 5 平安時代中心

29 11-005226 士師器杯口縁部 60 ]90 平安時代中心 58 ll -005255 須恵器杯碗口縁部 2 5 

30 11-005227 土師器杯底部 164 490 平安時代中心 59 11-005256 須恵器甕体部 I 8 

31 11-005228 土師器甕口縁部 67 400 平安時代中心 寇

32 11-005229 土師器甕体部 272 840 平安時代中心 60 11-005257 士師器甕体部 2 20 古墳時代前期中心

33 11-005230 土師器甕底部 4 20 平安時代中心 6] 11-005258 土師器壼体部 I 5 古墳時代前期中心

34 11-005231 土師器甕体部 5 10 平安時代中心（粘土付着） 62 11-005259 土師器杯口縁部 5 20 平安時代中心

35 1] ~005232 土師器小型甕口縁部 I 30 平安時代中心 63 11-005260 土師器杯底部 ， 30 平安時代中心

36 11-005233 須恵器杯碗口縁部 35 140 64 11-005261 土師器甕口縁部 3 30 平安時代中心

37 11-005234 須恵器杯．碗体部 29 80 65 11-005262 士師器甕体部 25 200 平安時代中心

38 ll-005235 須恵器坪碗底～高台部 14 180 66 11-005263 土師器甕底部 5 40 平安時代中心

39 11-005236 須恵器碗口縁部 4 45 酸化 67 11-005264 須恵器坪．碗口縁部 l 10 

40 11-005237 須恵器碗体部 I 3 酸化 68 11-005265 須恵器杯．碗体部 3 20 

41 11-005238 須恵器碗底～高台部 3 30 酸化 69 11-005266 須恵器碗口縁部 l 5 酸化

42 II-()(15239 須恵器高台付碗 4 75 70 11-005267 須恵器甕体部 I 5 

43 11-005240 須恵器甕体部 8 150 71 11-005268 瓶（平子）体部 l 3 

堀り方一括 貯蔵穴

44 11-005241 士師器甕口縁部 2 7 古墳時代前期中心 72 11-005269 士師器台付甕体部 ］ 3 古墳時代前期中心

45 11-005242 土師器甕体部 6 30 古墳時代前期中心 73 11-005270 土師器杯口縁部 4 30 平安時代中心

46 11-005243 土師器台付甕体部 I 5 古墳時代前期中心 74 11-005271 土師器坪底部 7 30 平安時代中心

47 11-005244 土師器壼体部 3 10 古墳時代前期中心 75 11-005272 土師器甕口縁部 I 3 乎安時代中心

48 11-005245 土師器坪口縁部 12 28 平安時代中心 76 ll-005273 土師器甕体部 12 40 平安時代中心

49 11-005246 土師器杯底部 18 60 平安時代中心 77 JJ-005274 須恵器杯碗口縁部 2 10 

50 11-005247 土師器甕口縁部 2 5 平安時代中心 78 11-005275 須恵器坪碗体部 3 10 
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遺物一覧

8区11号住居

N□| 資料名称

1 I 10-001039 土師器甕

2 I 20-000510 I砥石

No 資料番号 資料名称

3 11-005276 士師器甕口縁部

4 11-005277 土師器甕体部

5 11-005278 土師器台付甕口縁部

6 11-005279 士師器壼体部

7 11-005280 土師器杯口縁部

8 11-005281 土師器杯底部

， 11・005282 士師器甕口縁部

10 ¥]-005283 土師器甕体部

8区］2号住居

No 資料番号 査料名称

l JO ~OOI040 須恵器坪

2 j0-00l04l 須恵器均

3 10-001042 須恵器高台付碗

4 10-001043 須恵器缶

5 10-001044 土師器甕

6 20-000511 蔽石（こも紺み石）

No 資料番号 査料名称

床上

7 11-005291 土師器杯口縁部

8 11-005292 土師器甕口縁部

， 11-005293 土師器甕体部

10 11-005294 土師器台付甕体部

II 11-005295 土師器台付甕脚部

12 11-005296 土師器壼口縁部

13 11←005297 士師器壼体部

14 ll-005298 土師器杯口縁部

15 1¥-005299 土師器杯底部

16 11-005300 士師器甕口縁部

17 11-005301 土師器甕体部

18 11~005302 土師器甕底部

19 11-005303 須恵器杯碗口縁部

8区13号住居

No 資料番号 資料名称

I JO-OOJ045 須恵器高台付碗

2 I0-001046 須恵器高台付碗

3 20-000512 砥石

4 40←000404 鉄（釘）

304 

測定値 (cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

鼠姜畠：靡 底径 7.0I↓位iと弓霜嘉贔覧；累］製品し0で匹門評箪品品臣そ体内 |3世紀末葉 I第39図 I P L58 

径 5.4X2.2
残長 7.3

表裏左右側面が研磨面形成。表裏方向5mm、左右側方向 I砥沢石
に5mmの研磨による磨耗見られる。上端に割れの痕跡

第39図 IP L58 

数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

j 5 古墳時代前期中心 11 11-005284 土師器甕底部 l 20 平安時代中心

j 3 85 古墳時代前期中心 12 ¥]-005285 須恵器杯碗口縁部 3 20 

I 15 古墳時代前期中心 13 ll-005286 須恵器高台付碗体部 2 JO 酸化

6 50 古墳時代前期中心 14 11-005287 須恵器杯碗底～高台部 3 30 

I 3 平安時代中心 15 11-005288 須恵器碗底～高台部 2 30 酸化

7 20 平安時代中心 16 11-005289 須恵器甕体部 3 80 

4 50 平安時代中心 17 ll-005290 灰釉陶器碗口縁部 2 5 

15 130 平安時代中心

測定値（cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

口目13. 7 底径 9.6
器 36 

整口縁形一。底部面欠損回。転還糸元切焔り焼痕残成だるが白味掛かる。右回転鞘櫨 世8世紀紀末葉～ 9 第47図 P L58 

翡(13. 7) 底径（63) 
4 4 

面112回。転還糸元切焔り焼痕成残だるが白味掛かる。右回転饒輯整形。底 9世紀前半 第47図 P L58 

残口径高{杯16部4)器高底）径5.7 9 8 右l/3回。転還元饒櫨焔焼整成形で。底白面味掛高台か貼る。り外付面け吸時炭のに撫よでる黒色処理。 9世紀前～中葉 第48図 P L58 

口旦6.0 底径 47 
器 5.1

調完形整。還元焔焼成で硬質。右回転雛櫨整形。底面回転箆
埼8世玉紀南比中葉企産 第48図 P L58 

残口径高（］（6坪.4部)器底高径） 75 .8 9 面口縁箆削1/4り～肩部一部。口縁横撫で。肩部内面箆撫で、外 6世紀後半 第48図 P L58 

賃6.2X4.2 
さ 12.6

棒耗状痕残の河る床礫使用。上下両端に疎打痕。中位に横位の摩 石英閃緑岩 第48図 P L58 

数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数蓋 重量(g) 備 考

床上

4 17 古墳時代前期中心 20 11-005304 須恵器坪碗体部 24 80 

I JO 古墳時代前期中心 21 11-005305 須恵器杯碗底～高台部 5 90 

16 90 古墳時代前期中心 22 IJ-005306 須恵器碗口縁部 l 10 酸化

8 30 古墳時代前期中心 23 ]1-005307 須恵器碗体部 I 3 酸化

］ 5 古墳時代前期中心 24 11-005308 須恵器碗底～高台部 3 135 酸化

I 3 古墳時代前期中心 25 11-005309 須恵器甕体部 7 240 酸化

5 20 古墳時代前期中心 26 11-005310 灰釉陶器碗体部 2 5 

25 135 平安時代中心 27 11-005311 羽釜体部 5 80 

76 220 平安時代中心 冦

17 100 平安時代中心 28 11-005312 土師器坪口縁部 I 10 平安時代中心

98 490 平安時代中心 29 JJ-005313 士師器甕体部 J 5 平安時代中心

2 20 平安時代中心 30 11-005314 須恵器杯．碗体部 2 3 

18 100 

測定値 (cm) 形状整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

口畠(14.5) 底径 7.0
器 5.1

2面/3高。台片貼岩り混付入け。時半にば撫酸で化焔焼成。右回転糖轄整形。底 JO世紀前半 第49図 P L59 

諜 13.2 底径 66 
5.3 

ほぼ羹晨。還蓋焔虐緊切左畠にやや圧胃される伍g 回転
饒轄 。底回 り高台貼りけで黒 理

10世紀前半 第49図 P L59 

残存 2.9Xl.5X8.5 痕欠損跡残品。る表面と右側面に研磨面形られ、上端きられて削 戸沢石 第49図 P L59 

残存 28X25X85 左塁・裏面・下位欠損。上端に切断痕。表面と左側面に
研面

第49図 P L59 



遺物一覧

No 資料番号 査料 名 称 数蓋 重量(g) 備 考 No 賓科番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

覆土 覆士

5 11-005315 土師器器台底部 l 10 古墳時代前期中心 19 11-005329 土師器椀体部 7 40 平安時代中心

6 11-005316 土師器椀口縁部 I 5 古墳時代前期中心 20 11-005330 土師器甕口縁部 27 95 平安時代中心

7 11-005317 士師器椀体部 l 20 古墳時代前期中心 21 11-005331 土師器甕体部 39 150 平安時代中心

8 11-005318 土師器高杯脚部 2 45 古墳時代前期中心 22 11-005332 土師器甕底部 I 60 平安時代中心， 11-005319 土師器甕口縁部 2 8 古墳時代前期中心 23 11-005333 須恵器杯．碗底一高台部 6 95 

10 11-005320 土師器甕体部 31 200 古墳時代前期中心 24 I 1-005334 須恵器碗底部 I 5 酸化

11 11-005321 土師器壼口縁部 l 10 古墳時代前期中心 25 11-005335 須恵器甕体部 3 70 

12 11-005322 士師器壼体部 17 JOO 古墳時代前期中心 26 ll-005336 灰釉陶器碗体部 I 8 

13 11-005323 土師器壼底部 l 25 古墳時代前期中心 27 11-005337 灰釉陶器碗底～高台部 2 30 

14 11-005324 土師器台付甕口緑部 I 5 古墳時代前期中心 鼈

15 lト()()5325 士師器台付甕体部 16 80 古墳時代前期中心 28 II ・005338 土師器台付甕体部 l 2 古墳時代前期中心

16 11-005326 土師器台付甕脚部 l 5 古墳時代前期中心 29 11-005339 土師器杯底部 5 10 平安時代中心

17 11-005327 土師器坪底部 64 210 平安時代中心 30 11-005340 土師器甕体部 l 3 平安時代中心

18 11-005328 土師器椀口縁部 17 70 平安時代中心

8区14号住居

No 資料番号 資料 名 称 測定値 (cm) 形状整形調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

J 10-001047 土師器杯 翡(II 9) 底径 6.8
3.9 

2面/3箆。削口り縁横撫で。体～底部内面箆撫で、体部外面と底 10世紀前半 第50図 P L59 

2 J0-001048 土師器坪 口悶(12.5) 底径 7.5
器 4.1

l底/2面。全口面縁ひ横び撫割でれ。体～底部内面箆撫で、体部外面指憮で。 JO世紀前半 第50図 P L59 

3 10-001049 須恵器高台付碗 高台径 69 残高 32 腰底面～高回転台糸l/切4。り部痕分残的りに、酸高化台焔貼焼り成付。け右時回に転高鞘台鑢沿整い形に。撫 JO世紀前半 第50図 P L59 
で

4 10-001050 灰釉陶器皿 高口径台径(14（7..24) ) 器高 2.8 2片。口縁～高台部1/3。右回転観輯整形 光9世が紀丘後半以降 第50図 P L59 

5 10-001051 須恵器碗 残存 5.4X4.5 厚 0.5 口「縁王」～体（か部）破の片線。刻還元焔焼成。右回転饒輯整形。内面に 10世紀 第50図 P L59 

No 資料番号 査 料 名 称 数呈 重量(g) 備 考 No 資料番号 資 料 名 称 数量 重量(g) 備 考

床上 掘り方

6 11-005341 土師器高杯脚部 I 8 古墳時代前期中心 27 11-005362 士師器台付甕体部 j 2 古墳時代前期中心

7 11-005342 土師器甕口縁部 3 40 古墳時代前期中心 28 11-005363 土師器壼体部 2 20 古墳時代前期中心

8 11-005343 土師器甕体部 28 185 古墳時代前期中心 29 11-005364 土師器杯口縁部 2 3 平安時代中心， 11-005344 士師器甕底部 l 20 古墳時代前期中心 30 11-005365 土師器杯底部 7 20 平安時代中心

10 11-005345 土師器台付甕体部 29 110 古墳時代前期中心 31 11-005366 土師器甕体部 3 J 5 平安時代中心

] 1 11-005346 土師器壼口緑部 l 3 古墳時代前期中心 32 11-005367 須恵器杯．碗口緑部 2 18 

12 11 ~005347 土師器壼体部 16 100 古墳時代前期中心 33 11-005368 須恵器坪碗体部 l 3 

13 ll-005348 土師器杯口縁部 31 160 平安時代中心 34 ll-005369 須恵器坪碗底～高台部 I 20 

14 11-005349 土師器杯底部 I 77 660 平安時代中心 冦

15 11-005350 土師器甕口縁部 31 230 平安時代中心 35 11-005370 土師器甕体部 I 2 古墳時代前期中心

l 6 I 1-005351 土師器甕体部 160 620 平安時代中心 36 ll-005371 士師器杯底部 2 5 平安時代中心

17 11-005352 土師器甕底部 3 20 平安時代中心 37 ] !~005372 土師器甕口縁部 2 70 平安時代中心

18 11-005353 須恵器杯碗口縁部 49 220 38 11-005373 土師器甕体部 2 30 平安時代中心

19 11-005354 須恵器坪碗体部 45 l lO 貯蔵穴

20 11~005355 須恵器杯．碗底一高台部 19 310 39 11-005374 土師器杯体部 I 3 平安時代中心

21 11-005356 須恵器碗口縁部 8 60 酸化 40 11-005375 土師器甕体部 I 5 平安時代中心

22 11-005357 須恵器碗底～高台部 II 245 酸化 41 11-005376 須恵器杯碗口縁部 2 25 

23 11-005358 須恵器甕体部 4 80 42 11-005377 須恵器坪碗体部 2 8 

24 11-005359 羽釜口縁～鍔部 l 60 酸化 43 11-005378 施釉陶器 I 2 

25 11-005360 灰釉陶器碗口縁部 3 30 

26 I 1-005361 灰釉陶器碗体部 5 30 
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遺物一覧

8区］5号住居

N~ 科名称
I I 10-001052 須恵器碗

測定値（cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 図版番号

z I 10-001053 I羽釜

残存 4.0X4.6 厚 0.6 体部破片。酸化焔焼成。回転輛輯整形。内面に「吉」字

口径(249) 残高 l261五；；畏雷哀｝迄靡嬰り塁負ぇ口縁外傾、鍔断面三角。I :::：前半 ： ：：：： ： ：：：ご

No 査料番号 資 料 名 称 数呈 重呈(g) 備 考

床上

3 l 1-005379 土師器椀口縁部 l 3 古墳時代前期中心

4 11-005380 土師器甕口縁部 20 88 古墳時代前期中心

5 11-005381 土師器甕体部 27 140 古墳時代前期中心

6 11-005382 土師器甕底部 I 50 古墳時代前期中心

7 11-005383 土師器台付甕体部 8 20 古墳時代前期中心

8 11-005384 土師器壼口縁部 2 38 古培時代前期中心

， 11-005385 土師器壼体部 8 50 古墳時代前期中心

10 11-005386 土師器坪口縁部 30 60 平安時代中心

II 11-005387 土師器椀口縁部 2 10 平安時代中心

12 11-005388 土師器坪底部 105 310 平安時代中心

13 11-005祁9 土師器甕体部 62 210 平安時代中心

14 11-005390 土師器甕底部 2 10 平安時代中心

15 lト005391 須恵器坪碗口縁部 15 55 

16 ]!-005392 須恵器杯．碗体部 13 58 

l 7 11-005393 須恵器坪．碗底一高台部 12 160 

18 11-005394 須恵器碗口縁部 I 3 酸化

No 資料番号 資 料 名 称 数誡 重羞(g) 備 考

床上

19 11-005395 須恵器碗底一高台部 ， JOO 酸化

20 I 1-005396 須恵器甕体部 13 80 

21 11-005397 須恵器蓋口縁部 j 3 

22 11~005398 羽釜体部 4 120 

23 11-005399 灰釉陶器碗口縁部 2 10 

24 Jl-005400 灰釉陶器碗体部 2 3 

25 ll-005401 灰釉陶器碗底～高台部 2 20 

掘り方

26 11-005402 士師器坪口縁部 I 2 平安時代中心

27 11-005403 土師器杯体～底部 5 22 平安時代中心

28 11-005404 土師器甕体部 2 JO 平安時代中心

29 11-005405 羽釜体部 3 95 平安時代中心

冠

30 11-005406 羽釜口～鍔部 I 70 

31 11-005407 羽釜体部 2 60 

32 11-005408 磁器碗口縁部 I JO 内面黒色処理

8区］6号住居

No 資科番号 資 料 名 称 測定値 (cm) 形状 ・整形調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

1 10-001054 須恵器高台付碗 杯口径部高(123 6 5) 底径 62 回113転。糸高切台り部後欠、損高。台還貼元り焔付焼け成。右回転輛轄整形。底面 10世紀前半 第52図 P L59 

2 10-001055 須恵器高台付碗 高台部径 77 残高 39 腰底部面一回転部糸と底切～り高後台指部撫。で酸化焔焼成。右回転鞘帽整形。 JO世紀前半 第52図 P L59 

3 10-001056 須恵器高台付碗 口喜品2. 9) 底径 50 腰糸切～高り後台部、。高台内面貼付弱時い吸に撫炭。で右回転饒輯整形。底面回転 第52図 P L59 
杯 43 

4 20~000513 磨石 畠12 8X26.l 
河床礫使用。右側崩れる。上面に研磨面形成 粗粒輝石安山岩 第52図 P L59 

み 4.1

No 責料番号 資料 名 称 数呈 重量(g) 備 考

床上

5 II-1)()5409 土師器高坪脚部 2 48 古墳時代前期中心

6 11-005410 土師器椀口縁部 3 20 古墳時代前期中心

7 11-005411 士師器甕体部 27 JOO 古墳時代前期中心

8 11-005412 土師器甕底部 I 20 古墳時代前期中心

， 11-005413 土師器台付甕口縁部 I 3 古墳時代前期中心

10 11-005414 土師器台付甕体部 6 35 古墳時代前期中心

ll ]]-0054]5 土師器台付甕脚部 1 20 古墳時代前期中心

12 11-005416 土師器壼体部 14 70 古墳時代前期中心

]3 l!-005417 土師器坪口縁部 19 70 平安時代中心

14 11-005418 土師器坪底部 72 250 平安時代中心

15 11-005419 土師器甕口縁部 11 40 平安時代中心

16 11-005420 土師器甕体部 62 440 平安時代中心

17 11-005421 土師器甕底部 2 25 平安時代中心

18 11-005422 須恵器坪．碗口縁部 15 70 

19 11-005423 須恵器杯．碗体部 19 90 

20 11-005424 須恵器杯．碗底～高台部 16 320 

2J 11-005425 須恵器碗口緑部 4 25 酸化

22 11-005426 須恵器碗底～高台部 3 68 酸化

23 11~005427 須恵器甕体部 4 315 

24 11-005428 須恵器瓶 l JO 

25 11~005429 羽釜口縁～鍔部 4 190 

No 資料番号 資料名称 数呈 菫呈(g) 備 考

床上

26 11-005430 羽釜体部 3 110 

27 II ~005431 灰釉陶器碗口縁部 2 l o 

28 11-005432 灰釉陶器碗体部 2 5 

29 11-005433 灰釉陶器碗底～高台部 ］ 20 

30 21-003001 磨石 I 260 

掘り方

31 Jl-005434 土師器高坪脚部 I 3 古墳時代前期中心

32 ll-005435 土師器甕体部 7 40 古墳時代前期中心

33 11-005436 土師器台付甕体部 2 10 古墳時代前期中心

34 11-005437 土師器壼体部 ] 0 80 古墳時代前期中心

35 ll-005438 土師器坪口縁部 l 3 平安時代中心

36 ll-005439 土師器坪底部 2 10 平安時代中心

37 11-005440 土師器甕体部 4 25 平安時代中心

38 11-005441 須恵器杯碗口縁部 J 2 

39 11-005442 須恵器杯碗体部 l 2 

40 lト()()5443 灰釉陶器碗口緑部 I 5 

寇

41 11-005445 土師器杯底部 2 5 平安時代中心

匠掘り方

42 11-005446 土師器杯底部 4 20 平安時代中心

43 11-005447 士師器甕口縁部 l 5 平安時代中心
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遺物一覧

No I 1t料番号 I 貪料名称 I数呈げ・蘊（叫 備 考

寵掘り方

44 I 11-005448 I須恵器杯碗口縁部 | 11 3 

貯蔵穴

45 I 11-005449|土師器杢体部 101 20 I平安時代中心

8区17号住居

No I資料番号 I 査料名称 I数云 1厘蓋(g)I 備 考

貯蔵穴

46 | ll-0054501須恵器坪碗口縁部

47 I 11-005451 須恵器杯．碗体部
昇

3
 

No 資料番号 査料名称 数最 璽塁(g) 備 考

j 11-005452 土師器椀口縁部 I 8 古項時代前期中心

2 11-005453 土師器壼体部 2 10 古項時代前期中心

3 11-005454 土師器坪口縁部 3 8 平安時代中心

4 11-005455 土師器杯底部 ， 15 平安時代中心

5 ll-005456 土師器椀体部 4 5 平安時代中心

No 資料番号 資料名称 数呈 重量(g) 備 考

6 ]]-0()5457 土師器椀底部 I 5 平安時代中心

7 11-005458 士師器甕口縁部 3 ]2 平安時代中心

8 I 1-005459 土師器甕体部 2 3 平安時代中心， ll-005460 須恵器杯碗口縁部 I 2 

10 I 1-005461 灰釉陶器皿口縁部 l 10 

8区18号住居

No 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

l 10-001057 須恵器杯 口悶(12.6) 底径 5.8 1/ 闘占ヒ焔焼成。回転糖轄整形。体部外面指撫で。底 9世紀末～10世 第54図 P L60 器 35 面 切り 紀

2 10-001058 須恵器高台付碗 誤 13.2 底径 7.6 ほぼ畠塁゚魯腐焔虐齋切左畠にやや庄霜される。右回転 10世紀前半 第54図 P L60 4 6 鞘櫨 。 回 り高台貼り時撫で

3 10-001059 須恵器高台付碗 諜 12.8 底径 6.6 3轄/4蛇形還。元底焔面焼回成転だ糸が切焼りき後甘高い台。貼器り面付荒時れ撫るで。右回転饒 10世紀前半 第54図 P L60 5.2 

4 10-001060 土師器甕 口径 20] 残高 11.2 撫口緑で～、外肩部面横。焼位成の良箆好削。り 口縁横撫で。 肩部内面横位の箆 10世紀前半 第54図 P L60 

5 10-001061 土師器台付甕 裾部径 9.9 残嵩 4.3 囲て部、。内面内外箆面撫裾で端部横撫で、脚部指撫で。頸部外面指撫 10世紀前半 第54図 P L60 

6 30-000201 炭 21X43Xl3 他 直方体状 年代測定資料 P L60 

7 20-000514 こも編み石 径 3.2X3.4 長さ 98 角柱状の河床礫使用。上位に幅3.5cmの磨耗痕一周 ひん岩 P L60 

No 査科番号 査料名称 数益 鴛益(g) 備 考

床上

8 11-005462 土師器甕口縁部 J 10 古墳時代前期中心， 11-005463 士師器甕体部 14 45 古墳時代前期中心

10 11-005464 土師器甕底部 2 20 古墳時代前期中心

l l 11-005465 土師器台付甕体部 JO 45 古墳時代前期中心

12 11-005466 土師器台付甕脚部 l 8 古墳時代前期中心

]3 11-005467 土師器壼体部 12 ] 20 古墳時代前期中心

14 11-005468 土師器杯口縁部 24 70 平安時代中心

15 11-005469 土師器坪底部 94 280 平安時代中心

16 11-005470 土師器甕口縁部 20 120 平安時代中心

17 11-005471 土師器甕体部 92 290 平安時代中心

18 11-005472 須恵器坪碗体部 43 100 

19 11-005473 須恵器杯．碗口縁部 28 120 

20 ll-005474 須恵器杯碗底～底台部 ， 160 
2j 11-005475 須恵器碗口縁部 5 49 酸化

22 11-005476 須恵器碗体部 6 30 酸化

23 11-005477 須恵器碗底～脚部 4 200 酸化

24 11-005478 須恵器甕体部 5 305 

25 11-005479 須恵器甕体～底部 l 185 

No 査料番号 脊料名称 数羹 童温(g) 備 考

床上

26 I 1~005480 須恵器蓋 3 10 酸化

27 ll-005481 羽釜口縁～鍔部 l 35 

28 11-005482 羽釜体部 l 10 

29 ll-005483 灰釉陶器碗口縁部 I JO 

30 11-005484 灰釉陶器碗体部 4 40 

31 ll-005485 灰釉陶器碗底～高台部 2 20 

32 11-005486 灰釉陶器皿口縁部 4 35 

33 21-003002 剥片 I 90 黒色頁岩

冦

34 11-005487 土師器壼体部 2 10 古項時代前期中心

35 11-005488 土師器杯口縁部 1 3 平安時代中心

36 11-005489 土師器坪底部 7 20 平安時代中心

37 11-005490 士師器甕口縁部 5 JO 平安時代中心

38 11-005491 土師器甕体部 5 20 平安時代中心

貯蔵穴

39 I 1-005492 須恵器杯碗体部 l l 

40 11-005493 須恵器甕体部 2 30 

4] 11-005494 灰釉陶器碗口縁部 I JO 

8区19号住居

No I資料番号 1 資料名称

l I 10-001062 須恵器裔台付碗

測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

口径（13.0) 高台径 7.4| 1/3。還元焔焼成。右回転嵯櫨整形。底面回転糸切り後、 I]0世紀前半 I第55図 I P L60 
器高 4.6 高台貼り付け

2 I 10-001053 I灰釉陶器高台付皿 翡晶．5~) 器高 3.0I 1/4。右回転観櫨整形
JO世紀前葉
大原 2号窯式

第55図 I P L60 
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遺物一覧

No I資料番号 1 資料名称

3 I 40-000405 鉄器（角釘）

測定値 (cm)

幅8.0X長さ (8.0)X 
厚さ0.7 

形状・整形・調整等の特徴

先端欠損。全体として長い四角錐を成す

備 考 1 図版号 1図版番号

第55図 PL60 

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

床上

4 11-005495 土師器杯底部 4 JO 平安時代中心

5 11-005496 土師器甕口縁部 3 75 平安時代中心

6 lト()()5497 土師器甕体部 .1 4 80 平安時代中心

7 ll-005498 土師器小型甕口縁部 I 28 平安時代中心

8 11-005499 須恵器杯碗口縁部 11 80 

， 11-005500 須恵器坪．碗体部 7 30 

JO 11-005501 須恵器坪碗底～商台部 16 190 

11 11-005502 須恵器碗口緑部 2 12 酸化

12 11-005503 須恵器甕体部 2 142 

13 11-005504 須恵器羽釜体部 2 150 

14 11-005505 灰釉陶器碗体部 I 3 

15 11-005506 灰釉陶器皿口縁部 2 2 

16 21-003003 台石 I 1080 

No 資科番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

掘り方

17 11-005507 土師器甕体部 I 5 古墳時代前期中心

18 11-005508 土師器壼体部 j 3 古墳時代前期中心

19 11-005509 土師器杯口縁部 2 10 平安時代中心

20 11-005510 土師器坪底部 6 35 平安時代中心

21 11-005511 土師器甕体部 6 23 平安時代中心

22 11-005512 土師器甕底部 l 25 平安時代中心

23 11~005513 須恵器杯．碗口縁部 3 8 

24 11-005514 須恵器坪碗体部 2 5 

25 11-005515 須恵器瓶体部 I 10 

寇

26 11-005516 須恵器坪碗口縁部 j 8 

27 11-005517 須恵器甕体部 2 160 

貯蔵穴

28 J 1-005518 須恵器杯．碗体部 l 25 

8区20号住居一括

資料名称

土師器杯

須恵器坪

鉄器（刀子）

測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

底口径径（(81.31.)1)器高 3.0 体l/4部。外口面縁～～底体面部箆内削面り横後撫、で体。部底指部撫内で面箆撫で後指撫で。 9世紀後半 第56図 P L60 

口畠(12.8) 底径 6I 2底/3面。回還転元糸焔切焼り成。右回転輛輯整形。前後に若干圧平。 I 10世紀前半 I第56図 IP L60 
器 30 

届さ 4.2 幅 10 
先端部破片。肉厚で細身 I第56図 IP L60 

み 0.6

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

床上

4 11-005519 土師器甕口縁部 2 8 古墳時代前期中心

5 11~005520 土師器甕体部 8 50 古墳時代前期中心

6 ]]-005521 土師器台付甕体部 1 3 古墳時代前期中心

7 11-005522 土師器台付甕底部 I 35 古墳時代前期中心

8 11-005523 土師器壺体部 5 45 古墳時代前期中心

， 11-005524 土師器壺底部 2 45 古墳時代前期中心

10 11-005525 士師器坪口縁部 4 20 平安時代中心

II 11-005526 土師器甕口縁部 4 70 平安時代中心

]2 J 1-005527 土師器甕体部 16 60 平安時代中心

13 ll-005528 須恵器杯．碗底部 14 40 

No 資料番号 資料名称 数蓋 重量(g) 備 考

掘り方

14 IH05529 須恵器坪碗体部 4 10 

15 11-005530 須恵器坪碗口縁部 10 45 

16 11-005531 須恵器坪碗底～高台部 4 45 

17 11-005532 須恵器碗底一高台部 2 30 酸化

18 11-005533 須恵器甕体部 2 100 

籠

19 ll-005534 土師器甕体部 2 JO 平安時代中心

20 11-005535 須恵器坪碗底～高台部 I 50 

東20号住居

21 11-005536 土師器甕体部 38 140 平安時代中心

22 11-005537 須恵器甕体部 J 40 

8区21号住居

N戸 科名称

I I 10-001066 土師器均

測定値 (cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 I図版号 I図版番号

口径（］2.］） 底径（7．4) ]/4。口縁～体部内面横撫で。底部内面箆撫で。体部外 |9世紀後半 I第59図 I P L60 
器高 3.4 1面指撫で及び指押え。底面箆削り後

No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考 No. I資料番号 I 資料名称 I数呈 I重量(g)I 備 考

: I ]]王王王I::::::；脚部 1戸 7三詈己 三中し

10 I 1s 平安時代中心

8区22号住居

No I資料番号 1 資料名称 測定値 (cm)

口径 11.7 底径 7.1
器高 3.8

形状・整形 ・調整等の特徴 備 図版番号

I I 10-001067 I土師器杯
3/4。体部上位と底面中央の胎土砂多し。 口縁一腰部内
面横撫で。底部内面指撫で。体部外面指撫で、腰部～底 I10世紀後半
部箆削り

P L60 
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No 資料番号 資料名 称 測定値 (cm) 形状整形調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

2 10-001068 土師器坪 口径（12.0) 残高 36 腰口縁部外～体面部～底］／4面。箆口縁削～り腰部内面横撫で。体部外面指撫で。 j0世紀後半 第61図 P L60 

3 10-001069 土師器杯 誤(12.5) 底径 58 
3 9 

面部1/2横箆。撫削体でり部。上底位部と内底面面指中撫央での。胎体土部砂外多面指し。撫口で縁、ー腰腰部部～底内 JO世紀後半 第6]図 P L60 

4 10-001070 須恵器杯 口目12 3 底径 5.8
器 3.8

櫨口縁整一形部。底欠損面。に体回転部外糸面切にり痕字判読不能の墨書。 右回転饒 10世紀後半 第61図 P L61 

5 10-001071 須恵器坪 口悶(11. 7) 底径 60 
器 4.0 1/2。右回転饒輯整形。底面に回転糸切り痕 10世紀後半 第6]図 P L60 

6 10-001072 須恵器商台杯碗 温(14 7) 高台径 6.8
6 0 

底1/3面。に粗回粒転の糸片切岩り等痕混。入高。台右貼回り転付匪け纏整形で整形根雑。 10世紀後半 第61図 P L61 

7 10-001073 須恵器高台坪碗 高口台径径(13（6..28) ) 器高 4.8 1け/4後。撫右で回転饒櫨整形。底面に回転糸切りで高台貼り付 JO世紀後半 第6]図 P L61 

8 10-001074 土師器蓋か 口径(13.1) 残高 3.2 蓋口縁部下部破面片箆。撫器で面。荒上面れ撫る。で上面に墨書か。口縁横撫で。 第61図 P L61 

， 40-000407 鉄製紡錘車 径 5OX4 9 原み 0.3 円盤残存。棒の痕跡残す
第62図 P L61 

10 20-000515 砥石 径 45X8 l 原み 2.I 河す床礫使用。表面と裏面の一部に研磨面。右側に刻痕残 軽石 第62図 P L61 

Jl 20-000516 磨石（茄石） 径 6.0XJ0.0 厚み 4.2 右河床側縁礫使に用削。痕上残端す～左側縁上位に数打痕、表面に研磨痕、 二つ岳軽石 第62図 P L61 

12 20-000517 台石 g 径 13.7Xl2.4
み 5.7 河床礫使用。表面に蔽打痕、研磨痕、削痕残す 粗粒揮石安山岩 第62図 P L61 

13 20-000518 敲石 畠7.ZX (17 7) 
み 57 河床礫使用。上下端に蔽打痕、表面に研磨痕残す 粗粒輝石安山岩 第62図 P L61 

No 資料番号 資料名 称 数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資 料 名 称 数量 重量(g) 備 考

床上 掘り方

l4 I 1-005544 土師器器台脚部 j 25 古墳時代前期中心 39 ll-005564 土師器甕底部 l 30 古墳時代前期中心

J 5 11-005545 土師器甕口縁部 l 25 古墳時代前期中心 40 11-005565 土師器台付甕体部 5 20 古墳時代前期中心

j 6 11-005546 土師器甕体部 12 l 40 古墳時代前期中心 41 ll-005566 土師器壺体部 7 70 古墳時代前期中心

17 I 1-005547 土師器台付甕体部 12 80 古墳時代前期中心 42 11-005567 土師器坪口縁部 16 80 平安時代中心

j 8 11-005548 士師器壼体部 6 80 古墳時代前期中心 43 11-005568 土師器杯底部 37 100 平安時代中心

19 11-005549 土師器杯口縁部 29 140 平安時代中心 44 11-005569 土師器椀口縁部 3 30 平安時代中心

20 11-005550 土師器杯底部 75 280 平安時代中心 45 11-005570 土師器甕口縁部 5 50 平安時代中心

21 11-005551 土師器椀口縁部 I 5 平安時代中心 46 11-005571 土師器甕体部 32 100 平安時代中心

22 11-005552 土師器椀体部 J 18 平安時代中心 47 11-005572 土師器甕底部 I JO 平安時代中心

23 11-005553 土師器甕口縁部 25 105 平安時代中心 48 11-005573 須恵器坪．碗底部 4 55 

24 11-005554 土師器甕体部 53 170 平安時代中心 49 I 1-005574 須恵器杯碗口縁部 J 5 80 

25 lト()()5555 土師器甕底部 I 20 平安時代中心 50 11~005575 須恵器坪碗体部 25 118 

26 11-005556 土師器台付甕底～脚部 2 65 平安時代中心 51 11-005576 須恵器坪碗体～底部 ， 115 

27 11-005557 土師器小型甕口縁部 I 20 平安時代中心 52 11-005577 須恵器碗底部 ］ 10 酸化

28 11-005558 須恵器坪．碗口縁部 4 80 53 11-005578 須恵器甕口縁部 I 10 

29 I 1-005559 須恵器杯碗体部 2 3 54 11-005579 須恵器甕体部 5 310 

30 11-005560 須恵器碗口縁部 4 20 酸化 55 11-005580 須恵器壼口縁部 I 3 

31 11-005561 須部恵器高台付碗底一裔台 5 250 56 11-005581 瓶（平子）体部 2 30 

57 11-005582 灰釉陶器碗口縁部 l 3 
32 11-005562 須恵器高台付碗底～脚部 4 80 酸化

58 ll-005583 灰釉陶器碗体部 2 8 
33 11-005563 須恵器甕体部 4 75 

冦掘り方
34 21-003004 台石 l 1010 

59 11-005584 土師器杯口緑部 3 j0 平安時代中心
掘り方

60 11-005585 土師器杯底部 II 60 平安時代中心
35 11-007141 土師器杯口縁部 I 2 古墳時代前期中心

61 11-005586 土師器甕口緑部 l 3 平安時代中心
36 11-007142 土師器高杯底～脚部 l 20 古墳時代前期中心

62 11-005587 士師器甕体部 2 5 平安時代中心
37 11-007143 土師器甕口縁部 5 25 古墳時代前期中心

38 11-007144 土師器甕体部 15 125 古墳時代前期中心

8区23号住居

No 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

l 10-001075 須恵器高台付碗 温(13 4) 高台径 5.9
5 2 

2台/3貼。り酸付化け焔雑焼で成底。面色撫調で淡＜軟質。右回転饒輯整形。高 10世紀前半 第65図 P L61 

2 10-001076 須恵器高台付碗 誤(14 0) 高台径 6.6
4 6 

処貼口縁理り付。～右体け回部転3/饒4欠櫨損整。形酸。化底焔面焼回成転。糸内切面り吸切炭りに離よし後る黒商色台 JO世紀前半 第65図 P L62 

3 10-001077 須恵器高台付碗 温(14.0) 高台径 77 
5 J 

櫨11高2整台。形は酸。雑底化面焔焼回転成糸。切内而り切吸り炭離にしよ後る高黒台色貼処り理付。け右時回撫転で饒。 l0世紀前半 第65図 P L62 
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4 l0-00I078 須恵器高台付碗 且号(14 1) 底径 59 
4. 7 

腰転輛～鑢底整部形1/。]。底還面元回焔転焼糸成切だりが切軟り質離でし器。面高荒台れ貼るり。付右け回 JO世紀中ー後葉 第65図 P L62 

5 10-001079 士師器甕
口悶(23.2) 底径 46 
器 242 

2指/3撫。で内。面体荒部れ外る面。と口底縁面横箆撫削でり。内面肩部箆撫で、 底面 9世紀後半 第65図 P L62 

6 10-001080 土師器甕 口径(l92) 残高]1.8 体口縁部内～体面部箆撫1/4で。、外コ字面状箆削口縁り。口縁横撫でで指頭痕残る。 10世紀前半 第66図 P L62 

7 10-001081 士師器甕 口径（19.5) 残高17.4 口縁ー外体面部箆1/削3。コ字状口縁。口縁横撫で。体部内面箆 9世紀中葉ー末
第66図 P L62 

撫で、 り 葉

8 10-001082 土師器甕 底径 46 残高 75 腰面指～撫底で部。1/腰2。部コ外字面状～口底縁面甕箆。削腰り部内面箆撫で、 底部内 9世紀中葉～末
第66図 P L62 

葉

， 10-001083 羽釜 塁g ll.3Xl5 9 
]5.9 

撫口縁で～体部片。吉井型。体部内面荒れる。内外面横位の JO世紀前半 第66図 P L62 

10 10-001084 土師器甕 口径 225 残高 25.7 屑口縁部～・腰腰部部内1/2面。箆コ撫字で状。口体縁部。外内面面箆荒削れりる。 口縁横撫で。 9世紀後半 第66図 P L62 

ロ畠(27.6) 底径 22.2 ]/ 径イ丁内嘉外配面市端近くに霜l 7-1 9 甘、高さ2J~2.8cm、
II 10-001085 須恵器甑 ， ~i横0位.8のcmj の 円球上の みが 4箇所以上につ 9世紀後半 第66図 P L63 

器 30.2 
。 面 撫で

12 10-001086 土師器台付甕 脚残部高径48 8 9X8.4 
脚部。折り返さないが端部外にはみ出る。内外面刷毛H 3世紀末葉 第66図 P L63 

13 20-000519 蔽石 径 9.2X97 厚み 42 扁に平蔽打な河痕残床礫る使用。下面に研磨面残し、側面に一周して デイサイト 第67図 P L63 

14 
40-000408 

鉄製紡錘車心棒 径 0.6 長さ 18.6 車細部り分、径脱2落.4。m糸m掛に減部欠じて損先。端上糸位掛曲けが部るで。や先や方膨3ら2cむm程先 土世紀師器か甕）付片着(9 第67図 P L63 
(11-007145) 

15 40-000409 不明鉄製 2.9Xl.OXI 2 破方片よ。り細両い側鉄狭棒まをる差厚しさ込0.む5c径m3のm鉄mの板穿に孔］．52c箇mの所間陥で片 留金か 第67図 P L63 

No 資料番号 査科 名 称 数量 重呈(g) 備 考 No 資料番号 資料 名称 数呈 重呈(g) 備 考

床上 床上

16 11-005588 士師器高坪脚部 l 9 古墳時代前期中心 36 11-005608 須恵器甕体部 34 2038 

17 11-005589 土師器甕口緑部 l 12 古墳時代前期中心 37 11-005609 須恵器甕底部 2 200 

18 11-005590 土師器甕体部 25 130 古墳時代前期中心 38 11-005610 須恵器蓋口縁部 I 2 

19 11-005591 土師器台付甕口縁部 2 8 古墳時代前期中心 39 ll-005611 須恵器甑体部 I 48 取っ手

20 11-005592 土師器台付甕体部 7 30 古墳時代前期中心 40 11-005612 羽釜体部 5 82 

21 lト()()5593 士師器壼体部 8 50 古墳時代前期中心 41 l 1-005613 女瓦 l 100 

22 11-005594 土師器杯口縁部 55 198 平安時代中心 42 11-005614 灰釉陶器碗口縁部 8 45 

23 11-005595 土師器杯底部 187 765 平安時代中心 43 11-005615 灰釉陶器碗体部 5 10 

24 11-005596 土師器甕口縁部 45 ll80 平安時代中心 44 ll-005616 灰釉陶器碗底部 l 18 

25 11-005597 土師器甕体部 156 1050 平安時代中心 45 11-005617 灰釉陶器皿口縁部 4 14 

26 11-005598 土師器甕底部 2 38 平安時代中心 46 11-005618 灰釉陶器皿体部 6 20 

27 11-005599 須恵器坪．碗底部 7 96 掘り方

28 ]]-005600 須恵器坪．碗口縁部 43 172 47 11-005619 土師器甕体部 7 28 平安時代中心

29 11-00560] 須恵器坪碗体部 50 ]70 48 ll-005620 須恵器甕体部 l 50 

30 11-005602 須恵器杯．碗底～高台部 22 270 冦

31 11-005603 須恵器碗口縁部 8 74 酸化 49 11-005621 士師器甕体部 8 210 平安時代中心

32 11 ~005604 須恵器碗体部 8 40 酸化 50 11-005622 須恵器杯碗体部 l 2 

33 11-005605 須恵器碗底部 7 200 酸化 51 I 1-005623 須恵器杯碗底～高台部 I 20 

34 11-005606 須部恵器杯碗高台高杯脚 3 146 52 ]]~005624 須恵器甕口縁部 j 70 酸化

53 11-005625 須恵器甕体部 3 146 
35 11-005607 須恵器甕口縁部 J 45 

8医24号住居

No 資料番号 資料 名 称 測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

J 10-001087 須恵器杯 口目10.4 底径 5.4
器 2.7 

3内/4面。指酸撫化で焔痕焼残成。り右、回底転部鞘内輯面整指形押。さ底え面痕に回転糸切り痕。 11世紀前半 第69図 P L63 

2 10-001088 須恵器皿 口悶10 4 底径 5.4
器 27 

3底/4面。に酸回化転焔糸焼切成り。痕右回転鞘轄整形。内面やや荒れる。 ]]世紀前半 第69図 P L63 

3 10~001089 須恵器坪 口旦13.5 底径 6.2
器 40 

3に/4回。転挟糸雑切物り粗痕粒。還元焔焼成。右回転饒轄整形。底面 10世紀 第69図 P L63 

4 ]0-001090 須恵器高台付碗 晶 13 3 高台径 6.1
6.2 

底一部面欠高損台。貼挟り雑付物け粗後粒撫。で還元焔焼成。 右回転輔輯整形。 10世紀 第69図 P L63 

5 10-001091 須恵器高台付碗 翡 11.5 高台径 6.2
4 2 

高口縁台貼一体り付部一け後部欠回損転撫。酸で化焔焼成。回転饒櫨整形。底面 11世紀前半 第69図 P L63 
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No 貸科番号 査料 名 称

6 10-001092 須恵器高台付碗

7 10-001093 須恵器高台付皿

8 10-001094 土錘

， 20-000520 磨石

10 20-000521 磨石（こも編み石）

No 資料番号 資料 名 称

床上

11 11-005626 士師器器台脚部

12 ll-005627 土師器甕口緑部

13 11-005628 土師器甕体部

14 11-005629 士師器甕底部

15 11-005630 土師器台付甕口縁部

16 11-005631 土師器台付甕体部

17 11-005632 土師器壺体部

18 11-005633 土師器坪口縁部

19 11-005634 土師器杯底部

20 11-005635 土師器甕口縁部

21 ll-005636 土師器甕体部

22 11-005637 土師器甕底部

23 11-005638 須恵器杯．碗口縁部

24 11-005639 須恵器坪碗体部

25 I 1-005640 須恵器杯．碗底～高台部

26 11-005641 須恵器碗口緑部

27 11-005642 須恵器碗底～高台部

28 11-005643 須恵器甕体部

29 ll-005644 須恵器蓋口縁部

30 ll-005645 灰釉陶器碗底～高台部

31 ll-005646 灰釉陶器皿口縁部

8区25号住居

No. I資料番号 1 資料 名 称

I I 10-001095 I須恵器杯

z I 10-001096 I灰釉稜皿

No 資料番号 打科 名 称

床上

3 11ャ005665 土師器甕口縁部

4 l l-005667 土師器甕体部

5 11-005669 土師器壼体部

6 ll-005671 土師器坪底部

7 11-005673 土師器甕口緑部

8 11-005675 士師器甕体部

， 11-005677 土師器甕底部

JO !!-005679 須恵器坪碗口縁部

11 11-005681 須恵器坪．碗体部

12 11-005683 須恵器甕体部

13 11-005685 灰釉陶器皿口縁部

掘り方

14 11-005686 土師器甕口縁部

15 ll-005687 土師器甕体部

遺物一覧

測定値 (cm) 形状・整形 ・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

謡(14.8) 高台径 6.9 口内縁面指一押体部さ3え/痕4欠。損底。面酸高化台焔貼焼り成付。け回後転回饒転輯撫整で形。 底部 II世紀前半 第69図 P L63 
5. J 

謡 10.4 高台径 7.1 口回縁転輛～轄体整部形］／4。欠底損面。高器台面貼荒れり付るけ。酸後化撫焔で焼成。やや軟質。 11世紀前半 第69図 P L63 
2.2 

員0 75XO 74 
長30 

位上下の端貫欠通孔損。。 棗表様面撫だがで細い。 裏面に欠落。 径1.5mmの縦 異形 第69図 P L64 

径 83X I0.2 厚み 5.5 河床礫使用。表面と上端に研磨面残す 粗粒雄石安山岩 第69図 P L64 

閾7.9XJ4.6 
み 4.45

河一床周礫使用。表面と左側縁に研磨痕残し、中位に磨耗痕 粗粒輝石安山岩 第69図 P L64 

数量 厘量(g) 備 考 No 資料番号 資 料 名 称 数量 重量(g) 備 考

掘り方

2 j 5 古墳時代前期中心 32 11-005647 土師器甕体部 15 95 古墳時代前期中心

2 JO 古墳時代前期中心 33 11-005648 土師器甕底部 I 10 古墳時代前期中心

l l 50 古項時代前期中心 34 11-005649 土師器台付甕体部 l 3 古墳時代前期中心

I 60 古墳時代前期中心 35 11-005650 土師器壼体部 5 60 古墳時代前期中心

I JO 古墳時代前期中心 36 11-005651 土師器杯口縁部 13 50 平安時代中心

2 JO 古墳時代前期中心 37 11-005652 土師器杯底部 50 190 平安時代中心

I 3 古墳時代前期中心 38 II→005653 士師器甕口緑部 7 40 平安時代中心

25 40 平安時代中心 39 ]]-005654 土師器甕体部 40 160 平安時代中心

55 200 平安時代中心 40 ll-005655 士師器甕底部 I 12 平安時代中心

5 30 平安時代中心 41 ll-005656 須恵器杯碗底部 I 20 

59 240 平安時代中心 42 11-005657 須恵器坪碗底～高台部 l 20 

2 75 平安時代中心 43 11-005658 須恵器杯碗口縁部 2 10 

19 100 44 11-005659 須恵器坪碗体部 7 20 

18 70 45 11-005660 須恵器碗底～高台部 2 15 酸化

5 110 46 11-005661 須恵器碗体部 2 10 酸化

4 20 酸化 47 11-005662 須恵器甕体部 3 38 

2 50 酸化 48 11-005663 土の塊 l 5 スサ入り

3 230 冦

J 5 49 11-005664 土師器甕体部 12 85 平安時代中心

I 38 

I 2 

測定値 (cm) 形状 ・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

口径（12.2) 底径 6.4| 1/3。酸化焔焼成。右回転饒轄整形。体部外面指押え痕。IJO世紀後半 I第70図 I P L64 
器高 3.1 底面に粗砂粒見られ、回転箆調整

残存 4.1X3.l 
残高 2.2 体～底部破片。内外面施釉薬

数量 直量(g) 備 考 No 査科番号

掘り方

］ 3 古墳時代前期中心 16 11-005688 

2 8 古墳時代前期中心 17 11-1)05689 

3 20 古墳時代前期中心 18 ]]-005690 

3 5 平安時代中心 19 11-005691 

l 5 平安時代中心 20 11-005692 

2 3 平安時代中心 21 11-005693 

l 10 平安時代中心 22 ll-005694 

2 6 23 11-005695 

I 3 24 11-005696 

3 25 25 11-005697 

I 2 26 ll-005698 

27 ll-005699 

l 10 古墳時代前期中心 28 11-005700 

13 50 古墳時代前期中心

9世紀 第70図 I P L64 

賽 科 名 称 数量 重呈(g) 備 考

士師器台付甕口縁部 l 3 古泊時代前期中心

土師器台付甕体部 5 20 古項時代前期中心

土師器壼体部 I 3 古墳時代前期中心

士師器杯口縁部 8 15 平安時代中心

土師器杯底部 13 50 平安時代中心

土師器甕口縁部 ］ 3 平安時代中心

土師器甕体部 ， 20 平安時代中心

土師器甕底部 2 10 平安時代中心

須恵器杯碗口縁部 3 20 

須恵器碗口縁部 I 5 酸化

須恵器坪碗体部 2 5 

須恵器 I 2 

灰釉陶器皿口縁部 l 5 
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遺物一覧

8区26号住居

No I資料番号 1 資料名称

l I l0-001097 I須恵器杯

z I 10-001098 I須恵器高台付碗

No 資料番号 資 料 名 称

床上

3 11-005701 土師器高杯脚部

4 11-005702 土師器甕口緑部

5 ¥]-005703 土師器甕体部

6 11-005704 士師器甕底部

7 11-005705 土師器台付甕体部

8 11-005706 土師器壼体部

， I 1-005707 士師器壼底部

10 11-005708 土師器杯口縁部

11 11-005709 土師器杯底部

12 11-005710 土師器甕口緑部

13 11-005711 土師器甕体部

14 11-005712 土師器台付甕底部

]5 11-005713 須恵器坪碗口縁部

16 11-005714 須恵器杯碗体部

17 ]!-005715 須恵器杯．碗底一高台部

18 11-005716 須恵器甕口縁部

19 11-005717 須恵器甕体部

20 11-005718 灰釉陶器皿口縁部

掘り方

21 11-005719 土師器坪口縁部

22 11-005720 土師器坪底部

8区27号住居

No 資料番号 資料名称

1 11-005738 士師器甕口縁部

2 11-005739 土師器甕体部

3 11-005740 土師器坪底部

4 11-005741 士師器甕体部

5 ll-005742 須恵器杯．碗口縁部

6 11-005743 須恵器杯．碗体部

8区28号住居

No 資料番号 贅料 名 称

l 10-001099 須恵器杯

2 I0-001100 須恵器碗

3 10-001!01 須恵器高台付碗

5 10-001102 須恵器碗

6 10-001103 灰釉陶器輪花皿

7 10-00]]04 灰釉陶器皿

8 10-00] 105 土師器甕

， 10-001106 羽釜か

10 I0-001107 須恵器甕

II I0-001108 須恵器甕

312 

測定値 (cm)

口径(13.0) 高台径 8.1
器高 3.7 

口径（］4.8) 高台径 7.6
器高 6.0

負誓` ｀` ：`：：雷繋霜眉:|]0：紀後半考 I□I:::: 
2/3。酸化焔焼成。回転饒櫨整形後、体～底部内面箆撫
で及び丁寧な指撫で。体部外面箆削り、底面及び腰部外 I10世紀後半 I第71図 I P L64 
面高台貼り付け後撫で

数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資 料 名 称 数量 璽量(g) 備 考

掘り方

l 10 古墳時代前期中心 23 11-005721 土師器甕体部 3 25 平安時代中心

3 20 古墳時代前期中心 24 11-005722 須恵器杯．碗口縁部 l 10 

27 70 古墳時代前期中心 醒

3 80 古墳時代前期中心 25 11-005723 土師器杯口縁部 l 2 平安時代中心

3 8 古墳時代前期中心 26 ll-005724 土師器杯底部 3 5 平安時代中心

3 40 古墳時代前期中心 27 ll-005725 土師器甕体部 3 30 平安時代中心

3 45 古墳時代前期中心 醒掘り方

12 45 平安時代中心 28 11-005726 士師器甕体部 2 8 古墳時代前期中心

72 298 平安時代中心 29 11-005727 土師器壺体部 1 3 古墳時代前期中心

13 100 平安時代中心 30 11-005728 土師器杯口縁部 2 5 平安時代中心

53 250 平安時代中心 31 11-005729 土師器杯底部 7 60 平安時代中心

I 20 平安時代中心 32 ¥]-005730 土師器甕口縁部 I 10 平安時代中心

10 50 33 I 1-005731 土師器甕体部 15 70 平安時代中心

11 30 34 11-005732 須恵器杯碗口緑部 2 10 

5 45 35 11-005733 須恵器杯碗体部 4 j o 

l 2 36 11-005734 須恵器碗体部 l 10 酸化

， 210 貯蔵穴

l 3 37 11-005735 土師器甕体部 2 10 古墳時代前期中心

38 11-005736 士師器甕体部 ］ 3 平安時代中心

2 20 平安時代中心 39 11-005737 須恵器甕体部 I 2 

2 25 平安時代中心

数呈 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数蓋 重量(g) 備 考

j 10 古墳時代前期中心 7 11-005744 須恵器坪碗底部 I 10 

I 20 古墳時代前期中心 8 11-005745 須恵器甕底部 I 20 

4 20 平安時代中心 ， 11-005746 羽釜鍔部 I 30 

5 40 平安時代中心 JO 11-005747 羽釜体部 2 148 

2 ， II 11-005748 女瓦 J 50 

4 20 

測定値 (cm) 形状 ・整形調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

口悶(13 7) 底径(71) 
器 3.6

1/4。還元焔焼成。回転饒櫨整形。底面回転糸切り JO世紀前半 第73図 P L64 

諜(12.9) 底径(5l) 
5.2 

破輛轄片控還形元。焔底焼面成回転。糸や切や白り味掛かり、 挟雑物粗粒。回転 10世紀前半 第73図 P L64 

残口径高（］3］．6 2) 高台径 6.5 体底面一底回転部3糸/4切。り還後元高焔台焼貼成付。時器撫面で磨耗。 右回転糖櫨整形。 10世紀前半か 第73図 P L64 

口径（］3.1) 残高 4.8 口縁～体部1/4。酸化焔焼成。右回転鞘帽整形 JO世紀前半か 第73図 P L64 

目目5.4X3.3 
2.9 破片。体部やや張る 9世紀後半 第73図 P L64 

底径 64 残忘 2l 腰付着一高、台ま部た。は剥釉浸離痕け掛残ける。底部内面に別個体高台部一部 10世紀後半 第73図 P L64 

］ 目15 3X9 3 
15 0 

削口縁り～体部破片。口縁横撫で。体部内面箆撫で、外面箆 10世紀後半 第73図 P L64 

底径（］］．3) 残高 6.J 腰～底部］／4。内面回し乍の指撫で。外面箆削り 10世紀後半 第74図 P L64 

贋塁径(260) 
10 9 

撫口縁で。～肩肩部部破内片面指。撫口端で部及欠び損一。部箆や撫や軟で。質。外面口縁箆横撫位での指 10世紀 第74図 P L64 

;; 畠]2.3X9.2 
9.5 口縁破片。やや軟質。口端上下に引かれる 平安期 第74図 P L64 



遺物一覧

No 資料番号 資料 名 称 測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 慌 考 図版号 図版番号

12 40-000410 鋳物鉄板片 2径 67X4 7 厚みI.I 孔は見えないが鉄鍋把手の破片の転用品か。鍔進行 12-1 第74図 P L65 

12 40-00041 I 鋳物鉄板片 径 5.2X3.6 厚み 0.6 鉄鍋の破片か。鋳進行顕著で遺存状態不良 12-2 第74図 P L65 

13 40-000412 刀子 径 07Xl.2 残長 49 中部～先端及び、茎部過半欠損。細身 第74図 P L65 

14 40-0004]3 刀子 径 0.4Xl.3 残長］0.2 茎部欠損。 ＜字状に折れる。細身 第74図 P L65 

15 40-0004]4 釘 径l.OX0.8 残長 94 棒部分破片。角棒の一端を潰し、一端が鉤状に曲がる 第74図 P L65 

16 40-000415 角釘 径 0.8X0.6 長さ 5.1 頭部欠損か。本体湾曲 第74図 P L64 

17 20-000522 こも福み石 径 4.7X2.8 長さJ35 棒状の河床礫使用。中位に幅3.4cm程の磨耗痕一周 珪質頁岩 P L65 

No 資料番号 資料名 称 数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資 料 名 称 数量 重量(g) 備 考

床上 床上

18 11-005749 士師器椀口縁部 I 5 古墳時代前期中心 48 11-005779 灰釉陶器碗体部 I 20 

19 11-005750 土師器甕口縁部 7 20 古墳時代前期中心 49 11-005780 灰釉陶器皿口縁部 5 20 

20 11-005751 土師器甕体部 32 ]85 古墳時代前期中心 50 21-003005 磨石 2 270 

21 11-005752 土師器甕底部 3 40 古墳時代前期中心 掘り方

22 11-005753 土師器台付甕口縁部 3 30 古墳時代前期中心 51 11-005781 士師器甕体部 2 8 古墳時代前期中心

23 11-005754 士師器台付甕体部 6 15 古墳時代前期中心 52 11-005782 土師器壺体部 l 3 古墳時代前期中心

24 11-005755 土師器台付甕脚部 4 95 古墳時代前期中心 53 11-005783 土師器坪口緑部 4 30 平安時代中心

25 11-005756 土師器壼口緑部 I 15 古墳時代前期中心 54 11-005784 土師器杯底部 7 30 平安時代中心

26 11-005757 士師器壼体部 10 70 古墳時代前期中心 55 ]]-005785 土師器甕口縁部 I 10 平安時代中心

27 ll-005758 土師器壼底部 I 10 古墳時代前期中心 56 ll ・005786 土師器甕体部 8 20 平安時代中心

28 11→005759 士師器杯口縁部 46 170 平安時代中心 57 11-005787 須恵器杯．碗 4 30 

29 11-005760 土師器杯体部 252 950 平安時代中心 58 11-005788 須恵器杯．碗口縁部 3 15 

30 11-005761 土師器甕口縁部 28 190 平安時代中心 59 11-005789 須恵器杯．碗体部 6 30 

31 11-005762 土師器甕体部 l 25 530 平安時代中心 60 11-005790 須恵器杯．碗底～高台部 3 50 

32 11-005763 土師器甕底部 4 30 平安時代中心 61 11-005791 須恵器碗体部 I 10 酸化

33 11-005764 土師器小型甕口縁部 2 40 平安時代中心 62 11-005792 須恵器甕体部 I 48 

34 11-005765 須恵器坪碗底部 3 40 鼈

35 I 1-005766 須恵器杯碗口縁部 43 190 63 11-005793 土師器甕体部 I 2 古墳時代前期中心

36 11-005767 須恵器坪．碗体部 42 175 64 11-005794 土師器杯口縁部 l 3 平安時代中心

37 11-005768 須恵器杯．碗底～高台部 24 475 65 11-005795 土師器坪体部 5 10 平安時代中心

38 11-005769 須恵器碗口緑部 5 40 酸化 66 11-005796 土師器甕口縁部 4 20 平安時代中心

39 11-005770 須恵器碗体部 3 JO 酸化 67 ll-005797 土師器甕体部 2 5 平安時代中心

40 11-005771 須恵器碗底一高台部 l 2 300 酸化 68 ll-005798 須恵器杯碗口縁部 3 j 3 

41 11-005772 須恵器甕口縁部 I 100 69 11-005799 須恵器杯．碗体部 I 3 

42 11-005773 須恵器甕体部 29 JJ90 70 ll-005800 須恵器坪 碗底～嵩台部 I 8 

43 11-005774 須恵器甕底部 l 160 71 ll-005801 須恵器碗底部 2 20 酸化

44 11-005775 須恵器菟口縁部 l 5 酸化 72 11-005802 須恵器鉢口縁部 I 45 

45 ll-005776 羽釜体部 I 70 冦掘り方

46 11-005777 羽釜底部 3 120 73 11-005803 土師器杯口縁～底部 I 18 平安時代中心

47 11-005778 灰釉陶器碗口縁部 7 35 74 11-005804 士師器甕体部 3 20 平安時代中心

8区29号住居

No 資料番号 資 料 名 称 測定値 (cm) 形状 ・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

I 10-001109 須恵器碗 口径(160) 残高 52 面口緑～体部破片。酸化焔焼成。右回転饒櫨整形。体部内 II世紀中葉 第76図 P L65 

2 10-001110 須恵器皿（かわらけ） 口悶10 8 底径 5.4
器 23 

底口縁面回～転体部糸一切部り切欠損り。離焼し成やや甘い。右回転糖櫨整形。 II世紀中葉 第76図 P L65 

3 10-001111 須恵器皿 （かわらけ） 口目(9.8) 底径 5I 
器 2.6

底1/2面。回酸転化糸焔切焼り成切。り右離回し転鞘櫨整形。腰部器面ヒピ入る。 II世紀中葉 第76図 P L65 

4 10-001112 土釜 岱存 6.9X6.8 口縁～肩破片。口縁横撫で。肩部部内面撫で、外面箆削 11世紀中葉 第76図 P L65 み 0.9 り

5 10←001113 土錘 径l.4Xl.3 長さ 4.2 裏面上下端部欠損。縦位に径3mmの貫通孔。表面撫で 第76図 P L65 

No. I査料番号 I 資 料 名 称 I数量 I重羹(g)I 備 考 No. I資料番号 I 資 料 名 称 I数量 I重量(gJI 備 考

床上

厚 ご 三33 I 150 古墳時代前期中心 :9~ l ]王王笠I::::ぞ：：部

10 古墳時代前期中心

三3 I 48 古墳時代前期中心

313 



遺物一覧

No 資料番号 資 料 名 称

床上

]2 ll-005811 土師器壼体部

13 ll-005812 士師器壼底部

14 11-005813 土師器杯口縁部

]5 ¥J-005814 士師器坪底部

16 11~005315 土師器甕口縁部

17 11-005816 土師器甕底部

18 11-0058]7 須恵器杯碗口縁部

19 11-005818 須恵器杯碗体部

20 11-005819 須恵器杯．碗底部

21 11-005820 須恵器碗口縁部

22 11-005821 須恵器碗体部

23 IH05822 須恵器碗底一高台部

24 !!-005823 須恵器甕底部

25 11-005824 須恵器羽釜体部

26 ll-005825 灰釉陶器碗口縁部

27 11-005826 灰釉陶器碗体部

8区30号住居

No 査料番号 資料名称

I 10-00lll4 土釜

2 10-001115 士釜

3 10-001116 羽釜

No 資料番号 資料 名 称

床上

4 11-007146 土師器甕体部

5 11-005840 士師器甕底部

6 11-005841 土師器壺体部

7 11-005842 土師器壼底部

8 11-005843 土師器杯口縁部

， 11-005844 土師器杯体部

JO ll-005845 土師器坪底部

11 ll-005846 土師器甕口縁部

12 ll-005847 土師器甕体部

13 11-005848 須恵器杯碗体部

14 11-005849 須恵器杯．碗底部

15 ]]-005850 須恵器杯．碗体部

16 11-005851 須恵器坪．碗底一高台部

17 11-005852 須恵器碗底～忘台部

掘り方

18 11-005853 土師器壺体部

19 11-005854 土師器杯口縁部

20 ]]~005855 土師器杯底部

21 11-005856 土師器甕口縁部

22 11-005857 士師器甕体部

23 11-005858 土師器甕底部

24 11-005859 須恵器坪碗口縁部

25 11-005860 須恵器杯碗体部

8区31号住居

No. I資料番号 1 査料 名 称

1 I 10-001111 I須恵器杯

2 I JO-OOJJJB I須恵器杯

314 

数量 直量(g) 備 考 No 行料番号 資料名称 数羞 重ii:(g) 備 考

床上

14 70 古墳時代前期中心 28 11-005827 灰釉陶器皿口縁部 3 ]2 

1 30 古墳時代前期中心 掘り方

13 30 平安時代中心 29 11-005828 土師器壼体部 l 8 古墳時代前期中心

78 220 平安時代中心 30 11-005829 土師器壼底部 J 30 古項時代前期中心

26 160 平安時代中心 31 11-005830 士師器杯底部 l 2 平安時代中心

4 240 平安時代中心 32 ll-005831 土師器甕口縁部 I 8 平安時代中心

l 9 50 33 11-005832 土師器甕体部 74 425 平安時代中心

23 70 34 11-005833 須恵器杯碗体部 l 2 

7 120 35 11-005834 須恵器坪碗底部～高台部 I 10 

4 18 酸化 寵

3 10 酸化 36 ]!-005835 須恵器杯碗体部 I 2 

5 80 酸化 37 I 1-005836 須恵器碗口緑部 l 2 酸化

2 105 38 11-005837 須恵器碗体部 l 5 酸化

3 200 39 11-005838 須恵器甕体部 13 590 

4 JO 寵掘り方

7 30 40 11-005839 須恵器杯碗底～高台部 ］ 30 

測定値 (cm) 形状 ・整形調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

口径（お3) 残高(165) 上撫口縁端で一附体近部未破調片整。で指口縁頭横痕撫残でり、、 体内面部外上面位指～底撫面で箆、下削位り箆、 11世紀 第77図 P L65 

口径（25.8) 器高(280) 上口縁端部～底のみ部未］／調3。整口、緑内横面撫箆で撫、で体部外面～底面箆削り、 11世紀 第77図 P L65 

径(235) 器高（175) 内口縁面箆～体撫部で片、外。酸面化箆焔削焼り成。 鍔退化。 口縁横撫で。 体部 11世紀前半 第77図 P L66 

数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数羹 重蓋(g) 備 考

堀り方

3 15 古墳時代前期中心 26 11-005861 須恵器坪碗底～高台部 I JO 

I 10 古墳時代前期中心 27 ]]-005862 須恵器碗底部 I 5 酸化

l 8 古墳時代前期中心 28 11-005863 須恵器甕体部 I 20 

l 20 古墳時代前期中心 29 ll-005864 羽釜口縁～鍔部 2 50 

4 10 平安時代中心 30 Jl-005865 羽釜体部 2 30 

I 15 平安時代中心 鼈

12 80 平安時代中心 31 11-005866 土師器甕口縁部 2 30 平安時代中心

6 50 平安時代中心 32 11-005867 土師器甕体部 8 335 平安時代中心

21 290 平安時代中心 33 11 ~005868 須恵器杯碗体部 2 JO 

4 10 34 11-005869 須恵器杯碗底～高台部 I 20 

2 150 35 11-005870 羽釜口縁～鍔部 I 80 

2 10 内外黒色 籠掘り方

3 85 内外黒色 36 11-005871 土師器壼体部 I 3 古項時代前期中心

2 12 酸化 37 l 1-005872 土師器杯底部 2 10 平安時代中心

38 ll-005873 土師器甕口縁部 2 25 平安時代中心

2 8 古墳時代前期中心 39 11-005874 土師器甕体部 2 2 平安時代中心

I 2 平安時代中心 貯蔵穴

7 20 平安時代中心 40 11-005875 土師器甕体部 2 20 古墳時代前期中心

3 10 平安時代中心 41 ll-005876 土師器杯口縁部 l 5 平安時代中心

10 90 平安時代中心 42 11-005877 土師器坪底部 3 10 平安時代中心

I 20 平安時代中心 43 1Hl05878 土師器甕口縁部 1 10 平安時代中心

3 15 44 11-005879 須恵器甕体部 l 30 

3 JO 45 ]]←005880 羽釜口縁～鍔部 I 130 

形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号測定値 (cm)

口径 9.2 底径 5.5
器高 2.8

5/6。酸化焔焼成。右回転糖鑢整形。底面回転糸切り切 |II世紀中～後葉 I第78図 IP L66 
り離し

口径 9.3 底径 5.3
器高 2.6

口縁一部欠損。酸化焔焼成。器面荒れる。右回転糖輯整 |II世紀中ー後葉 I第78図 I P L66 
形で底面回転糸切りきり放し



No. I資料番号 I 資料名称

3 I 10-001119 I須恵器高台付碗

4 I 40-000416 I鉄製品（角釘）

No 資料番号 資料名称

床上

5 11-005881 土師器椀口縁部

6 11-005882 士師器甕体部

7 11-005883 土師器台付甕体部

8 11-005884 土師器壼体部， 11-005885 土師器椀体部

10 11-005886 土師器甕口縁部

]] 11-005887 士師器坪口縁部

12 11-005888 土師器坪底部

13 11-005889 土師器甕体部

14 11-005890 須恵器杯．碗口縁部

15 11-005891 須恵器杯碗体部

測定値 (cm)

高台径（5.6)
残高 3.5

形状・整形・調整等の特徴

底部～脚部］／2。底部外内面撫で

幅(0.8)X長(3.6)X 
原さ0.5 先端部欠損。頭部折れ

数昼 重蓋(g) 備 考 No 資科番号

床上

I 5 古墳時代前期中心 16 II-ll05892 

3 10 古墳時代前期中心 ]7 11-005893 

I 2 古墳時代前期中心 18 11-005894 

I 8 古項時代前期中心 19 11-005895 

I 8 平安時代中心（酸化） 掘り方

I 20 平安時代中心 20 11-005896 

5 ]2 平安時代中心 21 11-005897 

IJ 80 平安時代中心 22 11-005898 

16 235 平安時代中心 23 11-005899 

2 10 24 11-005900 

4 12 25 11-00590] 

資料名称

須恵器坪．碗体～高台部

須恵器碗口緑部

須恵器碗体～高台部

羽釜体部

土師器甕口縁部

土師器甕体部

土師器台付甕体部

土師器壼体部

土師器杯口縁部

土師器甕口縁部

備

9世紀後半

遺物一覧

図版番号

第78図 IPL66 

第78図 IP L66 

数量 重量(g) 備 考

2 50 

I 3 酸化

3 60 酸化

l 40 

2 12 古墳時代前期中心

4 15 古墳時代前期中心

I 8 古墳時代前期中心

2 10 古墳時代前期中心

4 20 平安時代中心

6 50 平安時代中心

315 



遺物一覧

No 資料番号 行料名称

掘り方

26 11-005902 士師器甕体部

27 11-005903 須恵器杯碗口縁部

28 11-005904 須恵器坪．碗体部

29 11-005905 須恵器杯碗底部～高台部

30 l!-0059(){i 須恵器碗体部

8区32号住居

No 資料番号 査料名称

I 10-00ll20 士師器杯

2 10-001121 土師器甕

3 40-000417 鉄製紡錘車

4 20-000523 疎石

No 資料番号 資料名称

床上

5 11-005911 土師器椀口縁部

6 Jl-005912 土師器器台脚部

7 ]]~005913 土師器甕体部

8 I 1-005914 土師器壼体部

， 11-005915 土師器杯口縁部

JO 11-005916 土師器杯体部

11 11-005917 土師器甕口縁部

12 11-005918 土師器甕体部

13 II-005919 須恵器杯碗口緑部

14 11-005920 須恵器杯碗体部

15 11-005921 須恵器杯．碗底～脚部

16 JJ-005922 須恵器杯碗底～高台部

17 11-005923 須恵器碗口縁部

18 11-005924 須恵器碗底一高台部

19 11-005925 須恵器甕体部

8区33号住居

No. I資料番号 l 資料名称

l | 10-00ll221須恵器碗

2 I 20-000524 磨石

316 

数量 重量(g) 備 考 No 査料番号 資料名称 数塁 重量(g) 備 考

堀り方

43 150 平安時代中心 31 I 1-005907 須恵器碗底～高台部 3 45 酸化

l 5 32 11-005908 須恵器皿口縁部 l 5 酸化

6 15 33 lト(l()5909 須恵器皿底部 I 10 酸化

4 50 34 I J-0059JO 羽釜体部 ］ 18 

l 38 酸化

測定値 (cm) 形状 ・整形調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

口目(12 0) 底径 55 
器 47 

指1/2撫。で口、縁底横面撫砂で底、体部内外面横位の指撫で。底部内面 11世紀 第79図 P L66 

口径（250) 残高 77 口
縁～肩部片。口緑横撫で、肩部内面箆撫で、外面箆削 9世紀後半 第79図 P L66 

り

径 52X5 6 厚み 04 口縁～屑破片。棒欠損。隅丸方形を呈す 第79図 P L66 

径 7.9X9.7 厚み 2.6 河床礫使用。上端に蔽打痕、表面に研磨面残る 粗粒輝石安山岩 第79図 P L66 

数量 重量(g) 備 考 No 資科番号 資料名称 数蓋 重量(g) 備 考

掘り方

j 3 古墳時代前期中心 20 11-005926 須恵器壼口縁部 l 20 

l 15 古墳時代前期中心 21 11-005927 灰釉陶器碗口縁部 2 10 

10 60 古墳時代前期中心 22 ]J-005928 灰釉陶器碗体部 2 10 

4 40 古墳時代前期中心 23 II-(](]5929 灰釉陶器皿口縁部 2 5 

25 100 平安時代中心 24 11 ~005930 灰釉陶器皿体部 3 12 

] 4 J 525 平安時代中心 25 11-005931 羽釜鍔部 l 20 

20 120 平安時代中心 26 l 1-005932 羽釜体部 I 15 

69 310 平安時代中心 27 21-003006 磨石 2 930 

12 32 冦

29 145 28 ll-005933 士師器椀口縁部 j 5 古墳時代前期中心

I 3 29 ]J-005934 土師器甕口縁部 3 25 古項時代前期中心

6 200 30 11-005935 士師器甕体部 I 8 平安時代中心

3 20 酸化 31 11-005936 須恵器坪碗口縁部 J 3 

4 50 酸化 32 11-005937 須恵器碗口縁部 I 3 酸化

4 140 33 11-005938 須恵器杯碗底～高台部 8 80 内外面黒色処理

測定値（cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

口径(l3.0) 残高 4.21口縁一体部片。酸化焔焼成。回転鞘轄整形 1 10世紀 1第80図 I PL66 

径 4.3X3.6 長さ 12.6 河床礫使用。下面がよく研磨され明瞭な研磨面形成さる 粗粒輝石安山岩 第80図 P L66 



遺物一覧

No 資料番号 資料名称 数量 重羹(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数呈 重量(g) 備 考

床上 床上

3 11-005939 縄文深鉢底部 2 89 19 J 1-005955 須恵器碗体部 2 10 酸化

4 ll-005940 土師器甕口縁部 4 ]8 古墳時代前期中心 20 11-005956 須恵器碗底部 7 28 酸化

5 11-00594] 土師器甕体部 16 170 古墳時代前期中心 21 11-005957 須恵器甕体部 6 140 

6 11-005942 土師器台付甕体部 2 5 古墳時代前期中心 22 11-005958 灰釉陽器碗口縁部 I 6 

7 11-005943 土師器台付甕脚部 I 10 古墳時代前期中心 23 11-005959 灰釉陶器碗体部 4 11 

8 11-005944 士師器壼口緑部 l 42 古項時代前期中心 24 ll-005960 灰釉陶器皿体部 2 3 ， 11-005945 土師器杯口縁部 26 86 平安時代中心 醒

10 11-005946 士師器杯体部 I 6 平安時代中心 25 11-005961 土師器甕口縁部 3 21 平安時代中心

ll 11-005947 土師器杯底部 79 182 平安時代中心 26 11-005962 土師器甕体部 7 19 平安時代中心

12 11-005948 土師器甕口縁部 8 42 平安時代中心 27 11-005963 土師器杯底部 6 22 平安時代中心

13 11 ~005949 土師器甕体部 31 72 平安時代中心 28 11-005964 須恵器坪碗底部 I 40 

14 11-005950 土師器小型甕口縁部 l 40 平安時代中心 29 11-005965 須恵器杯．碗口縁部 I 4 

15 11~005951 須恵器坪．碗口縁部 j 5 79 30 11-005966 須恵器坪碗底～高台部 3 42 

16 11-005952 須恵器杯．碗体部 20 94 31 11-005967 須恵器甕体部 3 J 86 

17 ll-005953 須恵器杯．碗底～高台部 8 88 32 11-005968 灰釉陶器碗体部 l 2 

18 11-005954 須恵器碗口縁部 I 3 酸化

8区35号住居

No 資料番号 資料名称 測定値（cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

l 10-001123 土師器杯 口目11.5 底径 58 
器 37 

靡百形底。焼上成良好。 >百贄喜岱凸判外面横読面不撫上能の門扉合胃儡残貪り
撫でででで部、分が下位的る。～に指底口 箆～で。削 位で。粘 底接゚ 痕 9世紀前半 第62図 P L66 

2 10~001124 土師器杯 口径（］3.1) 残商 5I 胴口縁部外～体面部指撫］／3で。若口縁し一く体は部箆撫内面で横。腰撫部で。外底面部箆内削面り箆撫で。 10世紀前半 第62図 P L67 

3 10-001125 土師器均
翡(13 5) 底径(65) 

3 9 漏削口と焼縁底り成部に良箆内好面撫。外で口周一縁横筋と撫。体胴で部。部の底外境部面に指内粘面撫土中での央。接腰箆合撫部痕外で残。面畠底枷
面か箆ら ～ 

JO世紀中～後葉 第62図 P L67 

4 10-001126 土師器坪 晶(12.5) 底径(56) 
4.2 

内で1/3面。。横胴焼撫部成外で良。面好底指。部撫胴かで部。らに腰口粘縁部土外にの面箆接撫～合底で痕一面残筋箆る。削。底り口部縁内面と体箆部撫 10世紀中～後葉 第62図 P L67 

5 10-001127 土師器杯 翡(12.4) 底径(6.1) 部口外縁面～体と底部面1/箆4。削口り緑横撫で。体～底部内面箆撫で。体 10世紀中ー後葉 第62図 P L67 
3.8 

6 10-001128 須恵器高台付碗 諷(13 0) 底径(6.3) 右口縁回転～観高櫨台整1/形4。。焼底成面甘回く転器糸面切荒りれ後る、。高片台岩貼多付けく混時入に撫。
JO世紀中～後葉 第62図 P L67 4 9 

で

7 10-001129 須恵器碗 口径 128 残裔 45 底面剥落。右回転輛輯整形 10世紀中～後葉 第62図 P L67 

8 10-()()1130 須恵器均 誤 12.4 底径 6.6
3 8 

器口糸縁面切荒～り体切れ部るり一。放部片し欠岩損多。く外混面入。に胎右土回片転付轄櫨着整。焼形成。底や面や甘回転く 10世紀中～後葉 第62図 P L67 

， 10-001131 須恵器高台付碗 口畠(14. 7) 底径 74 
残 5.2

2/面3回。転高糸台切剥り落切しり欠放損し。で焼高成台甘貼い付。け右回転饒櫨整形。 底 10世紀中～後葉 第62図 P L67 

10 10-001132 須恵器高台付碗 高口径台径(1492.) 2 器高 5.9 焔痕烏口縁焼。や成動底～体物。面右或部高と［ ! の一; [9 且面部、え外外箆る周側削箆指及にり撫崩。びで底爪れる。内酸面化台回い貼轄物け整時の 部による圧に 10世紀中～後葉 第63図 P L67 

]] 10-001133 須恵器碗 口径 14.9 残高 6.0 底体位部箆～高内削台面り部箆欠撫損で後。内一面部吸箆炭磨にきよ、 る外黒面色上処位理指。撫口で縁、横中撫・で下、 10世紀中ー後葉 第63図 P L67 

12 10~001134 灰釉陶器皿 晶(16.0) 高台径 78 
4 2 

底1/2面。回釉転上箆位調緑整掛後か高り台下貼位付白け味掛かる。 回転観轄整形。 大10世原紀前半 第63図 P L67 

13 10-001135 灰釉陶器皿 誤J3.4 高台径 6.9
3. 1 

底1/2面。回釉転白箆味調掛整か後り高縞台状貼に付緑け色掛かる。 回転鞘帽整形。 光9世が紀丘後半 第63図 P L67 

14 10-001136 須恵器皿 口径 12.6 残高 2.4 底面剥落。右回転鞘輯整形 10世紀中～後葉 第63図 P L67 

15 10-001137 土師器甕 >g I句 18.2X20.0 
18.0 

体撫部で破、片外。面胴箆部削外り面に焼土化した裔構築材付消。内面箆 10世紀前半 第63図 P L68 

16 10-001138 須恵器甕 口径(31.6) 残高 98 の口縁箆部描片き。口端部上下に引く 。内外面撫でで、外面波状 JO世紀前半 第63図 P L68 

17 10-001139 灰釉陶器双耳壺 口径（5.8) 残高 11.1 口の縁孔～を伴体部9。長内い外耳面を撫持つでで外面施釉。 径8mmの隅丸方形 9世紀中葉 第63図 P L68 
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遺物一黄

No 資科番号 資料名称 測定値 (cm) 形状 ・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

18 10-001140 土師器台付甕 脚部径JO6 残高 7I 腰甕体一部部部かと腰脚ら部脚内面部～刷刷脚部毛毛。目目脚、、脚部甕端底裾部部部撫内と脚面で天に井はみ部指出撫す。で甕。外内面面甕甕 3世紀末葉 第63図 P L67 

19 20-000525 台石 径 155X]6 7 ~み 28 扁平な河床礫使用。表面に研磨面、表裏に敲打痕残る 粗粒輝石安山岩 第64図 P L68 

20 20~000526 磨石 径 9.7X 10.6 原み 3.7 扁平な河床礫使用。表面に研磨痕と敲打痕残る 石英閃緑岩 第64図 P L68 

21 40-000418 細板状鉄製品 径 08XO 5 長さ II7 上側欠損。横断面形長方形で下位に向かって細まる 第64図 P L68 

No 資料番号 資料名称 数量 重呈(g) 備 考 No 資料番号 査料名称 数量 重量(g) 備 考

床上 掘り方

22 11-005969 土師器椀口縁部 I 3 古墳時代前期中心 40 ll-005987 瓶（平子）体部 2 18 

23 11-005970 土師器高杯脚部 5 268 古墳時代前期中心 41 I 1-005988 土師器壼体部 I 3 古墳時代前期中心

24 11-005971 土師器甕口縁部 4 JS 古墳時代前期中心 42 11-005989 土師器杯底部 3 28 平安時代中心

25 11-005972 土師器甕体部 23 70 古墳時代前期中心 43 11-005990 須恵器杯碗口縁部 I 6 

26 11-005973 土師器台付甕体部 6 36 古墳時代前期中心 44 11-005991 須恵器坪．碗体部 4 10 

27 11-005974 土師器台付甕脚部 2 38 古墳時代前期中心 45 11-005992 須恵器坪碗底部 l 6 

28 11-005975 土師器壼口縁部 3 18 古墳時代前期中心 46 l l-005993 須恵器甕体部 2 18 

29 ll-005976 土師器壼体部 8 85 古墳時代前期中心 冠

30 11-005977 土師器杯口縁部 65 330 平安時代中心 47 11-005994 土師器甕体部 J 2 古墳時代前期中心

31 11-005978 士師器坪底部 124 350 平安時代中心 48 11-005995 士師器壺底部 l 15 古墳時代前期中心

32 11-005979 土師器甕口縁部 32 200 平安時代中心 49 11-005996 土師器杯口縁部 I 18 平安時代中心

33 lト()()5980 土師器甕体部 162 690 平安時代中心 掘り方

34 11-005981 須恵器杯碗口縁部 45 270 寇

35 11-005982 須恵器杯碗体部 41 100 50 11-005997 土師器甕口縁部 2 55 平安時代中心

36 11-005983 須恵器杯碗底部 21 335 51 ]]~()()5998 士師器甕体部 4 55 平安時代中心

37 11-005984 須恵器甕体部 2j 2230 52 11-005999 須恵器杯．碗口縁部 3 10 

38 11-005985 施釉陶器碗口緑部 I 10 53 11-006000 須恵器江．碗体部 2 6 

39 11-005986 施釉陶器皿口縁部 I 6 54 11-006001 須恵器杯．碗底～高台部 2 20 

貯蔵穴

55 11-006002 土師器杯口縁部 I 20 平安時代中心

8区36号住居

No 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形 ・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

l 10-001141 土師器？ 且目(10.2) 底径 4.I 
6.8 

1/2。僅かに上底。内面刷毛目、外面口縁～底面指撫で 3世紀末葉 第8]図 P L68 

2 I 10-001142 I須恵器碗 | 闊存 3.5X33 
み 0.5 

口縁破片。外面に判読不能の墨杏 110世紀前半 I第81図 IP L68 

No 資料番号 資料名称 数羹 菫呈(g) 備 考 No 資料番号 貸料名称 数蓋 重量(g) 備 考

床上 掘り方

3 11-006003 土師器器台脚部 4 88 古墳時代前期中心 IO 11-006010 土師器甕口縁部 I 9 平安時代中心

4 11-006004 土師器椀口縁部 l 4 古墳時代前期中心 II 11-006011 土師器甕体部 37 137 平安時代中心

5 11-006005 士師器台付甕体部 J 3 古墳時代前期中心 ]2 11-006012 須恵器坪．碗口縁部 ］ 2 

6 11-006006 土師器台付甕脚部 I II 古墳時代前期中心 13 11-006013 須恵器杯．碗体部 3 ， 
7 11-006007 士師器壼体部 2 ]6 古墳時代前期中心 14 11-006014 須恵器坪．碗底～高台部 3 31 

8 11-006008 土師器杯口縁部 3 9 平安時代中心 15 11-006015 須恵器甕体部 2 94 

， lト006009 土師器杯底部 24 82 平安時代中心

8区37号住居

No. I資料番号 I 資科名称 I数量 I重量(g)I 備 考 No I資料番号 1 脊料名称 I数呈 1重量(g)I 備 考

床上

l | ll-006016 1土師器甕体部

2 I ll-006017 須恵器坪．碗体部

2 I 13 I古墳時代前期中心

掘り方

胃s I 11-006020 須恵器杯．碗口縁部 1 2 

2 1古墳時代前期中心

10 古墳時代前期中心

繹 39号住居

N~口 I 土師：卜：；村 1口径□1)1。定2)値；： 651 悶覧魯犀｀｀；ロニ；~：撫で体部指撫 110:紀 考 1：ごI:：:：
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遺物一覧

No 査料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形 ・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

2 20~000527 砥石 残存 6.1X4. 7X6.0 欠損品。表裏面と左側面に研磨面形成される 砥沢石 第57区 P L68 

3 20-000528 磨石 径 9.1X5.5 長さ 23.7 横上断下面端三に角僅形かのに大蔽型打痕の残河床る礫使用。下面に研磨面形成し、 ひん岩 第57図 P L68 

4 20-()()0529 磨石 径］37 X 15 2 厚み
扁平な河床礫使用。表面に研磨面形成し、敲打痕残る

粗粒雄石安山岩 第57図 P L69 
3.4 

5 20-000530 磨石 径 8.7Xll.6 厚み 2.9 り平し平な河らI 礫ぴ使窪用ん。だ表面裏を面形成に研。磨蔽石面形若成し。く左は右こ側も面編みを敲石
粗粒輝石安山岩 第57図 P L69 

しても 用か

6 20-00053] 敲石（こも編み石） 径 7.IX6.9 長さ 16.0 大廻型るの河床礫使用。上下端に岐打痕残り、中位に磨耗痕
ひん岩 P L69 

No 資料番号 資料名称 数呈 菫蘊(g) 備 考 No 夜料番号 貧料名称 数蓋 璽益(g) 備 考

床上 床上

7 11-006021 土師器商杯脚部 2 18 古墳時代前期中心 20 I 1-006034 須恵器坪碗口縁部 7 45 

8 I 1-006022 土師器甕口縁部 4 24 古墳時代前期中心 21 ll-006035 須恵器杯碗体部 3 10 ， 11-006023 土師器甕体部 39 169 古墳時代前期中心 22 11-006036 須恵器坪碗底部 2 20 

10 11-006024 土師器甕底部 l JO 古項時代前期中心 23 I 1-006037 須恵器高台付杯碗体部 5 80 

]] 11-006025 土師器台付甕体部 3 8 古墳時代前期中心 24 11-006038 須恵器碗口縁部 4 30 酸化

12 11-006026 土師器壼体部 ， 65 古墳時代前期中心 25 11-006039 須恵器碗底～高台部 2 28 酸化

13 11-006027 士師器壼底部 I 10 古墳時代前期中心 26 11-006040 須恵器高台付碗底～高台部 I 10 酸化

14 11-006028 土師器坪口縁部 17 50 平安時代中心 冦

15 11 ~006029 土師器坪底部 53 172 平安時代中心 27 11-006041 土師器壼体部 I 4 古培時代前期中心

16 11-006030 土師器甕口縁部 6 54 平安時代中心

17 ll-006031 土師器甕体部 29 88 平安時代中心

28 1ト006042 須部恵器高台付坪．碗口縁 7 18 

18 11-006032 土師器甕底部 ］ 28 平安時代中心
29 l 1-006043 須恵器高台付杯．碗体部 6 18 

19 ll-006033 土師器小型甕口縁部 J 16 平安時代中心
30 I J-006044 須恵器高台付坪．碗底部 3 24 

31 ll-006045 須恵器裔台付坪碗口縁部 I 3 酸化

8区40号住居

No. I資料番号 1 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 I図版号 I図版番号

l I J0-00ll44 I須恵器高台付碗 高台径 6.3 残高］ ．8|震函器霰ふ窃呼悶舟猛よし虐塁喜盆胃：ナ右回転鞘櫨整形° | ]0世紀前半 I第82図 I P L69 

No 資料番号 資料名称 数益 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 重泣(g) 備 考

2 11-006046 土師器台付甕体部 j 10 古墳時代前期中心 8 ] ]~006052 須恵器坪碗底部 I 10 

3 11-006047 土師器坪口縁部 7 22 平安時代中心 ， 11-006053 須恵器高台付坪碗体部 4 24 

4 11~006048 士師器杯底部 31 75 平安時代中心

5 11-006049 土師器甕口縁部 3 16 平安時代中心

10 I 1-006054 須高台恵部器高台付坪．碗底一 I IO 

6 11-006050 士師器甕体部 26 80 平安時代中心
]] 11-006055 須恵器甕体部 2 20 

7 11-006051 須恵器杯碗口縁部 l 4 
12 ll-006056 灰釉陶器碗体部 l 3 

8区41号住居

N言：：：名称 I数： I重羞(:)Ì `[ N: I門□： I土師：坪］よ称 1数： I重量(:)1飛烏備 考

8区42号住居

No 衰料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状整形調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

I 10-001145 土師器杯 口径（］］．5) 残高 33 体口縁部外～面底撫部で］／、4。底口面縁箆横削撫りで、 体から底部内面箆撫で。 9世紀前～中葉 第83図 P L69 

2 10-001146 須恵器杯 口目(13.2) 底径 78 
器 37 l/3。右回転鞘帽整形。底面箆起し後、左回りの箆削り 9世紀前半 第83図 P L69 

3 10-00]]47 土師器杯 岱存 3.7X2.4 
み 03 底部片。底面に「女」（か）の箆害き 時期不特定 第83図 P L69 

4 10-001148 土師器甕 口径(210) 残高］0.4 撫口縁で～、外眉面部箆破削片り。コ字状口縁。口縁横撫で、体部内面箆 9世紀後半 第83図 P L69 

5 10-001149 土錘 員2.0XJ.865 
長 3.8 縦位に径455mmの貰通孔。表面推で 第83図 P L69 

6 10-001150 土錘 残径1.65 長さ 40 背面側欠損。縦位に径30mmの貫通孔。表面撫で 第83図 P L69 

7 10-001151 士錘 径 lOXO 9 残長 3.0 下端欠損。縦位に径2.3mmの貫通孔。表面撫で 第83図 P L69 

8 20-000532 敬石 見7.2Xl3 7 
み 4.3

河は研床礫磨使面形用。成表さ面れにる研磨痕、 上端に蔽打痕残り、 裏面に 石英閃緑岩 第83図 P L69 
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遺物一覧

No 資料番号 資料名称 数量 璽量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

床上 床上

， ]]-006060 土師器高杯脚部 2 20 古項時代前期中心 33 11-006084 須恵器甑体部 2 120 

10 11-006061 土師器甕口縁部 4 14 古項時代前期中心 34 I 1-006085 灰釉陶器碗口縁部 2 12 

11 11-006062 土師器甕体部 25 142 古墳時代前期中心 35 11-006086 灰釉陶器碗体部 I 3 

12 11-006063 土師器甕底部 I 8 古墳時代前期中心 36 11-006087 灰釉陶器碗底～高台部 3 20 

13 l 1~006064 士師器台付甕体部 2 10 古墳時代前期中心 37 11-006088 羽釜口縁部 1 5 

14 11-006065 土師器壼口縁部 l 2 古墳時代前期中心 38 11-006089 羽釜鍔部 2 46 

]5 11-006066 土師器壼体部 12 98 古墳時代前期中心 25 11-006076 須恵器碗口縁部 5 JO 酸化

16 11-006067 土師器杯口縁部 78 240 平安時代中心 26 11-006077 須恵器碗体部 8 19 酸化

l 7 11-006068 土師器坪底部 282 880 平安時代中心 27 11-006078 須恵器碗底一高台部 7 120 酸化

18 II←006069 土師器椀口録部 I 14 平安時代中心 28 IIー暉079 須恵器甕口縁部 l JO 

19 11-006070 土師器甕口縁部 42 242 平安時代中心 39 11-暉 090 羽釜体部 8 l 26 

20 11-006071 土師器甕体部 154 595 平安時代中心 40 41-000501 スラグ I 8 

21 I 1-006072 土師器甕底部 2 21 平安時代中心 冦

22 11-006073 須恵器裔台付碗口縁部 55 156 41 II-()(沿091 士師器甕体部 l JO 古墳時代前期中心

23 JJ-暉074 須恵器高台付碗体部 59 204 42 11-006092 土師器杯底部 10 40 平安時代中心

24 ]J-006075 須恵器坪碗底～高台部 21 200 43 l 1~006093 士師器甕口棟部 l 18 平安時代中心

29 11-006080 須恵器甕体部 30 1260 44 11-006094 土師器甕体部 18 100 平安時代中心

30 11-006081 須恵器甕底部 ］ 54 45 11-006095 須恵器坪碗口縁部 2 12 

31 11-006082 須恵器瓶口縁部 I 10 46 11-006096 須恵器杯．碗体部 3 15 

32 I 1-006083 須恵器蓋口縁部 I 2 47 ll-006097 須恵器碗口緑部 I 6 酸化

8区43号住居

No I資料番号 I 資料名称

1 I 10-001152 灰釉陶器皿

測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 I図版号 I図版番号

底径（7.0) 残高 2.4 I冒～底部］／4。内面に他の個体の破片付着。回転鞘輯整 |9世紀中葉 l第58図 I P L69 

No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I爾量(g)I 備 考 No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考

2 | ll-006098 1土師器甕口縁部

3 I l l -006099 土師器甕体部

8区44号住居

No I資料番号 1 食料名称

l I 10-()()1153 I須恵器碗

2~ 
8 平安時代中心

4 I 11ー暉］ooI須恵器杯．碗口縁部 20 I内外面黒色処理

測定値（cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 I図版号 I図版番号

口径(15.3) 残高 4.2Iはり～高台部破片。内面吸炭による黒色処理。回転鞘輯 |10世紀前葉 I第58図 I P L69 

言I百百言 I：王全圭； 称 I数11重呈可 I笠：百臼笠：：L

N二 1数： I重量:)I平安：代中L考

8区45号住居

No. 1資料番号 1 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 I図版号i図版番号

1 I 10-001154 I土師器杯 口径］3．0 底径 6.4 ほぼ完形。口縁一体部内面横撫で。腰～底部内面箆撫でO I JO世紀中葉 I第45図 I P L69 
器高 4.3 1体部外面～底面外周箆削り。底面中央無調整

No I資料番号 1 資料名称 1数量 1重蓋(g)1 備 考

2 I ll-006I07 須恵器坪．碗体部 ］ 8 
N~須恵：甕：部名称 1数？ I璽量::)1酸化備 考

8区46号住居

N~須恵：碗：名称

No 資料番号 資料名称

床上

2 l 1-006109 土師器甕底部

3 11-006110 士師器壼体部

4 11-006111 土師器杯口縁部

5 11-006112 土師器杯底部

320 

測定値（cm) 形状・整形・調整等の特徴

残存 7.8X4.l 厚1.01底面1/4。酸化焔焼成。回し乍の削り後高台貼付け 時：不特定考 1 ：□ 1:：：： 

数呈 重量(g) 備 考

J 6 古墳時代前期中心

3 64 古墳時代前期中心

5 14 平安時代中心

3 8 平安時代中心

No 1資料番号 1 資料名称 I数蓋 1重量(g)I 備 考

床上

土師器甕体部

須恵器杯．碗体～底部

8 | ll-0061151須恵器甕体部

9 I 11-006116 羽釜体部

2 | 8 I平安時代中心



遺物一覧

No-1資料番号 1 資料 名 称

穎

三
数量 I璽量(g)I 備 考

宣
No I資料番号 I 資 料 名 称 I数量 I重量(g)| 備 考

鼈

1s i 11-006122 I須恵器坪碗体部 | I I 4 I 

16 I 11-000123 I須恵器甕体部 | l | 54 I 

貯蔵穴

17 I 11-006124 I須恵器甕体部
I I I 3z I 

8区46.47号住居

No 資料番号 資料名称 数呈 璽量(g) 備 考 No 資料番号 資 料 名 称 数景 重量(g) 備 考

l 11-006125 土師器甕口縁部 2 18 古墳時代前期中心 12 11-006136 土師器甕底部 3 32 平安時代中心

2 11-006126 土師器甕体部 19 80 古墳時代前期中心 13 11-006137 須恵器坪．碗口縁部 18 60 

3 11-006127 土師器甕底部 I 12 古項時代前期中心 l 4 11-006138 須恵器杯碗体部 16 50 

4 11-006128 土師器台付甕体部 j 20 古墳時代前期中心 15 II-暉 139 須恵器杯．碗底部 2 25 

5 ll-006129 土師器台付甕底～脚部 I 32 古墳時代前期中心 16 11ー瞑140 須恵器杯碗底～尚台部 II 122 

6 11-006130 土師器壼体部 4 50 古墳時代前期中心 l7 11-006141 須恵器碗口縁部 3 16 酸化

7 11-006131 土師器壺底部 J 8 古墳時代前期中心 j 8 11-006142 須恵器碗体部 2 2 酸化

8 11-006132 土師器杯口縁部 21 60 平安時代中心 19 11-006143 須恵器碗底～高台部 l 15 酸化， 11-006133 士師器杯底部 91 214 平安時代中心 20 11-006144 須恵器甕体部 5 80 

10 I 1-006134 土師器甕口縁部 10 52 平安時代中心 21 11-006145 羽釜鍔部 2 20 

11 11-006135 士師器甕体部 68 136 平安時代中心 22 11-006146 羽釜体部 3 18 

8区47号住居

No 資料番号 資 料 名 称 数量 重量(g) 備 考 No 査料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

I II←暉147 士師器甕体部 3 12 古墳時代前期中心 6 11-006152 須恵器杯．碗口縁部 3 ， 
2 11-006148 土師器杯口縁部 2 4 平安時代中心 7 11-006153 須恵器杯碗体部 3 10 

3 I 1-006149 土師器杯底部 15 80 平安時代中心 8 11-006154 須恵器杯碗底部 l 18 

4 11-006150 土師器甕口縁部 3 10 平安時代中心 ， 11-006155 須恵器甕体部 3 50 

5 11-006151 土師器甕体部 5 8 平安時代中心 10 11-006156 羽釜口縁部 l 30 

8区48号住居

No 資料番号 資料名称 数星 菫量(g) 備 考 No 資料番号 貪 料 名 称 数量 重量(g) 備 考

］ II→006157 士師器甕口縁部 4 30 古墳時代前期中心 11 11-006167 須恵器坪碗底～高台部 12 92 

2 I 1-006158 土師器甕体部 ， 83 古墳時代前期中心 12 II←006168 須恵器甕体部 7 JOO 

3 11-006159 土師器台付甕体部 l 2 古墳時代前期中心 13 I 1-006169 灰釉陶器碗口縁部 2 8 

4 11-006160 士師器壼体部 2 18 古墳時代前期中心 冦

5 11-006161 土師器杯口縁部 23 70 平安時代中心 14 11-006170 士師器甕体部 4 10 古項時代前期中心

6 I 1-006162 土師器杯底部 65 196 平安時代中心 15 11-006171 土師器坪口縁部 5 15 平安時代中心

7 11-006163 土師器甕口縁部 26 120 平安時代中心 16 I 1~006172 士師器杯底部 10 30 平安時代中心

8 11-006164 土師器甕体部 58 2] 0 平安時代中心 ]7 11-006173 土師器甕口縁部 I 8 平安時代中心， ]]~006]65 須恵器杯．碗口縁部 15 74 18 11-006174 土師器甕体部 4 12 平安時代中心

10 11-006166 須恵器杯碗体部 12 50 19 11-006175 須恵器杯碗口縁部 l 3 

8区49号住居

No 資料番号 脊 料 名 称 測定値（cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

l IQ~OO i l56 須恵器坪 口目13.3 底径 6.6
器 47 

2/面3回。転内糸外切面り吸切炭りに放よしる黒色処理。右回転鞘櫨整形。底 JO世紀中ー後葉 第86図 PL 70 

2 10-001157 須恵器坪
口目12 7 底径(60) 
器 45 

籠1/2韮形底。部底内面面回黒転色糸処切理りの切痕り跡放。し酸化焔焼成。 右回転糖 10世紀中～後葉 第86図 PL 70 

3 10-001158 須恵器杯 口径（13]) 残高 46 口縁～体部］／2。右回転饒輯整形 10世紀中～後葉 第86図 PL 70 

4 10-001159 須恵器高台付碗 晶 13.4 高台径（5.5)
5.1 

右1/2回。転胎饒土櫨粗整く形片。岩底多面高く含台む貼。付内け面吸炭による黒色処理。 JO世紀中～後葉 第86図 PL 70 

5 10-001160 須恵器高台付碗 誤14 2 高台径 67 
5 5 

1で13吸。炭口。縁左の回一転部饒内轄側整に形押。さ底れ面る高。台酸貼化付焔け焼時成撫。で内外面 10世紀中～後葉 第86図 PL 70 

6 10-001161 須恵器高台付碗 翡 14.J 高台径 6.4
5. 7 2/3。右回転鞘鑢整形。底面高台貼付け時撫で 10世紀中～後葉 第86図 PL 70 

7 10-001162 須恵器高台付碗 且喜晶3.5) 
7 7 器高 44 

櫨口縁整形～。体底部面1/回3。転底糸部切内り面後磨、耗高。台還貼元付焔け焼時成撫。で右回転鞘 JO世紀後半 第86図 PL 70 
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逍物一乾

No 沢料番号 査科名称 測定値 (cm) 形状 ・整形調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

8 10-001163 須恵器高台付碗 且回 喜14 7X13 0 3他台/4貼の。破付左片け右付時に羞撫圧。で平右さ回れ転る鞘。轄器整面形や。や底荒面れ回る転。糸内切面り底後部、高に 10世紀中～後葉 第86図 PL 70 
径 76 器高 57 

， 10-001164 土師器甕 口径(19.5) 残高 19.5 ビ縁～外体面部箆l/削3。コ字状口縁。口縁横撫で。｛本部内面箆 9世紀中葉～末
第87図 PL 70 

で、り 葉

j 0 10-001165 灰釉陶器裔台付碗 高台径 6.9 残高 2.9 腰部一高台。右回転饒櫨整形。釉没け掛け 10世紀中～後葉 第87図 PL 70 

11 10-001166 灰釉陶器皿 高口径台径(137 72) 器商 2 8 口縁一体部過半欠損。回転輛櫨整形
9世紀中葉～末

第87図 PL 70 
葉

12 20-000533 磨石 径 38X4 .. I 限み 3.3 球状の河床礫使用。上下面に研磨痕残る 粗粒雄石安山岩 第87回 PL 70 

No 査料番号 資 料 名 称 数星 重量(g) 備 考

床上

13 l]~006176 士師器甕口縁部 l JO 古頃時代前期中心

14 11-006177 土師器甕体部 19 72 古墳時代前期中心

15 11-006178 士師器台付甕口緑部 2 l 8 古墳時代前期中心

16 11-006179 土師器台付甕体部 ， 22 古墳時代前期中心

17 11-006180 土師器壼体部 7 72 古墳時代前期中心

18 1H0618I 土師器杯口縁部 24 100 平安時代中心

19 l 1-006182 土師器坪底部 54 185 平安時代中心

20 11-006183 士師器甕口縁部 18 90 平安時代中心

21 11 —( ]84 土師器甕体部 81 315 平安時代中心

22 11-006185 土師器甕底部 l 10 平安時代中心

掘り方

32 JJ-006]95 土師器甕体部 4 JO 平安時代中心

33 ］ト006196 須恵器杯碗口縁部 l 3 

籠

34 ]]-006]97 土師器甕口縁部 I 5 古墳時代前期中心

35 11-006198 土師器甕体部 2 5 古墳時代前期中心

36 IIー瞑199 土師器坪口縁部 2 IO 平安時代中心

37 11-006200 土師器杯底部 5 15 平安時代中心

8区50号住居

No 資料番号 贅 料 名 称 数量 爾量(g) 備 考

］ I 1-006207 土師器椀体部 2 40 古墳時代前期中心

2 I I ・006208 士師器甕口縁部 1 8 古墳時代前期中心

3 l 1-006209 土師器甕体部 11 48 古墳時代前期中心

4 ll-006210 土師器壼口縁部 ］ 24 古墳時代前期中心

5 11-006211 土師器壼体部 3 18 古墳時代前期中心

6 11-006212 土師器杯口縁部 3 14 平安時代中心

8区52号住居

No 資料番号 資 料 名 称 数蓋 重量(g) 備 考

］ 11-006218 土師器甕体部 5 l4 古墳時代前期中心

2 ll｛郎219 土師器壼体部 2 8 古墳時代前期中心

3 11-006220 土師器壺底部 l 6 古墳時代前期中心

4 11-006221 土師器杯底部 5 10 平安時代中心

5 11-006222 土師器杯口縁部 3 12 平安時代中心

No 資料番号 査 料 名 称 数益 重量(g) 備 考

床上

23 II-暉 186 士師器台付甕底部 ］ 50 平安時代中心

24 11-006187 須恵器坪碗口縁部 33 220 

25 11-006188 須恵器坪碗底部 17 232 

26 11-006189 須恵器杯碗体部 28 85 

27 11-006190 須恵器甕体部 3 50 

28 II-暉 191 灰釉陶器碗口縁部 4 22 

掘り方

29 J 1-006192 土師器杯口縁部 I 2 平安時代中心

30 11~006193 士師器坪底部 6 18 平安時代中心

31 11-006194 土師器甕口縁部 3 15 平安時代中心

鼈

38 JJ-1)06201 土師器甕体部 14 79 平安時代中心

39 11-006202 須恵器坪．碗口縁部 4 10 

40 IJ-006203 須恵器杯．碗体部 4 10 

41 11-006204 須恵器杯碗底～忘台部 3 30 

42 11-006205 灰釉陶器皿口縁部 I 3 

43 11←006206 羽釜口縁部 I 14 

No 資料番号 資料名称 数蘊 重ほ(g) 備 考

7 ]]←0062]3 士師器坪底部 5 20 平安時代中心

8 IJ-006214 土師器甕口縁部 l 2 平安時代中心

， 11-006215 土師器甕体部 ， 34 平安時代中心

10 ll-006216 須恵器坪碗イ本部 4 14 

11 11-006217 須恵器杯碗底～高台部 5 60 

。-
6
-
7
-
8
-
9

z
 言 数口麟考

I I 10 

No 

8区53号住居

資料番号 資 料 名 称

10-001161 I土師器杯

測定値 (cm)

口径 12.8 器裔 3.4

備考

8四岱霊悶初頭 I第90図

10-001168 I士師器杯

10-001169 I土師器杯

口径 12.7 器高 3.9 

口径 12.6 底径 9.2
器高 3.4

形状 ・整形・調整等の特徴

3/4。口縁横撫で。体～底部内面指撫で。体部撫で、腰
部外面一底面箆削り

3/4。口縁横撫で。体～底部内面箆撫でまたは指撫で。
体部外面撫で、底面箆削り

口縁一部欠損。内面に廿字状の箆描き。口縁横撫で。体
～底部内面箆撫で。体部外面撫で、底面箆削り

図版号 図版番号

PL 70 

8世紀後半 第90図 PL 70 

7世紀後半 第90図 PL 71 
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遺物一覧

No 沢科番号 資料 名 称 測定値 (cm) 形状 ・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

4 10-001170 土師器甕 嚢悶4.6X4 5 
12.2 

腰箆削～底り部。外面上位に土壌 ．煤付着。内面箆撫で、外面 9世紀前半 第90図 PL 70 

5 20-000534 磨石（こも編み石） 径 5IX4 2 長さ II7 河痕床残礫り使、用中。位下に面磨耗と左痕右廻両る側面に研磨面、 上端部に蔽打 変質安山岩 第90図 PL 70 

6 20~000535 磨石（こも編み石） 径 44X4.2 長さ 110 棒状の河床礫使用。下面に研磨面残り、中位に磨耗痕廻
ひん岩 第90図 PL 70 る

7 40-000419 鉄製紡錘車 犀： 賢6 9残長厚1 4 7, 9 4 
: 3. み 0.45 羹贔羹2折車。直は接上は位接か合らしない。に棒舒横く断。面何形れ円も形鉄に製近く、

る。JO9cm 第90図 PL 71 

贅科 名 称 I数泣 1重量(g)I 備 考 No 賽科番号 査 料 名 称 数旦 重呈(g) 備 考

冦

土師器台付甕体部 I 2 古墳時代前期中心 ]4 11-006233 土師器杯口縁部 3 18 平安時代中心

土師器坪口縁部 I 12 平安時代中心 15 11-暉 234 土師器杯底部 II 45 平安時代中心

土師器杯体部 2 6 平安時代中心 16 II一臨235 土師器甕口縁部 I 10 平安時代中心

士師器甕体部 1 l JO 平安時代中心 17 ll-006236 土師器甕体部 4 18 平安時代中心

冦 18 J 1-006237 須恵器坪．碗口繰部 3 10 

12 11-006231 士師器台付甕体部 6 古培時代前期中心 19 ll-0062祁 須恵器杯．碗体部 I 2 

13 11-006232 土師器壼体部 2 古墳時代前期中心

8区54号住居

No 贅料番号 資料 名 称 測定値 (cm) 形状 ・整形調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

l 10-001171 須恵器杯 口目10.1 底径 5.4
器 27 ほりぽ、完切形り。放酸し化。腰焔焼一底成。部右内面回転指輛撫轄で整、腰形。部底外面面箆回転調整糸切 JO世紀後半 第9j図 PL 71 

2 10-001172 須恵器碗 残残存高 6 5 92 X5 4 口縁～体部破片。右回転輛轄整形後、内面箆磨き 10世紀前半 第92図 PL 71 

3 20-000536 磨石 径 37X4 7 長さ］］7 直磨方面体形状成のさ河れ床、礫上使端敵用打。下痕位残欠る損。表裏・ 左右側面に研 粗粒鍔石安山岩 第92図

4 20-000537 敲石（こも編み石） 径 6.3X4.6 残長 15.4 横下端断面に三顕角著形な敲の打河床痕礫残使る用。。中位下面に明に研瞭磨な面磨形耗成痕一さ周れ、 上 粗粒輝石安山岩 第92図 PL 71 

5 40-000420 刀子 冒1.4 残長 40 
み 0.45 破片。刃部285cm残る。刃部と茎部に段差 第92図 PL 71 

No 脊科番号 査科 名 称 数盪 厘量(g) 備 考 No 資料番号 資 料 名 称 数量 直量(g) 備 考

6 11-006239 土師器高杯脚部 3 94 古墳時代前期中心 ]6 11-006249 土師器甕体部 47 275 平安時代中心

7 I 1-006240 土師器甕底部 l 34 古墳時代前期中心 17 11-006250 土師器甕底部 I 10 平安時代中心

8 ll-006241 土師器台付甕体部 I 8 古墳時代前期中心 18 JI-暉 25] 須恵器杯．碗口縁部 5 12 ， 11-006242 土師器台付甕底ー脚部 l 24 古墳時代前期中心 19 11-006252 須恵器杯碗体部 7 25 

10 11-006243 土師器壼口縁部 2 30 古墳時代前期中心 20 1ト()()6253 須恵器杯．碗底～高台部 4 60 

II 11-006244 土師器壼体部 ， 84 古墳時代前期中心 2l 11-006254 須恵器甕体部 j 65 

12 I 1-006245 土師器壺底部 4 200 古墳時代前期中心 22 11-006255 灰釉陶器碗口縁部 I 2 

13 11-006246 土師器坪口縁部 5 28 平安時代中心 23 11-006256 灰釉陶器碗体部 3 20 

14 11-006247 土師器杯底部 30 84 平安時代中心 24 ]]-006257 羽釜体部 2 20 

15 ¥ \~006248 土師器甕口縁部 8 50 平安時代中心

8区55号住居

N]面涵ロー五料名称

I I 10-001173 須恵器坪

測定値 (cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴

口径（11.4) 底径（5．8) 1/4。酸化焔焼成。右回転輛轄整形。底面回転糸切 り、
器高 3., 1切り放し

備 考 I 図版号 I図版番号

10世紀後半 第92図 PL 71 

No 資料番号 資料 名 称 数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数呈 重量(g) 備 考

床上 掘り方

2 ll-006258 土師器甕体部 4 40 古墳時代前期中心 12 11-006268 土師器椀口縁部 I 6 古墳時代前期中心

3 Jl-006259 土師器坪口縁部 2 8 平安時代中心 13 11-006269 土師器甕体部 ， 70 古墳時代前期中心

4 11-006260 土師器杯底部 3 10 平安時代中心 14 11-006270 土師器台付甕体部 2 8 古墳時代前期中心

5 11-006261 土師器甕口縁部 2 JO 平安時代中心 15 11-006271 土師器壼体部 2 20 古墳時代前期中心

6 11-006262 土師器甕体部 7 22 平安時代中心 16 11-006272 土師器杯口縁部 2 12 平安時代中心

7 1¥-006263 須恵器坪．碗口縁部 4 60 17 11~006273 土師器杯底部 5 10 平安時代中心

8 11-006264 須恵器杯．碗体部 4 15 I 8 11-006274 土師器甕口縁部 2 25 平安時代中心， l 1~006265 須恵器杯．碗底～裔台部 4 80 J 9 I 1-006275 土師器甕体部 14 38 平安時代中心

JO 11-006266 須恵器杯．碗体部 2 30 1 IC 20 11-006276 須恵器杯．碗口縁部 3 18 

II 11-006267 須恵器甕体部 2 28 21 ]]-006277 須恵器坪碗底部 I 20 
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遺物一覧

8区56号住居

N~口 I 須恵：：料名杵
2 I 10-001175 I須恵器羽釜

No 査料番号 資 料 名 称

3 11-006278 土師器甕口縁部

4 11-006279 士師器甕体部

5 11-006280 土師器杯口縁部

6 11-006281 土師器坪底部

7 ll-006282 士師器甕体部

8区57号住居

No 資料番号 資料名称

I 10-001176 須恵器高台付碗

2 10-001177 羽口

3 10-001]78 羽口

4 10-001179 羽口

5 10-001180 壁体

6 20-000538 天井石

7 20-000539 蔽石（磨石）

8 20-000540 磨石

， 20-000541 磨石

10 10-001181 須恵器碗

II 40-000421 角釘

12 40-000422 鉄滓

No 資料番号 資料名称

床上

47 I 1-006287 土師器甕口縁部

48 11-006288 土師器甕体部

49 11-006289 士師器台付甕体部

50 11-006290 土師器壼体部

51 11-006291 土師器杯口縁部

52 11-006292 土師器杯底部

53 11-006293 土師器甕口縁部

54 11-006294 士師器甕体部

55 ll-006295 土師器甕底部

56 11-006296 須恵器坪．碗口縁部

57 11-006297 須恵器杯．碗体部

58 11-006298 須恵器坪碗底ー忘台部

59 JI—(299 須恵器甕口縁部

324 

測定値 (cm) 形状・整形 ・調整等の特徴

口径（］2i8) 底径 6.1| ]/4。還元焔焼成。右回転鞘櫨整形。底面回転糸切り、
器高 4.] 切り放し。腰部の一部にも糸掛かる

残長J0.ZX7.8X
厚さ2.0

口緑一体部上位破片。内外面横位の撫で

備 考 I 図版号 I図版番号

10世紀後半 第92図 P L7] 

56 b住ーl 第92図 I PL 71 

数量 重量(g) 備 考 No. I資料番号 I 資 料 名 称 I数量 I重量(g)I 備 考

2 32 古墳時代前期中心 s I 11-006283 I須恵器坪碗口縁部

10 l 40 古墳時代前期中心

2 JO 平安時代中心

4 20 平安時代中心
:] 1 ]:：三 I召三日：：：｛～高台部 1:I 蕊

5 46 平安時代中心

測定値 (cm) 形状 ・整形調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

翡 ]4.8 高台径 84 
5.1 

3底/4面。裔還台元貼焔付焼け成時。に内撫面でやや荒れる。右回転饒轄整形。 9世紀中葉 第93図 PL 71 

残存 5.0X6.5X2.2 先端破片。内側剥離。外面と先端溶解 第94図 P L71 

息;; 魯2.8X3.8Xl 7 
2.5X3.2Xl 8 

外2片面箆あ削り。り何及れび撫も先で端、破胎片土でに内ス側サ剥残離る。先端溶解。 ①は ①のみ実測 第94図 p L72 

残存 3.6X5.lX2.0 先面端指撫附近で破片。内側剥離。外面と先端浴解又は吸炭。表 第94図 PL 72 

残存 5.0X4.1X2.05 破片。表面残り 一部被熱。費用面箆及ぴ指撫で 第94図 PL 72 

賃16 9X7 5 皇阿＇ 倫損面。闘3 盃炭に右割。側上れ面下る奥。面下全、に面右径被側1.熱面2c、しm 悶、下面裏と右側寄面贔未 デイサイト質凝 第94図 PL 72 
さ 338 孔にる 。 さ7mmの 灰岩

通孔穿つ

畠9.6X 12. 7 
み 4.6

痕河残床礫る使用。下面に研磨面形成。上下端と左側縁に蔽打 粗粒輝石安山岩 第94図 PL 72 

径 84X9 4 厚み 3.3
河床礫使用。下面に研磨面形成

粗粒輝石安山岩 第95図 PL 72 

径 6OX7 4 厚み 36 河床礫使用。上面に研磨痕残り、下面に研磨面形成 軽石 第95図 PL 72 

残存 25X2.0 体部片。酸化焔焼成。表面に鉄分付着 第95図 PL 72 

径 065 X O 4 長さ 頭部折れる。横断面長方形の角錐形呈する 一寸釘 第95図 PL72 
3.9 

7 7立何’99: .．: 3809 gg 5れl9］:： g 点点9点69も点泣⑳4点、、、鉄9点、52、89分5:0、位gお.g g '9的多9点g点点92g48 9 ~ し6． 。:l： : 92 ~ 叩祁沈299］3（g点:~ 枝点克［~l"、9、i番、蕊点泊9＇93号59点60、g⑮5~ ~ g ）g ： 、：応3'49点99g 5 点勾2函占:．9': 、点9392.： 3 点点田549~I g 以:95、＄、3点g2g ~ 点9~a l、2靱934、g7 922 9] 2: 4は点:g : 48: 6 9g 99点~02点点:25、2':9 3OO、8~ 占92R4 ' 点8";2: "95、•9g R9ll 印灯蕊占3勾、' 3 g g 8 、
PL72 

一点（枝番号l雷 7.3 PL 73 
Xll.3X2.6 PL 74 

数量 厘量(g) 備 考 No 資科番号 資料名称 数量 重量(g) 偏 考

床上

3 12 古墳時代前期中心 60 11-006300 須恵器甕体部 5 78 

22 85 古墳時代前期中心 61 11~006301 須恵器甕？ I 28 

2 5 古墳時代前期中心 62 11-006302 灰釉陶器皿口縁部 I 3 

15 118 古墳時代前期中心 63 11~006303 羽釜体部 I 5 

28 90 平安時代中心 竃

58 170 平安時代中心 64 11-006304 士師器甕体部 3 8 古墳時代前期中心

20 375 平安時代中心 65 11~006305 土師器杯口縁部 3 ]5 平安時代中心

71 350 平安時代中心 66 11-006306 土師器坪底部 I 2 平安時代中心

2 72 平安時代中心 67 11-006307 土師器甕体部 2 20 平安時代中心

15 70 68 11-006308 須恵器坪碗口縁部 I 6 

17 40 69 11-006309 須恵器杯．碗体部 I 3 

14 270 70 11-006310 須恵器坪碗底部 I 10 

I 20 



8区58号住居

N□面石ロ―玉科名称

1 I 10-0011s2 須恵器高台付碗

No 資料番号 資料 名 称

床上

2 l!-006311 土師器甕体部

3 11-006312 土師器台付甕体～脚部

4 11-006313 土師器甕体部

5 11-006314 須恵器杯碗口緑部

6 11-006315 須恵器杯碗体部

7 11-006316 須恵器杯．碗底部

掘り方

8 11-006317 土師器台付甕体部， 11-006318 土師器壺体部

10 I 1-006319 土師器杯口縁部

8区59号住居

No I資料番号 1 資科 名 称

I I I0-00ll83 須恵器高台付碗

2 I 40-000457 I角釘

No 資料番号 資料名称

床上

3 I 1-006329 土師器甕体部

4 11-006330 土師器甕底部

5 11-00633] 土師器台付甕体部

6 11-006332 土師器壼体部

7 11-006333 土師器杯口縁部

8 11-006334 土師器杯底部， 11-006335 土師器甕口縁部

10 11-006336 土師器甕体部

l l II→006337 士師器甕底部

12 11-006338 須恵器坪碗口縁部

13 I 1-006339 須恵器杯碗体部

14 11 ~006340 須恵器坪碗底部

15 11-00634] 須恵器杯碗底～病台部

8区60号住居

No. I資料番号 I 資料 名 称

1 I 10-001184 I須恵器高台付碗

2 I 10-0011ss I土師器甕

No 資料番号 資料 名 称

床上

3 11-006353 土師器甕口縁部

4 11-006354 土師器甕体部

5 11-006355 士師器甕底部

6 11-006356 土師器台付甕口緑部

7 11-006357 士師器台付甕体部

8 I 1-006358 土師器壼体部

， I 1-006359 土師器坪口縁部

10 11-006360 土師器杯底部

ll 11-006361 土師器甕口縁部

12 11-006362 土師器甕体部

遺物一覧

測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 l図版号 1因版番号

口径(l2.8) 高台径 6.61 1/3。酸化焔焼成に近い。作り粗雑。底面内部吸炭。右 IJO世紀後半 I第96図 I PL 74 
器高 5.4 回転鞘櫨整形。底面高台貼り付け時撫で

数量 厘量(g) 備 考 No 資料番号 資 料 名 称 数忌 重量(g) 備 考

掘り方

7 35 古墳時代前期中心 II 11-006320 士師器杯底部 17 54 平安時代中心

I 25 古墳時代前期中心 12 11-006321 土師器甕口縁部 l 2 平安時代中心

I 40 平安時代中心 13 11-006322 土師器甕体部 13 38 平安時代中心

I 2 14 ll-006323 土師器甕底部 l 4 平安時代中心

I 2 15 ll-006324 須恵器坪碗口縁部 4 10 

3 5 16 11-006325 須恵器杯．碗体部 8 20 

17 11-006326 須恵器甕体部 2 40 

2 6 古墳時代前期中心 18 11-006327 灰釉陶器碗口縁部 I 2 

4 18 古墳時代前期中心 冦

7 20 平安時代中心 19 11-006328 土師器甕体部 I 20 平安時代中心

測定値 (cm) 形状 ・整形・調整等の特徴 備 図版番号

口径（II.8) 高台径 6.1I腰～底部。還元焔焼成でやや軟質。右回転饒櫨整形。底 |10世紀後半 I第98図 I PL 75 
残高 3.4 面高台貼り付け、無調整

径 0.5 長さ 4.9 頭部径］0.1XO. 77mm。横断面方形の角錐形呈する。先
端欠けか

数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資 料 名 称

床上

5 15 古墳時代前期中心 16 11-006342 須恵器甕体部

I 8 古墳時代前期中心 掘り方

I 6 古墳時代前期中心 17 11-006343 土師器台付甕体部

I 2 古墳時代前期中心 18 11-006344 土師器壺体部

l 8 50 平安時代中心 19 11-006345 土師器杯底部

34 110 平安時代中心 20 11-006346 土師器甕体部

I I 132 平安時代中心 21 11-006347 須恵器杯．碗口縁部

86 380 平安時代中心 冦

I 8 平安時代中心 22 11-006348 士師器杯口縁部

17 70 23 ll-006349 土師器杯体部

23 68 24 11-006350 土師器甕体部

4 50 25 11-006351 須恵器杯．碗体部

11 J 65 26 ll-006352 須恵器杯碗底～高台部

測定値 (cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴

第98図 IPL 75 

数量 重量(g) 備 考

5 220 

I 10 古墳時代前期中心

l 5 古墳時代前期中心

l 2 平安時代中心

3 24 平安時代中心

l 6 

l 2 平安時代中心

I 3 平安時代中心

2 8 平安時代中心

I 2 

I 15 

備 考 I 図版号 I図版番号

猛委:1:]:::: : I芭：竺盟；：芸：：芝去；戸竺竺：乏竺：：：：：：：I ：::::: I ：ここ： ： p p :: 

数量 重量(g) 偏 考 No 資料番号 資 料 名 称 数量 重量(g) 備 考

床上

2 4 古墳時代前期中心 13 11-006363 須恵器杯．碗口縁部 24 116 

13 70 古墳時代前期中心 14 11-006364 須恵器坪碗体部 17 52 

j 58 古墳時代前期中心 15 11-006365 須恵器杯．碗底～高台部 13 118 

l 4 古墳時代前期中心 16 ll-006366 須恵器甕体部 ， 330 
4 10 古墳時代前期中心 17 ll-006367 須恵器甕底部 I 150 

6 18 古墳時代前期中心 18 ll-006368 灰釉陶器碗口縁部 3 10 

29 90 平安時代中心 19 11-006369 灰釉陶器碗体部 4 18 

61 200 平安時代中心 20 I 1-006370 灰釉陶器皿口縁部 2 6 

13 58 平安時代中心 21 11-006311 羽釜口縁部 I 25 

50 230 平安時代中心
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遺物一覧

No 査料番号

掘り方

22 11-006372 

23 I 1~006373 

謹

24 11-006374 

25 11-006375 

26 11-006376 

8区61号住居

No 資料番号

床上

4 11-006383 

5 11-006384 

6 II —(385 

7 11-006386 

8 11-006387 ， 11-006388 

10 11-006389 

II I 1-006390 

寇

12 11-006391 

l3 11-006392 

14 11-006393 

15 11-006394 

j 6 11-006395 

8区62号住居

行科 名 称

土師器坪底部

土釜体部

土師器壼体部

土師器杯口縁部

土師器杯底部

査 料 名 称

土師器杯

須恵器高台付碗

敲石

資料 名 称

土師器甕体部

土師器坪底部

土師器甕口縁部

土師器甕体部

土師器甕底部

須恵器杯碗口縁部

須恵器坪碗体部

須恵器杯碗底部

土師器杯口縁部

土師器杯体～底部

土師器甕口緑部

土師器甕体部

土師器甕底部

No. I資料番号 I 査料名称

l I 20~000543 I磨石

No 資料番号 資 料 名 称

2 11-006409 土師器甕体部

3 ]1-006410 土師器壼体部

4 11-006411 土師器杯口縁部

5 ]]-0064]2 土師器杯底部

6 11-006413 土師器甕口縁部

7 11-006414 土師器甕体部

8区63号住居

No 資料番号 資料名称

I 10-001188 土師器坪

2 10-001189 土師器杯

3 10-001190 土師器

4 10-00119] 土師器鉢

5 10-00]]92 土師器鉢
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数呈 重量(g) 備 考 No 資料番号 脊料名称 数量 頂量(g) 備 考

冦

J 20 平安時代中心 27 I 1-006377 土師器甕口縁部 ］ 6 平安時代中心

2 150 28 11-006378 士師器甕体部 I 10 平安時代中心

29 11-006379 須恵器坪碗口縁部 3 12 

4 20 古墳時代前期中心 30 11-006380 須恵器杯碗体部 ］ 3 

］ 2 平安時代中心 31 11←006381 須恵器坪．碗底一高台部 5 50 

2 3 平安時代中心 32 11-006382 灰釉陶器体部 l 2 

測定値 (cm) 形状・整形 ・調整等の特徴 備 考 I図版号 I図版番号

盟盆;)8二：： I ：嘉言塁9王ここ：：：ここ：i:I :：：こ： ： ：：二：：ロ
径 6.3X5.J
残長・18.o 

水晶柱状の河床礫使用。下位欠損。上端部に顕著な磨耗 Iデイサイト 1第102図 I PL 75 
痕残り、上面に研磨面形成

数呈 重羞(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数蓋 重量(g) 備 考

冦

I 2 古墳時代前期中心 17 IH郎 396 須恵器杯碗口縁部 2 10 

6 30 平安時代中心 18 11-006397 須恵器坪碗体部 I 2 

2 j 6 平安時代中心 19 11-006398 須恵器杯．碗底部 l 60 

4 20 平安時代中心 20 11-006399 須恵器杯碗底～高台部 I 10 

J 10 平安時代中心 21 I 1~006400 須恵器甕体部 J 4 

5 25 22 11-006401 羽釜体部 l 8 

］ 14 貯蔵穴

2 30 23 lト006402 土師器坪体部 2 10 平安時代中心

24 JJ-006403 土師器甕口縁部 l 2 平安時代中心

2 8 平安時代中心 25 11-006404 土師器甕体部 7 30 平安時代中心

6 20 平安時代中心 26 ]]-006405 土師器甕底部 I 20 平安時代中心

7 24 平安時代中心 27 I 1-006406 須恵器坪碗口緑部 I 4 

]9 80 平安時代中心 28 I 1-006407 須恵器杯碗体部 2 10 

I 20 平安時代中心 29 11 ~006408 須恵器壼体部 I 2 

測定値 (cm) 形状・整形 ・調整等の特徴

径 6.0X7.l 厚み 2.9Iアンパン状の河床礫使用。下面に研磨面形成

備 考 1図版号 1図版番号

デイサイト 第103図 PL75

数量 籠量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数星 璽量(g) 備 考

2 JO 古墳時代前期中心 8 11-006415 須恵器杯．碗口緑部 5 10 

l 18 古墳時代前期中心 ， ll-006416 須恵器杯．碗体部 8 52 

13 46 平安時代中心 10 II-暉 417 須恵器杯．碗底一高台部 4 75 

23 40 平安時代中心 11 11-006418 須恵器甕体部 II 250 

6 30 平安時代中心 12 ll-006419 羽釜体部 2 52 

44 130 平安時代中心

測定値 (cm) 形状整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

口目(12.1) 底径 8.0
器 42 

底撫113部で。外器周面内や面や横荒撫れでる。。体底部面外貰面入撫状での。ひ底び部割内れ面。中央口縁部指～ 10世紀後半 第105図 PL 75 

口目(12 2) 底径 64 
器 4.2

1～中/4底央。部部器外指面周撫や内でや面荒横れ撫るで。。体体部部外外面面～～底底面面ひ撫び及割びれ底。部口内縁面 JO世紀後半 第105図 PL75 

口号16 6 底径 68 
器 7.3

胴1/3部。外器面面横や位やの荒指れ撫るで。口。縁腰横部撫外で面。～体底～面底箆部削内り面指撫で。 6世紀後半か 第］05図 p L75 

残残径高II9 00 X7 5 口り縁後上一位体撫部で片。口縁横撫で。体部内面箆撫で、外面箆削 9世紀前半か 第105図 PL 75 

底径(125) 残高 76 体～底部］／3。内面箆撫で、外面箆削り 9世紀前半か 第105図 PL 75 



No. I斉料番号 I 資料 名 称

6 I 10-001193 I須恵器忘台付碗

7 I 40-000458 I鎌

No 資料番号 資料 名 称

8 11-1)()6420 土師器甕口縁部

， 11-006421 土師器甕体部

10 11-006422 土師器台付甕脚部

II ll-006423 士師器壼口縁部

12 ll-006424 土師器壼体部

13 11-006425 土師器坪口縁部

14 ll-006426 土師器杯体～底部

15 11-006427 土師器椀口縁部

16 ll-006423 土師器甕口縁部

17 11-006429 土師器甕体部

18 11-006430 須恵器杯碗口縁部

8区64号住居

No. I資料番号 I 資料名称

I I 40-000459 I刀子

No 資料番号 査料名称

2 11-006442 土師器嵩杯脚部

3 11-006443 土師器甕口縁部

4 11-006444 土師器甕口縁部

5 I 1-006445 土師器甕体部

6 11-006446 須恵器坪碗口縁部

8区65号住居

No 資料番号 査料名称

I 10-()(l1194 須恵器杯

2 10-00]]95 土師器鉢

3 10-001196 土錘

No 貸料番号 資料名 称

床上

4 ll-006451 士師器甕体部

5 11-006452 土師器壼体部

6 1H06453 土師器杯口縁部

7 11-006454 土師器坪底部

8 11-006455 土師器甕口縁部， ll-006456 土師器甕体部

10 11-006457 土師器甕底部

ll ll-006458 須恵器杯碗口縁部

12 11-006459 須恵器杯．碗底一高台部

13 ll ~006460 須恵器甕体部

14 11-006461 灰釉陶器碗体部

8区66号住居

No I資料番号 I 資料名 称

I I 10~001197 I土師器坪

z I 10-001193 I須恵器坪

3 I 10-001199 I土師器坪

I 

遺物一覧

測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 I図版号 I図版番号

口径（］4.7) 高台径 6.91 1/3。還元焔焼成。右回転糖誼整形。底面回転糸切り後 |10世紀後半 I第104図 I PL 75 
残高 5.3 高台貼り付け時高台側撫で

残存 3.9X2.9
厚み 0.4 基部片。折り返し無し

数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称

3 lO 古墳時代前期中心 19 II -006431 須恵器杯碗体部

11 49 古墳時代前期中心 20 ll-006432 須恵器杯碗底部

l 2 古墳時代前期中心 21 11-006433 須恵器江．碗底～高台部

］ 15 古墳時代前期中心 22 11-006434 須恵器碗口縁部

I 5 古墳時代前期中心 23 11-006435 須恵器碗体部

65 275 平安時代中心 24 11-006436 須恵器碗底一克台部

138 440 平安時代中心 25 11-006437 須恵器甕口縁部

2 40 平安時代中心 26 ll-006438 須恵器甕体部

21 170 平安時代中心 27 11-006439 灰釉陶器皿体部

140 490 平安時代中心 28 11-006440 羽釜体部

44 255 29 11-(l(l6441 女瓦

測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴

径 0.45X0.9 残長 s.7I柄・刃部両側欠損。細身。刃部2.9cmを測る

数葦 重最(g) 備 考

I 30 古墳時代前期中心

I 8 古墳時代前期中心

4 24 平安時代中心， 32 平安時代中心

15 54 

測定値 (cm)

資 料 名 称

7 1 II-006447 1須恵器坪碗体部

8 I ll-006448 須恵器坪．碗底～高台部

須恵器甕体部

須恵器蓋口縁部

形状・整形・調整等の特徴

口径(13.6) 残高 4.8 口縁～体部1/4。一部酸化焔焼成。右回転輛績整形

塁g 10.SX!O 4 
10.2 

面口縁上位～体箆部撫破で片で。下位口縁箆横削撫りで。 体部内面 （箆） 撫で、 外

径l.4Xl 3 長さ 3.5 縦位に径36mmの貫通孔。表面撫で。上端面平らに調整

数ほ 重品(g) 備 考 No 資料番号 資 料 名 称

掘り方

8 25 古墳時代前期中心 15 ll-006462 土師器甕体部

3 10 古墳時代前期中心 16 ll-006463 上師器壺口縁部

4 14 平安時代中心 17 ll-006464 土師器壼体部

13 40 平安時代中心 18 ]J-006465 土師器坪口縁部

4 18 平安時代中心 19 11-006466 土師器杯底部

12 50 平安時代中心 20 11-006467 土師器甕口縁部

］ 3 平安時代中心 21 11-006468 上師器甕体部

JO 40 22 11-006469 須恵器坪．碗口縁部

2 28 23 11-006470 須恵器江．碗体部

2 28 24 11-006471 須恵器江．碗底～高台部

I 2 貯蔵穴

25 ll-006472 須恵器杯．碗口縁部

測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴

翡(12 4) 底径（84) 
3.0 

lり/4離。し還後元、焔縁焼辺成箆。調右整回転輛轍整形。底面回転糸切り切

第104図 IPL 75 

数祉 重屋(g) 備 考

27 72 

7 158 

14 225 

5 40 酸化

7 28 酸化

4 35 酸化

3 30 

13 440 

I 2 

1 52 

I 85 

備 考 1 図版号 1図版番号

第103図 PL75 

備考

備 考 図版号 図版番号

10世紀前半 第96図 PL 75 

9世紀前半か 第96図 PL 75 

第96図 p L76 

数呈 重呈(g) 備 考

3 40 古墳時代前期中心

2 28 古墳時代前期中心

5 28 古墳時代前期中心

3 8 平安時代中心

， 38 平安時代中心

5 40 平安時代中心

39 170 平安時代中心

10 58 

6 20 

7 30 

4 52 

備 考 図版号 I図版番号

9世紀中葉 第106図 I PL 76 

1 器口縁高（］42.00 5) 底径（7.8) 底l/4面。箆口削縁り横推で、腰～底部内面指担で。体部外面撫で、 8世紀末葉 第106図 IPL 76 

1 器口縁高 3 l2 I 2 底径 7 9 3底/4面。箆口削縁り横撫で。体～底部内面指撫で。体部外面撫で0I 9世紀中葉
1 第106図 IPL 76 
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遺物一覧

No I資料番号 1 資料 名 称

4 I 10~001200 士師器盤

5 I 10-001201 I土師器碗

6 I 10-001202 I須恵器甕

No 資科番号 資料 名 称

床上

7 11-006473 土師器甕体部

8 11-006474 土師器台付甕体部

， 11-006475 土師器壺体部

10 11-006476 土師器杯口縁部

11 11-006477 土師器坪底部

12 11-006478 土師器甕口縁部

13 11-006479 土師器甕体部

14 11-006480 土師器甕底部

15 11-006481 須恵器杯．碗口縁部

16 ll-006482 須恵器杯碗体部

l 7 11-006483 須恵器坪．碗底～高台部

8区67号住居

No 資料番号 資料名称

床上

I 11-006494 土師器甕口縁部

2 11-006495 土師器甕体部

3 11-006496 土師器台付甕体部

4 Jl-006497 土師器壼体部

5 JJ-006498 土師器坪口縁部

6 11-006499 土師器杯底部

7 11-006500 士師器甕口縁部

8 ll-006501 土師器甕体部

8区68号住居

No. I資科番号 I 資料名称

三2 I 40-000460 鎌

No 資料番号 資料名称

床上

3 ll-00ii509 土師器杯口縁部

4 ll-006510 土師器坪底部

5 11-006511 土師器甕口緑部

6 11-006512 土師器甕体部

7 11-006513 須恵器杯．碗口縁部

8 11-006514 須恵器杯碗体部

8区69号住居

No 資料番号 資料 名 称

床上

I 11-006520 土師器甕体部

2 11-006521 土師器壼体部

3 11-006522 土師器杯口縁部

4 ll-006523 土師器坪底部

5 11-006524 土師器甕口縁部

6 11-006525 土師器甕体部

7 11←006526 土師器甕底部

8 ll-006527 須恵器杯碗口縁部
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測定値 (cm) 形状・整形 ・調整等の特徴 備 考 l 図版号 l図版番号

口径 16.0 底径 l3.5 1/2。口縁横撫で、体～底部内面指撫で。体部外面箆撫で、 I8世紀か
器高 2.6 底面箆削り 第106図 IPL 76 

残存 4.9X4.8
残高 4.7 

口縁～体部破片。口縁に径3mmの貰通孔 2箇所。器面荒|9世紀前半か I第106図 IPL 76 
れる。｛本部内面（箆）撫で、外面箆削り

口径 17.9 残高 12.9I品；；肩部2/3。部分的に酸化焔焼成。体部器面荒れる。 I10世紀後半 I第106図 IPL 76 

数益 重羹(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数益 重伍(g) 備 考

床上

3 20 古墳時代前期中心 18 11-()06484 須恵器甕体部 3 180 

I 20 古墳時代前期中心 19 11-006485 土師器裔杯底～脚部 I 48 古墳時代前期中心

l 8 古墳時代前期中心 20 11-006486 土師器台付甕体部 2 2 古墳時代前期中心

39 123 平安時代中心 21 11-006487 士師器坪口繰部 7 28 平安時代中心

81 240 平安時代中心 22 11-006488 土師器杯体部 12 50 平安時代中心

20 140 平安時代中心 23 11-006489 土師器甕口縁部 I 18 平安時代中心

90 230 平安時代中心 寇

3 60 平安時代中心 24 11-006490 土師器甕体部 20 168 

15 100 25 ll-ll06491 須恵器江．碗口縁部 3 18 

19 70 26 11-006492 須恵器杯碗体部 l 2 

11 142 27 11-006493 須恵器甕体部 2 168 

数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資 料 名 称 数量 重量(g) 備 考

床上

2 12 古墳時代前期中心 ， 11-006502 土師器甕底部 3 20 平安時代中心

7 40 古墳時代前期中心 10 ll-006503 須恵器杯．碗口縁部 8 22 

I 5 古墳時代前期中心 II ll-006504 須恵器杯．碗体部 ， 18 
3 45 古墳時代前期中心

2 8 平安時代中心

12 11-006505 須部恵器高台付碗底～高台 6 70 

7 30 平安時代中心
13 11-006506 須恵器甕体部 1 210 

6 70 平安時代中心
14 ll -006507 灰釉陶器碗口縁部 1 2 

l 5 60 平安時代中心
]5 J 1-006508 灰釉陶器碗体部 3 8 

測定値 (cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 I図版号 I図版番号

径 0.95X0.9 長さ 4.1 I背面上位欠損。縦位に径2.2mmの貰通孔。表面撫で I律令期か

三幅 2.5 残長 5.9
厚み 0.2 先端部破片。直線的

数忌 重量(g) 備 考 No 資料番号

床上

1 1 平安時代中心 ， 11-006515 
5 25 平安時代中心 掘り方

2 3 平安時代中心 10 ll-006516 

16 48 平安時代中心 11 I 1~006517 

3 18 12 11-006518 

3 10 13 ll-006519 

数羞 厘呈(g) 備 考 No 資料番号

床上， 55 古培時代前期中心 ， 11-006528 
3 30 古墳時代前期中心 10 ]ト()()6529

32 94 平安時代中心 ］ ］ 11-006530 

88 252 平安時代中心 12 ll-006531 

57 320 平安時代中心 13 1H06532 

292 930 平安時代中心 掘り方

6 50 平安時代中心 ]4 11-006533 

46 160 15 ll-006534 

第97図 PL76 

資 料 名 称 数量 重量(g) 備 考

須恵器杯碗底部 I 2 

土師器甕体部 1 1 平安時代中心

須恵器坪．碗底部 I 19 

須恵器杯．碗口縁部 I 8 

須恵器甕体部 1 35 

資 料 名 称 数呈 重呈(g) 備 考

須恵器杯碗体部 77 200 

須恵器坪碗底～高台部 24 220 

須恵器碗体部 2 10 酸化

須恵器碗底～高台部 5 86 酸化

須恵器甕体部 ， 155 
灰釉陶器皿口縁部 2 JO 

灰釉陶器体部 I 2 



No 資料番号 資料名 称

掘り方

16 21-003007 黒色頁岩

17 11-006535 土師器杯口縁部

]8 I 1-006536 土師器坪底部

19 I 1-006537 士師器甕口縁部

20 11-006538 土師器甕体部

21 11-006539 須恵器坪．碗口縁部

22 11-006540 須恵器坪碗体部

23 11-006541 須恵器碗底～高台部

24 11-006542 須恵器甕口縁部

8区70号住居

N~口 I 須恵：；：付： 称

No 資料番号 資料 名 称

2 I 1-006549 土師器甕体部

3 11-006550 土師器甕底部

4 11-006551 土師器杯口縁部

5 11-006552 土師器杯底部

6 11-006553 土師器甕口縁部

7 11-006554 士師器甕体部

8区71号住居

No. I資料番号 I 資 料 名 称

l | 10-0012051須恵器坪

2 I 40-000461 鉄鏃

3 I 40-000462 I鉄鏃

No 資料番号 資料名 称

掘り方

4 11-006560 土師器甕口縁部

5 11-006561 土師器甕体部

6 11-006562 土師器坪口縁部

7 11-006563 士師器杯底部

8 11-006564 土師器甕口縁部， 11-006565 土師器甕体部

10 I 1-006566 土師器甕底部

II 11-006567 土師器台付甕体部

12 11-006568 土師器台付甕脚部

13 11-006569 須恵器杯碗口緑部

14 11-006570 須恵器杯碗体部

8区72号住居

遺物一覧

数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資科名称 数量 重量(g) 備 考

掘り方

I 2 25 11-006543 須恵器甕体部 3 42 

2 JO 平安時代中心 冦

11 35 平安時代中心 26 11-006544 土師器台付甕脚部 I 20 古墳時代前期中心

5 20 平安時代中心 27 11-006545 土師器杯口縁部 2 10 平安時代中心

32 ]20 平安時代中心 28 11-006546 土師器杯底部 l 8 平安時代中心

5 15 掘り方

2 JO 29 11-006547 土師器甕口縁部 l 20 平安時代中心

I 10 酸化 30 11-006548 土師器甕体部 4 l 2 平安時代中心

l j 2 

測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 偏 考 l図版号 l図版番号

口縁（16.3) 1/4。還元焔焼成。右回転饒帽整形。底面回転糸切り切 110世紀後半 I第108図 IPL 76 
高台径 8.0 器高 6.7 Iり離し後、高台貼付け時撫で

数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資 料 名 称 数量 重量(g) 備 考

4 18 古墳時代前期中心 8 11-006555 須恵器杯碗口縁部 8 112 

I 14 古墳時代前期中心 ， 11-006556 須恵器坪碗体部 I 8 

4 JO 平安時代中心 10 11-006557 須恵器坪．碗底部 5 85 

4 10 平安時代中心 II 11-006558 須恵器甕体部 l 110 

2 5 平安時代中心 12 I 1-006559 灰釉陶器底～高台部 I 38 

13 110 平安時代中心

測定値（cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 I図版号 I図版番号

：］：］口］言言豆三三：110世紀前半
三第102図 PL76 

第102図 I PL 76 

数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 脊料名称 数量 童量（g) 備 考

掘り方

l JO 古墳時代前期中心 15 11-006571 須恵器杯．碗底一高台部 8 180 

8 50 古墳時代前期中心 16 11-006572 須恵器甕体部 6 90 

18 65 平安時代中心 17 21-003008 黒色頁岩 I 20 

13 50 平安時代中心 冦

28 204 平安時代中心 18 11-006573 土師器壼体部 I 20 古墳時代前期中心

106 460 平安時代中心 19 11-006574 土師器坪底部 7 15 平安時代中心

3 30 平安時代中心 20 11-006575 土師器甕口縁部 6 40 平安時代中心

2 J8 平安時代中心 21 I 1-006576 土師器甕体部 ]2 70 平安時代中心

l 45 平安時代中心 22 11-006577 須恵器杯．碗口縁部 4 22 

27 130 23 II-暉 578 須恵器杯．碗体部 l 6 

II 40 24 11-006579 須恵器杯．碗体～高台部 I 2 

No |贅料番号 I 資料名 称 I数量 1重量(g)I 備 考 No. I資料番号 I 脊 料 名 称 I数歪 I重量(g)I 備 考

冦掘り方

l | ll-006580 1土師器壼体部

2 I 11-006581 土師器杯口縁部

2 I JO I古墳時代前期中心

61平安時代中心

8区73号住居

No I資料番号 I 資料 名 称 1数量 1重量(g)I 備 考

冦

l | ll-0065841土師器叩口縁部

2 I I 1-006585 土師器甕体部

2 I平安時代中心

3 I 26 I平安時代中心

鼈掘り方

3 | ll-006582 1土師器甕体部

4 I 11-006583 須恵器坪碗体部

2 | 10 1平安時代中心

8 

No 1行料番号 1 資料名称 I数量 1重量(g)I 備 考

冦

3 I II -006586 I須恵器甕体部 20 
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遺物一覧

8区74号住居

No 資料番号 資料名称 測定値（cm) 形状整形調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

l 10←001206 土錘 賃2.25X2 05 
さ 49 

上下端の一貰部通欠孔損。。表全面面箆吸磨炭きi こ様よのる撫黒で色処理。 縦位に径
5 9mm 

第]]0図 PL 76 

2 10-001207 土錘 覧0. 75XO 7 
さ 325 

面全面箆磨吸炭き様にのよ撫る黒で色処理。縦位に径2.4mmの貫通孔。 表 律令期か 第110図 PL 76 

3 20-000544 磨石 賃7.8X5 6 
さ 17.9

三負柱状の河床礫使用。下面に研磨面形成し上端に敲打
痕る

変質安山岩 第ll0図 PL 77 

4 20-000545 磨石 臥ll.9Xl3.4 
み 40 

扁平な河床礫使用。表面に研磨面形成 粗粒輝石安山岩 第110図 PL 76 

5 20-000546 磨石 島10 6X 12.6 
み 50 

痕や残や平るらな河床礫使用。左側一部欠損。表面に弱い研磨 粗粒鎧石安山岩 第110図 PL 76 

6 40-000463 鉄滓 6.0X3.9X2.4 鉄分多し。 50g 粗粒輝石安山岩 PL 77 

7 40-000464 鉄滓 慮66X96X37 
53X35X25 碗形鉄滓。鉄分多し。計225g 粗粒籍石安山岩 PL 77 

No 資料番号 査科 名 称 数量 璽量(g) 備 考 No 資料番号 行 料 名 称 数量 重呈(g) 備 考

床上 掘り方

8 11-006587 土師器甕体部 6 53 古墳時代前期中心 19 l J-006598 土師器甕体部 2 20 古培時代前期中心， 11-006588 土師器壼体部 3 49 古墳時代前期中心 20 11一鴎599 土師器坪口縁部 3 30 平安時代中心

JO 11-006589 土師器坪口縁部 10 42 平安時代中心 21 11-006600 土師器杯体一底部 4 20 平安時代中心

II 11-006590 土師器杯体部 23 98 平安時代中心 22 1¥-006601 土師器甕口縁部 8 40 平安時代中心

12 JJ-006591 土師器甕口縁部 16 ]90 平安時代中心 23 11-006602 士師器甕体部 29 60 平安時代中心

13 ]J-0()6592 土師器甕体部 45 151 平安時代中心 24 11-006603 土師器鉢口縁～体部 1 40 平安時代中心

14 11-006593 土師器甕底部 I 5 平安時代中心 25 11-006604 須恵器坪．碗口縁部 7 40 

15 11-006594 須恵器杯．碗口縁部 JO 48 26 11-006605 須恵器杯碗体部 8 40 

16 11-006595 須恵器杯碗体部 12 42 27 ll-006606 須恵器甕体部 4 50 

17 11-006596 須恵器坪．碗底～高台部 JI 210 

18 IIー鵡 597 須恵器甕体部 6 170 

8区75号住居

No 資料番号 資 料 名 称 数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数呈 重呈(g) 備 考

床上 床上

l 11-006607 土師器甕口縁部 I 10 古墳時代前期中心 13 21-003009 軽石 I 10 

2 11-006608 土師器甕体部 8 30 古墳時代前期中心 掘り方

3 II-()1)6609 士師器甕底部 2 20 古墳時代前期中心 14 11~006619 土師器甕体部 2 20 古墳時代前期中心

4 11-006610 土師器杯口縁部 6 18 平安時代中心 15 ]!-006620 土師器壺体部 I 8 古墳時代前期中心

5 11-006611 士師器杯底部 18 58 平安時代中心 16 11-006621 土師器坪口縁部 3 5 平安時代中心

6 I 1-006612 土師器甕口縁部 8 46 平安時代中心 17 11-006622 土師器坪底部 4 8 平安時代中心

7 11-006613 土師器甕体部 32 80 平安時代中心 j 8 11-006623 土師器甕口縁部 I 8 平安時代中心

8 I 1-006614 須恵器坪．碗口縁部 7 20 19 11-006624 須恵器杯碗口縁部 I 2 

， 11-006615 須恵器坪碗体部 5 10 20 11-006625 須恵器坪碗体部 I 2 

10 11-006616 須恵器杯．碗底～裔台部 7 80 2] 11-006626 須恵器坪碗底～高台部 3 20 

11 11-006617 須恵器甕体部 3 46 22 11-006627 須恵器甕体部 13 30 

12 11-006618 灰釉陶器碗体部 2 2 

8区76号住居

資料 名 称

須恵器坪

測定値 (cm) 形状 ・整形・調整等の特徴

口径（］4.8) 残忘 3.sI口縁一体部］／4。還元焔焼成。右回転饒鑢整形

備 考 1 図版号 1図版番号

1 0世紀前半 第11]図 PL77 

須恵器高台付碗

土師器台付甕 ；；：ら3：3残高 731::::;::：̀：烹竺:::::::f:：：：：：ァ：： 130:::: : ::::: :::: 

No I資科番号 I 資 料 名 称 数量重蓋(g) 備 考 No 査科番号 資 料 名 称 数量 重蓋(g) 備 考

床上 II II ~Q06635 土師器甕体部 64 106 平安時代中心

I 1-006628 土師器甕口縁部 6 古墳時代前期中心 8 11-006632 土師器杯口縁部 15 36 平安時代中心

11-006629 土師器甕体部 23 194 古墳時代前期中心 ， 11 ~006633 土師器杯底部 27 60 平安時代中心

6 I I I -006630 土師器台付甕体部 3 29 古墳時代前期中心 10 l 1-006634 土師器甕口縁部 12 40 平安時代中心

1 I 11-006631 土師器壼体部 4 28 古墳時代前期中心
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遺物一覧

No 資料番号 資料名称 数監 菫呈(g) 備 考 No 資料番号 資科名称 数泣 重i,i:(g) 備 考

床上 掘り方

]2 l 1-006636 須恵器杯．碗口縁部 7 40 28 11-006652 須恵器杯碗口縁部 8 25 

l 3 11-006637 須恵器坪．碗体部 14 25 29 11-006653 須恵器坪．碗体部 10 30 

14 11-006638 須恵器杯碗底～高台部 8 160 30 !1-006654 須恵器坪碗底部 8 120 

15 ll-006639 須恵器甕体部 l 30 31 I 1-006655 須恵器甕体部 I JO 

16 11-006640 灰釉陶器壼体部 j 32 醒

17 11-006641 灰釉陶器碗体部 2 10 32 11 ~QQ6656 土師器高杯口縁部 I 10 古墳時代前期中心

掘り方 33 11-006657 士師器高杯脚部 I 6 古墳時代前期中心

18 11-006642 土師器高杯底～脚部 l 10 古墳時代前期中心 34 11-006658 土師器台付甕体部 l 10 古墳時代前期中心

j 9 11-006643 土師器甕口縁部 l 8 古墳時代前期中心 35 11-006659 土師器壼体部 2 10 古墳時代前期中心

20 11-006644 士師器甕体部 13 100 古墳時代前期中心 36 ll-006660 土師器坪口縁部 2 4 平安時代中心

21 11-006645 土師器壼口縁部 l JO 古墳時代前期中心 37 11-006661 土師器杯底部 6 15 平安時代中心

22 I 1-006646 士師器壼体部 5 52 古墳時代前期中心 38 ll-006662 士師器甕口縁部 10 48 平安時代中心

23 ll-006647 土師器杯口縁部 10 40 平安時代中心 39 ll-006663 土師器甕体部 29 138 平安時代中心

24 11 —(648 士師器坪底部 18 62 平安時代中心 40 11ー暉664 須恵器坪．碗口縁部 8 42 

25 11-006649 土師器甕口縁部 8 50 平安時代中心 41 11-006665 須恵器杯碗体部 4 15 

26 11-006650 士師器甕体部 26 85 平安時代中心 42 I 1-006666 須恵器杯．碗底～高台部 2 22 

27 11-006651 土師器甕底部 2 28 平安時代中心

8区77号住居

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数羞 重蓋(g} 備 考

床上 竃

J 11-006667 土師器坪口縁部 I 10 平安時代中心 8 11-006674 士師器甕体部 l 4 古墳時代前期中心

2 11-006668 土師器坪底部 l 2 平安時代中心 ， 11-006675 土師器杯口縁部 ， 30 平安時代中心

3 11-006669 土師器甕口縁部 3 24 平安時代中心 JO 11-006676 土師器坪底部 4 JO 平安時代中心

4 11-006670 士師器甕体部 ， 26 平安時代中心 11 IIー暉 677 土師器甕体部 26 65 平安時代中心

5 11-006671 須恵器杯．碗口縁部 3 15 12 11 -006678 須恵器杯碗口緑部 2 5 

6 11-006672 須恵器杯碗体部 5 15 13 11-006679 須恵器杯．碗体部 I 2 

7 11-006673 須恵器甕体部 l 50 14 11-006680 須恵器杯碗底部 l 4 

15 11-006681 須恵器甕体部 1 10 

8区78号住居

No 資料番号 資料名称 測定値（cm) 形状 ・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

l 10-001211 土師器均 諜(ll 7) 底径（76) 
3.8 

1/底4面。箆口削縁り横撫で。体～底部内面指撫で、体部内面撫で。 10世紀中ー後葉 第115図 PL 77 

2 10-001212 須恵器杯 諜(12 8) 底径(6.1)
3 4 

切]/4り。遠元焔焼成。右回転鞘輯整形。底面回転糸切り 、 10世紀後半 第J]5図 PL 77 

3 10-001213 須恵器高台付碗 諜(14 6) 底径 72 
5. 9 

2譴/3整。形還。元底焔面焼回成転。糸内切面り吸切炭りに放よしるで黒高色台処貼理付。け右回転鞘 10世紀前半 第115図 PL 77 

4 10-001214 須恵器高台付碗 高口縁台径(16（8.34) ) 器裔 6.1 1/り4離。し還後元、焔高焼台成貼。付右け回時転外鞘周輯側整撫形で。底面回転糸切り切 9世紀中～後葉 第115図 PL 77 

5 10-001215 土師器甕 口縁（194) 残南 76 口で縁、外～肩面部箆片削。りコ字状口縁。口縁横撫で、肩部内面箆撫 9世紀中～後葉 第115図 PL 77 

6 10-001216 土師器台付甕 裾部径（7.3) 残高 9.4 甕部胴内部外面～脚横部撫。で甕及体び指～底撫部で内面箆撫で、 外面箆削り。脚 9世紀後半 第115図 PL 77 

7 10-001217 土錘 径 2OXl.9 長さ 39 器面やや荒れる。縦位に径5.75mmの貰通孔。表面撫で
第115図 PL 77 

8 10-001218 土錘 < 0 75XO 7 
さ 4.15 

表き様面吸の炭撫でで黒ずむ。縦位に径2.4mmの貫通孔。表面箆磨 律令期か 第115図 PL 77 

9 20-000547 加工痕のある礫 径 6.3X4.3 長さ 11.4 芋形の河床礫。表面と右側縁に削り取り痕、及び削痕残 ニッ岳軽石 第115図 PL 77 る

No 資料番号 資料名称 数蓋 重最(g) 備 考 No 資料番号 貸料名称 数晟 園呈(g) 備 考

床上 掘り方

10 11-006682 土師器甕体部 2 JO 古項時代前期中心 17 J¥-006689 須恵器坪．碗体部 2 8 

II JJ-1)06683 土師器甕底部 l j 0 古墳時代前期中心 18 11-006690 須恵器坪碗底～高台部 3 50 

12 II —(684 土師器杯口縁部 2 JO 平安時代中心 19 11-006691 須恵器甕体部 2 45 

13 11-006685 土師器杯底部 3 20 平安時代中心 20 11-006692 土師器甕体部 ， 58 古墳時代前期中心

]4 11-006686 土師器甕口縁部 4 50 平安時代中心 21 11-006693 土師器壼体部 l 18 古墳時代前期中心

15 11-006687 土師器甕体部 16 130 平安時代中心 22 IIー瞑 694 土師器坪口縁部 35 130 平安時代中心

16 11-006688 須恵器杯．碗口縁部 6 40 23 11-006695 土師器坪底部 43 155 平安時代中心
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遺物一覧

No 脊料番号 資料名称 数塁 宜量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数蓋 直量(g) 備 考

掘り方 掘り方

24 ll-006696 土師器甕口縁部 36 220 平安時代中心 35 I 1-006707 土すい ］ 2 

25 11-006697 土師器甕体部 219 730 平安時代中心 冦

26 11-006698 士師器甕底部 5 50 平安時代中心 37 11-006709 土師器甕体部 6 16 平安時代中心

27 11-006699 須恵器杯碗口緑部 38 100 36 IJ-006708 土師器坪底部 4 10 平安時代中心

28 ¥J-006700 須恵器杯碗体部 41 140 寇掘り方

29 11-006701 須恵器杯碗底～高台部 j 5 136 38 11-006710 土師器坪口縁部 I 2 平安時代中心

30 ll-006702 須恵器甕口縁部 3 50 39 I 1-006711 土師器坪底部 2 5 平安時代中心

31 11-006703 須恵器甕体部 5 165 40 11-006712 土師器甕口縁部 I 8 平安時代中心

32 ll-006704 灰釉陶器碗体部 2 6 41 11-006713 土師器甕体部 4 20 平安時代中心

33 I 1-006705 灰釉陶器皿口縁部 2 5 42 l 1~006714 須恵器坪碗体部 4 28 

34 ¥ \~006706 灰釉陶器皿体部 l 2 43 11-006715 須恵器坪碗底～高台部 2 30 

8区79号住居

No 資料番号 資料名称 数量 厘溢(g) 備 考 No 査料番号 資料名称 数益 重忌(g) 備 考

I 11-006716 土師器甕体部 8 35 古墳時代前期中心 6 11-006721 須恵器杯碗口縁部 l 2 

2 ll-1)06717 土師器甕底部 I 65 古墳時代前期中心 7 ll-006722 須恵器坪碗体部 3 10 

3 ¥l-006718 土師器杯口縁部 3 6 平安時代中心 8 11~006723 須恵器坪碗底部 I 30 

4 IH06719 士師器杯底部 2 4 平安時代中心 ， 11-006724 灰釉陶器碗口縁部 ］ 4 

5 11-006720 土師器甕体部 ， 12 平安時代中心 10 11-006725 灰釉陶器碗体部 2 2 

8区80号住居

No 査料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形 ・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

J 10-001219 須恵器皿 高器台高径2（9 8 1) 底径 55 ]/ 負 酸化焔焼成。右回転輛櫨整形。底面回転糸切り切
りし

II世紀 第118図 PL 77 

2 10-001220 須恵器高台付碗 高高台台径径 613 .17 器高 5.0 3糸/4切。り還切元り焔放焼し成でだ`が高軟台質貼。付右け回転饒帽整形。底面回転 10世紀中ー後葉 第118図 PL 77 

3 10-001221 須恵器高台付碗
古型回 ム苫目(15 9) 

6 8 器商 6.6
櫨1/3釜形酸。化底焔面焼高成台。貼内付面け吸時炭撫にでよ。る内黒面色箆処磨理き。右回転鞘 JO世紀後半 第118図 PL 78 

4 10-001222 土師器台付甕 脚部径（9.0) 残高 3.8 脚位横部撫1/2で。。甕脚部部内内面面刷中毛位目横。位甕の～指脚撫部で外、面天井・脚部部指内撫面で下 10世紀中～後葉 第118図 PL78 

No 資料番号 査科名称 数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数呈 重量(g) 備 考

床上 床上

5 ] ]~006726 士師器高杯脚部 2 20 古墳時代前期中心 19 11-006740 須恵器杯碗口縁部 41 175 

6 11-006727 土師器椀口縁部 I 4 古墳時代前期中心 20 11-006741 須恵器杯碗体部 66 208 

7 11-006728 土師器甕口縁部 4 34 古墳時代前期中心 21 I 1-006742 須恵器杯碗底部 10 150 

8 11-006729 士師器甕体部 39 145 古項時代前期中心 22 11-006743 須恵器杯碗底～高台部 29 300 

， 11-006730 土師器台付甕口縁部 ］ 4 古墳時代前期中心 23 11-006744 須恵器甕口緑部 2 80 

10 11-006731 土師器台付甕体部 5 8 古墳時代前期中心 24 11-006745 須恵器甕体部 21 350 

11 ¥J-006732 士師器台付甕脚部 I 5 古墳時代前期中心 25 ll-006746 須恵器蓋 3 40 

12 11-006733 土師器壼体部 17 62 古墳時代前期中心 26 J J-006747 灰釉陶器碗体部 4 10 

13 11-006734 土師器壼底部 I 6 古墳時代前期中心 27 11-006748 灰釉陶器皿口緑部 l 2 

14 11-006735 士師器杯口縁部 129 452 平安時代中心 28 11-006749 羽釜鍔部 1 38 

15 11-006736 土師器坪底部 244 745 平安時代中心 謹

16 I 1-006737 土師器甕口縁部 72 470 平安時代中心 29 11-006750 土師器杯底部 4 10 平安時代中心

17 11-006738 土師器甕体部 362 1290 平安時代中心 30 11-006751 土師器甕体部 3 8 平安時代中心

j 8 I 1-006739 土師器甕底部 4 12 平安時代中心

8区8]号住居

N~口 I 土師：壺科名材 測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

口径（］0,6) 残高 6.7 I品佑嗜枷且塁～肩部内面指撫で。外面口縁横撫で後 I 3世紀末葉 I第113図 I PL 78 

No I資料番号 1 資料名称 I数量 1重量（叫 備 考 No I資料番号 1 資料名称 I数呈 1重量(g)I 備 考

醒

2 | ll-006752 1土師器坪口縁部

3 I 11-006753 土師器甕口縁部

332 

平25 平安時代中心

冦

4 1 II-006754 1土師器甕体部

5 I 11-006755 須恵器杯．碗体～底部

51平安時代中心



遺物一覧

8区82号住居

No 資料番号 資料名称 測定値（cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

I 10-001224 土師器杯 口忌12.3 底径 5.9 
器 4.6

撫ほぼで完、底形。面箆口縁削横り撫で、体～底部内面指憮で、体部外面 10世紀後半 第116図 PL 78 

閾器， 1 2 I 鱈＇ 近ヽ1/2欠損下口。縁位粘横～土撫底の面で接箆、合体削痕～り顕底著部で内上面位箆氏位に闊2 10-001225 土師器坪 4 7 44 X6 2 力れる。 。外 j0世紀前半 第116図 PL78 
位撫で、

3 10-001226 土師器均 口目12. 5 底径 4.9 
器 4.8

面112箆。削口り縁横撫で、体～底部内面箆撫で、体部外面と底 JO世紀前半 第116図 PL78 

4 10-001227 土師器坪 口悶12.1 底径 58 
器 42 

2/面3箆。削胎り土粗粒。口縁横撫で、体一底部内面指撫で、外 JO世紀後半 第116図 PL78 

5 10~001228 須恵器皿 口目(13.3) 底径 5.7 
器 3.4

切1/2り。放酸し化焔焼成。右回転輛輯整形。底面回転糸切り、 10世紀中ー後葉 第)16図 PL78 

6 J0-001229 須恵器高台付碗 翡(17.0) 高台径 73 
6 2 2饒/3輯。整内形外。面底吸面炭回に転よ糸る切黒り色切処り理放。し還後元、焔高焼台成貼。付左け回転 10世紀中～後葉 第]]6図 PL78 

7 10-001230 須恵器高台付碗 高台径 70 残高 38 体整形～。高底台面1/2回。転内糸外切面り吸後墨、に高よ台る貼里付色け処時理に。外右周回だ転け饒撫輯で 10世紀前半 第ll6図 PL 78 

8 10-001231 土師器台付甕 裾部径 95 残高 25 脚部。器面荒れる。内外面横撫で及び横位の指撫で 9世紀後半 第116図 PL78 ， 10-001232 須恵器長頸壺 口径(12.0) 残高 7I 口縁片。一部肩部も残る。横位の撫で、内面上位箆撫で JO世紀前半 第116図 PL78 

10 10-001233 土錘 径1.2Xl15 長さ 37 上端左側欠損。縦位に径3.1mmの貫通孔。表面撫で 古項時代前期 第］ 16図 PL78 

No 資料番号 資料名称 数蘊 直黛(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

床上 掘り方

II 11-006756 土師器甕体部 7 40 古墳時代前期中心 27 II-暉 772 土師器甕口縁部 ， ll5 平安時代中心

12 11-006757 土師器杯口縁部 16 60 平安時代中心 28 11-006773 土師器甕体部 100 580 平安時代中心

13 11-006758 土師器杯底部 32 98 平安時代中心 29 11-006774 士師器甕底部 j 2 平安時代中心

14 I 1-006759 土師器甕口縁部 14 JOO 平安時代中心 30 11-006775 須恵器杯碗口縁部 30 210 

15 11-006760 土師器甕体部 87 510 平安時代中心 31 11-006776 須恵器杯．碗体部 JO 34 

16 ll-006761 土師器甕底部 2 30 平安時代中心 32 11-006777 須恵器坪碗底～高台部 13 260 

17 11-006762 須恵器杯．碗口縁部 16 64 33 11-006778 須恵器甕体部 3 150 

18 I 1-006763 須恵器杯碗底～高台部 6 90 34 11-006779 灰釉陶器体部 I 5 

19 I 1-006764 須恵器甕体部 2 80 穎

20 11-006765 灰釉陶器碗体部 l 2 35 11-006780 土師器甕底部 2 ]9 古墳時代前期中心

21 11-006766 灰釉陶器碗底～商台部 I 28 36 ll-006781 土師器坪底部 l 4 80 平安時代中心

22 11-006767 羽釜口緑～体部 l 40 37 ll-006782 土師器甕口縁部 4 24 平安時代中心

据り方 38 11-()(){j783 土師器甕体部 15 80 平安時代中心

23 11-006768 土師器甕体部 4 30 古墳時代前期中心 39 11 ~006784 須恵器杯．碗口縁部 l 5 

24 11-006769 土師器壼体部 3 20 古墳時代前期中心 40 11-006785 須恵器坪．碗体部 3 ， 
25 11-006770 土師器杯口縁部 20 130 平安時代中心 41 11-006786 須恵器坪碗底～高台部 2 8 

26 ll-006771 土師器杯底部 24 110 平安時代中心

8区83号住居

No 貨科番号 資料名称 測定値 (cm) 形状整形調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

I 10-001234 士師器杯 口径（ll.9) 残高 28 部口縁外面～底撫部で破。底片面。箆口縁削横り撫で。体～底部内面箆撫で。体 9世紀前半 第12]図 PL78 

2 JO-()()1235 土師器甕 口径(210) 残高 8.0 で口縁、外～肩面部箆片削。り コ字状口縁。口縁横撫で。肩部内面箆撫 9世紀前半 第12]図 PL78 

3 10-001236 士師器手捏 誤 4.8 底径 3.7 
1/2。コ字状口縁。底面平底。内外面指撫で 3世紀末～ 4世 第］2］図 PL78 2.6 紀

4 10-001237 須恵器甕 底径 9.9 残高 2.5 付底部部内け面一箆高及台び1/2指。撫高で台。外底周面部回欠転損糸。切右り回切転り輛離轄し整。形高。台貼底 9世紀後半 第12]図 PL78 

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

床上 床上

5 11-006787 土師器甕体部 l 2 古墳時代前期中心 II ll-006793 土師器甕底部 146 486 平安時代中心

6 11-006788 土師器台付甕体部 4 8 古墳時代前期中心 12 11-006794 土師器台付甕脚部 I JO 平安時代中心

7 11-006789 土師器台付甕脚部 I 12 古墳時代前期中心 13 I 1-006795 須恵器杯．碗口縁部 13 39 

8 11-006790 土師器杯口縁部 60 285 平安時代中心 14 11-006796 須恵器坪碗体部 26 JOO ， 11-006791 土師器杯底部 76 192 平安時代中心 15 11-006797 須恵器坪．碗底～高台部 ]5 256 

10 11-006792 土師器甕口縁部 17 80 平安時代中心 16 11-006798 須恵器甕口縁部 3 65 
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遺物一覧

No 資料番号 賓料名称

床上

17 11-006799 須恵器甕体部

18 11-006800 須恵器長頸壼頸部

19 11-006801 羽釜体部

寵

20 11-006802 士師器甕体部

21 11-006803 土師器台付甕体部

8区84号住居

N口：口：：ここ
No 資料番号 資料名称

床上

3 I 1-006810 土師器甕口縁部

4 11-006811 士師器甕体部

5 ll-0068l2 土師器壼体部

6 Jl-006813 士師器杯口縁部

7 11-006814 土師器杯底部

8 11-006815 土師器甕口縁部

， 11-006816 土師器甕体部

JO 11-006817 須恵器杯碗口縁部

11 11-006818 須恵器坪碗体部

12 11-006819 須恵器杯．碗底一高台部

13 11-006820 須恵器甕体部

14 11-006821 灰釉陶器碗口縁部

15 11-006822 灰釉陶器碗体部

8区85号住居

No 資料番号 資料名称

I 20-000548 台石

2 20-000549 台石

3 20-000550 台石

数量 重量(g) 備 考 No 査料番号 査料名称

鼈

7 58 22 IJ-006804 士師器壼体部

I 60 23 11-006805 土師器坪口縁部

I 16 24 11-006806 士師器江底部

25 11-006807 土師器甕体部

2 10 古墳時代前期中心 26 11-006808 須恵器杯碗口縁部

I 4 古墳時代前期中心 27 11-006809 須恵器杯．碗底部

測定値（cm) 形状・整形 ・調整等の特徴

残存 3.7X2.8厚み 0.4I底面破片。内面に「十」字の箆書き

径 0.7XO. 7 残長 6.6I先端側破片。先端より 3.7cmで曲がる。横断面方形の長
い角錘状

数温 童量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称

床上

l ］ 古墳時代前期中心 16 11-006823 灰釉陶器壼

10 60 古墳時代前期中心 17 11-006824 羽釜体部

4 64 古墳時代前期中心 寵

38 96 平安時代中心 18 11-006825 土師器甕体部

70 220 平安時代中心 19 11-006826 士師器坪口縁部

18 158 平安時代中心 20 11-006827 土師器坪底部

l 13 285 平安時代中心 2] 11-006828 土師器甕口縁部

26 80 22 11-006829 士師器甕体部

34 120 23 11-006830 須恵器坪．碗口縁部

14 190 24 11-006831 須恵器坪．碗体部

16 329 25 11-006832 須恵器杯碗底～忘台部

1 10 26 11-006833 須恵器甕体部

l I 27 ll-006834 灰釉陶器碗体部

測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴

畠17 1Xl9 l 
み 4l 

扁表着平面左な上河縁床礫附使近用に。敲打表面痕残に研り磨、敲面打見痕らのれ、一研部磨に面酸化中央鉄付と

畠16.7Xl88 
み 46 

扁平な河床礫使用。表面に敵打痕残る

臥13 5Xl6 2 扁平な河床礫使用。表面に弱い研磨面と若干の敲打痕残
み 39 る

数量 厘量(g) 備 考

J 10 古項時代前期中心

5 40 平安時代中心

18 60 平安時代中心

42 175 平安時代中心

4 ， 
I 5 

備 考 I 図版号 I図版番号

律令期か

ー第121図 PL78

数三 重量(g) 備 考

2 l l 

5 160 

2 8 古項時代前期中心

5 30 平安時代中心

4 10 平安時代中心

4 28 平安時代中心

8 34 平安時代中心

3 JO 

3 10 

2 42 

2 30 

l 5 

備 考 図版号 図版番号

粗小か粒鍛輝冶石作安業実山岩施 第j2l図 PL 79 

粗粒輝石安山岩 第12]図 PL 79 

石英閃緑岩 第12]図 PL 79 

No 1資料番号 1 資料名称 I数呈 1重量(g)I 備 考 No i資料番号 l 資料名称 I数呈 1重量(g)I 備 考

寵

4 | ll-006835 1土師器坪口縁部

s I 11-006836 土師器杯底部

8区86号住居

No 資料番号 資料名称

I J0-001239 灰釉陶器碗

2 10-001240 灰釉陶器小瓶

3 10-001241 土錘

4 10-001242 壁材

5 20-000551 磨石 （こも絹み石）

No 資料番号 資料名称

床上

6 11-006839 縄文

7 11-006840 土師器高杯脚部

8 11-006841 土師器椀口縁部

， l]-006842 土師器甕口縁部

10 11-006843 土師器甕体部

11 I 1-006844 土師器壼底部

334 

ロー21 3 平安時代中心

測定値 (cm)

冦

6 1 ll-0068311土師器甕口縁部

7 I l l-006838 士師器甕底部

形状整形・調整等の特徴

口径（16.5) 残高 3.9 口縁一腰部片。回転饒櫨整形。内外面施釉

残存 45X3 6残高 34 腰部破片。回転輛櫨整形。外面に施釉

径l.5Xl4 長さ 54 裏面下端欠損。縦位に径33mmの貰通孔。表面撫で

残存 3.6X3I厚み I6 破片。表面撫で、裏面未調整でスサの圧痕跡残る

径 32X3 3 長さ 10.8 河床礫使用。底面に研磨面形成。中位に磨耗痕一周

数羹 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称

床上

2 36 12 11-006845 士師器台付甕体部

l 6 古墳時代前期中心 13 11-006846 土師器壼底部

l 2 古墳時代前期中心 14 11-006847 土師器坪口縁部

l 2 古墳時代前期中心 15 11-006848 土師器坪底部

37 160 古墳時代前期中心 16 11-006849 土師器甕口縁部

12 90 古墳時代前期中心 17 11-006850 土師器甕体部

I*三
5 平安時代中心

備 考 図版号 図版番号

9世紀中～後葉 第122図 PL 79 

JO世紀か 第122図 PL 79 

律令 第122図 PL 79 

第122図 PL 79 

粗粒輝石安山岩 第122固 PL 79 

数量 重量(g) 備 考

13 50 古墳時代前期中心

l 50 古墳時代前期中心

67 182 平安時代中心

134 360 平安時代中心

15 I 12 平安時代中心

146 375 平安時代中心



遺物一覧

No 貸科番号 資料名称 数益 重益(g) 備 考 No 資料番号 行料名称 数呈 重星(g) 備 考

床上 床上

18 11-006851 土師器甕底部 l 8 平安時代中心 25 11-006858 灰釉陶器碗口縁部 2 ]8 

19 I 1-006852 士師器台付甕脚部 1 JO 平安時代中心 26 11-006859 灰釉陶器碗体部 4 12 

20 11-006853 土師器小型甕口縁部 I 22 平安時代中心 27 11-006860 灰釉陶器碗底部 1 JO 

21 11-006854 須恵器坪碗口縁部 56 250 掘り方

22 11-006855 須恵器杯．碗体部 34 100 28 11-006861 土師器杯底部 I 2 平安時代中心

23 11-006856 須恵器杯碗底～高台部 2] 270 29 11-006862 須恵器坪碗底部 2 70 

24 11-006857 須恵器甕体部 12 325 

8区87号住居

No 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

J 10-001243 土師器坪 口賃(]2 0) 底径 56 
器 41 1/2。右回転鞘櫨整形。底面一方向への箆削り 10世紀中～後葉 第116図 PL 79 

2 10-001244 土師器坪 翡(11.9) 底径(79) 
3 6 

1面/3撫。で口、縁底横面撫箆で削、り体～底部内面横位の指撫で、体部外 10世紀中ー後葉 第116図 PL 79 

3 10-001245 土師器坪 翡(12.6) 底径(75) 
3. 7 

面1/4上。位口指縁撫～で体若部し内く面は横未撫調で整、、下底位部及内び面底箆面撫箆で削。り｛本部外 10世紀前半 第116図 PL 79 

4 10-001246 須恵器高台付碗 諜 14 3 高台径 7.0
5.1 

回口り縁転円一描糸部切か欠るり損切。り一離部し酸で化高焔台焼貼成り付。右け。回転底鞘面轄で整爪形形。文底に面よ 10世紀前半 第]16図 PL 79 

5 10-001247 須恵器裔台付碗 翡 13. 7 底径 64 
5.4 

一底部面欠回損転。糸切内面り吸後墨、高に台よ貼る付黒け色時処に理撫。で右回転輛輯整形。 10世紀前半 第117図 PL 79 

6 10-001248 須恵器商台付碗 誤(14.9) 高台径 65 底口縁面～回体転部糸3切/4り欠切損り。極離一し部後酸、化忘焔台焼貼付成。け右時回にり外観周櫨の整み形撫。
JO世紀前半 第117図 PL 79 4 7 

で

7 10-001249 土師器甕 口径(20.3) 残高 76 
口縁～肩部片。口縁横撫で、肩部内面箆撫で、外面箆削

9世紀後半 第117図 P LSO り

8 40-()(J()466 角釘か 径 075XO 5 残長 5.2 先端側欠損。横断面形は上位長方形、下位方形を呈す 第ll7図 P L80 

No 資料番号 資料名称 数量 直量(g) 備 考 No 査料番号 査料名称 数量 重量(g) 備 考

床上 揺り方， 11-006863 士師器坪口縁部 5 40 平安時代中心 21 11-006875 土師器甕口縁部 2 20 平安時代中心

10 11-006864 土師器杯底部 8 20 平安時代中心 22 11-006876 士師器甕体部 7 48 平安時代中心

II 11-006865 土師器甕口縁部 ， 50 平安時代中心 23 I 1-006877 土師器甕底部 I 8 平安時代中心

12 IJ-006866 士師器甕体部 38 138 平安時代中心 24 11-006878 須恵器杯碗口縁部 5 55 

] 3 ll-006867 土師器甕底部 3 20 平安時代中心 25 11-006879 須恵器坪碗体部 I 10 

14 11-006868 須恵器杯碗口縁部 5 18 26 ll-006880 須恵器杯碗裔足脚部 I 20 

15 ll-006869 須恵器坪．碗体部 4 16 27 11-006881 須恵器甕体部 2 360 

]6 11-006870 須恵器坪碗底～高台部 3 104 28 ll-006882 須恵器坪碗底～高台部 2 72 

]7 11-006871 須恵器甕体部 ］ 6 貯蔵穴

掘り方 29 11-006883 士師器杯口縁部 I 2 平安時代中心

18 11-006872 土師器甍体部 l 8 古墳時代前期中心 30 11-006884 土師器杯底部 I ］ 平安時代中心

19 11-006873 土師器杯口縁部 4 60 平安時代中心 31 11-006885 士師器甕口縁部 I 4 平安時代中心

20 I 1-006874 土師器坪底部 3 20 平安時代中心 32 11-006886 土師器甕体部 5 9 平安時代中心

8区88号住居

No. I資料番号 I 資料名称 測定値（cm) 形状 ・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

I I 10-001250 I須恵器高台付碗

2 I 10-001251 I土師器甕 □:436)口冨;ごニニここ：二：ロニ：：二：：：：：
3 I 40-000467 I角釘 径 0.7X0.6 残長 2.2I先端側破片。横断面形方形の角錐状を呈す 第117図 IP LSO 

No 査料番号 資料名称 数最 重蓋(g) 備 考 No 1資料番号 1 査科名称 I数最 1重蓋(g)I 備 考

床上 床上

4 11-006887 土師器甕体部 2 10 古墳時代前期中心

5 11-006888 土師器台付甕口縁部 I 5 古墳時代前期中心

6 11-006889 土師器壼体部 3 16 古墳時代前期中心

7 11-006890 土師器脚か？ l 1 古墳時代前期中心

8 11-006891 士師器杯口縁部 14 38 平安時代中心 三言 戸
10 I 36 
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遺物一覧

No I行料番号 I 脊料名称 I数量 I璽量(gll 備 考

床上

14 i 11-006s97 I須恵器坪碗底～高台部 I 61 90 I 

掘り方

15 I 11切 689sI土師器杯口縁部
I 21 26 I平安時代中心

16 I 11-006899 I土師器甕口緑部
I 51 62 I平安時代中心

No. I筏料番号

掘り方

言
資料名称 数量 I璽量(g) 備 考

65 1平安時代中心

］ 
No 

8区89号住居

資料番号 資料名称

10-()()12s2 I須恵器高台付碗

測定値（cm)

口径(I3.l) 高台径 7.2
器高 5.2

形状・整形・調整等の特徴

口縁～胴部3/4欠損。ない外面吸炭による黒色処理。右回 |10世紀前半
転饒櫨整形。底面回転糸切り後切り離しで高台貼り付け

備 考 図版号 図版番号

第58図 P L80 

No I資料番号

床上

2 | ll-006904 

資科名称 数量 I重量（g) 備 考 No I贅料番号

床上

3 | ll輝 9051士師器甕体部

資料名称 数量 I重量（g) 備 考

土師器杯底部 81平安時代中心 4 I平安時代中心

8区90号住居

No I資料番号

言
資料名称 数羹 I重量(g) 備 考

3
-
9
-
2
-
5
-
6
 

ー

古墳時代前期中心

古墳時代前期中心

古墳時代前期中心

平安時代中心

平安時代中心

No 査科番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

床上

6 11-006911 土師器甕体部 27 115 平安時代中心

7 11-006912 土師器甕底部 I JO 平安時代中心

8 11-006913 須恵器杯．碗口緑部 4 10 

， 11-006914 須恵器杯碗体部 4 25 

10 11-006915 須恵器坪碗高台部 J 2 

No 

8区91号住居

査料番号 資料名称

10-001253 I須恵器甕

測定値 (cm)

高台径(12.8)
残高 4.4

形状 ・整形・調整等の特徴

腰～底部片。焼成やや甘く、内面荒れる。高台貼付けで、 I10世紀前半
内外面撫で

備 考 図版号

第108図

図版番号

P L80 

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

床上

2 11-006916 士師器甕体部 ， 35 古墳時代前期中心

3 11-006917 土師器台付甕体部 I l 古墳時代前期中心

4 11-006918 土師器壺体部 2 JO 古墳時代前期中心

5 11~006919 士師器壼底部 2 38 古墳時代前期中心

6 11-006920 土師器杯口縁部 10 18 平安時代中心

7 11-006921 土師器杯底部 20 64 平安時代中心

No 資料番号 査料名称 数呈 璽量(g) 備 考

床上

8 11-006922 土師器甕口縁部 4 15 平安時代中心

， 11-006923 土師器甕体部 29 86 平安時代中心

10 11-006924 須恵器杯碗口縁部 3 ]6 

JI 11-006925 須恵器杯．碗体部 2 6 

12 11-006926 須恵器杯．碗底～高台部 4 50 

13 11-006927 須恵器甕体部 2 38 

No 

8区92号住居

資料番号 賓料名称 形状・整形・調整等の特徴

体～底部l/2。焼成甘く、器面荒れる。右回転鞘輯整形。
底面回転糸切り切り離しだが切り放しに失敗し、底面中 IJO世紀前半
央に粘土塊残る

翡冑・64) 底径（8．7)1翡贔開靡昇明る＜硬質。右回転轄轄整形。底 IJO世紀前半

測定値 (cm) 備 考 図版号 図版番号

10-001254 I須恵器杯

10-001255 I須恵器高台付碗

底径 5.1 残高 2.9 第123図 P LSO 

第123図 IP LSO 

No 資料番号 査料名称 数量 重量(g) 備 考

床上

3 I 1-006928 土師器甕体部 5 30 古墳時代前期中心

4 11-006929 士師器台付甕体部 3 ]2 古墳時代前期中心

5 11-006930 土師器甕口縁部 l 8 古墳時代前期中心

6 11-006931 土師器杯口縁部 4 12 平安時代中心

7 11-006932 土師器杯底部 4 14 平安時代中心

8 11-006933 土師器甕口縁部 l 8 平安時代中心

， 11-006934 土師器甕体部 24 90 平安時代中心

10 11-006935 須恵器杯碗口縁部 4 28 

11 11-006936 須恵器坪．碗体部 3 ， 
12 11-006937 須恵器杯．碗底部 2 34 

No 資料番号 資料名称 数量 重呈(g) 備 考

床上

13 11-006938 須恵器甕体部 I 50 

掘り方

14 lト()1)6939 土師器壺体部 l 4 古墳時代前期中心

15 11-006940 土師器杯口緑部 I 2 平安時代中心

16 11-006941 士師器甕口縁部 l 8 平安時代中心

]7 11-006942 土師器甕体部 3 10 平安時代中心

]8 11-006943 須恵器甕体部 l 29 

冠

]9 11-006944 土師器杯底部 l 2 平安時代中心

20 11-006945 須恵器杯．碗口緑部 l 5 
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遺物一覧

8区93号住居

No 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

I 10-001256 土師器器台 頸部径 3.7 残高 5.6 脚内部片刷上位毛で目受又けは皿撫部で一、外部付面属箆。磨受きけ皿内面荒れる。 脚部 世3世紀紀末葉～ 4 第］24図 P L80 

2 10-001257 土師器高杯 口径（］2.0) 残高 8.8 口内～縁面脚部箆～刷磨脚毛部き。上目脚後位部箆1/磨内3。面き脚指や撫やで下。位外に面円杯形口の縁透横か撫でし。、 坪杯部体 3世紀末葉 第124図 P L80 

3 10-001258 土師器高杯 翡(12 5) 裾部径 67 
7 7 

坪～脚部2/部外3欠面損箆。磨口き縁。横脚撫部で内。面体刷部毛内目面箆磨き。 体部外面 3世紀末葉 第124図 P L80 

4 10-001259 土師器商杯 口径 10.4 残高 5.6 杯杯と外部～脚面内上面指端撫箆付磨で近き3、/4外以面上箆。器磨面き著の痕し跡く荒。脚れ部る。内口面縁横（頂撫部で）。 世3世紀紀末葉～ 4 第124図 P L80 

5 10-001260 土師器器台 脚部径 11.8 残高 4.4 脚内外部下面刷半。毛(目3ご方外向面に撫）円で形若のし透くかは磨し入きる。裾端部横撫で、 3世紀末葉 第124図 P LSO 

6 I0-001261 士師器高坪 脚部径 18] 残高 6.5 脚昴ほぽ完嘉担3方に闊喜の透か羞入る伍旦息刷毛目で
天部 の み で。外 毛目後かい

世3世紀紀末葉～ 4 第124図 P L80 

7 l0-001262 土師器小 口悶7.2 底径 4.7 外撫一部面で欠と損底。部焼内成面良、好及。び僅底面か中に上心底部。指撫口緑で横。撫底面で外。体周部部箆内 世3世紀紀末葉～ 4 第124図 P L80 
器 47 

8 10-001263 土師器台付甕 脚部径（78) 残高 57 甕下底位刷部毛～脚目部、片上位。甕箆底撫部で、と脚天外井面部刷指毛撫で目後撫で。 脚内面 3世紀末葉 第124図 P L80 

， 10-001264 弥生土器壺 頸部径 9.4 残高 12.0 波口（縁箆状）文部撫下位で残～る閂。部外。面内口面縁口部縁箆箆磨磨きき、、屑頸部部器簾面状荒文れ、肩るが部 3世紀後半 第124図 P L81 

10 10-001265 土師器壺 口径(270) 残高 96 外口縁面部縦破位片に。沈内線外3面条に。折刷毛り返目後し。箆器磨面き荒。れる。内箆撫で。 3世紀末葉 第124図 P L81 

IJ 10-001266 土師器壺 底径 75 残高 10.3 胴箆磨～底き。部底3/而4。箆胴撫～で底部内面刷毛目。体部外面刷毛目後 世3世紀紀末葉～ 4 第124図 P LSJ 

12 10-001267 士師器壺 底径 85 残高 66 腰箆で磨藁一状底き。の部圧体2/部痕3。外散内面見面刷胴毛部目と後腰箆部磨指き撫。で底、面腰僅部か箆な撫上でげ及そびこ 世3世紀紀末葉～ 4 第125図 P L80 

13 10-001268 土錘 径 24X2.3 高さ 2.2 球状を呈する。縦位に径45mmの貫通孔。表面撫で 古墳時代前期 第125図 P L8] 

14 10-001269 須恵器碗 口悶(16.6) 底径 7.0
器 52 

糸J/3切。りや切やり酸離化し焔で焼、成藁気状味の。圧右痕回僅転か饒に輯残整る形。 底面回転 10世II紀世後紀半～ 第］25図 P L81 

15 10-001270 土師器甕 口径 17l 残高 5.7 指口縁撫で～。屑外部面2/箆3。削口り縁か横撫で。肩部内面箆撫で及び一部 8世9紀世紀末葉前半～ 第］25図 P L81 

No 資料番号 資 料 名 称 数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資 料 名 称 数量 重量(g) 備 考

J 6 I 1-006946 土師器器台脚部 3 150 古墳時代前期中心 27 11-006957 土師器壼底部 3 JOO 古墳時代前期中心

l 7 11-006947 土師器高坪口縁部 2 22 古墳時代前期中心 28 ll-006958 弥生壺体部 I ， 
JS 11-006948 土師器高杯底～脚部 14 375 古墳時代前期中心 29 11-006959 土師器杯口縁部 18 115 平安時代中心

19 II-暉 949 土師器甕口緑部 24 j 80 古墳時代前期中心 30 11-006960 土師器杯体部 28 86 平安時代中心

20 11-006950 土師器甕体部 190 1335 古墳時代前期中心 31 11-006961 土師器甕体部 21 153 平安時代中心

21 JI-暉 951 士師器甕底部 2 30 古墳時代前期中心 32 11-006962 須恵器杯．碗□縁部 3 12 

22 II-暉 952 土師器台付甕口縁部 4 30 古墳時代前期中心 33 11-006963 須恵器甕口縁部 I 15 

23 11-006953 土師器台付甕体部 62 438 古墳時代前期中心 34 II-暉 964 須恵器甕体部 J 25 

24 l 1-006954 土師器台付甕底～脚部 21 640 古項時代前期中心 35 11-006965 須恵器蓋口縁部 I 2 

25 I 1-006955 土師器壺口縁部 20 155 古打時代前期中心 36 21-003010 黒色頁岩 I 330 

26 I J ・006956 土師器壼体部 134 1345 古項時代前期中心

8区94号住居

No. 1資科番号 I 査 料 名 称 測定値（cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

1 I 10-001211 I須恵器高台付碗 高台径 7.0 残高 2.2| 9玩脊周O~醤茫箆塁麿脳昇罪戸胃蟹靡喜r贋息下位転移 |10世紀前半 I第126図 I P L81 

No 資料番号 資料 名 称 数忌 重量(g) 備 考 No 1資料番号 1 資 料 名 称 I数呈 1重量(g)I 備 考

床上 掘り方

2 11-006966 土師器杯底部 4 10 平安時代中心

3 11-006967 土師器甕体部 12 40 平安時代中心

4 11-006968 須恵器杯碗口縁部 3 ， 
掘り方

5 11-006969 土師器甕体部 l 3 古墳時代前期中心
冒

21古項時代前期中心

3 I 10 I平安時代中心

51平安時代中心

]~ 
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No 賓料番号 賓料名称

掘り方

II 11-006975 土師器甕底部

12 11-006976 須恵器杯．碗口縁部

]3 11-006977 須恵器坪碗底～高台部

14 11-006978 須恵器甕体部

鼈

15 11-006979 土師器坪底部

16 JI-()(16980 士師器甕体部

冦掘り方

j 7 I 1-006981 土師器杯口縁部

18 11-006982 土師器甕口縁部

8区96号住居

No. I資料番号 1 賽料名称

1 I 10-001215 I須恵器碗

2 I 10-001212 I士師器甕

No 資料番号 資料名称

床上

2 IJ-006990 土師器甕体部

3 11-006991 土師器壼体部

4 11-006992 土師器杯口縁部

5 11-006993 土師器杯底部

6 IJ-006994 土師器甕口縁部

7 11-006995 土師器甕体部

8 11-006996 須恵器杯．碗口縁部

， 11-006997 須恵器杯碗体部

10 11-006998 須恵器坪．碗底部

8区97号住居

N口面面ロ―玉科名称

1 I 10-001273 土師器杯

No 資料番号 資料名称

床J:.

2 11-007005 土師器坪口縁部

3 I 1-007006 土師器杯底部

4 11-007007 土師器甕口縁部

5 11-007008 土師器甕体部

6 11-007009 須恵器杯碗口縁部

7 11-007010 須恵器杯碗体部

8 11-00701 I 須恵器甕体部

8区98号住居

No I資料番号 I 資料名称

l | 10-0012741土師器坪

2 I 20-000552 蔽石（こも編み石）

No. I査料番号 I 資科名称

床上

: I ]王臼三［］］：：竺：：部
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数益 重蓋(g) 備 考 No ；仕料番号 資料名称 数益 狐溢(g) 備 考

寵掘り方

1 8 平安時代中心 19 I 1-006983 土師器甕体部 4 43 平安時代中心

6 39 20 11-006984 土師器坪口縁部 l 8 平安時代中心

l 14 21 11-006985 土師器甕口縁部 2 26 平安時代中心

2 248 22 11-006986 土師器甕体部 5 28 平安時代中心

23 11-006987 須恵器坪．碗口縁部 I 8 

I 2 平安時代中心 貯蔵穴

7 59 平安時代中心 24 11-006988 須恵器杯碗体部 3 14 

床下土坑

J 10 平安時代中心 25 ll-006989 土師器甕体部 2 JO 平安時代中心

I 22 平安時代中心

測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

口径 14.8 底径 7.3
器高 4.2

口縁l/4弱欠損。焼成やや甘く器面荒れる。右回転観饂
整形。底面回転糸切り時胎土の片岩引っ掛け中央付近i:I 10世紀前半
穴。切り放し

第127図 IP L81 

底径 4.4 残高 4.3 I腰～底部1/2弱。体～底部内面箆撫で、外面箆削り 9世紀後半 I第127図 Ip LSI 

数量 重呈(g) 備 考 No 資料番号 査料名称 数最 重量(g) 備 考

掘り方

3 30 古墳時代前期中心 11 II-OO!i999 土師器甕口縁部 2 8 平安時代中心

3 12 古墳時代前期中心 12 11-007000 土師器甕体部 4 18 平安時代中心

22 140 平安時代中心 冦

20 72 平安時代中心 13 11-007001 土師器台付甕体部 l 6 古墳時代前期中心

2 12 平安時代中心 14 11-007002 土師器杯口縁部 2 15 平安時代中心

31 100 平安時代中心 15 11-007003 土師器杯底部 2 10 平安時代中心

2 2 16 11-007004 土師器甕体部 16 100 平安時代中心

3 5 

l ， 

測定値 (cm) 形状・整形 ・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

口径（］2.2) 残高 3.5I麟：五信昇篇竺祇畠岱呵符悶り晨眉：苓。底部内面箆撫|9世紀前ー中葉 I第］27図 I P LSJ 

数量 厘量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数呈 璽量(g) 備 考

寇

5 40 平安時代中心 ， 11-007012 土師器甕体部 I 2 古墳時代前期中心

I 12 平安時代中心 10 11-007013 土師器杯口縁部 10 46 平安時代中心

3 98 平安時代中心 ll 11-007014 土師器杯底部 ， 40 平安時代中心

7 29 平安時代中心 12 11-007015 土師器甕口縁部 2 30 平安時代中心

j I 13 11-007016 土師器甕体部 28 126 平安時代中心

J 12 14 11-007017 須恵器杯碗口縁部 I 10 

l 60 15 11-007018 須恵器杯．碗底部 I 20 

16 ]!-007019 須恵器甕底部 I 28 

測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

諜胃底径 821羞は晶門悶間ビ呈翡闊胃箆撫で。体部外面撫で|9世紀前～中葉 I第］29図 IP L8l 

径 4.JXZ.] 長さ］3.3I河床礫使用。上端に敲打痕残り 、中位に磨耗痕一周 I黒色片岩 第129図 IP LSI 

数量 I重量(gJI 備 考 No I資料番号 I 資科名称 数益 I重量(g)I 備 考

床上

10 I古墳時代前期中心 6 11-007023 土師器壼体部

5 i古墳時代前期中心 7 11-007024 土師器杯底部

sl古項時代前期中心 8 11-007025 土師器甕口縁部

三 中L



No 査料番号 資料名称

床上， 11-007026 土師器甕体部

10 11-007027 須恵器坪．碗口縁部

11 l 1-007028 須恵器杯碗体部

12 11-007029 須恵器杯．碗底～高台部

8区99号住居

No. I査料番号 1 資料名称

I I 10-001276 I 須恵器杯

No 査料番号 資料名称

床上

3 11-007033 土師器台付甕体部

4 II ~007034 土師器壼体部

5 11-007035 土師器杯口縁部

6 11-007036 土師器杯底部

7 lト()()7037 土師器甕体部

8 11-007038 土師器甕底部， 11 ~007039 須恵器杯．碗□縁部

10 11-007040 須恵器坪碗体部

11 I 1-007041 須恵器坪碗底部

12 11-007042 須恵器蓋口縁部

掘り方

13 11-007043 土師器甕体部

8区］00号住居

遺物一覧

数星 璽呈(g) 備 考 No I資料番号 I 資料名称 I数量 I重呈(g)I 備 考

床上

13 45 平安時代中心 13 I 11 -001030 須恵器甕体部 | 31 89 | 
121 16 寇

l ， 14 I 11-001031 I土師器甕体部
I 

l | 41古項時代前期中心

4 99 15 I iH07032 I土師器甕体部
I l I 61平安時代中心

測定値 (cm) 形状 ・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

底径 7.4 残高 0.85 底部及び一部腰部。右回転鞘輯整形。底面回転糸切り後 1 8世紀後半
外周回転箆削り 第127図 I P L81 

数呈 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

掘り方

3 8 古墳時代前期中心 14 11-007044 土師器杯口縁部 5 30 平安時代中心

3 42 古墳時代前期中心 15 11-007045 土師器杯底部 3 18 平安時代中心

6 22 平安時代中心 16 ]1-()()7046 土師器甕口縁部 I 12 平安時代中心

7 16 平安時代中心 17 11-007047 土師器甕体部 18 120 平安時代中心

29 90 平安時代中心 壼

l 8 平安時代中心 18 11-007048 士師器杯口縁部 3 16 平安時代中心

2 6 19 11-007049 土師器杯底部 4 20 平安時代中心

2 8 20 11-007050 土師器甕口縁部 5 50 平安時代中心

I 3 21 11-007051 土師器甕体部 36 160 平安時代中心

I 12 22 11-007052 土師器甕底部 I 9 平安時代中心

23 II←007053 須恵器杯．碗口縁部 I 2 

l 2 古墳時代前期中心 24 ]!-007054 須恵器坪．碗体部 l 8 

No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I賃量(g)I 備 考 No. I資料番号 I 査料名称 I数蓋 I璽呈(g)I 備 考

l I ll-0070551土師器台付甕体部

z I 11-007055 土師器杯底部

8区IOI号住居

No I査料番号 1 資料名称

l I 10-001277 土師器台付坪

No 資料番号 資料名称

2 IJ-007060 土師器甕体部

3 11-007061 土師器台付甕体部

4 11-007062 土師器台付甕脚部

5 11-007063 土師器杯底部

6 11-007064 土師器甕口縁部

8区］02号住居

No 資料番号 貸料名称

l 10~001278 土師器台付高杯

2 10-001279 土師器台付甕

3 10-001280 土師器台付甕

4 JO-00l28l 須恵器高台付碗

2 | 8 1古培時代前期中心

2 8 平安時代中心

3 I II-0070571土師器叩体部

4 I 11-001053 須恵器坪．碗体部

6 I 22 I平安時代中心

形状・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号測定値 (cm)

残存 6.5X4.8
残高 3.3

四部口縁～底部片。口縁横撫で。体～底部部内面箆撫で。 I10世紀前半 I第130図 I P L81 
体部外面上位撫で、中位～底面箆削り

数呈 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 璽量(g) 備 考

3 20 古墳時代前期中心 7 11-007065 土師器甕体部 3 8 平安時代中心

2 4 古培時代前期中心 8 11-007066 須恵器坪碗口緑部 l 2 

2 28 古墳時代前期中心 9 ll-007067 須恵器杯碗体部 I 2 

5 10 平安時代中心 10 l 1-007068 須恵器坪．碗底部 I 10 

4 20 平安時代中心 11 11-007069 須恵器甕体部 l 60 

測定値 (cm) 形状・整形調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

口径(19.2) 残高 59 杯箆磨部□き縁～体部片。器面荒れる。口縁横撫で。体部外面 3世紀末葉 第13]図 P LSI 

口径 174 残高 102 内口縁面頸～肩部部箆撫］／2でと、胴肩～～腰腰部部指l/4撫。でS。字外状面口肩縁～。腰口縁部横刷撫毛で目。 3世紀末葉 第131図 P L82 

裾部径(87) 残高 6.1 甕目底ー脚部1/2。器面荒れる。脚端部直。脚内外面刷毛 3世紀末葉 第132図 P LSI 

口目(15 2) 底径 7.3 1/3。やや軟質。右回転饒櫨整形。底部高台貼付け時に
JO世紀前～中葉 第132図 P L81 器 5.4 撫で

No. I資料番号 I 資料名称 I数呈 I重呈(g)I 備 考 No. I資料番号 I 資料名称 I数最 I重葺(g)I 備 考

床上 床上

5 I I I -007070 I土師器器台脚部 2 I 52 I古墳時代前期中心 6 I 11-007071 I土師器高杯口縁部 6I古墳時代前期中心
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遺物一覧

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考 No 賓料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

床上 床上

7 11-007072 土師器甕口緑部 27 208 古墳時代前期中心 18 II ~007083 土師器甕口縁部 J 5 平安時代中心

8 11-007073 土師器甕体部 111 685 古墳時代前期中心 19 11-007084 須恵器杯碗口縁部 I 10 

， 11-007074 土師器台付甕口縁部 7 90 古墳時代前期中心 20 11-007085 須恵器坪碗底部 ］ 7 

10 11-007075 土師器台付甕体部 53 242 古墳時代前期中心 21 11-007086 須恵器甕体部 ］ 38 

II 11-007076 土師器台付甕脚部 l 36 古項時代前期中心 102号住居一括

12 11-007077 土師器壼口緑部 11 100 古墳時代前期中心 22 11-007087 土師器甕体部 12 50 古項時代前期中心

]3 ]]-007078 土師器壺体部 50 575 古墳時代前期中心 23 11-007088 土師器台付甕体部 l ］ 古墳時代前期中心

14 11-007079 土師器壼底部 2 70 古墳時代前期中心 24 11-007089 土師器壼口縁部 2 9 古墳時代前期中心

15 11-007080 土師器小型壺体部 6 20 古墳時代前期中心 25 11-007090 須恵器坪．碗体部 I 5 

16 11-007081 土師器坪口縁部 4 8 平安時代中心 26 Jl-007091 須恵器杯．碗底部 I 2 

17 ll ・007082 士師器杯底部 I] 20 平安時代中心

8区105号住居

No 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形 ・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

I 10-001282 土師器器台 口径 9.2 残高 4.0 受部皿外部面撫と脚で部上位。器面荒れる。受皿部内面箆磨き 。脚 3世紀末葉 第133図 P L82 

2 10-001283 土師器高均 口径 7.7 残高 3.2 坪体部部～と脚脚部部外上面端箆部磨3/4き。杯部口縁部横撫で。内面及び坪 3世紀末葉 第133図 P L82 

3 10-001284 土師器高杯 口径(20.8) 残嵩 54 坪部口緑～腰部］／4。内面荒れる。内外面箆磨き 3世紀末葉 第133図 P L82 

4 10-001285 土師器台付甕 口径（］61) 残高 11.0 口縁～胴部1/3。器面荒れる。内外面刷毛目 3世紀末葉 第133図 P L82 

5 10-001286 土師器台付甕 裾残部高径7(J6 I. J) 甕撫底で。部脚か部ら内脚外部面3/刷4。毛甕目底部と脚部上位～天井部内面指 3世紀末葉 第133図 P L82 

6 10-001287 土師器台付甕 口径 12.7 残高 169 内口ら縁脚面体～～脚底部刷部部2刷毛/4毛目。後目脚一裾部部指欠撫損で。、S底字部状指口撫縁で。。口外縁面横体撫部でか。 3世紀末葉 第133図 P L82 

7 ]0-001288 土師器壺 口径（98) 残高 7.1 外口縁面刷～肩毛部目2後/3口。縁内面撫口で縁、箆肩撫部箆で及磨びき箆磨き、肩部指撫で。 3世紀末葉 第133図 P L82 

8 10-001289 士師器壺 負盃径（260) 
11 5 

屑或一い胴は釦部状片の。貼内付面文荒れる。外面横位の刷毛目後箆磨き、 3世紀末葉 第j33図 P L82 

， 20-000553 磨石 残径 8.0XJ4.8 厚 4.2 河床礫使用。左半欠損。表面に研磨面と削痕残る デイサイト 第134図 P L82 

10 20-000554 台石 径 22.8X19 1 厚 6.5 概ね扁平な河床礫使用。表面に研磨面残る 粗粒輝石安山岩 第134図 P L83 

11 10-001290 土製箱状塊 残存 75X79X50 畠片板ほ生品贄『゚慶盈体を： 識したと儡われる士製の
。 痕 。 に指で、また毛目痕残る

3世紀末葉か 第134図 P L83 

No 脊料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資科名称 数量 重量(g) 備 考

12 I 1-007092 土師器器台脚部 2 94 古墳時代前期中心 19 11-007099 土師器壼口縁部 5 155 古墳時代前期中心

13 11-007093 土師器甕底部 3 JOO 古墳時代前期中心 20 11-007100 土師器壼体部 41 735 古墳時代前期中心

14 11-007094 土師器甕口縁部 8 196 古墳時代前期中心 21 11-007101 土師器甕口緑部 ］ 4 平安時代中心

15 11-007095 土師器甕体部 64 738 古墳時代前期中心 22 11-007102 土師器甕体部 3 95 平安時代中心

16 l 1~007096 士師器台付甕口縁部 3 55 古墳時代前期中心 23 11-007103 須恵器杯碗口縁部 3 30 

17 11-007097 土師器台付甕体部 21 150 古墳時代前期中心 24 11-007104 須恵器甕体部 I 49 

18 11-007098 土師器台付甕脚部 5 308 古墳時代前期中心 25 21-0030]] 緑色片岩 l 72 

8区束部住居群

No. I資料番号 I 資料名称 測定値 (cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 I図版号 I図版番号

1 I 20-000555 I磨石 径 4.4X7.6 厚］ ．8|方形板状の河床礫使用。底面に著しい研磨面見られる I流紋岩 PL83 

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考 No 査料番号 査料名称 数量 重量(g) 備 考

床上 床上

2 11-007125 土師器椀体部 2 j 2 古墳時代前期中心 11 11-007134 須恵器坪．碗体部 6 20 

3 ]]-007126 土師器甕体部 ] 6 62 古墳時代前期中心 12 11-007135 須恵器杯碗底～高台部 7 52 

4 11-007127 土師器台付甕口縁部 5 28 古墳時代前期中心 13 11-007136 須恵器甕口縁部 I 125 

5 lト007128 士師器台付甕体部 l ］ 古墳時代前期中心 14 ]]-007]37 須恵器甕体部 3 35 

6 11-007129 土師器杯口縁部 8 19 平安時代中心 15 11-007138 灰釉陶器碗口縁部 l l 

7 11-007130 土師器杯底部 30 102 平安時代中心 16 11-007139 灰釉陶器碗体部 2 15 

8 11-007131 士師器甕口縁部 11 112 平安時代中心 J 7 11-007140 羽釜体部 j 86 

， I 1-007132 土師器甕体部 35 140 平安時代中心 18 21-003012 磨石 I 270 粗粒輝石安山岩

10 11-007133 須恵器坪碗口縁部 8 29 
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遺物一覧

8区住居群

No 資科番号 資料 名 称 数量 直量(g) 備 考

J 11-007105 土師器高坪脚部 2 16 古墳時代前期中心

2 11-007106 土師器椀口縁一体部 I 8 古墳時代前期中心

3 I 1-007107 土師器甕口縁部 14 72 古墳時代前期中心

4 11-007108 土師器甕体部 75 239 古墳時代前期中心

5 11-007109 土師器甕底部 2 32 古墳時代前期中心

6 I 1-007110 土師器壼底部 I ]JO 古墳時代前期中心

7 11・007111 士師器坪口緑部 8 29 平安時代中心

8 11-007112 土師器杯底部 25 76 平安時代中心， 11-007113 土師器甕口縁部 ， 62 平安時代中心

JO 11-007114 土師器甕体部 26 126 平安時代中心

No 資料番号 資 料 名 称 数旦 重量(g) 備 考

II l l-007il5 土師器甕底部 2 19 平安時代中心

12 11-007116 須恵器杯碗口縁部 JO 70 

13 11-007117 須恵器杯碗体部 15 85 

14 11-007118 須恵器高台付碗底～高台部 3 62 

15 ll-007119 須恵器碗底部 3 40 酸化

16 11-007120 須恵器甕体部 12 260 

17 11-007121 灰釉陶器皿口縁部 I 5 

18 11-007122 灰釉陶器体部 3 10 

l 9 11-007123 羽釜体部 l 34 

20 11-007124 女瓦 2 110 

。-
l
-
2
-
3

z
 

8区11号溝

二 数予言ロビ□。-
4
-
5

z
 詈疇称 数〗：冒三五

No 

8区］5号溝

資料番号 資料 名 称 形状 ・整形 ・調整等の特徴

頸部径 3.3 残高 6.oI坪底部～脚部上位。器面やや荒れる。杯底部内面撫で。
脚部内面指撫で、外面箆磨き

測定値 (cm) 備 考 図版号 図版番号

10-001304 土師器高均 4世紀前半か 第136図 P L83 

10-001305 焼締陶器鉢 残存 7.9X3.9
厚み ］．2 口縁破片。内面磨耗。器肉原い。口端部平ら j5世紀前半 第136図 IP L83 

No 資料番号 資 料名称 数量 重量(g) 備 考

3 11-007364 士師器器台高杯脚部 4 39 古墳時代前期中心

4 11-007365 土師器甕口緑部 10 98 古墳時代前期中心

5 I 1-007366 土師器甕体部 90 680 古墳時代前期中心

6 11-007367 土師器甕底部 6 70 古墳時代前期中心

7 11 ~007368 土師器台付甕口縁部 4 69 古墳時代前期中心

8 11-007369 土師器台付甕体部 29 160 古墳時代前期中心， 11-007370 土師器台付甕底～脚部 II 115 古墳時代前期中心

JO 11-007371 土師器壼口縁部 5 46 古墳時代前期中心

11 I 1-007372 土師器壺体部 30 268 古墳時代前期中心

12 11-007373 土師器壼底部 2 110 古JJ'1時代前期中心

13 11-007374 土師器杯口緑部 6 30 平安時代中心

14 11-007375 土師器杯底部 29 JOO 平安時代中心

15 11-007376 土師器甕口縁部 2 9 平安時代中心

16 11-007377 土師器甕体部 14 30 平安時代中心

No 資料番号 資 料 名 称 数量 重量(g) 備 考

17 11-007378 須恵器杯．碗口縁部 2 JO 

18 11-007379 須恵器坪碗体部 3 22 

19 ]]~1)()7380 須恵器甕体部 10 662 

20 ll-007381 須恵器甕底部 I 64 

21 11-007382 須恵器ハソウ ロ縁部 1 8 

22 11-007383 羽釜鍔部 2 105 

23 11-007384 桟瓦 l 22 

24 11-007385 スレート瓦 l 38 

25 11-007386 焼締陶器鉢体部 4 50 

26 11-007387 施釉陶器甕体部 l 48 

27 I 1-007瑯 灰釉陶器碗口縁部 2 5 

28 11-007389 灰釉陶器碗体～底部 l 10 

29 21-003023 黒色頁岩 l 40 

N
o
-
]
-
2
 

8区］8号溝

冒 数量爪言□：ロ N
o
-
3
-
4
 

言称 数〗：□三ら：

No 

8区］9号溝

資料番号 資 料名称 測定値 (cm) 備 考 図版号 図版番号

10-001306 土錘

20-000561 こも編み石

形状 ・整形 ・調整等の特徴

径 1.5XJ.4 嵩さ 3.45 棗形を呈す。下位一部剥落。縦位に径3.5mmの貫通孔。

：□30::曳：］］1 :！どここ：ここここ：：：：痕I粗隆起関安山岩一

第136図 IP L83 

P L83 

40-000469 I角釘か 第136図 P L83 

。-
4
-
5
-
6
-
7

z
 亘 数］］言言：

N
o
-
8
-
9
-
JO
-
ll 

冒 数］：呈雪
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遺物一覧

No 資料番号 資料 名 称

12 11-007427 土師器杯底部

13 11-007428 士師器甕体部

14 11-007429 須恵器杯．碗体部

15 11-007430 須恵器杯．碗底一高台部

8区20号溝

Nlo I：口： I灰二：名杓

2 I 20-000562 I台石

No 資料番号 没科 名 称

3 11-007435 土師器器台脚部

4 11-007436 土師器甕口縁部

5 11-007437 土師器甕体部

6 11-007438 士師器甕底部

7 11-007439 土師器台付甕体部

8 11-007440 土師器壼口縁部

， Jl-00744] 土師器壺体部

10 11-007442 土師器坪口縁部

11 11-007443 土師器坪底部

12 Jl-007444 土師器甕口縁部

13 11-007445 土師器甕体部

] 4 11-007446 須恵器坪．碗口縁部

15 ]]-007447 須恵器杯碗体部

16 11-007448 須恵器坪碗底～高台部

8区21号溝

No 資料番号 査料 名 称

l 10-001308 土師器高坪

2 10-001309 土師器台付甕

3 10-001310 須恵器短頸壺

4 10-001311 須恵器長頸壺

No 査料番号 資料 名 称

5 11-007461 土師器高杯脚部

6 11-007462 土師器甕口縁部

7 11-007463 土師器甕体部

8 11-007464 土師器台付甕口縁部

， I 1-007465 土師器台付甕体部

JO ll-007466 土師器壼口縁部

11 11-007467 土師器壺体部

12 11-007468 土師器壺底部

13 11-007469 土師器杯口縁部

14 II-(){)7470 土師器杯底部

15 11-007471 土師器甕口縁部

16 11-007472 士師器甕体部

17 11-007473 須恵器杯．碗口縁部

18 ll-007474 須恵器杯碗体部

19 I 1-007475 須恵器杯碗底～高台部

20 11-007476 須恵器甕口縁部

8区22号溝

N]戸号 1 貸 科 名 称

l I 10-001312 青磁碗

342 

数羹 重蓋(g) 備 考 No. I脊科番号 I 資料名称 I数蓋 I諏量(g)I 備 考

6 30 平安時代中心

8 19 平安時代中心

14 56 

8 90 
疇

測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴

口径（14,4) 残高 4.9I腰一底部破片。高台付き、内面輛轄H顕著、外面釉掛か
る

I~ 

JO 

備 考 1 固版号 1図版番号

第136図 PL83 

残存 11.0X8.JX5.7 I破片。河床礫使用。表面に蔽打痕と弱い研磨痕残る I変質安山岩 I第136図 IP L83 

数益 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称

2 20 古墳時代前期中心 17 11-007449 須恵器甕口縁部

6 48 古墳時代前期中心 18 ]]-007450 須恵器甕体部

4 1 210 古頃時代前期中心 19 1Hl07451 須恵器甕底部

I 15 古墳時代前期中心 20 ll-007452 須恵器甕体部

2 JO 古墳時代前期中心 2] 11-007453 須恵器蓋口縁部

I 2 古墳時代前期中心 22 11-007454 須恵器平千体部

15 100 古墳時代前期中心 23 11-007455 灰釉陶器碗口縁部

16 48 平安時代中心 24 11-007456 灰釉陶器碗体部

44 118 平安時代中心 25 11-007457 灰釉陶器碗底部

]3 50 平安時代中心 26 11-007458 軟質陶器鉢体部

49 140 平安時代中心 27 11-007459 磁器

17 90 28 11-007460 女瓦

l 9 80 29 2]-003026 こも編石

8 190 

測定値 (cm) 形状 ・整形・調整等の特徴

頸部径（3.4) 残高 78 杯箆底磨部き～、脚外面中位撫。で脚。脚部部に円内孔面指の透撫かで、し外3面ヶ所箆。磨坪き部内面

口径（17.2) 残高 75 刷口縁毛～目肩、肩部部片内。面S指字撫状で口縁。口縁横撫で外面と頸部内面

底径（］0.0) 残高(14.3) 低肩い～裔底台部貼。1り/付3。け屑張る。腰部外面と底面箆調整。底面

口径(I0.5) 残高 95 
口縁～頸部3/4。自然釉掛かる。口縁外反し端下方に引
＜ 

数量 璽呈(g) 備 考 No 資料番号 資料名称

3 84 古墳時代前期中心 21 11-007477 須恵器甕体部

l 6 130 古墳時代前期中心 22 11-007478 須恵器甕体部

85 678 古墳時代前期中心 23 11-007479 須恵器蓋口縁部

5 58 古墳時代前期中心 24 11-007480 羽釜口縁部

29 200 古墳時代前期中心 25 ]1~007481 羽釜鍔部

J 10 古墳時代前期中心 26 11-007482 軟質陶器鉢体部

32 348 古墳時代前期中心 27 ¥J-007483 施釉陶器すり鉢体部

2 92 古墳時代前期中心 28 11-007484 灰釉陶器碗口縁部

41 170 平安時代中心 29 ll-007485 灰釉陶器碗体部

70 270 平安時代中心 30 I H07486 灰釉陶器碗底部

26 160 平安時代中心 31 11-007487 灰釉陶器皿底～高台部

72 210 平安時代中心 32 ll-007488 灰釉陶器甕体部

18 62 33 11-007489 磁器碗

26 114 34 1!~007490 磁器碗

15 216 35 21-003027 敲石

2 50 

測定値（cm)

残存 4.3X4.l
厚み 0.5

形状・整形・調整等の特徴

口縁部破片。釉は浪いが凌ぎだれる

数益 重量(g) 備 考

2 70 

31 860 

2 140 

3 150 酸化

l 6 

1 26 

J 2 

I 2 

I ] 2 

5 60 

I 2 現代

2 80 

I 40 

備 考 図版号 図版番号

3世紀末葉 第136図 P L83 

3世紀末葉 第136図 P L83 

8世紀中葉 第136図 P L83 

9世紀 第136図 P L83 

数呈 龍量(g) 備 考

17 670 

2 JOO 酸化

2 10 

I 10 

I 40 

4 178 

2 45 

3 10 

l 3 

I 18 

I 10 

I 40 

l 22 近世

2 ]5 現代

I 65 

備 考 I 図版号 I図版番号

竜泉窯系 第136図 IPL84



遺物一覧

No 資料番号 資料 名 称 数量 重量（g) 備 考 No 資料番号 資 料 名 称 数量 厘量(g) 備 考

2 11-007491 土師器高杯脚部 I 20 古墳時代前期中心 15 11-007504 須恵器坪碗口縁部 5 26 

3 11-007492 土師器甕口縁部 7 50 古墳時代前期中心 16 11-007505 須恵器坪碗体部 10 66 

4 11-007493 土師器甕体部 42 345 古墳時代前期中心 17 11-007506 須恵器杯．碗底～高台部 8 189 

5 11-007494 土師器甕底部 2 50 古墳時代前期中心 18 ll-007507 須恵器甕口縁部 2 38 

6 11-001495 土師器台付甕口縁部 I 10 古墳時代前期中心 l 9 11-007508 須恵器甕体部 II 352 

7 11-007496 土師器台付甕体部 ， 49 古墳時代前期中心 20 11-007509 桟瓦 l ll4 

8 11-007497 土師器台付甕脚部 I 18 古墳時代前期中心 21 I 1-007510 羽釜 2 29 ， 11-007498 土師器壼口縁部 2 40 古項時代前期中心 22 11-007511 軟質陶器鉢口縁部 I l o 
10 11-007499 土師器壼体部 19 188 古墳時代前期中心 23 11-007512 軟質陶器鉢体部 4 76 

11 11-007500 士師器杯□縁部 14 42 平安時代中心 24 11-007513 灰釉陶器碗底部 3 35 

12 11-007501 土師器杯底部 23 78 平安時代中心 25 11-007514 緑釉碗体部 I 3 

J 3 11-007502 土師器甕口縁部 7 40 平安時代中心 26 21-003028 こも編石 l 48 

14 11-007503 土師器甕体部 26 70 平安時代中心 27 21-003029 火打石 I 50 

8区23号溝

No 資料番号 資料 名 称 測定値（cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

I 10-001313 土師器高坪 口径(23.9) 残高 4.3 口～縁体部一内体面部箆2/磨3。き器。面外荒面れ刷る毛。目口様縁の端当部り横痕撫一で箇所か。を有口縁り 3世紀末葉 第138図 P L84 

2 I0-001314 土師器ミニチュア土器 口径 5.7 器高 3.4 3脚で/4部若。にし口似く端るは部。箆薄撫内く面でなやりや、雑更でに指延撫びでる、可外能・性底有面丁り。寧台な付指甕撫 古墳時代前期 第j38図 P L84 

3 10-001315 土師器壺 底径 46 残高 4I 底体部部片外。面底箆面磨丸きみ、を底持面つ撫。で器面やや荒れる。内面指撫で。 古弥生墳土時器代影前響期残す 第138図 P L84 

No 査科番号 資料 名 称 数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資 科 名 称 数量 重量(g) 備 考

4 11-007515 土師器甕口縁部 I JO 古項時代前期中心 JO 11~007521 土師器壼体部 8 148 古墳時代前期中心

5 ll-007516 土師器甕体部 37 305 古墳時代前期中心 11 11-007522 土師器杯口縁部 2 9 平安時代中心

6 11・007517 士師器台付甕口縁部 I 5 古項時代前期中心 12 11-007523 土師器杯体部 I 5 平安時代中心

7 11-007518 土師器台付甕体部 10 120 古墳時代前期中心 13 11-007524 土師器甕口緑部 2 20 平安時代中心

8 11-007519 土師器台付甕脚部 4 40 古墳時代前期中心 14 11-007525 須恵器坪碗口縁部 2 5 ， 11-007520 土師器壼口縁部 3 28 古墳時代前期中心 15 11-007526 須恵器杯．碗体部 l 2 

8区24号溝

No 査料番号 資科 名 称 測定値（cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

l 10~001316 土師器杯 翡(13 0) 底径(6.8)
4.1 

]で/4後。指口押縁え横、撫底で面。箆体削～り底部内面箆撫で。体部外面箆撫 10世紀前半 第138図 P L84 

2 10-001317 須恵器高台付碗 謀(14 3) 底径(6.4)
5 8 

饒1/4直整還形元。焔底焼面成回。転内糸外切面り吸後炭高に台よ貼るり黒付色け処理。 右回転 l0世紀前半 第］38図 P L84 

3 10-001318 須恵器皿 口径(14.8) 器高 2.4 破片。還元焔焼成。右回転饒櫨整形。底面回転糸切り 9世紀中葉 第138図 P L84 

4 10-001319 灰釉陶器皿 器台径 72 残高 2.0 口縁～胴部欠損。回転鞘輯整形。釉刷毛塗り 9世紀前半 第138図 P L84 

5 10-001320 土師器器台 裾残部高径6（5 12 6) 脚端内面部部上2の/半み3。指一径撫部1c撫でm、で程下の半円刷孔毛3目箇。所外に面空刷く毛。目裾後部箆横磨撫きで、。下 3世紀末葉 第138図 P L84 

6 10~001321 士製紡錘車 悶存 2.5X3.8
み］．7

破上し片面、中表。央裏面に面と向孔剥か上離っ位。て撫土窪で師む。質。で中推心定に径推7.定5c径m程1.2のcm円の盤貫状通を孔呈。 第138図 P L84 

7 40←000470 錆銭「大定通賣」 蘭2.50X2 505 
み 0.11

左刻下縁部一部欠損。本銭か。裏面に上位に「酉」字の陥
金(1の18大9)定鋳2造9年 第138図 P L84 

No 査料番号 資料名 称 数量 重量(g) 備 考 No 資科番号 資 料 名 称 数量 重量(g) 備 考

8 I 1~007527 士師器高坪脚部 ］ 20 古JJ'l時代前期中心 18 11-007537 土師器台付甕体部 ， 55 古墳時代前期中心， 11-007528 土師器椀口縁部 2 8 古項時代前期中心 19 11-007538 土師器壼体部 18 60 古墳時代前期中心

10 11-007529 土師器甕体部 19 86 古墳時代前期中心 20 11-007539 土師器杯口縁部 19 60 平安時代中心

11 11-007530 土師器甕底部 2 35 古墳時代前期中心 21 ll-007540 土師器杯底部 52 48 平安時代中心

12 11-007531 土師器台付甕口縁部 3 50 古墳時代前期中心 22 11-007541 土師器甕口縁部 19 108 平安時代中心

13 11-007532 須恵器杯碗口縁部 18 80 23 11-007542 土師器甕体部 49 145 平安時代中心

14 11-007533 須恵器坪碗体部 22 70 24 ll-007543 土師器甕底部 3 60 平安時代中心

15 11-007534 須恵器杯．碗底一高台部 11 440 25 11-007544 須恵器甕底部 l 38 

16 11-007535 須恵器甕口縁部 I 30 26 11-007545 須恵器甕体部 l 60 酸化

17 I 1-007536 須恵器甕体部 15 5J 5 27 11-007546 軟質陶器甕体部 I 126 
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遺物一覧

No 

28 

29 

口称 数］竺

I I 4 

備 考 No 

30 

31 

口称 で）

2 I 155 

備 考

N
o
-
l
 

8区25号溝

二 ょ名材
測定値 (cm)

底径（8.0) 残高 2.8

形状 ・整形 ・調整等の特徴

底～高台］／3。内面釉掛かる。三ヶ月高台でややだれる

備考

10世紀後半 三第139図 PL84 

No 資料番号 資 料 名 称 数量 重量(g) 備 考

2 I 1~007550 士師器甕口縁部 2 12 古墳時代前期中心

3 I 1-007551 土師器甕体部 2j JOO 古墳時代前期中心

4 11-007552 土師器甕底部 1 30 古墳時代前期中心

5 ]!-007553 士師器台付甕口繰部 l 8 古墳時代前期中心

6 ]]-()(17554 土師器台付甕体部 3 18 古墳時代前期中心

7 11-007555 士師器台付甕脚部 I 16 古墳時代前期中心

8 11-007556 土師器壼口縁部 3 58 古墳時代前期中心

， 11-007557 土師器壼体部 15 JlO 古項時代前期中心

10 11-007558 弥生壼体部 J 22 

II 11-007559 土師器杯口縁部 3 7 平安時代中心

8区29号溝

No 資料番号 資 料 名 称 数呈 重量(g) 備 考

l 11-007625 土師器器台脚部 l 32 古墳時代前期中心

2 11-007626 土師器甕口縁部 12 40 古墳時代前期中心

3 11-007627 土師器台付甕口縁部 l 8 古墳時代前期中心

4 11-007628 土師器壼体部 4 48 古墳時代前期中心

5 11-007629 土師器杯口縁部 7 20 平安時代中心

6 ]1-007630 土師器杯底部 18 54 平安時代中心

7 11-007631 土師器甕口縁部 3 8 平安時代中心

No 査料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

j 2 11-007560 士師器杯底部 18 108 平安時代中心

13 11-007561 土師器甕口縁部 5 12 平安時代中心

14 11-007562 土師器甕体部 23 78 平安時代中心

15 ll-007563 須恵器杯碗口縁部 3 10 

]6 JJ-007564 須恵器坪碗体部 5 10 

17 11-007565 須恵器甕体部 2 10 

18 ll-007566 軟質陶器鉢体部 2 54 

19 I 1-007567 染付椀 I 32 近世

20 11-007568 施釉掏器碗 3 30 近世

21 11-007569 女瓦 l 10 

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

8 lト()()7632 土師器甕体部 12 100 平安時代中心

， 11-007633 須恵器坪碗口縁部 7 20 

10 11-007634 須恵器坪．碗体部 2 6 

II IJ-007635 須恵器杯碗底～高台部 l 16 

12 I 1-007636 須恵器甕体部 2 10 

13 11-007637 軟質陶器鉢体部 l 30 

14 21-003034 磨石 l 108 

。-
]
-
2
-
3
-
4

z
 

8区31号溝

三言 数□9言□。-
5
-
6
-
7

z
 胃杓 数□□三：一考

。-1
-
2
-
3
-
4

z
 

8区33号溝

言言□言
。-
5
-
6
-
7
-
8

z
 言三口

備 考

No 

8区34号溝

． 
貨科番号 資 料 名 称

10-001332 I土師器杯

10-001333 I士師器台付甕
盟言：三)]05]はこ：云ミミ；苔王］凡こ：l古墳時代前期

備 考

9世紀前半

図版号

第138図 P L84 

第138図

図版番号

P L84 

No 資料番号 資料名称 数量 璽呈(g) 備 考

3 l 1-007680 士師器甕口縁部 3 20 古墳時代前期中心

4 11-007681 土師器甕体部 29 188 古墳時代前期中心

5 11-007682 土師器台付甕体部 4 18 古墳時代前期中心

6 11-007683 土師器台付甕脚部 2 22 古墳時代前期中心

7 I 1-007684 土師器壺体部 7 50 古墳時代前期中心

8 lト()()7685 土師器杯口縁部 2 20 平安時代中心

No 資料番号 資料名称 数呈 重量(g) 備 考， 11-007686 土師器杯底部 6 20 平安時代中心

10 11-007687 士師器甕体部 3 20 平安時代中心

11 11-007688 須恵器杯碗口縁部 3 18 

12 11-007689 須恵器杯．碗底～高台部 5 50 

13 11-007690 須恵器甕体部 3 llO 
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遺物一覧
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l
-
2
-
3
-
4

z
 

8区35号溝

疇 数口］言□。-
5
-
6
-
7
-
8

z
 三 数□三考

No 

8区36号溝

資料番号 資料名称

10-001334 I灰釉陶器小瓶

測定値 (cm)

底径（4.0) 残高 2.8

形状 ・整形 ・調整等の特徴

腰～底部1/4。右回転饒櫨整形。外面施釉。底面回転糸
切り痕

備 考

9世紀前半

図版号 図版番号

第14]図 IP L84 

。-
2
-
3

z
 詈丘五名称 数〗：；口：三

N
o
-
4
 

資料番号 1 資料名称

IH07701 須恵器甕体部
数：墨庄

I I 10 

備 考

8区40号溝

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

I 11-007702 土師器高坪脚部 2 10 古墳時代前期中心

2 11-007703 土師器甕口縁部 I 6 古墳時代前期中心

3 11-007704 土師器甕体部 10 26 古墳時代前期中心

4 11-007705 土師器坪口縁部 2 10 平安時代中心

5 11-007706 土師器坪底部 2 JO 平安時代中心

。
一
］
＿

2
-
3
-
4

z
 

8区42号溝

□誓： 
。-
l
-
2
-
3
-
4

z
 

8区43号溝

□9 数皇］言言

No 資料番号 査科名称 数量 重呈(g) 備 考

6 11-007707 土師器甕口縁部 I 3 平安時代中心

7 11-007708 土師器甕体部 5 12 平安時代中心

8 11-007709 須恵器坪碗口縁部 l 2 ， 11-007710 須恵器坪碗体部 l 8 

10 11-00771] 灰釉陶器皿底部 l 4 

。-
5
-
6
-
7

z
 巴 数：ロニ

。-
5
-
6
-
7
-
8

z
 言 数ロロ誉

8区44号溝

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

1 11-007727 土師器甕口縁部 4 38 古墳時代前期中心

2 11-007728 士師器甕体部 28 165 古墳時代前期中心

3 ll-007729 土師器台付甕体部 4 10 古墳時代前期中心

4 11-007730 土師器台付甕脚部 I 16 古墳時代前期中心

5 11-007731 土師器壼口縁部 4 24 古墳時代前期中心

6 11-007732 土師器壼体部 8 106 古墳時代前期中心

7 11-007733 士師器杯口縁部 10 68 平安時代中心

8 11-007734 土師器杯底部 29 90 平安時代中心， ll-007735 土師器甕口縁部 5 24 平安時代中心

10 11-007736 土師器甕体部 11 32 平安時代中心

No 査料番号 資料名称 数呈 重呈(g) 備 考

II 11-007737 土師器甕底部 l 20 平安時代中心

12 11-007738 須恵器杯碗口縁部 II 30 

13 11-007739 須恵器杯．碗体部 ， 40 
14 11-007740 須恵器坪碗底～南台部 JO 224 

l 5 11-007741 須恵器甕体部 26 865 

16 I 1-007742 須恵器甕底部 I 180 

17 11-007743 須恵器蓋 ］ 78 

18 11-007744 女瓦 I 20 

19 11-007745 軟質陶器 I JO 

20 ¥1-007746 灰釉陶器碗口縁部 2 20 

21 ]!-007747 灰釉陶器碗体部 I 18 

22 11-007748 灰釉陶器碗底部 l 20 

。-
l
-
2
-
3

Z・ 

8区45号溝

言芸称 □ 。一

4
-
5
-
6

z
 三誓杓 二
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遺物一罠

No 資料番号 査料名称

7 11-007755 士師器杯口緑部

8 11-007756 土師器杯底部

， 11-007757 土師器甕口縁部

10 11-007758 土師器甕体部

II I 1-007759 上師器小型甕口縁部

12 11-007760 須恵器杯碗口縁部

13 11-007761 須恵器坪碗体部

14 11-007762 須恵器杯碗底～高台部

15 11-007763 須恵器甕口縁部

8区46号溝

No 資料番号 資料名称

I 20-000569 敲石（こも絹み石）

8区49号溝

No 資料番号 資料名称

I 10-001335 緑釉皿

No 資料番号 資科名称

2 11-007771 土師器甕体部

3 ]]-007772 土師器甕底部

4 11-007773 土師器台付甕体部

5 l l -007774 士師器壼体部

6 11-007775 土師器杯口縁部

7 11-007776 士師器坪底部

8 11-007777 土師器甕体部

， 11-007778 須恵器杯碗口縁部

JO 11-007779 須恵器坪碗体部

8区52号溝

No. I資料番号 I 査科名称

l | 10-0013361灰釉陶麟

2 I 20-000570 打製石斧

No 資料番号 資料名称

3 11-007785 土師器甕体部

4 11-007786 土師器甕底部

5 ll-007787 土師器台付甕体部

6 11-007788 土師器壼体部

7 11-007789 土師器杯口縁部

8 ll-007790 土師器杯底部

， 11-007791 土師器甕口縁部

8区53号溝

No 資料番号 査科名称

l 11-007798 土師器高杯底部

2 11-007799 土師器甕口縁部

3 lト()()7800 土師器甕体部

4 11-007801 土師器坪口縁部

5 11-007802 土師器杯底部

8区54号溝

数量 重量(g) 備 考 No 査料番号 資料名称 数黛 重量(g) 備 考

13 40 平安時代中心 ]6 11-007764 須恵器甕体部 20 342 

43 140 平安時代中心 j 7 11-007765 須恵器蓋口縁部 l 4 

5 20 平安時代中心 l 8 11-007766 女瓦 I 90 

23 89 平安時代中心 19 11-007767 羽釜体部 I 15 

2 20 平安時代中心 20 11-007768 灰釉陶器碗口緑部 2 8 

16 60 2] 11-007769 灰釉陶器碗体部 3 JO 

14 42 22 11-007770 灰釉陶器碗底部 I 18 

， ]50 23 21-003036 磨石 l 100 

I 16 

測定値（cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 I図版号 I図版番号

員5.0X5.2 
長 II.7 

下位欠損。自然礫使用。上端に敲打痕残り、下位に磨耗 I砂岩
痕一周

第153図，一

測定値 (cm) 形状 ・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

;; 旦3 6X4.0 
210 3 

息～高台部破片。全面に施釉。表面に印刻。高台に稜廻 I闊胄紀、京又は I第136図 IP L84 

数呈 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数葦 重量(g) 備 考

27 148 古墳時代前期中心 l l 11-007780 須恵器杯碗底～高台部 6 130 

l 20 古墳時代前期中心 12 11-007781 須恵器甕体部 22 690 

3 8 古墳時代前期中心 13 I I ~007782 須恵器平子底部 I 54 

33 248 古墳時代前期中心 14 I 1-007783 女瓦 l 2 

6 33 平安時代中心 15 11-007784 灰釉陶器碗口縁部 I 10 

]5 40 平安時代中心 16 51-000601 馬の柑 3 2 

7 24 平安時代中心 17 21-003037 磨石 I 398 

4 12 18 21-003038 敲石 j 250 

4 20 

測定値 (cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

こ□9：高口 I ：ぷ笞嬰］［五[:`;]:;]:tE11i：面残す 1 二：：：山岩 □：二 ~84
数温 童量(g) 備 考 No 資科番号 査料名称 数濫 重量(g) 備 考

12 74 古墳時代前期中心 10 11-007792 土師器甕体部 14 32 平安時代中心

2 70 古墳時代前期中心 JI 11-007793 須恵器杯．碗口緑部 5 18 

2 8 古墳時代前期中心 12 11-007794 須恵器杯碗体部 7 20 

3 30 古墳時代前期中心 13 11-007795 須恵器杯碗底～高台部 6 168 

10 28 平安時代中心 14 11-007796 須恵器甕口縁部 I 10 

24 50 平安時代中心 15 11-007797 須恵器甕体部 ， 250 

4 14 平安時代中心

数量 重量(g) 備 考 No 査料番号 資料名称 数呈 重蓋(g) 備 考

l 12 古墳時代前期中心 6 11-007803 土師器甕口縁部 2 12 平安時代中心

l 8 古墳時代前期中心 7 11-007804 須恵器坪．碗体部 6 34 

8 32 古墳時代前期中心 8 11-1)07805 須恵器杯．碗高台部 I 4 

3 12 平安時代中心 ， 11-007806 須恵器甕体部 3 44 

6 20 平安時代中心 10 11-007807 軟質陶器鉢 I 10 

No. I資料番号 I 'if科名称 I数量 I重量(g)I 備 考 No. I賓料番号 I 資料名称 I数呈 I重量(g)I 備 考

I I 11 -007808 I土師器高坪脚部 l I 20 I古墳時代前期中心 2 | ll-007809 I土師器甕体部 7 I 98 I古墳時代前期中心
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言名称

言
備 考

No 

8区56号溝

． 
賓科番号 資料名称 測定値 (cm)

10-001337 I土師器杯

形状・整形・調整等の特徴

口径(II.I) 残高 3.51口縁～底部破片。口縁横撫で。体～底部内面箆撫で。 体
部外面指撫で、底面箆削り

備 考

9世紀前半

図版号 図版番号

第140図 I P L85 

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

2 ll-007815 土師器甕口縁部 l 14 古墳時代前期中心

3 11-007816 土師器甕体部 2 30 古墳時代前期中心

4 11-007817 士師器台付甕口縁部 l 4 古墳時代前期中心

5 11-007818 土師器杯口縁部 ， 55 平安時代中心

6 11-007819 土師器杯底部 14 46 平安時代中心

8区59号溝

No 資料番号 査料名称 数量 重量(g) 備 考

I 11-007825 士師器器台脚部 I 25 古項時代前期中心

2 11-007826 土師器商坪口緑部 3 20 古墳時代前期中心

3 11-007827 士師器椀体～底部 I 20 古項時代前期中心

4 11-()()7828 土師器甕口縁部 J 10 古墳時代前期中心

5 I 1-007829 土師器甕体部 12 98 古墳時代前期中心

6 11-007830 土師器台付甕口縁部 2 JO 古墳時代前期中心

No 資料番号 査料名称 数量 直量(g) 備 考

7 11-007820 土師器甕口縁部 3 40 平安時代中心

8 11-007821 土師器甕体部 12 80 平安時代中心， ll-007822 須恵器杯碗口縁部 2 8 

10 11-007823 須恵器蓋 l 4 

l l 11→007824 須恵器甕体部 2 38 

No 資料番号 資科名称 数量 重量(g) 備 考

7 ll-007831 土師器台付甕体部 6 20 古墳時代前期中心

8 11-007832 土師器壼体部 2 20 古墳時代前期中心， 11-007833 土師器坪口縁部 6 18 平安時代中心

10 11-007834 土師器杯底部 3 8 平安時代中心

II 11-007835 須恵器杯．碗口縁部 2 8 

12 11-007836 須恵器杯碗体部 2 6 

8区 8号井戸

No 資料番号 査料名称 測定値（cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

l 10-001367 須恵器皿 口悶(13.l) 底径 6.5 転1/3糸。切還り元後焔、焼高成台。貼片り岩付混け入時。弱右い回撫転で観櫨整形。 底面回 10世紀前半 第144図 P L85 器 3.4

2 10-001368 須恵器高台付碗 高台径 69 残高 38 腰害高部台。貼「～角高り」付台か。け右時回に転撫輛で櫨。整底形部。内底面面に吸回転炭。糸切体部り後内面、外に周墨 10世紀前半 第144図 P L85 

3 10-001369 須恵器高台付碗 高台径 6.9 残高 4.2 体高部台貼一高り付台。け右時回に転撫鞘で櫨整形。焼成やや甘い。 底面回転 10世紀前半 第145図 P L85 

4 10-001370 須恵器高台付稜碗 翡(16.8) 底径（11.5) 良口緑好部。右～商回転台破鞘片鑢。整底形面欠損。内面下半酸化焼成。焼成 10世紀後半 第144図 P L85 
6 7 

5 10-001371 灰釉耳皿 底径 43 残高 2l 1/2。口内縁面欠全損面。こ右施回釉転輛鑢整形。底面回転糸切り切り 11世紀後半 第144図 P L85 離し。 ↓ 

6 10-001372 士錘 径 IOXO 9 長さ 33 一部剥， ｝ 棒悶を晶； 。吸炭による黒色処理。縦位に径 第144図 P L85 3mmのし。面で

7 10-001373 須恵器甕 悶息7 I X5 l 
腰部破片。外面磨き様の箆撫で、内面指撫で 第144図 P L85 1.5 

8 30-000203 木片 一片 3.4X50以下 15片以上に分かれる。自然木か 8 -I 第144図 P L85 86 

No 資料番号 資料名称 数蓋 璽呈(g) 備 考， 11-008290 士師器坪口縁部 l 7 古培時代前期中心

10 11-008291 土師器椀口縁部 l 8 古墳時代前期中心

II 11-008292 土師器高坪口縁部 I 28 古墳時代前期中心

12 ll-008293 土師器高坪脚部 2 74 古墳時代前期中心

13 11-008294 土師器甕口縁部 II 60 古墳時代前期中心

14 11-008295 土師器甕体部 20 124 古墳時代前期中心

15 11-008296 土師器甕底部 3 ]24 古墳時代前期中心

16 ll-008297 土師器台付甕口縁部 l 6 古墳時代前期中心

17 11-008298 土師器台付甕体部 I 8 古墳時代前期中心

18 l J-008299 土師器小型甕口縁部 2 28 古墳時代前期中心

19 11 ~008300 土師器壼口縁部 3 56 古墳時代前期中心

20 11-008301 土師器壼体部 25 210 古墳時代前期中心

No 資料番号 査料名称 数呈 重呈(g) 備 考

21 11-008302 土師器杯口縁部 59 224 平安時代中心

22 11-008303 土師器杯底部 ]33 448 平安時代中心

23 11~008304 土師器椀口縁部 I 12 平安時代中心

24 11-008305 土師器甕口縁部 40 310 平安時代中心

25 11-008306 土師器甕体部 143 550 平安時代中心

26 11-008307 土師器甕底部 2 52 平安時代中心

27 11-008308 土師器台付甕底部 I 52 平安時代中心

28 11-008309 須恵器杯碗口縁部 34 168 

29 11-008310 須恵器杯碗体部 26 ] 1 0 

30 I 1-008311 須恵器坪碗底～高台部 29 775 

31 11-008312 須恵器碗口縁部 2 10 酸化

32 11-008313 須恵器碗体部 4 18 酸化
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遺物一覧

No 資料番号 資料名称 数羹 直量(g) 備 考

33 11-008314 須恵器碗底一高台部 11 336 酸化

34 11-008315 須恵器甕口縁部 8 440 

35 11-008316 須恵器甕体部 56 3790 

36 11-008317 須恵器甕底部 I 70 

37 11-008318 須恵器体部 5 256 酸化

38 11-008319 須恵器壺口縁部 2 20 

39 11-008320 須恵器壼頸部 l 5 

40 l l-008321 須恵器蓋 2 20 

41 l J-008322 羽釜口縁部 I 28 

No 査料番号 資科名称 数呈 狐益(g) 備 考

42 11-008323 羽釜鍔部 4 318 

43 11-008324 羽釜体部 7 280 

44 l l -008325 女瓦 2 1 1 4 

45 Jl-008326 軟質陶器 3 40 

46 11-008327 灰釉陶器碗体部 I 2 

47 11-008328 灰釉陶器皿底部 I ， 
48 11-008329 灰釉陶器蓋体部 2 26 

49 21-003046 黒色頁岩 I 40 

No 

8区8号土坑

資料番号 資料名称 形状・整形・調整等の特徴

脚部径 8.8 残高 6.1 I腰～台部。甕部内面指撫で、外面箆削り。台部横撫で様
の指撫で

測定値 (cm) 備 考 図版号 図版番号

10-001339 土師器台付甕 9世紀 第145図 P L86 

。-
2
-
3

z
 
琴名称 数］］］三臼］考

N
o
-
4
-
5
 

資料番号

11-007862 

11-007863 

資料名称

須恵器坪碗口縁部

須恵器坪．碗体部

数竺

I I 5 

備 考

8区］2号土坑

No 資料番号 資料名称 数量 重羞(g) 備 考

I Jl-007876 土師器商坪脚部 I 4 古墳時代前期中心

2 ll-007877 士師器甕体部 I 7 古墳時代前期中心

3 ll-007878 土師器甕底部 l 52 古墳時代前期中心

4 11-007879 土師器杯口縁部 2 16 平安時代中心

5 11-007880 土師器坪底部 3 5 平安時代中心

6 11-007881 土師器甕体部 2 8 平安時代中心

8区13号土坑

No 資料番号 資料名称 数羹 重量(g) 備 考

I ll-007886 土師器甕口縁部 2 22 古墳時代前期中心

2 ll-007887 土師器甕体部 II 98 古墳時代前期中心

3 II ~1)1)7888 土師器杯口縁部 2 6 平安時代中心

4 11-007889 土師器杯底部 ] 2 40 平安時代中心

5 11-007890 土師器甕口縁部 7 30 平安時代中心

6 11-007891 土師器甕体部 ]8 66 平安時代中心

。-
]
-
2
-
3
-
4

z
 

8区］4号土坑

言言 数口言
8区］5号土坑

No 衰料番号 資料名称 数量 重呈(g) 備 考

1 ll-007905 土師器甕口縁部 I 10 古墳時代前期中心

2 11-007906 土師器甕体部 6 20 古墳時代前期中心

3 11-007907 士師器壼体部 3 16 古墳時代前期中心

4 IJ-007908 土師器杯口縁部 5 18 平安時代中心

5 I 1-007909 土師器杯底部 14 40 平安時代中心

6 11-007910 土師器甕口縁部 ， 108 平安時代中心

7 ll-00791J 土師器甕体部 32 168 平安時代中心

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

7 11-007882 須恵器杯碗口縁部 J 5 

8 11-007883 須恵器杯碗体部 4 19 

， ll-007884 須恵器杯碗底～高台部 2 90 

10 l 1~007885 須恵器甕体部 3 126 

II 21-003043 敲石 l 504 

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

7 11-007892 須恵器坪碗口縁部 3 8 

8 11-007893 須恵器坪碗体部 10 28 

， 11-007894 須恵器坪．碗底一高台部 4 56 

10 11-007895 須恵器甕体部 12 328 

II 11-007896 灰釉陶器碗口縁部 l 5 

12 11-007897 灰釉陶器碗体部 3 10 

。-
5
-
6
-
7

z
 言三口

備 考

No 資料番号 査料名称 数羹 重泣(g) 備 考

8 11-007912 須恵器杯碗口縁部 8 28 

， 11-007913 須恵器杯碗底～高台部 2 30 

10 11-007914 須恵器杯．碗体部 7 20 

］ ］ 11-007915 須恵器甕体部 4 160 

12 11 ~007916 灰釉陶器碗体部 l 2 

13 11-007917 灰釉闊器壺体部 j 22 

No
-
l
 

8区］7号土坑

門；部名称
数量 1重量(g)I 備 考

l I 6 古墳時代前期中心

No 

z 
資料番号 1 資料名称

11-007919 土師器壼口縁部

数量 1庫量(g)1 備 考

1 I 30 古墳時代前期中心
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遺物一覧

百I百百菩芸I：：迂社迂註呑： 称 I数11璽量ぎI主ぞ巨］ミ主：：し NH：：：：三 I:：［：：：： 称 I数： I重量そ）I:：：］：：：考

8区］8号士坑

No. I資料番号 I 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

I I 10~001341 I須恵器甕 底径(19.4) 残高 8.7I腰ー底部片。内外面指撫で痕残る。底面撫で調整 9世紀 第146図 I P L86 

No I資料番号 1 資科名称 1数量 1重量(g)I 備 考
z I 11-001925 須恵器甕体部 2 82 

8区20号土坑

No. I査科番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考

l | ll-0079261土師器杯口縁部

2 I I 1-007927 土師器甕体部 平8 平安時代中心

No 1資料番号 1 査科名称 1数量 1年（叫 備 考

3 I 11-007928 須恵器杯．碗口縁部

8区24号土坑

N~土師：甕：部名 杓 1数： I重量(:)1古墳：代前期：L
No I資科番号 1 資料名称 1数量 1重呈(g)I 備 考
2 I 11-007930 須恵器甕体部 1 I 12 

8区27号土坑

N~土師：壺：部名称 1数： I重量（：） I古墳：代前期：し N~土師：甕：部名 称 1数： I重量：：） I平安：代中し考

8区35号土坑

N~土師：甕：部名 称 1数： I重量（：） I古墳：代前期：L

2 I II -007934 I士師器壼体部 4 I 14 I古墳時代前期中心
N: I ]巴 1̀ :̀ 1数： I重量（：］よ代中し考

8区38号士坑

No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重呈(g)I 備 考 No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考

] | II-0079371土師器甕体部

2 I I 1-007938 土師器壺体部

4 1古墳時代前期中心

5 古墳時代前期中心

3 I 11 -001939 I須恵器杯．碗高足脚部 l I 28 

8区40号士坑

No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考 No. I資料番号 I 査料名称 I数量 I重量(g)I 備 考

］冒言 2 I 10 I平安時代中心

平3 平安時代中心

4 1 ll-0079431須恵器坪碗口縁部

5 I 11-001944 須恵器杯．碗体部

6
-
8
 

ー

8区4j号土坑

No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考 No. I資料番号 I 貸料名称 I数呈 I諏黛(g)I 備 考

1 | ll-0079451土師器甕体部

2 I 11-007946 土師器壼体部

21古墳時代前期中心

2 I 16 I古墳時代前期中心

3 | ll-0079471須恵器甕体部

4 I ll-007948 須恵器壺体部 19 

8区46号土坑

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

I 11-007949 土師器杯口縁部 l 8 平安時代中心

2 1HI07950 士師器甕口縁部 I JO 古墳時代前期中心

3 ]]-00795] 土師器甕体部 3 JO 古墳時代前期中心

4 11-007952 土師器壼体部 I 9 古墳時代前期中心

5 11-007953 土師器甕口縁部 3 20 平安時代中心

No 資料番号 資料名称 数量 重呈(g) 備 考

6 11-007954 土師器甕体部 4 10 平安時代中心

7 11~007955 土師器甕底部 I 4 平安時代中心

8 11-007956 須恵器杯碗体部 I 6 

， 11-007957 須恵器甕体部 2 40 

10 ll-007958 軟質陶器鉢体部 I 35 
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遺物一覧

N
o
-
l
-
2
 

8区55号土坑

冒 称
数::]□凸三 N

o
-
3
 

資料番号

11-007961 

脊料名称

須恵器碗底部
数量十竺竺[-備

I I 9 酸化

考

No 

8区56号士坑

資料番号 資料名称 測定値 (cm) 備 考 図版号 図版番号

10-001343 I土師器甕

形状 ・整形 ・調整等の特徴

体部～底部1/4。底面剥落。底部内面炭化物付着。胴部
底径（4.5) 残忘］3.6I上位箆撫で、胴部～底部内面箆撫で様の磨き。胴～腰部 I3世紀末葉

外面細かい刷毛目
第148図 P L86 

。-
2
-
3

z
 詈芦称 ーロ11 I 40 古墳時代前期中心

N
o
-
4
 

賓料番号 1 資料名称

11-007964 土師器壼体部

数羹 1重量(g)I 備 考

I I 60 古墳時代前期中心

8区58号士坑

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 偏 考

J 11-007965 士師器甕口縁部 I JO 古墳時代前期中心

2 11-007966 土師器甕体部 5 16 古墳時代前期中心

3 ll-007967 士師器台付甕体部 I 2 古墳時代前期中心

4 11-007968 土師器壼口縁部 l 14 古墳時代前期中心

5 11-007969 土師器壼体部 5 36 古墳時代前期中心

N
o
-
l
-
2
 

繹 67号土坑

詈立戸 数］三］三臼三：し

。-
6
-
7
-
8
-
9

z
 只三数言言量

。-
3
-
4

z
 竺：数］ロロ；蚤［考

8区68号土坑

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

I 11-007978 土師器甕口縁部 2 29 古墳時代前期中心

2 11-007979 士師器甕体部 4 30 古墳時代前期中心

3 11-007980 土師器壼体部 1 2 古墳時代前期中心

4 11-007981 士師器坪口縁部 5 30 平安時代中心

5 11-007982 土師器坪底部 8 40 平安時代中心

6 I 1-007983 土師器甕口縁部 6 56 平安時代中心

8区74号土坑

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

J 11-008003 土師器高杯脚部 l 28 古墳時代前期中心

2 11-008004 土師器甕体部 2 15 古墳時代前期中心

3 I 1-008005 土師器台付甕体部 2 9 古墳時代前期中心

4 11-008006 土師器壼体部 2 28 古墳時代前期中心

5 11-008007 土師器杯口縁部 4 10 平安時代中心

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

7 11-007984 土師器甕体部 4 70 平安時代中心

8 11-007985 土師器甕底部 ］ 15 平安時代中心

， 11-007986 須恵器坪碗口縁部 l 5 

JO 11-007987 須恵器杯碗体部 4 24 

II 11-007988 須恵器坪．碗底～高台部 3 98 

12 11-007989 灰釉陶器碗口縁部 I 6 

。-6
-
7
-
8
-
9

z
 

言部

冒考

No 

8区75号士坑

資料番号 資料名称 測定値 (cm) 備考

輩晶緊訊際晶饂岱。右回転饒櫨整形。腰部外り喜輩末玉占塁 I第146図
産か

形状 ・整形 ・調整等の特徴 図版号 図版番号

10-001344 須恵器杯
口径 12.0 底径 6.7 
器高 3.9 

P L86 

N
o
-
2
 

資料番号

11-008012 

資料名称

士師器坪底部

数量 1重量(g)1 備 考

l I 15 平安時代中心
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8区77号士坑

No. I資料番号 I 資料名称 I数溢 I重益(g)I 備 考

l | ll-008013 1土師器甕口縁部

2 I 11-ooso14 土師器壺体部

8区78号土坑

51古墳時代前期中心

5 I 20 I古墳時代前期中心

No. I資料番号 I 資料名称 I数呈 I重泣(g)I 儒 考

I I 11-008016 I土師器杯口縁部 25 I平安時代中心

8区79号土坑

N已三：［：：称 I数：I重量：：）I：三］：

8区82号土坑

No I資料番号 I 査料名称 測定値 (cm)

遺物一覧

No. I資料番号 I 資科名称 I数旦 1酋呈（叫 備 考

3 I 11-ooso1s I土師器甕体部 2 I 25 I平安時代中心

N~土師：ょ名称 1数： 1重呈::)1古墳：代酌期：し

4 I ll-008020 土師器甕体部 2 I 10 平安時代中心

形状 ・整形・調整等の特徴 備 考 I図版号 I図版番号

I I I0-001345 I須恵器坪 届旦り。7 底径 7.6 I 晶需云繋切円姦嬰胃臀ぁ貸信贋命O~右回転饒櫨整形。底 1 品鷹塁デ玉品閾i第146図 I P L86 
産か

No I~三 I ：：：杯ここ材 I数：I重塁[:)I平安：代中し考

4 | ll-0080231土師器叩底部

5 I 11-008024 土師器甕体部

8区91号土坑

26 I平安時代中心

3 I 20 I平安時代中心

No. I資料番号 I 資料名称 I数蓋 I重蓋(g)I 備 考

I I ll -008037 I土師器甕体部 31平安時代中心

8区93号土坑

N]口：［：三称 I数： I重量I(:]よ：：考

8区94号土坑

No. I査料番号 I 資料名称 I数量 I重呈(g)I 備 考

] | II-008043 1土師器叩口縁部

2 I 11-008044 土師器杯底部

8区96号土坑

; I l : I :: :]: : : 

N~土師：台：甕：部称 1数： I厘蓋(:)1古墳：代前期：し

2 I 11-003041 I土師器坪口縁部 4 I平安時代中心

8区97号士坑

No I資料番号 1 査料名称 1数量 1重量(g)I 備 考
6 I 11-ooso25 須恵器杯．碗底部 I I 12 白色

7 I 11-008026 I須恵器杯．碗口縁部 I l I 24 
8 | ll-008027 I土師器甕体部 2 I 90 I古墳時代前期中心

No. I賽科番号 I 資料名称 I数量 I重且(g)I 備 考

2 I 11-008038 I土師器甕底部 21平安時代中心

N*王己巳I:::2：己：： 称 I数べI直量(:)I:::］：：：考

No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考

3 I I 1-008045 I土師器甕体部 91平安時代中心

N~よ I 土師：坪：部名称 1数： I重蘊::)1平安：代中し考

4 I ll-008049 I土師器甕体部 21平安時代中心

形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 I図版号 I図版番号N]:]三こ；□測定値（cm)

残径 3.7Xl.7
厚み 0.5 底部破片。表裏施釉。表面に（陰花文か）刻印

14~15世紀
中国産

第191図，一

第191図，一径 2.6X2.4 長さ 4.4I完形。縦位に径4.4mmの貰通孔。表面箆磨き
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遺物一覧

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

3 11-008050 土師器高杯口縁部 l j 0 古墳時代前期中心

4 JJ-00805] 土師器甕口縁部 2 14 古墳時代前期中心

5 11-008052 土師器甕体部 16 76 古墳時代前期中心

6 11-008053 土師器台付甕体部 I 3 古墳時代前期中心

7 I 1-008054 土師器壼口縁部 4 20 古墳時代前期中心

8 11-008055 土師器壼体部 8 70 古墳時代前期中心

， 11-008056 土師器坪口縁部 16 52 平安時代中心

JO 11-008057 士師器坪底部 49 160 平安時代中心

8区99号士坑

No. I資料番号 I 資料名称 I数蓋 I重量(g)I 備 考

l | ll-0080661土師器高坪底部

2 ]ト008067 土師器甕体部

8区107号土坑

No 資科番号 資料名称

l 11-00臨 9 土師器台付甕体部

2 I 1-008070 土師器壼口縁部

3 11-008071 土師器壼体部

4 ]!-008072 土師器杯口縁部

5 11-008073 土師器坪底部

6 11-008074 土師器甕口縁部

8区Ill号土坑

: I l : I : : ::: : :、

数量 重量(g) 備 考

I 3 古墳時代前期中心

1 29 古墳時代前期中心

3 15 古墳時代前期中心

6 ]7 平安時代中心

12 30 平安時代中心

2 16 平安時代中心

測定値 (cm)

No 資料番号 資料名称 数量 韮量(g) 備 考

]] J¥-008058 土師器甕口縁部 15 68 平安時代中心

12 11-008059 土師器甕体部 73 260 平安時代中心

13 11-00SlloO 土師器甕底部 2 ]5 平安時代中心

]4 11-()()8061 須恵器坪碗口縁部 15 65 

]5 II ~008062 須恵器坪碗体部 17 55 

16 JJ-008063 須恵器杯碗底～高台部 6 44 

17 11-008064 須恵器甕体部 6 146 

18 11-008065 羽釜体部 2 134 

No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考

3 I 11 -008068 I須恵器甕体部 30 

No 査料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

7 l l-008075 土師器甕体部 8 30 平安時代中心

8 II→008076 須恵器杯．碗口縁部 3 10 

， ll-008071 須恵器杯碗体部 3 12 

10 11-008078 須恵器杯．碗底部 I 10 

II 11-008079 須恵器甕口縁部 l 48 

12 l 1-008080 須恵器甕体部 J 26 

形状・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号
No I資科番号 1 資科名称

I I 10-001340 須恵器杯 口径(lO.0) 底径 5.2| 1/2。酸化焔焼成。器面荒れる。右回転饒轄整形。底面 |11世紀前半 I第145図 I P L87 
器南 2.8 回転糸切り切り離し

No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考

2 I Iト0080811土師器壼体部 81古墳時代前期中心

8区］22号士坑

No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考 No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考

三3 I 11-008084 土師器甕体部

51 讐詈コ 4 I 11-008085 I須恵器坪位碗体部

5 | ll-0080861須恵器坪碗底～高台部 1 1 | 18 
6 I 11-008087 須恵器甕体部 z I 62 

8区124号土坑

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

I 11-008088 土師器甕体部 5 22 古墳時代前期中心 6 ll-008093 土師器甕体部 4 9 平安時代中心

2 11 ~()()8089 士師器台付甕体部 2 12 古墳時代前期中心 7 11-008094 土師器甕底部 I 10 平安時代中心

3 11-008090 土師器壼口縁部 j 3 古墳時代前期中心 8 ll-008095 須恵器杯碗口縁部 l 5 

4 Jl-008091 土師器壼体部 3 10 古墳時代前期中心 ， 11-008096 須恵器杯．碗体部 2 4 

5 11-008092 土師器杯底部 14 36 平安時代中心 JO 11-008097 須恵器坪碗底部 I ， 

8区126号土坑

測定値（cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

N已已：称 口径(l7.9) 残高 4.21口緑～体部片。右回転鞘輯整形

残存 3.4X1.9XJ.0 破片。 L字状を呈し、横断面隅丸長方形か隅丸方形

9世紀前半
黒笹］4号窯式 ー第148図 PL87 

N~王日 1 ：：云［：］：こ： I数： I重量j(:)I:::]:::そ： Nm□ 1土師：ょ名称 ！数： I重量:])1古墳：代前期：L

6 I 11-oos101 士師器杯口縁部 I I 8 平安時代中心
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遺物一覧

No 貪科番号 脊料名称 数呈 重呈(g) 備 考 No 査料番号 査科名称 数量 菫呈(g) 備 考

7 11-008102 士師器杯底部 15 46 平安時代中心 ]2 11-008107 須恵器坪碗高足脚部 I 10 

8 11-008103 土師器甕口縁部 3 30 平安時代中心 13 11-008108 須恵器坪．碗底部 2 40 ， I 1-008104 土師器甕体部 6 26 平安時代中心 14 11-008109 須恵器甕体部 I 100 

10 11-008105 須恵器坪碗口緑部 2 18 15 11-008110 灰釉陶器碗口縁部 2 ， 
11 11-00810£ 須恵器坪．碗体部 3 10 16 11-00811 I 施釉陶器甕口縁部 I 16 

8区128号土坑

No 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

l 40-000491 銅銭「永楽通宝」 悶2 48X2.465 
み 019 

模鋳塁匂器胃が荒れていて仕上げを施していない。裏面
やや にい 第128図 P L132 

2 40-000492 銅銭「元豊通賓」か 臥2.455X2.47 
み 0135 

胄塁銭。 >の削れ多く、器面荒れる。銭文読み辛い。裏
らにい 第128図 P Ll32 

3 40-000493 銅銭「開元通賓」 臥2.435X2 455 
み 0.10 門倣中銭。 鉄輪不分揃多い。縁の欠損多し。銭文太く、裏面平

に近く、 い 第191図 P L133 

4 40-000494 銅銭 閾2.445X2 46 
み 0095 

模不鋳能。銭裏。面器ほ面ぽ荒平れら、縁削れ多し。「賓」字以外銭文判読 第191図 PL 133 

5 40-000495 銅銭 款2 475X2.44 
み 0105 

模「ロ鋳ロ銭元。賣器J面o裏荒面れ平、ら縁欠損個所多し。銭文判読難解。 第191図 P Ll33 

N*手：o：ご I土師：甕：部名称 1数:「iii:(:)1古墳：代前期：し
No I資料番号1資料名称 1数量 1重呈(g)I 備 考

7 I 11-oos113 須恵器杯．碗体部 1 8 

8区］29号士坑

言I百圭至百I：：話全＃ミ：： 称 I数11直量：言I：：百：：：：L

N*：王 I:；：三；：：し称 I 数： I 重~I 備 考

8区］32号土坑

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数呈 重蓋(g) 備 考

I 11-008119 土師器高杯口縁部 l 6 古墳時代前期中心 8 11-008126 土師器甕口縁部 5 42 平安時代中心

2 I 1-008120 土師器甕口縁部 2 19 古墳時代前期中心 ， 11-008127 土師器甕体部 13 38 平安時代中心

3 11-008121 士師器甕体部 3 12 古墳時代前期中心 10 11-008128 須恵器坪碗口縁部 5 28 

4 II-()(18122 土師器壺体部 2 8 古墳時代前期中心 II 11-008129 須恵器坪．碗体部 5 32 

5 I 1-008123 土師器壼底部 I 10 古墳時代前期中心 12 11-008130 須恵器杯碗底～高台部 3 60 

6 l 1-008124 土師器坪口縁部 6 20 平安時代中心 ]3 11-008131 須恵器甕体部 I 20 

7 J 1-008]25 土師器坪底部 36 94 平安時代中心

8区］33号土坑

N三 科名称

l I 10-001350 須恵器高台付碗

2 I 10-001351 I須恵器広口甕か

測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

翡晶璧）器高 53 1翡：：嚢翡喜似肩讀塁塁でやや軟質。右回転醗櫨 1 9世紀後半 I第146図 I PL87 

底径(15.7) 残高 6.9 ［晶墨片。腰部内外面と底部内面横位の撫で。底面回 8~9世紀 1第146図 IP L87 

No 資料番号 資科名称 数逗 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 重磁(g) 備 考

3 11~008132 土師器高杯脚部 2 20 古墳時代前期中心 JO I J-008139 土師器甕口縁部 I 8 平安時代中心

4 11-008133 土師器甕体部 2 12 古墳時代前期中心 11 lト008140 土師器甕体部 2 12 平安時代中心

5 11-008134 土師器甕底部 4 90 古墳時代前期中心 12 11-008141 土師器甕底部 I 20 平安時代中心

6 11-008135 土師器台付甕脚部 I 24 古墳時代前期中心 13 11-008142 須恵器坪．碗底部 5 48 

7 11-008136 土師器壼底部 2 98 古培時代前期中心 14 11-008143 須恵器杯．碗体部 l 4 

8 11-008137 土師器杯口縁部 3 30 平安時代中心 15 ll-008144 須恵器坪碗底～高台部 41 490 ， 11-008138 土師器杯底部 4 20 平安時代中心 16 11-008145 須恵器甕体部 l 28 

8区134号士坑

N~口土ふ：脚：称 1数： I重量：：） I古墳：代前期： N: I門口］ 土師：ょ縁：材 1数:Im(:)1古墳：代前期：し
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逍物一覧

No 脊料番号 打料名称 数蓋 重羹(g) 備 考

3 I 1-008148 土師器台付甕体部 I 4 古墳時代前期中心

4 11-008149 土師器壺体部 2 7 古墳時代前期中心

5 11-008150 土師器杯口縁部 6 29 平安時代中心

6 11-008151 土師器杯底部 15 40 平安時代中心

7 11-008152 土師器甕口縁部 4 20 平安時代中心

No 沢料番号 資料名称 数泣 籠泣(g) 備 考

8 I 1-008153 土師器甕体部 17 78 平安時代中心

， 11-008]54 須恵器杯碗口縁部 5 28 

10 I J-008155 須恵器杯碗体部 3 ] 8 

11 I 1-008156 須恵器坪．碗底～高台部 5 100 

12 I 1-008157 須恵器甕体部 2 45 

No 

8区135号土坑

査料番号 査料名称 測定値 (cm)

口径（］3.0)
高台径(6.7) 

形状 ・整形・調整等の特徴

1/3。還元焔焼成。内面吸炭による黒色処理。右回転鞘
器高 3.oI鑢整形。底面回転糸切り後高台貼り付け

備 考 図版号 図版番号

10-001352 I須恵器高台付皿 9世紀後半 第146図 IP L87 

。-2
-
3

z
 
胃名材 数：口］三言□No 

4 

査料番号

IJ-008160 

資料名称

須恵器杯．碗口縁部 国土
備 考

No 

8区137号土坑

貧科番号 査料名称

10-001353 I須恵器高台付皿

測定値 (cm)

口径(13.7) 
高台径(7.1)

形状・整形・調整等の特徴

1/3。還元焔焼成。内面吸炭による黒色処理。右回転観
器高 3.oI櫨整形。 底面回転糸切り後高台貼り付け

備 考 図版号 図版番号

9世紀後半 第146図 P L87 

。-
2
-
3
-
4
-
5

z
 言百 言言

。-
6
-
7
-
8
-
9

z
 

言部口
No-
1
 

8区］38号土坑

::::I土師：椀：こ材

数蓋 1重呈(g)I 備 考

I I 6 古墳時代前期中心

。-
l
-
2
-
3
-
4

z
 

8区］39号土坑

二雪 数言］誓 。-
5
-
6
-
7
-
8

z
 冒 数口：考

1 I 30 

No-
I
 

8区］55号土坑

口 ょ名称
数蓋 1重駅(g)1 備 考

l I 50 平安時代中心

。-l
-
2

z
 

8区］57号土坑□ 数：□青：員三 N
o
-
3
 

資料番号 1 資科名称

11-008181 土師器甕口縁部

数呈 1重蓋(g)I 備 考

l I 10 平安時代中心

。-
l
-
2

z
 

8区］60号土坑

芦 称 数〗:]□臼三］
N
o
-
3
l
4
 

口称 数］：］丑；三
l I 10 古墳時代前期中心
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遺物一覧

8区］63号土坑

No. I資料番号 I 貧料名称 I数呈 I龍呈(g)I 備 考 No. I資料番号 I 資料名称 l数忌 I重量(g)I 備 考

: I :: :::：： I]：：：ご
3 I 11-oos188 土師器台付甕口縁部 三8 古墳時代前期中心

4 | ll-008189 1土師器台付甕体部

5 I 11-oos190 士師器壺体部

2 1 ]0 1古墳時代前期中心

3 I 32 古墳時代前期中心

8区166号土坑

N~]:［：ぞ：こ部称 I数：I董呈(:)I:::［：：王：
N*~o::I 土師ご壼：部名 材 1数：I菫量芯］古墳：代前期：し

8区東部 3面As-C混土下出土遺物

N~土師こ：名 称 1頸:::9fi!;;731 悶靡謡芸：｀｀｀~；；::。内面刷毛目 1 3：紀末葉考 1 ：二I：:::
2 I 10-001421 I土師器台付甕

3 I 10-001428 I土師器杯

No 査料番号 資料名称

375-755グリソト As-C混黒色土中

241 11 ~009974 土師器甕口縁部

242 11-009975 土師器甕体部

243 I 1-009976 土師器台付甕体部

244 I 1-009977 土師器台付甕脚部

245 11-009978 土師器壼口縁部

246 I 1-009979 士師器壺体部

247 11-009980 土師器甕口縁部

248 11-009981 土師器甕体部

249 I J-009982 土師器杯口縁部

250 11-009983 土師器坪底部

251 11-009984 須恵器碗底部

375-755グリット As-C混黒色士中

252 11-009985 須恵器甕体部

8区東部 3面グリッド取り上げ遺物

No 資料番号 資料名称

l 10-001380 士師器器台

2 10-001388 ミニチュア土器

3 10-001383 土師器小型甕

4 l0-001385 土師器壺

5 10-001386 土師器小型壺

6 10-001387 士師器小型壺

7 10-001381 土師器甕

8 10-001382 土師器台付甕

9 10-001384 土師器壺

10 10-001389 灰釉陶器皿

II 10-001390 土錘

12 10-001391 土錘

13 20-000572 石鏃

頸部径（］3.6)
残高 4.4

口緑下端～肩部l/4。S字状口縁か。口縁横撫で。肩部 |3世紀末葉 I第150図 I P L87 
内面指撫で。外面刷毛目

残存 4.8X3.4
厚み 0.4

口縁破片。口縁と体部内面横撫で。体部外面撫で。外面 |10世紀
に判読不能の墨害断片

数羹 重益(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数蓋

375-755グリット As-C混黒色土中

l 2 古墳時代前期中心 253 ll-009986 須恵器蓋 j 

43 ]80 古墳時代前期中心 254 11-009987 施釉陶器甕体部 l 

22 JOO 古墳時代前期中心 As-C混下覆土

l 8 古墳時代前期中心 255 ll-009991 土師器甕口縁部 5 

2 10 古墳時代前期中心 256 11-009992 土師器甕体部 48 

第150図 IP L87 

重量(g) 備 考

10 

7 

20 平安時代中心

105 平安時代中心

42 250 古墳時代前期中心 257 11-009993 土師器甕底部 I 8 平安時代中心

3 12 平安時代中心 258 11-009988 土師器器台脚部 I 30 古培時代前期中心

26 80 平安時代中心 259 11←009989 土師器杯口縁部 ]8 60 平安時代中心

8 25 平安時代中心 260 11-009990 土師器坪底部 32 80 平安時代中心

21 180 平安時代中心 261 11-009994 須恵器杯碗体部 2 3 

l 3 酸化 262 I 1-009995 須恵器坪．碗底～高台部 3 20 

263 ]!-009996 須恵器甕体部 I ， 
l 3 

測定値 (cm) 形状整形 ・調整等の特徴 備 考 困版号 図版番号

裾部径 8.7 残高 6.I 脚指撫部3で/4、外。面器刷面毛荒目れ後る箆。磨裾き部横撫で。 内面箆撫でで縦位 3世紀末葉 第151図 P L87 

底径（4.1) 器高 3.3 1/3。表面過半剥離。軟質。手捏 3~4世紀 第15]図 P L87 

目目11. 7 底径 5.8 給底か口部の縁庄指横撫痕撫でで。。外頸面部肩内部面刷刷毛毛目H、。胴内か面ら胴腰部部指撫撫でで、底、 3世紀末葉 第151図 P L87 8.5 
面何

口径 lI 6 残高 56 
磨口縁き様～頚の部撫。で外、面肩一部部指剥撫離で。。 外内面面口口縁縁部部横箆磨撫でき、、 頸頸部部箆～ 3世紀末葉 第15]図 P L87 
肩部箆磨き

頸部径 5.8 残高 4.9 胴指撫～底で。部屑1/部2。内外外面面や刷や毛荒目れ後る、。外頸面～箆肩磨部き上端部内外面 3世~紀4世末葉紀 第151図 P L88 

底径(63) 残高 69 胴撫～で底、部胴11一3腰。部底外面面荒刷れ毛る目。後内指面撫胴で 底部指撫で、腰部箆 3世紀末葉 第151図 P L88 

口径(20.I) 残高 4.1 ロ冒謬贔折り返し口縁。器面荒れる。口縁横撫で。
頸に る 3世紀末葉 第15]図 P L88 

口径（16.6) 残高］5.2 ロg 日部l/肩3。部S指字撫状で口。縁外。面口体縁部横刷撫毛で目。内面頸部 ・
胴箆で、 3世紀末葉 第15]図 P L88 

口径（180) 残高 23.1 口に縁箆磨～胴き部痕。残器る面。外荒面れる口縁。横内面撫で口縁、体部箆部磨箆磨き、き体部一部 3世紀末葉 第151図 P L88 

旦存 99X3 7 
み 04 口縁～体部破片。釉やや緑掛かる。回転輛輯整形 9世紀中葉 第15]図 P L88 

径 I.5Xl.4 長さ 4.4 裏面一部剥離。縦位に径32mmの貰通孔。表面撫で 第151図 P LSS 

径 I5Xl.4 長さ 33 裏面一部剥離。縦位に径4mmの貫通孔。表面撫で 第151図 P L88 

幅 2.1長 2.6原 048 無茎鏃。先端欠損か。表裏両側で剥離調整 第15]図 P L88 
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遺物一覧

14 20-000574 石鏃 幅1.46長1.8原 0.32 無茎鋭。表裏両側で剥離調整 第151図 P LSS 

15 20-000573 石鏃 残存 2.0X2.0 厚 0.4 無茎鏃。先端と右側端部欠損。表裏両側で剥離調整 黒曜石 第］5］図 P L88 

16 20-000575 打製石斧か 幅 5.] 長 65 厚J0 表面は自然面。左右凌駕よ縁部に表裏より剥離調整 細輝石安山岩 第15]図 P LSS 

17 20-000576 磨製石斧 残存 7.6X34X2.3 破片。先端に使用による剥離痕。表裏面に研磨される 変玄武岩 第15]図 P LSS 

18 20-000579 蔽石 95Xl02X44 河床礫使用。表裏に数打痕、研磨痕、表面に削痕残る 石英閃緑岩 第］5］図 P L89 

19 20-000577 敲石 径 77X4. 7 長さ 213 河中位床礫に帯使用状。の表磨裏耗痕面一に研周磨痕残し、 上端に蔽打痕残る。 こも編み石に転 第］5］図 P L88 
用か

20 20-000578 磨石（砥石） 径 5.4X3.8 長さ］5.9 河床礫使用。表裏に研磨面残る デイサイト 第15]図 P L89 

2J 20-000580 蔽石 5 8X6.4X3 8 河床礫使用。表裏に蔽打痕、裏面に研磨痕残る 粗粒輝石安山岩 P L89 

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考 No 脊料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

335-750グリッド 345-755グリッド

22 11-009734 土師器甕口縁部 3 28 古墳時代前期中心 67 11-009779 土師器台付甕口縁部 I 18 古墳時代前期中心

23 11-009735 士師器甕体部 19 105 古墳時代前期中心 345-755グリソド

24 11-009736 土師器台付甕体部 4 JO 古墳時代前期中心 68 11-009780 土師器台付甕脚部 I 19 古墳時代前期中心

25 11-009737 土師器台付甕脚部 I 7 古墳時代前期中心 345→755グリッド

26 I 1-009738 土師器壼口縁部 I 10 古墳時代前期中心 69 ll-009781 土師器壺口縁部 2 10 古墳時代前期中心

27 ]]-()()9739 土師器壼体部 ， 40 古墳時代前期中心 70 11-009782 土師器壼体部 10 45 古墳時代前期中心

28 11-009740 土師器壼底部 I 15 古墳時代前期中心 71 11-009783 土師器杯口緑部 I 2 平安時代中心

29 11-009741 土師器杯口緑部 2 3 平安時代中心 72 11-009784 土師器甕体部 2 5 平安時代中心

30 11-009742 土師器杯底部 7 10 平安時代中心 73 11-009785 須恵器杯．碗口縁部 l 6 

31 11-009743 土師器甕口緑部 2 7 平安時代中心 74 11-009786 須恵器杯．碗体部 l 3 

32 11-009744 土師器甕体部 8 10 平安時代中心 345~760 グリッド

33 11-009745 須恵器杯碗口縁部 2 3 75 11-009787 土師器甕体部 12 55 古墳時代前期中心

34 11-009746 須恵器杯碗体部 l 3 76 11-009788 土師器壼口縁部 1 4 古墳時代前期中心

35 11-009747 須恵器杯碗底部 I 6 77 11~009789 土師器壼体部 6 20 古墳時代前期中心

340-755グリッド 78 11-009790 土師器坪底部 l 2 平安時代中心

36 11-009748 土師器甕口縁部 3 12 古墳時代前期中心 79 11-009791 須恵器杯碗体部 I 2 

37 11-009749 土師器甕体部 17 90 古墳時代前期中心 80 11-009792 須恵器甕口縁部 I 20 

38 11-009750 土師器台付甕口縁部 l 5 古墳時代前期中心 81 11-009793 須恵器甕体部 2 45 

39 I 1-009751 土師器台付甕体部 3 8 古墳時代前期中心 345-765グリッド

40 11-009752 土師器台付甕脚部 l 2 古墳時代前期中心 82 11-009794 土師器甕体部 I 3 古墳時代前期中心

41 11-009753 士師器壼体部 3 10 古墳時代前期中心 83 11-009795 土師器壼体部 l 3 古墳時代前期中心

42 11-009754 土師器壼底部 1 10 古墳時代前期中心 84 11-009796 土師器坪口縁部 l 2 平安時代中心

43 11-009755 土師器坪口縁部 l 1 平安時代中心 345-765グリッド

44 11-009756 士師器杯底部 5 12 平安時代中心 85 11-009797 土師器坪底部 2 2 平安時代中心

45 11-009757 土師器甕口縁部 4 45 平安時代中心 86 11-009798 士師器甕口縁部 I 3 平安時代中心

46 11-009758 士師器甕体部 2 8 平安時代中心 87 11-009799 須恵器坪碗口縁部 l 2 

47 11-009759 須恵器坪．碗口縁部 l 15 350-780ゲリッド

48 11-009760 須恵器杯碗底部 l 10 88 11-009800 土師器壼体部 I 7 古墳時代前期中心

49 11-009761 須恵器碗底部 3 5 酸化 89 11-009801 土師器杯底部 l 2 平安時代中心

340-760グリッド 90 11-009802 土師器甕口縁部 I 3 平安時代中心

50 11-009762 土師器甕口縁部 I 4 古墳時代前期中心 91 ll-009803 土師器甕体部 J 3 平安時代中心

51 11-009763 土師器甕体部 11 65 古項時代前期中心 92 ll-009804 須恵器杯．碗商足脚部 I 15 9 C 

52 11-009764 土師器甕底部 2 15 古墳時代前期中心 355-750グリソド

53 11-009765 土師器台付甕口縁部 2 12 古墳時代前期中心 93 11-009805 土師器甕体部 2 8 古墳時代前期中心

54 11-009766 土師器台付甕体部 l] 30 古墳時代前期中心 94 l 1-009806 土師器台付甕体部 3 8 古墳時代前期中心

55 11-009767 土師器壺体部 JO 60 古墳時代前期中心 95 I 1-009807 士師器壼口縁部 I 3 古墳時代前期中心

56 11 ~()()9768 土師器小型甕口緑部 I 3 古墳時代前期中心 96 11-009808 土師器壺体部 3 70 古墳時代前期中心

340-765グリッド 355-760グリッド

57 11-009769 士師器甕体部 5 18 古墳時代前期中心 97 11-009809 土師器甕体部 12 50 古墳時代前期中心

58 11-009770 土師器壼体部 4 20 古墳時代前期中心 98 11 ~()()9810 土師器台付甕体部 4 50 古墳時代前期中心

59 11-009771 土師器坪口縁部 I 1 平安時代中心 99 11-009811 土師器壼口縁部 I 10 古墳時代前期中心

60 11-009772 土師器杯底部 4 20 平安時代中心 100 Jl-009812 土師器壼体部 2 30 古墳時代前期中心

61 11-009773 土師器甕口縁部 2 10 平安時代中心 355-760グリッド

62 11-009774 土師器甕体部 2 6 平安時代中心 JOI 11-009813 土師器杯口縁部 I 5 平安時代中心

63 11-009775 須恵器杯碗体部 2 5 102 11-009814 土師器杯底部 2 6 平安時代中心

64 11-009776 須恵器碗底部 I 30 酸化(JOC後半） 103 ll-009815 土師器甕体部 4 12 平安時代中心

345-755グリッド 104 11-009816 須恵器坪．碗体部 I 5 

65 11-009777 士師器高杯脚部 l 20 古墳時代前期中心 355-765グリッド

66 11-009778 土師器甕体部 10 40 古墳時代前期中心 105 ¥J-009817 土師器器台脚部 l JO 古項時代前期中心
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No 資料番号 資料名 称 数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資 料 名 称 数量 重量(g) 備 考

355-765グリッド 360-750グリッド

106 I 1-009818 土師器甕体部 6 48 古培時代前期中心 157 11-009869 灰釉陶器碗体部 I 5 

107 11-009819 土師器甕底部 l 12 古墳時代前期中心 360-770グリッド

350-780グリッド 158 11-009870 土師器裔杯口縁部 2 10 古墳時代前期中心

108 I 1-009820 土師器台付甕体部 2 8 古項時代前期中心 159 I 1-009871 土師器甕口縁部 2 15 古墳時代前期中心

109 11-009821 土師器壼体部 4 48 古項時代前期中心 160 I I ~009872 士師器甕体部 42 340 古墳時代前期中心

110 11-009822 土師器杯口縁部 ］ 2 平安時代中心 161 11-009873 土師器台付甕体部 5 25 古墳時代前期中心

Ill 11-009823 土師器杯底部 4 8 平安時代中心 162 11-009874 土師器台付甕脚部 l 14 古墳時代前期中心

j l 2 I 1-009824 土師器甕体部 2 3 平安時代中心 163 ll-009875 士師器壼口縁部 2 10 古墳時代前期中心

113 I 1-009825 須恵器杯．碗口緑部 2 10 I 64 11-009876 土師器壼体部 j 7 180 古墳時代前期中心

355-765グリッド 165 11-009877 土師器杯口縁部 2 12 平安時代中心

114 I 1-009826 須恵器杯．碗体部 J 7 360-770グリッド

115 11-009827 須恵器杯碗底～高台部 l 8 166 11-009878 土師器杯底部 5 15 平安時代中心

355-770グリッド 167 11-009879 土師器甕口縁部 I JO 平安時代中心

I 16 11-009828 土師器高杯器台脚部 I 4 古墳時代前期中心 168 11-009880 土師器甕体部 I 2 平安時代中心

117 11-009829 土師器甕口縁部 l 8 古墳時代前期中心 360-775グリッド

118 I 1-009830 土師器甕体部 15 85 古墳時代前期中心 169 11-009881 土師器甕体部 I 15 古墳時代前期中心

119 11-009831 土師器台付甕体部 10 45 古墳時代前期中心 170 11-009882 土師器台付甕口縁部 I 25 古墳時代前期中心

120 11-009832 土師器台付甕脚部 I 2 古墳時代前期中心 17] 11-009883 土師器台付甕体部 II 75 古墳時代前期中心

121 11-009833 土師器壺口縁部 I 2 古墳時代前期中心 172 11-009884 土師器壼体部 8 100 古墳時代前期中心

355→770グリッド 173 lト009885 士師器坪底部 5 25 平安時代中心

122 11-009834 土師器壺体部 5 30 古墳時代前期中心 174 11-009886 土師器甕口縁部 3 10 平安時代中心

355-775グリッド l 75 ]ト()()9887 土師器甕体部 6 65 平安時代中心

123 11-009835 士師器器台脚部 l 55 古墳時代前期中心 l 76 ll-009888 須恵器杯碗体部 I 5 

124 11-009836 土師器甕口縁部 3 60 古項時代前期中心 j 77 11-009889 須恵器坪碗底部 l 6 

355-775グリッド 178 11~009890 須恵器甕体部 ］ 65 

125 11-009837 土師器甕体部 ， 85 古墳時代前期中心 360-780グリッド

126 11-009838 土師器台付甕体部 I 4 古墳時代前期中心 179 11-009891 土師器甕口縁部 ］ 8 古墳時代前期中心

127 11-009839 土師器壼体部 8 115 古項時代前期中心 180 ] 1-009892 土師器甕体部 6 18 古墳時代前期中心

128 II→009840 土師器壼底部 I 8 古墳時代前期中心 ]82 11-009893 土師器台付甕体部 I 4 古墳時代前期中心

129 11-009841 土師器杯底部 l 5 平安時代中心 360-780グリッド

130 11-009842 土師器甕体部 5 12 平安時代中心 ] 83 11-009894 土師器壼体部 5 38 古墳時代前期中心

360. 365-760グリッド 184 11-009895 土師器杯口縁部 j 3 平安時代中心

J 3J I 1-009843 土師器高坪脚部 3 80 古墳時代前期中心 185 11-009896 土師器杯底部 6 10 平安時代中心

132 II→009844 土師器甕体部 JO 68 古墳時代前期中心 186 I I ~009897 土師器甕体部 6 20 平安時代中心

133 ¥J-009845 士師器台付甕体部 ， 81 古墳時代前期中心 365-760グリッド

134 I 1-009846 土師器壺口縁部 I 35 古墳時代前期中心 187 11-009898 土師器甕体部 I 5 古墳時代前期中心

135 11-009847 士師器壼体部 17 254 古墳時代前期中心 188 ll{OO9899 士師器台付甕体部 2 7 古墳時代前期中心

136 I 1-009848 土師器小型甕口緑部 I JO 古墳時代前期中心 189 11-009900 土師器壼体部 3 12 古墳時代前期中心

137 11-009849 土師器杯底部 I 10 平安時代中心 190 11-009901 土師器甕口緑部 ］ 6 平安時代中心

138 11-009850 須恵器坪碗体部 I 10 191 ll-009902 土師器甕体部 I 6 平安時代中心

360, 365-765グリッド 365-765グリッド

139 11-009851 土師器壼口縁部 l 22 古項時代前期中心 192 11-009903 土師器壼体部 J JS 古墳時代前期中心

140 IJ-009852 土師器壼体部 l 5 古墳時代前期中心 365-770グリッド

360-750グリッド 193 ll-009904 土師器高杯口縁部 2 20 古墳時代前期中心

141 11-009853 土師器高坪器台脚部 4 55 古墳時代前期中心 194 11←009905 土師器台付甕体部 j ］ 古墳時代前期中心

142 11-009854 土師器高坪脚部 J 18 古墳時代前期中心 195 ll-009906 土師器壼体部 7 50 古墳時代前期中心

143 l 1-009855 土師器甕口縁部 3 12 古墳時代前期中心 l 96 ll-009907 土師器杯口緑部 l 2 平安時代中心

144 11-009856 土師器甕体部 25 150 古墳時代前期中心 197 ll-009908 土師器杯底部 5 15 平安時代中心

145 ll-009857 士師器台付甕口縁部 2 10 古項時代前期中心 l 98 ll-009909 土師器甕口縁部 3 18 平安時代中心

146 11-009858 土師器台付甕体部 7 45 古墳時代前期中心 I 99 ll-009910 土師器甕体部 6 18 平安時代中心

147 11-009859 土師器台付甕脚部 4 28 古墳時代前期中心 200 11-00991 I 須恵器杯．碗体部 J 2 

]48 11-009860 土師器壺体部 IJ 90 古墳時代前期中心 201 11-009912 須恵器杯．碗底部 l 7 

]49 11-009861 土師器坪口縁部 3 10 平安時代中心 365-775グリッド

150 11-009862 土師器坪底部 5 l 5 平安時代中心 202 ll-009913 土師器甕体部 l 6 古墳時代前期中心

151 11-009863 土師器甕口縁部 2 18 平安時代中心 203 11-009914 土師器壺体部 5 18 古墳時代前期中心

152 11-009864 土師器甕体部 2 10 平安時代中心 204 l]~009915 土師器杯口縁部 2 8 平安時代中心

153 11-009865 須恵器坪．碗口縁部 5 35 365-775グリッド

154 11-009866 須恵器杯碗体部 I 5 205 I 1-009916 土師器坪底部 3 JO 平安時代中心

155 11-009867 須恵器杯．碗底部 l 20 206 11-009917 土師器甕口縁部 l 6 平安時代中心

156 11-009868 須恵器甕体部 l 8 207 ll-009918 土師器甕体部 8 20 平安時代中心

357 



遺物一覧

No 資料番号 査料名称 数呈 璽益(g) 備 考 No 資料番号 査科名称 数量 重溢(g) 備 考

365-775ク・リッド 370-775グリッド

208 11-009919 須恵器坪碗底部 3 25 236 ¥l-009947 土師器高杯口縁～体部 3 21 古墳時代前期中心

209 11-009920 須恵器甕口縁部 2 10 237 11-009948 土師器甕口縁部 3 26 古墳時代前期中心

365-780グリッド 238 11-009949 土師器甕体部 25 138 古墳時代前期中心

210 11-009921 土師器高杯器台脚部 2 20 古墳時代前期中心 239 l 1~009950 土師器甕底部 ］ 7 古墳時代前期中心

211 ll-009922 土師器椀口縁部 l 4 古墳時代前期中心 240 ]]-009951 土師器台付甕口縁部 J 12 古墳時代前期中心

212 11-009923 土師器甕口縁部 l 4 古墳時代前期中心 241 ]]~009952 士師器台付甕体部 II 46 古墳時代前期中心

213 ll-009924 土師器甕体部 4 30 古墳時代前期中心 242 11-009953 土師器台付甕脚部 I 52 古墳時代前期中心

214 11-009925 土師器台付甕体部 I 6 古墳時代前期中心 243 11-009954 土師器壼口縁部 I 16 古墳時代前期中心

215 11-009926 土師器台付甕脚部 4 ]23 古墳時代前期中心 244 11-009955 土師器壼体部 ]7 120 古墳時代前期中心

216 11-009927 土師器壼体部 ]6 120 古墳時代前期中心 245 11-009956 弥生壺体部 I 9 赤色塗彩

217 11-009928 土師器坪口縁部 4 12 平安時代中心 370~775グリッド

218 11~009929 土師器杯底部 4 12 平安時代中心 246 11-009957 土師器杯口縁部 ]3 30 平安時代中心

219 11-009930 土師器甕口縁部 2 10 平安時代中心 247 11-009958 土師器杯底部 21 48 平安時代中心

220 lト()I)9931 土師器甕体部 7 18 平安時代中心 248 11-009959 土師器甕口縁部 7 42 平安時代中心

221 11-009932 須恵器杯碗口縁部 2 ， 249 11-009960 土師器甕体部 54 150 平安時代中心

222 ll-009933 須恵器碗底部 l 10 酸化 250 11-00996] 士師器甕底部 3 20 平安時代中心

223 l]→009934 須恵器甕体部 l II 251 11-009962 須恵器坪．碗口縁部 ， 38 
370-770グリッド 252 11-009963 須恵器杯．碗体部 3 10 

224 11-009935 土師器器台高坪脚部 I 12 古墳時代前期中心 253 11-009964 須恵器坪碗底～商台部 2 40 

225 ll-009936 土師器甕口縁部 2 II 古墳時代前期中心 254 11-009965 須恵器甕体部 2 60 

226 11-009937 土師器甕体部 8 40 古墳時代前期中心 255 11 ~009966 灰釉陶器皿体部 I 8 

227 11-009938 土師器甕底部 3 40 古墳時代前期中心 375-770グリッド

228 11-009939 土師器台付甕体部 3 18 古墳時代前期中心 256 11-009967 土師器甕体部 ， 58 古墳時代前期中心

229 11-009940 土師器壼口縁部 l 8 古墳時代前期中心 257 11-009968 土師器台付甕体部 I 3 古墳時代前期中心

230 11-009941 土師器壺体部 2 18 古墳時代前期中心 258 11-009969 土師器壼体部 z 18 古墳時代前期中心

231 11-009942 土師器台付甕脚部 I 85 古墳時代前期中心 259 11-009970 土師器杯口縁部 2 8 平安時代中心

232 11-009943 士師器杯口緑部 3 l 2 平安時代中心 260 11-009971 土師器杯体～底部 I 5 平安時代中心

233 11-009944 土師器杯底部 4 20 平安時代中心 375-770グリッド

234 11-009945 土師器甕体部 6 12 平安時代中心 26] 11-009972 土師器甕口縁部 2 8 平安時代中心

235 11 ~009946 須恵器杯．碗体部 ］ 10 262 11-009973 須恵器壼口縁部 ］ 8 

8区東部 (1面）遺構外の出土遺物

No 資科番号 資 料 名 称 測定値 (cm) 形状整形調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

I 10-001398 土師器器台 頸部径 29 残高 63 受皿底［ ～脚i 上位。。面受上箆皿下磨底にき部3 内箇面所撫づでつ、の内段面違頸し部ヽで撫交で互、
脚に入部箆る 形で。の 部か外し

3世紀末葉 第152図 P L89 

2 10-001399 士師器壺 口径 11.9 残高 37 口縁部。外面荒れる。横撫で 3~4世紀 第152図 P L89 

3 10-001394 士師器甕 残残存高 3 7 7 7X4 3 撫口縁で。～屑外部面破口縁片。撫内で面、頸口縁～肩箆撫部刷で毛、肩目部刷毛目後上位箆 3~4世紀 第152図 P L89 

4 ]0-001395 土師器台付甕 貫嬰径 8.6X82 
5. 9 

脚外部面刷。底毛部目内後面下撫位でに。撫脚で部。端内面部裾撫部で折り返し後指撫で、 3世紀末葉 第152図 P L89 

5 10-001400 須恵器坪 温(14 0) 底径(75) 
4 3 

1り/6離。し還元焔焼成。右回転鞘鑢整形。底面回転糸切り切 JO世紀前半 第］52図 P L89 

6 10-001402 灰釉陶器碗 高台径（6.1) 残忘 3.1 腰回転一鞘高輯台整］／3診外面全体に施釉するが、残存部上位右剥落。 3~4世紀 第152図 P L89 

7 10-001401 須恵器高台付皿 翡(12 0) 底径(68) 
I 8 

1り/4離。し還後元高焔台焼貼成付。け右回転観轄整形。底面回転糸切り切 9世紀後半 第152図 P L89 

8 J0-00]396 土師器坪 ；； g 2.3X2.9 
2. 9 口縁破片。表面に墨害の一部 10世紀前半か 第152図 P L89 

， 10-001397 羽釜 塁召向 16.7Xl0 9 
l0.8 

口縁ー胴部破片。一部酸化焔焼成。内外面横位の撫で 10世紀前半 第152図 P L89 

10 40~000500 鈍か 塁径 39X5 6 
みj2 破片。庫手の鉄製品で下側に刃部付く 第］52図 P L89 

11 20-000581 蔽石 賃9.5X 10.3 
み 4.7 

河床礫使用。酸化マンガン付着。表衷に蔽打痕 粗粒輝石安山岩 第152図 P L89 

No I資料番号 I 資料名称 I数蓋 1重量(g)I 備 考 No 査料番号 資料名称 数云 鴛量(g) 備 考

330-755グリッド 330-755グリソド

12 11-008518 土師器甕口縁部 J 4 古墳時代前期中心 17 11-008523 土師器壼体部 8 50 古墳時代前期中心

]3 11 ~008519 士師器甕体部 7 59 古墳時代前期中心 330-755グリッド

14 11-008520 土師器台付甕口縁部 l 11 古墳時代前期中心 18 ll-008524 土師器杯底部 2 10 平安時代中心

15 11-008521 土師器台付甕体部 1 10 古墳時代前期中心 19 11-008525 土師器甕口縁部 I 15 平安時代中心

16 ll-008522 土師器壼口縁部 J ]5 古墳時代前期中心 20 lト008526 土師器甕体部 ， JOO 平安時代中心

358 



遺物一覧

No 資料番号 資料名 称 数蓋 重量(g) 備 考 No 資料番号 行 料 名 称 数羹 重量(g) 備 考

330~755グリッド 350-750グリッド

21 11-008527 須恵器杯．碗口縁部 6 59 72 11-1)08577 土師器甕口縁部 2 JO 古墳時代前期中心

22 l l ・008528 須恵器杯．碗体部 ］ 2 73 ]]-008578 土師器台付甕口縁部 2 10 古墳時代前期中心

23 11-008529 須恵器杯．碗底一高台部 3 58 74 11-008579 土師器台付甕体部 I 1 古墳時代前期中心

330-760グリッド 75 11-008580 土師器台付甕脚部 2 105 古墳時代前期中心

24 11 ~003530 士師器高杯脚部 I 9 古墳時代前期中心 76 11-008581 土師器壼体部 17 220 古墳時代前期中心

25 11-008531 土師器甕体部 2 22 古墳時代前期中心 77 11~008582 土師器甕体部 14 80 平安時代中心

26 11-008532 土師器坪口縁部 j 2 平安時代中心 78 11-008583 土師器甕底部 ］ 10 平安時代中心

27 11-008533 土師器坪底部 8 20 平安時代中心 79 11-008584 須恵器杯．碗口緑部 I 6 

28 11-008534 土師器甕体部 ， 42 平安時代中心 350-760グリッド

29 11-008535 須恵器坪．碗体部 l 3 80 11-008585 土師器高杯脚部 l 60 古墳時代前期中心

30 11-008536 須恵器甕体部 I 6 81 11-008586 土師器甕底部 J 55 古墳時代前期中心

335-750グリッド 82 11-008587 土師器台付甕口縁部 2 80 古墳時代前期中心

31 11-008537 土師器高杯口縁部 l 5 古墳時代前期中心 83 11-008588 土師器台付甕体部 J JO 古墳時代前期中心

32 I 1-008538 土師器甕口縁部 5 156 古項時代前期中心 84 11-008589 土師器台付甕脚部 2 30 古墳時代前期中心

33 11-008539 土師器甕体部 j 4 195 古墳時代前期中心 85 11-008590 土師器壼体部 7 40 古墳時代前期中心

34 I 1-008540 土師器甕底部 l 60 古墳時代前期中心 86 ll-008591 土師器甕口縁部 I 6 平安時代中心

35 11-008541 土師器台付甕体部 ］ 4 古墳時代前期中心 87 11-008592 土師器甕体部 3 10 平安時代中心

36 11-008542 土師器台付甕脚部 I 14 古墳時代前期中心 88 11-008593 須恵器甕体部 l 20 

37 11-008543 士師器壼体部 5 60 古墳時代前期中心 350-765グリッド

38 11-008544 土師器甕体部 4 25 古墳時代前期中心 89 11-008594 土師器甕体部 7 30 古墳時代前期中心

39 11-008545 須恵器坪．碗口縁部 3 JO 90 11-008595 土師器台付甕体部 6 24 古墳時代前期中心

40 11-008546 須恵器杯碗体部 l 5 91 11-008596 土師器壼口縁部 2 14 古墳時代前期中心

335-755グリッド 92 I 1-008597 士師器壺体部 6 70 古墳時代前期中心

41 IH)08547 土師器高杯底～脚部 J 30 古墳時代前期中心 93 11-008598 土師器椀底部 ］ l8 平安時代中心

42 11-008548 土師器甕体部 5 30 古墳時代前期中心 94 11-008599 須恵器杯．碗底部 I 3 

43 11-008549 土師器台付甕脚部 l 12 古墳時代前期中心 350-770グリッド

44 11-008550 土師器壺口縁部 I 6 古墳時代前期中心 95 11-008600 土師器甕体部 7 70 古墳時代前期中心

45 11-008551 土師器壼体部 5 31 古墳時代前期中心 96 11-008601 土師器台付甕体部 I 2 古墳時代前期中心

46 Jl-008552 土師器壼底部 j 10 古墳時代前期中心 97 11 ~008602 土師器台付甕脚部 I 70 古墳時代前期中心

335-760グリッド 98 11-008603 土師器壺体部 ， 120 古墳時代前期中心

47 ll-008553 土師器甕体部 I 30 古墳時代前期中心 99 11-008604 土師器坪体部 l 2 平安時代中心

340-750グリッド JOO l 1-008605 土師器甕底部 I 10 平安時代中心

48 11-008554 土師器壼体部 l 26 古墳時代前期中心 355-755グリッド

49 11-008555 土師器杯底部 4 15 平安時代中心 101 II ~Q086(){i 士師器甕体部 3 20 古墳時代前期中心

50 11-008556 土師器甕体部 I 3 平安時代中心 102 ]!-008607 土師器台付甕体部 I 3 古墳時代前期中心

51 21-003048 フレーク l 12 黒色頁岩 103 11-008608 土師器壼口縁部 I 10 古墳時代前期中心

345-750グリッド 104 11-008609 土師器壼体部 2 JO 古墳時代前期中心

52 lト()()8557 土師器器台高坪脚部 I 6 古墳時代前期中心 105 11-008610 土師器杯口縁部 l ］ 平安時代中心

53 11-008558 土師器甕口縁部 ］ JJ 古墳時代前期中心 106 lト00861I 士師器甕体部 3 9 平安時代中心

54 11-008559 士師器甕体部 13 70 古墳時代前期中心 j 07 11-008612 須恵器坪碗体部 I ， 
55 11-008560 土師器甕底部 I 10 古墳時代前期中心 J08 l 1-008613 須恵器坪碗底部 I 20 

56 11-008561 土師器台付甕口縁部 l 48 古墳時代前期中心 109 21-003049 剥片 I 20 黒色頁岩

57 11-008562 土師器台付甕体部 2 20 古墳時代前期中心 355-760グリッド

58 11-008563 土師器壼体部 4 42 古墳時代前期中心 !JO 11-008614 土師器高坪底部 I 70 古墳時代前期中心

59 11-008564 士師器杯口縁部 4 10 平安時代中心 ]]] ll-008615 土師器台付甕口縁部 I 2 古墳時代前期中心

60 11-008565 土師器杯底部 7 30 平安時代中心 112 11-008616 土師器台付甕体部 I 5 古墳時代前期中心

6j 11-008566 土師器甕口縁部 2 15 平安時代中心 113 11-008617 土師器甕体部 2 8 平安時代中心

62 11-008567 土師器甕体部 8 ]4 平安時代中心 114 11-008618 土師器甕底部 j 8 平安時代中心

63 11-008568 須恵器坪．碗底部 l 42 9 C l l 5 21-003050 剥片 j 30 黒色安山岩

64 11-008569 羽釜鍔部 I 20 355-770グリッド

345-755グリッド 116 ll-008619 土師器高杯口縁部 2 10 古墳時代前期中心

65 11-008570 土師器甕口緑部 I 2 古墳時代前期中心 l l 7 ll-008620 土師器高杯脚部 I 22 古墳時代前期中心

66 11-008571 土師器甕体部 I 10 古墳時代前期中心 118 11-008621 土師器甕口縁部 l 5 古墳時代前期中心

67 11-008572 土師器壺体部 4 20 古墳時代前期中心 119 11-008622 土師器甕体部 36 190 古墳時代前期中心

345-755グリッド 120 lト008623 土師器台付甕口縁部 I 5 古墳時代前期中心

68 11-008573 土師器杯口縁部 j 2 平安時代中心 121 11-008624 土師器台付甕体部 35 120 古墳時代前期中心

69 11-008574 土師器杯底部 2 6 平安時代中心 122 11-008625 土師器壼体部 19 145 古墳時代前期中心

70 ]]~008575 士師器甕体部 I 2 平安時代中心 123 11-008626 土師器壺底部 l 16 古墳時代前期中心

71 11-008576 須恵器杯．碗底ー商台部 2 50 124 11-008627 土師器坪□縁部 2 7 平安時代中心

125 11-008628 土師器坪底部 I 4 平安時代中心
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遺物一覧

No 資料番号 資料 名 称 数且 璽益(g) 備 考 No 資料番号 査料名称 数呈 龍量(g) 備 考

126 11-008629 土師器甕口縁部 I 3 平安時代中心 360-770グリッド

127 11-008630 土師器甕体部 2 2 平安時代中心 182 11-008679 土師器杯底部 7 ]6 平安時代中心

128 I 1-008631 須恵器杯碗体部 I 2 183 11-008680 土師器甕口縁部 I 3 平安時代中心

]29 11-008632 須恵器杯碗底～高台部 4 40 184 11-1)08681 土師器甕体部 4 5 平安時代中心

355-775グリソド 185 11-008682 須恵器坪碗口縁部 2 10 

130 11-008633 土師器甕体部 I 1 古墳時代前期中心 186 11-008683 須恵器坪．碗底部 I 8 

131 11-008634 土師器壼体部 4 92 古墳時代前期中心 187 11-008684 須恵器甕体部 I 10 

355-780グリッド 360-775グリッド

132 \]~1)()9997 土師器高坪底部 I 10 古墳時代前期中心 J 89 11 ~008685 土師器甕口縁部 l 5 古墳時代前期中心

133 11-009998 土師器甕口縁部 4 12 古墳時代前期中心 190 11-008686 土師器甕体部 ， 140 古墳時代前期中心

134 11-009999 土師器甕体部 26 140 古培時代前期中心 191 ll-008687 土師器台付甕体部 2 12 古墳時代前期中心

135 11-010000 土師器甕底部 I 15 古墳時代前期中心 192 ll-008688 土師器壺体部 17 230 古墳時代前期中心

136 11-010001 土師器台付甕口縁部 3 40 古墳時代前期中心 193 11ー()()8689 土師器坪口縁部 1 2 平安時代中心

137 ］ト008635 土師器台付甕体部 I 5 古墳時代前期中心 360-780グリッド

138 11-008636 土師器台付甕脚部 l 3 古墳時代前期中心 194 ll-008690 土師器甕体部 12 82 古墳時代前期中心

139 11-008637 土師器壼口縁部 2 20 古墳時代前期中心 195 11-008691 土師器台付甕口縁部 I l 古墳時代前期中心

140 I 1-008638 土師器壼体部 11 48 古墳時代前期中心 196 11-008692 土師器台付甕脚部 l 22 古墳時代前期中心

141 11-008639 土師器小型甕体部 I 8 古墳時代前期中心 197 11-008693 土師器壼体部 31 246 古墳時代前期中心

142 11-008640 土師器坪口縁部 I 5 平安時代中心 365-700グリッド

143 II ~008641 土師器甕体部 l 2 平安時代中心 198 11-008694 士師器甕体部 I ]9 古墳時代前期中心

360-750グリッド 199 11-008695 土師器壺体部 1 8 古J:Jl:時代前期中心

144 11-008642 士師器高杯脚部 I ]6 古墳時代前期中心 200 11-008696 須恵器甕体部 I 5 

145 11-008643 土師器椀口縁部 I 3 古墳時代前期中心 365-750グリッド

]46 IIー()(J8644 土師器甕口縁部 2 14 古墳時代前期中心 201 ¥]-008697 土師器甕口縁部 l 4 古墳時代前期中心

147 II ~008645 士師器甕体部 36 155 古墳時代前期中心 202 ll-008698 士師器甕体部 16 80 古墳時代前期中心

148 11-008646 土師器高杯脚部 I 16 古墳時代前期中心 203 11-1)()8699 士師器台付甕体部 4 18 古墳時代前期中心

149 I 1-008647 士師器椀口縁部 J 3 古墳時代前期中心 204 11-008700 土師器壼体部 8 145 古墳時代前期中心

150 11-008648 土師器甕口縁部 2 14 古墳時代前期中心 205 11-008701 土師器杯口縁部 ， 20 平安時代中心

151 I 1-008649 土師器甕体部 36 155 古墳時代前期中心 206 11-008702 土師器杯底部 27 64 平安時代中心

152 ]]-008650 土師器台付甕口縁部 5 32 古墳時代前期中心 207 l1~008703 土師器甕口縁部 ， 46 平安時代中心

153 11~008651 士師器台付甕体部 12 31 古墳時代前期中心 208 11-008704 士師器甕体部 12 55 平安時代中心

154 11-008652 土師器壼口縁部 I 4 古墳時代前期中心 209 11-008705 須恵器坪．碗口縁部 l 3 

155 11-008653 土師器壼体部 l 2 120 古墳時代前期中心 210 11-0087絣 須恵器杯．碗体部 2 ]5 

156 11-008654 土師器壼底部 l 20 古墳時代前期中心 211 11-008707 須恵器杯．碗底一高台部 l 40 

157 11-008655 土師器杯口縁部 2 5 平安時代中心 212 11-008708 須恵器甕体部 3 25 

158 11-008656 士師器杯底部 12 21 平安時代中心 365-755グリッド

159 11-()(18657 土師器甕口縁部 5 12 平安時代中心 213 11-008709 士師器甕口縁部 2 3 古墳時代前期中心

]60 11-008658 土師器甕体部 13 22 平安時代中心 214 ll-010002 土師器甕体部 4 22 古墳時代前期中心

161 11-008659 須恵器杯碗口縁部 I 8 2] 5 JJ-010003 土師器台付甕体部 I 2 古墳時代前期中心

162 11-008660 須恵器甕体部 j 85 216 ]]←010004 士師器壼体部 4 110 古墳時代前期中心

]63 l!-008661 灰釉陶器皿口縁部 l JO 217 11-010005 土師器杯口縁部 2 39 平安時代中心

]64 J 1-008662 灰釉陶器碗口緑部 l ， 218 11-010006 土師器杯底部 6 15 平安時代中心

165 21-003051 剥片 2 35 黒色頁岩 219 11-010007 士師器甕口縁部 3 30 平安時代中心

360-760グリッド 365-760グリッド

]66 ]ト()()8663 士師器甕体部 2 70 古墳時代前期中心 220 11-010008 土師器高坪脚部 3 40 古墳時代前期中心

167 11-008664 土師器壼体部 I JO 古墳時代前期中心 221 ll-010009 士師器甕口縁部 I 2 古墳時代前期中心

360-765グリッド 222 11-010010 土師器甕体部 36 260 古墳時代前期中心

168 11-008665 土師器甕口縁部 l 2 古墳時代前期中心 223 11-010011 士師器甕底部 I 11 古墳時代前期中心

169 11-008666 土師器甕体部 3 JO 古墳時代前期中心 224 11-010012 土師器台付甕口縁部 I 32 古墳時代前期中心

170 11-008667 土師器杯口縁部 2 2 平安時代中心 225 11-010013 士師器台付甕体部 7 22 古墳時代前期中心

171 11-008668 土師器杯底部 2 32 平安時代中心 226 11-0087IO 土師器台付甕脚部 l 5 古墳時代前期中心

172 11-008669 須恵器坪碗口縁部 l 3 227 11-008711 士師器壼体部 16 45 古墳時代前期中心

173 11-008670 須恵器坪碗体部 2 8 228 11-008712 土師器壼底部 I 72 古墳時代前期中心

360-770グリッド 229 11-008713 土師器杯口縁部 8 22 平安時代中心

174 ]!-008671 土師器高杯口縁部 4 30 古墳時代前期中心 230 11-008714 土師器坪底部 ， 28 平安時代中心

175 11-008672 土師器甕口縁部 2 10 古墳時代前期中心 231 11-008715 土師器甕口縁部 l 25 平安時代中心

176 11-008673 士師器甕体部 24 142 古墳時代前期中心 232 11-008716 土師器甕体部 8 30 平安時代中心

]77 11-008674 土師器台付甕口縁部 2 17 古墳時代前期中心 233 11-008717 須恵器坪碗口縁部 I 2 

178 11-008675 士師器台付甕体部 6 68 古墳時代前期中心 234 11-008718 須恵器杯．碗底～高台部 2 20 

179 11-008676 土師器台付甕脚部 3 69 古墳時代前期中心 235 11 ~008719 女瓦 j 125 

180 11-008677 土師器壺口縁部 ]9 182 古墳時代前期中心 236 11-008720 灰釉陶器 I J 

181 I 1~008678 士師器杯口縁部 4 18 平安時代中心

360 



遺物一覧

No 資料番号 査料名称 数蘊 厘量(g) 備 考 No 査料番号 資料名称 数量重呈(g) 備 考

365-760グリソド 370-755グリッド

237 21-003052 石板 I 5 292 11-008774 須恵器杯．碗体部 I 2 

365-765グリ ッド 293 l 1-008775 須恵器蓋口縁部 l 3 

238 11-008721 土師器高杯口縁部 2 28 古墳時代前期中心 294 21-003054 黒色頁岩 I 20 

239 11-008722 士師器高杯脚部 l 30 古墳時代前期中心 370-760グリッド

240 11-008723 土師器甕口縁部 2 18 古墳時代前期中心 295 11-008776 土師器甕口縁部 I 2 古項時代前期中心

24] 11-008724 土師器甕体部 5 40 古墳時代前期中心 296 11-008777 土師器甕体部 20 90 古墳時代前期中心

242 11-008725 土師器台付甕体部 3 10 古項時代前期中心 297 II-(){)8778 土師器甕底部 l 4 古墳時代前期中心

243 11-008726 土師器台付甕脚部 I 45 古墳時代前期中心 298 lト()()8779 士師器台付甕体部 I 3 古墳時代前期中心

244 11-008727 土師器壼体部 7 50 古墳時代前期中心 299 11-008780 土師器壺体部 2 18 古墳時代前期中心

245 11-008728 士師器坪口緑部 2 3 平安時代中心 300 11-008781 土師器杯口縁部 12 34 平安時代中心

246 ll-008729 土師器杯底部 I 2 平安時代中心 301 11 ~008782 土師器杯底部 25 60 平安時代中心

247 11-008730 土師器甕口緑部 4 30 平安時代中心 302 11-008783 土師器甕体部 17 26 平安時代中心

248 11-008731 土師器甕体部 5 10 平安時代中心 303 1]~008784 士師器甕底部 5 25 平安時代中心

249 11-008732 須恵器坪．碗底部 2 48 304 11-008785 須恵器杯碗口縁部 4 19 

250 11 -008733 須恵器甕体部 2 210 305 11-008786 須恵器杯．碗体部 4 5 

365-770グリッド 306 11-008787 須恵器杯．碗底～高台部 2 l45 

251 11-008734 土師器甕口緑部 2 14 古墳時代前期中心 307 ll-008188 須恵器甕口縁部 I l o 
252 11-008735 土師器甕体部 6 58 古項時代前期中心 308 11 ~008789 須恵器甕体部 3 50 

253 11-008736 土師器壼体部 5 15 古墳時代前期中心 309 41-000504 丸釘 2 ， 
254 ll-008737 土師器壼底部 l 10 古墳時代前期中心 370-765グリッド

255 11-()()8738 土師器杯底部 I 2 平安時代中心 310 11-008790 土師器高坪体部 l 20 古墳時代前期中心

256 11-008739 土師器甕口縁部 l 10 平安時代中心 311 11-008791 土師器高杯脚部 6 128 古墳時代前期中心

257 11-008740 土師器甕体部 6 20 平安時代中心 312 11-008792 土師器甕口縁部 2 5 古項時代前期中心

258 11-008741 須恵器杯碗底部 J 10 313 11-008793 土師器甕体部 22 65 古墳時代前期中心

259 11~008742 須恵器甕体部 3 140 314 11-008794 土師器甕底部 2 30 古墳時代前期中心

260 11-008743 須恵器蓋 3 90 315 I 1-008795 士師器台付甕体部 5 j 8 古墳時代前期中心

261 21-003053 剥片 1 18 黒色頁岩 316 11-008796 土師器台付甕脚部 2 30 古墳時代前期中心

365-780グリッド 317 11-008797 土師器壼口縁部 2 38 古墳時代前期中心

262 11-008744 土師器甕口縁部 4 70 古墳時代前期中心 318 11→008798 土師器壼体部 24 380 古墳時代前期中心

263 ll-008745 土師器甕体部 26 150 古墳時代前期中心 3] 9 lト008799 土師器壼底部 I 20 古墳時代前期中心

264 11-008746 士師器台付甕口縁部 4 28 古墳時代前期中心 320 11-008800 土師器坪口縁部 10 60 平安時代中心

265 11-008747 土師器台付甕体部 8 42 古墳時代前期中心 321 I 1-008801 土師器杯底部 18 54 平安時代中心

266 11-008748 土師器台付甕脚部 3 22 古墳時代前期中心 322 11-008802 土師器甕口縁部 ， 42 平安時代中心

267 11-008749 土師器壼口縁部 3 25 古墳時代前期中心 323 11-008803 土師器甕体部 16 80 平安時代中心

268 11-008750 土師器壼体部 18 90 古墳時代前期中心 324 11-008804 須恵器坪．碗口縁部 l 2 

269 I 1-008751 土師器坪底部 8 20 平安時代中心 325 11-008805 須恵器坪碗体部 2 4 

270 1Hl08752 士師器甕口縁部 2 6 平安時代中心 326 11-008806 須恵器甕口縁部 l 40 

271 11-008753 土師器甕体部 4 6 平安時代中心 370~775グリッド

272 ]1 ~008754 須恵器坪．碗体部 2 5 327 11-008807 土師器甕体部 12 76 古墳時代前期中心

273 11-008755 須恵器杯碗底部 I II 328 11-008808 土師器甕底部 l 6 古墳時代前期中心

365-785グリッド 329 11-008809 土師器台付甕体部 3 JO 古墳時代前期中心

274 11-008756 士師器甕口縁部 I 2 古墳時代前期中心 330 11-008810 土師器台付甕脚部 3 49 古墳時代前期中心

275 11-008151 土師器杯底部 I 14 平安時代中心 331 11-008811 土師器壼体部 4 40 古墳時代前期中心

276 ¥l-008758 土師器甕口縁部 I 20 平安時代中心 332 lト()()8812 土師器杯口緑部 2 3 平安時代中心

277 11-008759 須恵器甕体部 2 110 333 11-008813 土師器甕体部 I J 平安時代中心

370-755グリッド 334 11-008814 土師器杯底部 I 2 平安時代中心

278 11-008760 士師器高坪□縁部 2 40 古墳時代前期中心 335 11-008815 須恵器杯碗体部 l 4 

279 11-008761 土師器高坪体部 2 8 古墳時代前期中心 370-780グリッド

280 11-008762 土師器高杯脚部 l 20 古墳時代前期中心 336 11-00祁16 土師器器台高杯脚部 I 5 古墳時代前期中心

281 11-008763 土師器甕口縁部 I 10 古項時代前期中心 337 I 1-008817 土師器高杯口縁部 2 85 古墳時代前期中心

282 ll-008764 土師器甕体部 36 255 古墳時代前期中心 338 II←008818 土師器甕体部 30 180 古墳時代前期中心

283 11-008765 土師器甕底部 I 40 古墳時代前期中心 339 11-008819 上師器甕底部 l 30 古墳時代前期中心

284 I 1-008766 土師器台付甕体部 3 15 古墳時代前期中心 340 11-008820 土師器台付甕体部 7 40 古墳時代前期中心

285 ll-008767 土師器台付甕脚部 6 75 古墳時代前期中心 341 11-008821 土師器台付甕脚部 2 40 古墳時代前期中心

286 11-008768 土師器壼体部 12 145 古墳時代前期中心 342 11-008822 土師器壼口縁部 I 39 古墳時代前期中心

287 11-008769 士師器杯口縁部 ， 30 平安時代中心 343 11-008823 土師器壺体部 34 250 古墳時代前期中心

288 11-008770 土師器坪底部 19 115 平安時代中心 344 11-008824 土師器坪口縁部 6 30 平安時代中心

289 11-008771 土師器甕口縁部 3 15 平安時代中心 345 11-008825 土師器坪底部 4 10 平安時代中心

290 11-008772 士師器甕体部 7 28 平安時代中心 346 11~008826 土師器甕口縁部 I l 平安時代中心

291 ll-008773 須恵器杯碗口縁部 3 20 347 11-008827 土師器甕体部 5 6 平安時代中心

361 



遺物一覧

No 査料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数呈 重量(g) 備 考

370-780グリッド 375-770グリッド

348 l 1-008828 須恵器杯．碗体部 2 5 389 11-008867 土師器甕口縁部 2 100 古墳時代前期中心

349 IJ-008829 須恵器甕口縁部 I 50 390 11-008868 士師器壼体部 I JO 古墳時代前期中心

350 21-003055 砥石 l 20 391 11-008869 土師器杯底部 l 2 平安時代中心

370-800グリッド 392 11-00祁70 土師器甕体部 2 3 平安時代中心

351 ll-008830 土師器椀口縁部 l 10 古墳時代前期中心 375-775グリッド

352 11-008831 士師器甕体部 5 ]5 古墳時代前期中心 393 11-008871 須恵器甕体部 l 50 

353 11-008832 土師器坪口縁部 I 2 平安時代中心 375-780グリッド

354 11-008833 土師器高杯口縁部 j 14 平安時代中心 394 l]←008872 土師器甕口縁部 I 8 古項時代前期中心

355 11-008834 土師器甕口縁部 l 2 平安時代中心 395 11-008873 土師器甕体部 4 20 古培時代前期中心

356 11-008835 土師器甕体部 l 2 平安時代中心 396 11-008874 土師器坪口縁部 2 8 平安時代中心

375~755グリッド 397 11-008875 土師器杯底部 2 8 平安時代中心

357 11-008836 土師器高坪口縁部 J 2 古墳時代前期中心 398 11-008876 土師器甕口縁部 5 30 平安時代中心

358 11-00祁37 土師器高坪脚部 5 150 古墳時代前期中心 399 11-008877 土師器甕体部 3 4 平安時代中心

359 ]!-008838 土師器甕口縁部 3 50 古墳時代前期中心 380-765グリ）ド

360 11-008839 土師器甕体部 80 940 古墳時代前期中心 400 lト008878 土師器甕口縁部 2 17 古墳時代前期中心

361 11-008840 土師器甕底部 J 20 古墳時代前期中心 401 11-008879 土師器甕体部 4 18 古墳時代前期中心

362 11-008841 土師器台付甕口縁部 l 20 古墳時代前期中心 402 11 ~008880 士師器台付甕体部 2 6 古墳時代前期中心

363 11-008842 士師器台付甕体部 18 ]75 古墳時代前期中心 403 11-008881 土師器坪口縁部 I 2 平安時代中心

364 11-008843 土師器台付甕脚部 13 420 古墳時代前期中心 404 11 ~00臨2 士師器杯底部 10 22 平安時代中心

365 11-00瑯 4 土師器壼口縁部 6 ]40 古墳時代前期中心 405 11-008883 土師器甕口縁部 2 4 平安時代中心

366 11-008845 土師器壼体部 40 870 古墳時代前期中心 406 11-008884 土師器甕体部 7 20 平安時代中心

367 11-008846 土師器壼脚部 3 220 古墳時代前期中心 407 11~008885 士師器甕底部 I 2 平安時代中心

368 11-008847 土師器杯口緑部 2 4 平安時代中心 408 11-008886 須恵器杯碗口縁部 I 2 

369 11-008848 土師器杯底部 ] 2 ]8 平安時代中心 409 lJ ~008887 須恵器坪碗体部 5 20 

370 11-008849 土師器甕口縁部 3 JO 平安時代中心 4!0 11-008888 須恵器杯碗底～高台部 4 60 

371 11-008850 土師器甕体部 l o 20 平安時代中心 41 I II-()()祁89 須恵器甕体部 3 30 

372 11-008851 須恵器杯碗体部 I 2 380-770グリッド

373 ll-008852 須恵器坪碗底部 ］ 5 412 ]]-008890 土師器高杯器台脚部 l 10 古項時代前期中心

374 ll-008853 須恵器甕体部 l 6 413 J J-00889] 土師器甕口縁部 I 2 古墳時代前期中心

375-760グリッド 414 11-008892 土師器甕体部 15 70 古墳時代前期中心

375 lト008854 士師器甕口縁部 2 ] 8 古墳時代前期中心 415 JJ-008893 土師器台付甕口縁部 I 5 古墳時代前期中心

376 11-008855 士師器甕体部 47 206 古墳時代前期中心 416 ll-008894 土師器台付甕体部 5 18 古項時代前期中心

377 IJ-008856 土師器台付甕口縁部 l 2 古墳時代前期中心 417 J 1-008895 土師器壼口縁部 ］ 2 古墳時代前期中心

378 J]~OIJ8857 士師器台付甕体部 12 42 古墳時代前期中心 418 ]]-008896 土師器壺体部 I 5 古墳時代前期中心

379 11-008858 土師器台付甕脚部 2 12 古墳時代前期中心 419 11-008897 土師器杯口縁部 6 15 平安時代中心

380 11-008859 土師器壼体部 13 129 古墳時代前期中心 420 11-008898 士師器杯底部 2] 65 平安時代中心

381 11-008860 士師器壼底部 1 ]30 古培時代前期中心 421 11-008899 土師器甕口縁部 II 60 平安時代中心

382 11-008861 土師器杯口縁部 5 10 平安時代中心 422 ¥l-008900 土師器甕体部 57 195 平安時代中心

383 11-008862 土師器杯底部 15 70 平安時代中心 423 11-008901 士師器甕底部 I 8 平安時代中心

384 11-008863 土師器甕口緑部 4 JO 平安時代中心 424 11-008902 須恵器坪碗口縁部 ， 40 
385 I 1-008864 土師器甕体部 14 80 平安時代中心 425 11~008903 須恵器杯．碗体部 4 15 

386 ll-008865 須恵器坪．碗体部 l l 426 11-008904 須恵器杯．碗底～高台部 8 120 

375-760グリッド 427 ll-008905 須恵器甕体部 I 10 

387 l l ・008866 須恵器蓋口棟部 l 2 

388 21-1)03056 片岩 J 10 

〔8区東部 1面微商地〕

No 資料番号 資料名称 数盪 重云(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数温 璽量(g) 備 考

8 区東350~760 8区東370-760

428 11-008906 土師器甕口縁部 I 2 古墳時代前期中心 437 l 1-008915 土師器甕体部 14 55 古墳時代前期中心

429 11-008907 土師器甕体部 3 8 古墳時代前期中心 438 11 ~()()8916 土師器台付甕口縁部 I 6 古墳時代前期中心

430 11-008908 土師器甕底部 I 4 古墳時代前期中心 8区東370-760

431 I 1-008909 土師器台付甕体部 l 2 古墳時代前期中心 439 lト()1)8917 士師器台付甕脚部 ］ 7 古墳時代前期中心

432 I I-008910 士師器壼体部 2 8 古墳時代前期中心 440 11-008918 土師器壺体部 11 115 古墳時代前期中心

433 11-008911 土師器甕体部 5 8 平安時代中心 441 11-008919 士師器杯口縁部 10 40 平安時代中心

8区東355-760 442 I I ~008920 土師器杯底部 11 30 平安時代中心

434 11-008912 施釉陶器壼体部 l 12 443 I 1-008921 土師器甕口縁部 2 20 平安時代中心

8区東370-760 444 11~008922 士師器甕体部 17 45 平安時代中心

435 l 1-008913 土師器高杯体部 j 3 古墳時代前期中心 445 11-008923 須恵器坪碗口縁部 l 2 

436 11-008914 土師器高杯脚部 I 9 古墳時代後期中心 446 11-008924 須恵器坪碗体部 3 8 

362 



遺物一覧

No. I資料番号 l 資料名称 l数泣 I重最(g)l 備 考 No. I資料番号 I 資料名称 I数菌川［最(g)1 備 考

8区東370-760

二
8区東370-760

3 | 1 8 

l o 
45 

I I 20 

45°| ll-0089281羽釜体部

451 I 11 -008929 灰釉陶器碗口縁部

〔8区東部］面〕

No 資料番号 資料名称 数旦 重量(g) 備 考 No 贅料番号 資料名称 数益 重量(g) 備 考

(8区東半） (8区東部）

452 11-008930 土師器甕体部 15 75 古墳時代前期中心 483 11-008970 土師器台付甕脚部 10 192 古墳時代前期中心

453 11-008931 土師器甕底部 2 20 古墳時代前期中心 484 llOOO897l 土師器壼口縁部 ， 65 古墳時代前期中心

454 11-008932 土師器台付甕口縁部 1 2 古墳時代前期中心 485 ¥l-008972 土師器壺体部 102 835 古墳時代前期中心

455 I 1-008933 土師器台付甕体部 5 25 古墳時代前期中心 486 11-008973 弥生壼体部 3 25 樽式

456 11-008934 士師器壼体部 4 39 古墳時代前期中心 487 11-008974 弥生壼体部 1 JO 赤井戸

457 11-008935 土師器杯口縁部 ， 20 平安時代中心 488 ll-008975 士師器杯口縁部 140 565 平安時代中心

458 II~008936 士師器杯底部 14 46 平安時代中心 489 11-008976 土師器杯底部 353 1240 平安時代中心

459 11-008937 土師器甕口縁部 3 8 平安時代中心 490 11-008977 士師器椀口緑部 3 18 平安時代中心

460 11-008938 土師器甕体部 27 68 平安時代中心 491 ll-008978 土師器甕口縁部 84 590 平安時代中心

461 11-1)()8939 須恵器杯．碗口緑部 6 14 492 11-008979 土師器甕体部 601 1720 平安時代中心

462 11-008940 須恵器坪碗体部 7 20 493 11-008980 土師器甕底部 10 60 平安時代中心

463 11-008941 須恵器坪．碗底～高台部 6 60 494 11-008981 須恵器杯．碗口縁部 86 360 

464 11-008942 須恵器甕口縁部 4 85 495 lト008982 須恵器杯．碗体部 103 380 

465 11-008943 須恵器甕体部 53 1590 496 11-008983 須恵器坪碗底～高台部 42 705 

466 11-008944 施釉陶器甕体部 l 10 497 11-008984 須恵器碗口縁部 ID 52 酸化

467 IH08945 施釉陶器甕底部 l 48 498 11-008985 須恵器碗体部 6 20 酸化

468 11-008946 灰釉陶器碗体部 I JO 499 11-008986 須恵器碗底～高台部 18 150 酸化

469 11-008947 陶器甕口縁部 I 20 500 11-008987 須恵器坪碗口縁部 10 30 黒色処理

470 11-008948 陶器甕体部 2 95 現代 501 11-008988 須恵器杯碗体部 4 15 黒色処理

471 21-003057 磨石 l 35 珪質頁岩 502 11-008989 須恵器坪．碗底部 II 188 黒色処理

(8区東部） 503 JJ-008990 須恵器甕口縁部 10 260 

472 11-008959 士師器器台脚部 I 18 古墳時代前期中心 504 ll-008991 須恵器甕体部 73 1650 

473 11-008960 土師器高杯口縁部 ］ 8 古墳時代前期中心 505 11-008992 須恵器甕底部 2 180 

474 11-008961 土師器高杯杯部 I 115 古墳時代前期中心 506 11-008993 羽釜口縁部 I 20 

475 I 1-008962 土師器高坪脚部 II 100 古墳時代前期中心 507 11-008994 羽釜体部 3 105 

476 11-008963 土師器商杯底部 l 20 古墳時代前期中心 508 11-008995 須恵器蓋 5 75 

477 1]~008964 士師器椀口縁部 I 5 古墳時代前期中心 509 11-008996 女瓦 l J 40 近世

478 11-008965 土師器甕口縁部 19 130 古墳時代前期中心 510 11-008997 軟質陶器鉢口縁部 I 20 

479 1¥-008966 土師器甕体部 236 1405 古墳時代前期中心 511 11-008998 施釉陶器 4 20 

480 II→008967 土師器甕底部 3 95 古墳時代前期中心 512 11-008999 灰釉陶器碗口縁部 3 18 

481 I 1-008968 土師器台付甕口縁部 8 60 古墳時代前期中心 513 11-009000 灰釉陶器碗体部 ， 30 
482 ll-008969 士師器台付翌体部 43 162 古項時代前期中心 514 11-009001 灰釉陶器碗底～高台部 l l 2 

〔8区東部微高地〕

No 貪料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数呈重呈(g) 備 考

（微忘地 1面） （微高地）

515 11-008949 土師器杯底部 2 2] 平安時代中心 53l II ~009008 土師器台付甕体部 JO 39 古墳時代前期中心

516 I 1-008950 須恵器杯碗口縁部 4 13 532 11-009009 土師器台付甕脚部 7 200 古墳時代前期中心

517 11-008951 須恵器杯．碗体部 63 235 533 11-009010 土師器壼口縁部 l 5 古墳時代前期中心

518 11-008952 須恵器杯碗底～高台部 3 22 534 ll ~Q090ll 土師器壼体部 29 165 古墳時代前期中心

519 ll-008953 須恵器甕口縁部 2 40 535 ll-009012 士師器坪口縁部 119 435 平安時代中心

520 11-008954 須恵器甕体部 21 220 536 11-009013 土師器杯底部 358 1070 平安時代中心

521 11-008955 羽釜口縁部 I 28 537 11-009014 士師器甕口縁部 61 480 平安時代中心

522 I I ~008956 羽釜鍔部 l 31 538 11-009015 土師器甕体部 499 1690 平安時代中心

523 11-008957 羽釜体部 4 68 539 11-009016 土師器甕底部 l 5 平安時代中心

524 11-008958 軟質陶器鉢体部 I 26 540 IHXl9017 須恵器坪碗口縁部 74 270 

（微裔地） 541 11-009018 須恵器坪．碗体部 53 190 

525 11-009002 土師器器台脚部 I 35 古墳時代前期中心 542 11-009019 須恵器杯．碗底一高台部 49 530 

526 I 1-009003 士師器高坪体～底部 2 18 古墳時代前期中心 543 11-009020 須恵器碗口縁部 12 59 酸化

527 11-009004 土師器甕口縁部 5 28 古墳時代前期中心 544 11-009021 須恵器碗体部 ， 40 酸化

528 lト009005 士師器甕体部 106 710 古項時代前期中心 545 11-009022 須恵器碗底～高台部 19 164 酸化

529 11-009006 土師器甕底部 I 19 古墳時代前期中心 546 11-009023 須恵器杯．碗口縁部 12 35 黒色処理

530 11-009007 士師器台付甕口縁部 2 10 古墳時代前期中心 547 11-009024 須恵器杯碗体部 3 2 黒色処理
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遺物一覧

No. I資料番号

］ 
査科名称 数量 I重量（g) 備 考

501黒色処理

.I 

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

（微高地）

553 11-009030 灰釉陶器皿口縁部 2 ， 
554 11-009031 灰釉掏器皿底～高台部 I 15 

555 11-009032 灰釉淘器蓋 l I 

556 11-009033 土塊 2 10 

557 41-000505 鉄片 3 3 

8区東部 (1面）遺構外の出土遺物

No. I資料番号 I 査料名称

8区2面365-790グリット

l | ll-009712 1土師器壺体部

数量 I重量（g) 備 考

52 I古墳時代前期中心
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遺物一覧

9区

9区 1号住居

No. I資料番号 I 資料名称 測定値（cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

1 I 10-001429 I須恵器高台付碗 口径 12.7 忘台径 6.31口縁一部欠損。酸化焔焼成。外面吸炭。右回転饒輯整形。 19世紀後半
器高 2.9 底面回転糸切り後高台貼付け。底部内面に墨書 字判読できず 第155図 IPLJOO

No 資料番号 資料名称 数量 直量(g) 備 考 No 貸科番号 行科名称 数量 直量(g) 備 考
覆土一括 覆土一括

2 II-010014 士師器甕体部 3 38 古墳時代前期中心 17 21-003081 蔽石 I 290 粗粒輝石安山岩

3 l¥-010015 土師器壼体部 2 63 古墳時代前期中心 18 11-010026 土師器杯口縁部 I 3 平安時代中心

4 11~010016 士師器坪口縁部 12 40 平安時代中心 19 11-010027 土師器杯底部 4 10 平安時代中心

5 11-010017 土師器杯底部 5 18 平安時代中心 20 ll-010029 士師器甕体部 I 2 平安時代中心

6 11-010018 土師器甕口縁部 5 40 平安時代中心 21 ll-010031 須恵器杯．碗体部 l 2 
7 ll-010019 土師器甕体部 28 68 平安時代中心 住居内土坑

8 11-010020 土師器甕底部 I 10 平安時代中心 22 ll-010026 土師器杯口縁部 2 3 平安時代中心， II-010021 須恵器杯．碗口縁部 2 10 23 11-010027 土師器杯底部 5 8 平安時代中心

10 11-010022 須恵器坪．碗体部 2 18 24 II-010028 土師器甕口緑部 2 12 平安時代中心

11 11-010023 須恵器坪碗底部 I 10 25 ll-010029 土師器甕体部 24 50 平安時代中心

12 11-010024 須恵器甕体部 2 44 26 11-010030 須恵器杯．碗口縁部 ， 40 
13 11-010025 灰釉陶器碗口縁部 l 3 27 11-010031 須恵器坪．碗体部 5 20 
14 21-003078 剥片 2 68 軽質頁岩 28 11-010032 須恵器杯．碗底～高台部 2 20 
15 21-003079 剥片 3 90 粗粒輝石安山岩 29 11-010033 須恵器甕口縁部 I 8 
16 21-003080 殻石 l 18 30 ll-010034 須恵器甕体部 2 JO 

9区2号住居

No 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

I 10-001430 土師器盤 翡 15 7Xl6 2 
2 8 

撫ほぼで完、形底。面箆口縁削横り撫で、体～底部内面箆撫で。体部外面 9世紀後半 第156図 P LJOO 

2 10-001431 土師器甕 晶22.4 底径 8IX7 I 
32.0 

他1/2は。箆口撫縁で横。撫肩で部。外内面面～中底位面の箆上削下り接合部と底部指撫で、 7世紀後半 第156図 PL 100 

3 20-000586 砥石か 悶賃5 9X4 8 
14 2 上下欠損。表裏左側面に研磨面形成 珪質頁岩 第157図 P LJOJ 

4 20-000587 蔽石 賃4. 7X3. 7 
さ］］ 9 

河打床痕礫残使る用。表裏・左右側面に研磨面形成。上下端に破 ヒン岩 第157図 P LJOO 

5 20-000588 台石 闊径 8.0XJ54 
み 6.4 四囲と裏面の過半欠損。表面に研磨面形成 デイサイト 第157図 P LIOO 

6 20-000589 台石 賃17 4Xl5.5 
み 4.2 やや平らな河床礫使用。表面に研磨痕と敲打痕残る 粗粒輝石安山岩 第157図 PL 101 

7 40-000505 銅銭「景□□賓」 残径 2.40 厚み O.l05 註孟し緬皐下方魯損。「景徳元賓」か「景平元賓」か。
・ らにい 模鋳銭 第157図 P LIOO 

No 資料番号 資料名称 数量 重蓋(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数呈 重量(g) 備 考
覆土 冦覆土

8 11-010035 土師器坪口縁部 5 48 平安時代中心 18 ll-010045 土師器杯口緑部 3 10 平安時代中心， 11-010036 土師器杯底部 10 50 平安時代中心 19 11-010046 土師器杯底部 3 12 平安時代中心

10 11-010037 土師器甕口縁部 8 40 平安時代中心 20 11-010047 土師器甕口縁部 4 60 平安時代中心
]] 11-010038 土師器甕体部 54 252 平安時代中心 21 11-010048 土師器甕体部 8 50 平安時代中心

12 l卜010039 土師器甕底部 3 40 平安時代中心 22 11-010049 土師器甕底部 l 8 平安時代中心

13 ll-010040 須恵器坪碗口縁部 4 12 23 11-010050 須恵器坪．碗口緑部 I 10 
14 ll-010041 須恵器杯．碗体部 I ， 24 11-010051 須恵器杯．碗体部 l 10 
15 11-010042 須恵器坪碗底一高台部 3 60 25 11-010052 羽釜体部 1 40 
16 ll-010043 瓦 I 20 

17 11-010044 羽釜体部 l 50 

9区3号住居

No. l資料番号 l 資科名称 測定値 (cm) 形状・整形 ・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

l I 10~001432 I土釜 口径（28.4) 底径 9.3| l/3。口縁横撫で。内面体部横位の撫で、底面指撫で。
器高 27.8 体部外面上位箆撫で、下位箆削り 。底面箆調整

JO世紀前半 第159図 IPL IOI 

No I資料番号 I 資料名称 I数蓋 1重量(g)I 備 考 No 1資料番号 1 資料名称 I数蓋 1重量(g)I 備 考
覆土 覆土

2 I 11-010053 I土師器坪口縁部 51平安時代中心 3 I 11-010054 I土師器杯底部 8 I平安時代中心
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遺物一既

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考 No 査料番号 資科名称 数量 重羹(g) 備 考

覆土 冠

4 11-010055 土師器甕口縁部 l 160 平安時代中心 10 11-010591 須恵器杯．碗口縁部 5 20 

5 11-010056 土師器甕体部 43 120 平安時代中心 11 11-010592 須恵器坪碗体部 2 10 

6 11-010051 土師器甕底部 I 20 平安時代中心 12 11-010593 土師器杯底部 4 12 平安時代中心

7 11-010058 須恵器坪．碗体部 3 6 13 II←010594 土師器甕．壺体部底部 2 12 古墳時代前期衷心

8 1卜010059 須恵器甕体部 2 40 14 11-010595 土師器甕体部 3 8 平安時代中心

， 11-010060 須恵器甕底部 l 20 15 11-010596 士師器甕底部 ］ 5 平安時代中心

9区4号住居

No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考 No 1資料番号 1 査料名称 I数量 1重量(g)I 備 考

床上 竃

] | II-010061 1土師器甕体部

2 I 11-010062 須恵器碗底～高台部

11 1*兜竺竺期か？

40 酸化

3 I 11~010063 I須恵器甕体部 2 I 82 

9区］号溝

N]面~料名称
I I 10-002450 焙烙鍋

測定値 (cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

残存 8.9X3.6 1口縁～底部外周破片。外面に吸炭。丸底で内外面横位の I近 ・現代
残高 3.2 厚み］．o 撫で

第16]図 I p LJO] 

N: I ?~]?;:I 士師：甕：縁： 材 1数：I重量(g)1古墳：代前期考 N: | f~]?oo: I 須恵：甕：部名称 1数：I重量(g)I平安：代 考

3 I 11-011001 I須恵器高台付碗底部 平安時代 5 I I 1-011003 I施釉陶器皿底部 近世

9区4号溝

No 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

J 10-001433 磁器高台付碗 翡(9 6) 高台径 4l 樹口縁文崩～腰、底部面718に欠銘損の。染内め外付面け・底面施釉。外面に雪輪梅 世18世紀紀初後半ー19 第163図 P LJOJ 
5 0 -1 

2 10-001434 磁器高台付碗 翡(9.0) 高台径（3.4) 外1/4祉に内二外重面線・、底底面面施に釉銘。の体染部め外付面けに雪輪梅樹文、 高台 世18世紀紀初後半～19 第163図 P LIO! 
4 6 -1 

3 10-001435 磁器猪口
ロ目(7 7) 高台径 3.1 1の/2染強付。け底面除き施釉。内外面に同心円、内面に海老文 明瀬治戸美一昭濃和系時代 第163図 P LJOJ 
器 3.5 -] 

4 10-()()1436 陶器高台付碗 高台径 49 残高 l6 底部～高台。天目。内面施釉薬で貫入あり。瀬戸美濃 江戸時代 弟-1J6o凶 P LIO! 

5 10-001437 磁器小皿 晶 5 8 高台径 2.85 ヒピ貪る塁完賣。内望開・底面施釉。底部内面にコバル 瀬明治戸美一昭濃和系時代 第163図 PL 101 
2.3 トの洋ので二 -1 

6 10-001444 羽口 残存54 X3.8 厚み20 
第163図 P LIO! -2 

7 20-000590 砥石 員2 8Xl.85 痕中位残片る。表面に研磨面造られ、裏 ・左右側面に鋸の切断 砥沢石
第163図 P LJOJ 

長 68 -] 

8 20-000591 打製石斧 悶4. 9 残長］0.6 撥形を呈し、先端欠損。表裏より剥離調整 黒色頁岩
第163図 p LlOl 

みI.7 -2 

， 20-000592 破石（こも編み石） 賃4 9X3 6 残下位る。欠損中。位上に端帯状に蔽の打磨耗痕残痕一り周、表裏 ・左右側面に研磨痕 石英閃緑岩
第163図 p LJOJ 

長］0.8 -2 

10 20-000593 石鉢 ;; g 12.1 Xl3.2 口縁～腰部片。内面磨耗し、腰部外面はつり痕残る 粗粒揮石安山岩
第163図 P LIO! 

11.0 -2 

11 20-000594 砥石 径 4.0X4.4 残長 9.9 下切位り欠放損し。。 表表裏面に・右削側痕残面にり研、磨右面側作面のり研、左磨側顕著面と上端は 砥沢石
第163図 PL JOI -2 

12 20-000595 砥石 径 35X3 4 残長 114 』位欠闘被覧？ 差右冒面に悶磨面作る。表面と左右側 砥沢石
第163図 P LIO! 

には れ側は穎 -2 

13 40-000506 刀子 悶I 6 長さ 82 短ほ冊ぽ形完形。刃渡り 45cm。柄は先端丸みを持ち、横断面 第163図 PL 102 
み 0.55 -2 

麗3 2X2.9 l さ47.5
14 30→000218 杭 5 7X2 2 さ41.5 ① ③は欠損品。②は完形。① ・③は丸木材、②は角材 現代か P LJOZ 

3 7X2.8 さ41.8

15 30-000220 
第163図 P L]02 -2 

]6 30-001000 角棒 径 2.7Xl.6 長さ切．I 左端部寄りの表面縁部が丸まる 第164図 P L]02 

17 30-001001 丸棒 径 2.2X2.2 長さ2'.l.7 切断面残る樹皮付きの自然木 第］64図 P Ll03 

18 30-001002 把手か 径 65X3.0 長さ 40.7 桶のm把の手長か方。形両の端貫側通欠子損し穿した緩れいる弧を描く 。側面に3.0X
2. 7c 

現在乾燥 第164図 PL 103 

19 40-001500 銅銭「寛永通賣」 径 24 XZ.42厚 0.145 第164図 PL 103 

I: 巳厚2 36X2 37 厚み
資料料1はI銭・種2癒判着読。不資能料。資］料は表2面は裏、資面料平ら2は裏面表出。資20 40-001501 鉄銭「寛永通賣」 0.17 2 .径 2.36X 模鋳銭 第164図 PL J03 

2.35 み0.18
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遺物一覧

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

21 11-010064 土師器甕体部 3 16 古墳時代前期中心

22 11-010065 土師器壼体部 l 10 古墳時代前期中心

23 11-01()(166 土師器坪□縁部 5 29 平安時代中心

24 11-010067 土師器杯底部 4 12 平安時代中心

25 11-010068 土師器椀口縁部 J 14 平安時代中心

26 II-010069 土師器甕口縁部 ］ 5 平安時代中心

27 11-010070 土師器甕体部 12 44 平安時代中心

28 11-010071 須恵器杯．碗口縁部 I 5 

29 11-010072 須恵器坪．碗体部 2 28 

30 11-010073 須恵器杯．碗低～高台部 10 230 

31 I 1-010074 須恵器甕口縁部 2 105 

32 11-010075 須恵器甕体部 15 1182 

33 IH10076 須恵器甕底部 I 124 

34 ¥¥-0]0077 須恵器蓋 I 18 

35 IH¥0078 女瓦 2 60 

36 11-010079 すり鉢 2 80 

37 I 1-010080 焙烙底部 l 35 

38 IH¥0081 施釉陶器碗口縁部 2 28 

39 11-010082 施釉陶器碗体部 5 20 

40 l卜010083 施釉陶器碗底部 8 270 

41 IJ-010084 施釉陶器甕口縁部 2 32 

42 11-010085 施釉陶器甕体部 l 15 

No 資料番号 資料名称 数蓋 童葺(g) 備 考

43 ]]←0 l 0086 施釉陶器甕体部 ］ 26 現代

44 IJ-010087 施釉陶器鉢 l 58 現代

45 11-010088 施釉陶器皿口縁部 I 2 

46 11-010089 施釉陶器皿 l 15 

47 11-010090 灰釉陶器碗体部 l 10 

48 11-010091 陶器甕口縁部 2 82 

49 11-010092 陶器体部 3 620 

50 11-010093 陶器碗 1 56 近世

51 11-010094 陶器皿 I 6 

52 11-010095 陶器壼口縁部 I 20 

53 II-010096 陶器すり鉢 I 70 

54 11-010097 染付碗体部 I 30 

55 11-010098 磁器碗 3 48 

56 l 1~010099 磁器碗 4 36 近世

57 11-010100 磁器鉢口縁部 I 8 

58 11-010101 磁器蕎麦猪口 I 10 現代

59 21-003082 石片 2 880 緑色片岩

60 21-003083 石片 1 420 雲母石英片岩

6] 21-003084 原石 I 355 黒色頁岩

62 21 ~003085 剥片 I 80 黒色頁岩

63 41-000512 爆弾ー式 920 

No 

9区2]号溝

• 
査料番号

10-002451 

資料名称

灰釉陶器碗

測定値 (cm)

忘台部径（ ） 
残高 3.2 

形状 ・整形・調整等の特徴

腰～高台部］／4。内面と外面腰部に施釉

備 考

9世紀中葉

図版号 1図版番号

笠1166図 PL 103 

N
o
-
l
-
2
 

9区31号溝

冒：杵 数：：］口［ N
o
-
3
-
4
 □Ì̀ 台：

数量爪宣備

考

No 

9区耕作溝 ・耕作痕

・査料番号 I 資料名称

40-000511 鎌

測定値 (cm)

幅 2.0 残長 6.8
原み 0.6

形状 ・整形・調整等の特徴

先端過半か。身は僅かに曲がるが直線的

備

律令期か

考 図版号 1図版番号

知162図
1 

PL 103 

No 資料番号 資料名称 数泣 重量(g) 備 考

9 -I号耕作溝

2 II-010575 焙烙口繰部 l ， 
3 11-010576 焙烙体部 I 8 

4 11-010577 磁器碗 I 12 近世

9区2号耕作痕

5 11-010578 土師器甕底部 l 60 古墳時代前期中心

6 II-010579 士師器坪口縁部 2 10 乎安時代中心

No 1資料番号

9区2号耕作痕

言塁
資料名称 数醤 i重蓋(g) 備 考

］° |平安時代中心

： 
No 

9区8号井戸

資料番号 資料名称

20-000605 I砥石

測定値 (cm)

径 5.0X4.l
残長 15.1

形状・整形・調整等の特徴

下位欠損。表裏 ・左右側面に研磨面作り、何れも使用顕 変質デイサイト I第168図
著で中位の径は3.ox2.85cmに減ず。上端切り放し 1 

備 考 図版号 図版番号

P L103 

No 

9区9号井戸

資料番号 資料名称

30-000220 I曲物底板

30-000221 曲物底板

30-000222 I曲物底板

測定値 (cm)

径＃ ＃．＃X##.# 
厚み 0.# 

径＃ ＃．＃ X##.# 
厚み 0.# 

径＃ ＃．＃ X##.# 
厚み 0.# 

形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

ほぼ完形。中位に木釘による留跡 2箇所 第170図 P Ll04 

小型製品。一部欠損 第170図 IP Ll04 

小型製品。一部欠損 第170図 PL 104 
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遺物一覧

No I資料番号 1 査科名称

4 I 30-000223 薄板

s I 30-000223 I角棒

測定値 (cm)

径＃ ＃．＃ X##.# 
厚み 0.# 

径＃ ＃．＃X##.# 
長さ＃ ．＃

形状 ・整形 ・調整等の特徴

柾目板。短冊形を呈す。

備 考 1 図版号 1図版番号

第170図 PL104 

やや薄い角棒。表裏面に削り痕 第170図 IP L104 

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

6 11-010413 土師器甕体部 2 15 古墳時代前期中心

7 II-010414 土師器壼体部 3 78 古墳時代前期中心

8 11-010415 土師器坪口縁部 2 5 平安時代中心

， 11~010416 士師器杯底部 2 2 平安時代中心

10 ]]-010417 土師器甕体部 18 40 平安時代中心

11 11-010418 須恵器坪碗口縁部 2 6 

No 資料番号 資料名称 数呈 重量(g) 備 考

12 11-010419 須恵器坪碗体部 5 20 

13 11-010420 須恵器坪碗底～商台部 6 170 

14 ]!-010421 須恵器甕口縁部 l 60 

15 11-010422 須恵器甕体部 6 182 

16 11-010423 須恵器壼口縁部 ］ 8 

9区13号井戸

N~須恵：甕：部名杓 1数： I重量::)1 備 考

9区］7号井戸

No. I資料番号 I 資料名称 I数呈 I重量(g)I 備 考 No. I査料番号 I 資料名称 I数呈 I重呈(g)I 偏 考

I I ll-010439 1土師器坪口縁部

2 I 11-010440 土師器坪底部

91平安時代中心

2 | 9 I平安時代中心

3 I 11-010441 I土師器甕体部 51平安時代中心

9区6号土坑

資料名称 数量 重量(g) 備 考 No 贅料番号 資料名称 I数呈 I重量(g)| 備 考

土師器壼口緑部か？ l 5 古墳時代前期中心 4 II-OJOJl9 須恵器杯碗体部 | I I 8 | 

土師器坪口縁部 J JO 平安時代中心 5 11-010120 須恵器甕体部

土師器甕口縁部 I 5 平安時代中心 6 21-003086 台石 | l I 595 

9区風倒木

］］ ：二I且臼三 I数： I重量：）｀｀し

NHs:：資料名称 1数： I重量l]:::岩 考

9区遺構外出土遺物

No 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

l 10-001448 須恵器杯
口旦(12. 9) 底径 7.5 転1/3糸。切焼り成放甘しく、器面荒れる。右回転糖櫨整形。底面回 9世紀前半 第177図 P L104 
器 47 

2 10-001453 須恵器蓋
口畠(J7 0) 紐径 33 天1/3井。外焼面成回甘転く箆、外調面整口。縁紐付貼近りに付自け然。釉。右回転鞘櫨整形。 8世紀中葉 第177図 P LJ05 
器 4J 

3 20-003000 砥石 残径x残長
両霜部欠損。表裏右側面に研磨面。図右側面研磨によ

砥沢石 第177図 PL 105 
るみ

4 10-001461 土師器壺 底径 5.] 残忘 5.0 塁部～眉誓113。内悶に悶土悶皇痕残る。面内撫面で胴部指撫で、 世3世紀紀末葉～ 4 第177図 PL J05 
底撫で。部面目、底

5 10-001462 土師器小型甕 口径（＃＃．＃）残高 2.6 口縁破片。内外面刷毛目 3世紀末葉 第177図 PL 105 

6 20-000606 砥石 残残径長 3 5 23 X2 5 上面下の研・磨左進側行面欠し窪損む。表裏右側面に研磨面残り、 図上裏 砥沢石 第177図 P L]05 

No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

350-710グリッド

7 11-010618 土師器甕体部 2 30 古墳時代前期中心

8 11-010619 土師器甕口縁部 3 10 平安時代中心

， 11-010620 須恵器杯碗口縁部 7 36 

JO 11-0]062] 須恵器杯．碗体部 19 46 

I] ]J-010622 須恵器坪碗底部 6 60 

12 Jl-0]0623 須恵器甕口縁部 4 90 

13 11-010624 須恵器甕体部 15 285 

No 資料番号 資料名称 数蓋 重量(g) 備 考

350-710グリッド

14 ll-010625 須恵器甕高台部 I 30 

15 11-010626 須恵器蓋 3 20 

355-700グリッド

16 11-010627 土師器甕体部 I 10 古項時代前期中心

17 11-010628 土師器坪口縁部 I 5 平安時代中心

18 II-010629 土師器甕体部 2 2 平安時代中心

19 11-010630 須恵器坪碗口縁部 3 20 
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遺物一覧

No 資料番号 資料名称 数量 露量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 重蓋(g) 備 考

355-700グリッド 395-705グリッド

20 11-010631 須恵器坪碗体部 2 15 62 11-010894 土師器甕口縁部 ］ 40 古墳時代前期中心

21 11-010632 須恵器杯．碗底部 4 128 400-700グリッド

22 11-010633 須恵器蓋天井部 3 286 63 11-010937 土師器甕口縁部 I 8 古墳時代前期中心

355-700グリッド 64 ll-010938 士師器甕体部 4 40 古墳時代前期中心

23 11-010634 須恵器蓋口縁部 3 35 65 ll-0!0939 土師器杯口縁部 3 12 平安時代中心

24 11-010635 須恵器甕口縁部 l 60 380-720グリッド

25 11-010636 須恵器甕体部 17 750 66 11-010941 土師器甕口縁部 2 48 平安時代中心

26 11-010637 須恵器甕底部 2 49 67 11-010942 土師器甕体部 7 22 平安時代中心

360-680グリッド 68 11 ~010940 土師器杯底部 2 12 平安時代中心

27 11-010638 須恵器坪碗口縁部 l 4 69 ll-0!0943 須恵器坪．碗口縁部 I 4 

28 11-010639 須恵器坪．碗底部 l 65 70 11-010944 須恵器坪．碗体部 I 4 

29 ll-010640 須恵器甕体部 2 46 71 11-010945 須恵器坪．碗底部 l 8 

360-680グリッド 72 11-010946 須恵器甕体部 7 218 

30 11-010641 染付磁器 l 30 近世 380-720グリッド

360-710グリッド 73 11-010947 女瓦 2 108 

3j 11-010642 土師器甕底部 J 80 古墳時代前期中心 74 11-010948 灰釉陶器碗口縁部 I lO 

32 11-010643 土師器杯口縁部 I 2 平安時代中心 75 !!-010949 灰釉陶器碗体部 ］ 2 

33 l¥-Ol0644 土師器坪底部 I 2 平安時代中心 76 11-010950 磁器碗 l 85 現代

34 11-010645 須恵器江碗口縁部 I 4 350-710表採

35 11-010646 須恵器杯．碗体部 I 2 77 11-0]1077 土師器杯口縁部 I 2 平安時代中心

36 11-010647 須恵器甕体部 3 60 78 ll-011078 土師器坪底部 2 4 平安時代中心

360-720グリッド 79 ¥l-0]]079 土師器甕口縁部 I 5 平安時代中心

37 11-010648 土師器壼体部 2 4 古墳時代前期中心 80 11-011080 土師器甕体部 3 10 平安時代中心

38 11-010649 土師器椀体部 I 2 平安時代中心 81 ll-Oll08l 須恵器杯．碗口縁部 2 8 

39 ll-010650 土師器甕体部 2 4 平安時代中心 82 ll-011082 須恵器坪碗体部 3 10 

40 11-010651 須恵器坪碗口縁部 I 2 83 11-011083 須恵器杯碗底部 3 28 

41 11-010652 須恵器甕体部 2 10 84 ll-Oll084 須恵器甕体部 4 65 

365-725グリッド 85 11-0]!085 女瓦 I 25 

42 ll-Ol0653 土師器甕体部 I 20 古培時代前期中心 360-710表採

365-725グリッド 86 11-011086 土師器壼体部 l 2 古墳時代前期中心

43 11-010654 須恵器蓋口縁部 I 20 87 11-011087 須恵器杯．碗口縁部 8 78 

44 11-010655 須恵器甕体部 3 130 88 I ¥-Ol¥088 須恵器坪．碗体部 5 38 

375-710グリッド 89 11-011089 須恵器杯．碗底～高台部 5 68 

45 l!-010681 土師器甕体部 3 20 古墳時代前期中心 90 JI-OJ 1090 須恵器甕体部 3 80 

46 11-010682 士師器壼口縁部 I 2 古墳時代前期中心 91 21-003098 砥石 I 2 

47 IJ-010683 土師器坪底部 l 2 平安時代中心 380-720C黒土(3面）

48 11-010684 土師器甕体部 I 8 平安時代中心 92 11-01 II 18 土師器甕体部 I JO 古墳時代前期中心

49 l l-010685 須恵器杯．碗口縁部 2 2 93 11-011119 土師器杯底部 l 2 平安時代中心

50 ll-010686 須恵器坪．碗体部 l I 94 11-011120 土師器甕体部 I J 平安時代中心

5j 11-010687 須恵器坪碗底部 3 45 95 ll-OJIJ2J 須恵器杯．碗体部 l 2 

375-710グリッド 96 ll-Olll22 須恵器甕口縁部 I 20 

52 I l-Ol0688 須恵器甕体部 3 59 97 ll-011123 須恵器甕体部 3 150 

53 IHl0689 軟質陶器鉢口縁部 I 28 98 ll-011124 施釉陶器碗体部 l 10 

54 21-003094 剥片 I 35 粗粒輝石安山岩 99 II-011125 施釉陶器甕口縁部 l 10 

380-710グリノド JOO 11 ~011126 軟質陶器鉢体部 I 40 

55 !!-010723 士師器甕体部 3 5 平安時代中心 390-730(3面）

56 11-010724 須恵器杯．碗口縁部 1 4 IOI l¥-011138 土師器杯口縁部 2 3 平安時代中心

57 11-010725 須恵器杯．碗体部 I 5 102 11-011139 土師器杯底部 l 2 平安時代中心

58 11-010726 軟質陶器鉢 I J 20 103 11-011140 土師器甕口縁部 4 60 平安時代中心

380-720グリッド ]04 ll-Olll41 土師器甕体部 8 25 平安時代中心

59 11-010727 土師器甕体部 l 50 古項時代前期中心 旧9区1号柵列

60 ll-010728 須恵器杯．碗口縁部 2 10 105 11-010600 土師器甕体部 2 5 平安時代中心

61 ll-010729 須恵器坪．碗底～高台部 ］ 22 106 11-010601 須恵器甕体部 2 25 

8 • 9区公道下出土遺物

No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考 No I資科番号 1 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考

道下 道下

l I 11-011062 I土師器甕体部 6 I古墳時代前期中心 2 I 11-011063 I土師器壺体部 61古墳時代前期中心
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遺物一覧

No 夜料番号 資料名称 数蓋 重蓋(g) 備 考 No 査科番号 査料名称 数溢 重呈(g) 備 考

道下 落ち込み

3 l 1-011064 土師器杯口縁部 3 5 平安時代中心 II 11-011072 須恵器杯．碗体部 I 4 

4 11-011065 土師器杯底部 3 8 平安時代中心 l 2 11-011073 須恵器杯．碗底～高台部 2 86 

5 11-011066 土師器甕口縁部 I 35 平安時代中心 13 11-011074 須恵器甕体部 ］ 204 

6 11-011067 土師器甕体部 10 38 平安時代中心 14 I l~Ol 1075 灰釉陶器碗体部 l 4 

7 11-011068 須恵器杯碗体部 4 12 寇？

8 ll-Ol 1069 須恵器坪碗底部 I 34 15 11-010602 土師器甕体部 I 12 平安時代中心

9 11-011070 須恵器蓋口縁部 ］ 10 16 11-010603 須恵器碗底～裔台部 ］ 16 

10 11-0ll07l 桟瓦 I 32 
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1号屋敷

8 -]2号溝（周堀）

No I資料番号 I 資料名称

l I 10-001301 I須恵器皿

2 I 10-001302 I須恵器甕

3 I 20-000558 I紡錘車

No 贅料番号 資料名称

4 11-007321 土師器高杯脚部

5 11-007322 士師器椀口縁部

6 11-007323 土師器甕口縁部

7 11-007324 土師器甕体部

8 11-007325 土師器台付甕体部， I 1-007326 土師器台付甕脚部

10 11-007327 士師器壼口縁部

II 11-007328 土師器壼体部

12 11-007329 土師器壼底部

13 11-007330 士師器甕口縁部

14 11-007331 土師器甕体部

15 11-007332 土師器坪口縁部

16 11-007333 土師器甕口縁部

17 11-007334 土師器甕体部

18 11-007335 土師器甕底部

19 ¥l-007336 須恵器坪．碗□縁部

20 11-007337 須恵器江碗体部

8 -16号溝（周堀）

No I資料番号 1 資料名称

1 I 20-000559 I砥石

2 I 20-000560 I砥石

No 贅料番号 査料名称

3 11-007390 土師器器台高杯脚部

4 11-007391 土師器甕体部

5 II←007392 土師器壺口縁部

6 ] 1-007393 土師器壼体部

7 l 1-007394 土師器壼底部

8 11-007395 土師器坪口縁部， 11-007396 土師器杯底部

10 11-007397 土師器甕口縁部

II 11-007398 土師器甕体部

8 -17号溝 （周堀）

No 資料番号 資科名称

l 11-007405 土師器甕口縁部

2 11-007406 土師器甕体部

3 11-007407 土師器台付甕体部

4 11-007408 土師器壼体部

5 11-007409 土師器壺底部

遺物一覧

測定個 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 I図版番号

口目l0.2 底径 5l 
器 35 

2/切3り。離酸し化焔焼成。右回転輛輯整形。底面回転糸切り、 l]世紀前半 第180図 | P Ll29 
-2 

闊存 57X6 4 口縁部破片。酪化焔焼成で焼成甘い。口端部上下に引か
平安期 闘180図 I PL 129 み1.0 れる

残径 48 厚み l2.J 丁1/2寧欠な損磨。き縦位に推定7mm程の貰通孔。表面丸みを持ち 蛇紋岩 第-2180図 I P L129 

数羹 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 重且(g) 備 考

3 58 古項時代前期中心 21 11~007338 須恵器杯碗底～高台部 29 430 

2 10 古墳時代前期中心 22 11-007339 須恵器碗高足脚部 l 25 酸化

8 58 古墳時代前期中心 23 11-007340 須恵器碗底～高台部 6 106 酸化

46 340 古墳時代前期中心 24 11-007341 須恵器甕口縁部 2 28 

6 20 古墳時代前期中心 25 ll-001342 須恵器甕体部 28 1430 

4 90 古墳時代前期中心 26 11-007343 須恵器甕底部 l 58 

3 34 古墳時代前期中心 27 ll-007344 須恵器蓋 I JO 

35 510 古墳時代前期中心 28 11-007345 須恵器壼頸部 2 46 

I 68 古墳時代前期中心 29 11-007346 軟質陶器鉢体部 l 2 320 

2 l08 古墳時代後期中心 30 11-007347 陶器甕体部 I 26 

4 78 古墳時代後期中心 31 11-007348 灰釉陶器碗口縁部 2 8 

29 128 平安時代中心 32 ll-007349 灰釉陶器碗体部 l 6 

45 288 平安時代中心 33 ¥1-007350 灰釉陶器碗底部 l 16 

ll4 4j 0 平安時代中心 34 ll-007351 羽釜鍔部 I 25 

4 64 平安時代中心 35 11-007352 女瓦 ， 155 
17 95 36 21-003022 黒色頁岩 l 20 

35 190 

測定値 (cm)

残存 4.6XJ2.8
厚み 3.4

形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

右側と下位欠損。裏面上位剥落。よじれた直方体状を呈
す。表裏面に研磨面形成。弱い削痕跡残る。左側面に削 I戸沢石
り痕残る

径 4.2X2] 残長 7.oI麦謡評区烹翌贔嚢門 ・左右側面に研磨面形成。 I戸沢石

数泣 重羹(g) 備 考 No 資科番号 資料名称 数量

2 34 古墳時代前期中心 12 11-007399 土師器甕底部 I 

3 20 古墳時代前期中心 13 11-007400 須恵器坪碗口縁部 3 

I 8 古墳時代前期中心 14 ll-007401 須恵器杯．碗体部 6 

3 50 古墳時代前期中心 15 11-007402 須恵器甕体部 3 

1 50 古墳時代前期中心 16 11-007403 軟質陶器内耳鍋体部 l 

3 10 平安時代中心 17 11-007404 施釉陶器甕体部 I 

12 30 平安時代中心 18 2]-003024 黒色頁岩 l 

7 52 平安時代中心 19 21-003025 板碑 I 

12 40 平安時代中心

数量 重直(g) 備 考 No 資科番号 査料名称 数蓋

l 3 古墳時代前期中心 6 11-007410 土師器甕口縁部 5 ， JOO 古墳時代前期中心 7 11-007411 須恵器杯碗口縁部 I 

I 20 古墳時代前期中心 8 11-007412 須恵器碗底部 I ， JOO 古墳時代前期中心 ， ]!-007413 須恵器甕体部 2 

l 38 古墳時代前期中心 JO 11-007414 施釉陶器碗底一高台部 l 

第180図 IP Ll29 
-2 

第180図 I P Ll29 
-2 

厘呈(g) 備 考

j 0 平安時代中心

l 8 

30 

75 

36 

30 

95 

334 

重呈(g) 備 考

10 平安時代中心

6 

40 酸化

70 

JO 
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遺物一覧

9 -5号溝（周堀）

No I資料番号］ 資料名称

l I J0-002452 焼締陶器甕

2 I 10-002453 I施釉陶器瓶 ロ`ニ三戸 ］ 
N~::：：石::: I数： I重量(g)I：：：：酸化：焼成 I~:::：：：こ：部 1数： I重量(g)1：：：代力 考

9 -19号溝（周堀）

N三資料名称

l I 20-003001 打製石斧

2 I 20-003002 I砥石

8 -28号溝（郭内）

No. I資料番号 I 資料名称

] I 10-00]3291須恵製円盤

2 I 20-000568 砥石

No 資料番号 資料名称

3 11-007608 土師器高坪脚部

4 11-007609 土師器甕口縁部

5 ll-007610 士師器甕体部

6 11-007611 土師器台付甕体部

7 11-007612 土師器壼口縁部

8 11-007613 土師器壼体部

， 11-007614 土師器壼底部

10 11-007615 弥生土器

!] 11-007616 土師器杯口緑部

8 -32号溝（郭内）

No. I資料番号 I 資料名称□戸皿

No 資料番号 資料名称

4 11-007645 縄文土器

5 11~007646 土師器高坪脚部

6 11-007647 土師器甕口縁部

7 11-007648 土師器甕体部

8 11 ~()()7649 土師器甕底部

14 11-007655 土師器台付甕口縁部

15 II ~007656 土師器台付甕体部

16 11-007657 土師器壼口縁部

17 11-007658 土師器壺体部

18 11-007659 土師器坪口縁部

19 11-007660 土師器坪底部

20 11-007661 土師器椀口縁部

21 ll-007662 土師器甕口縁部

8 -32号溝（郭内）

測定値 (cm) 形状・整形 ・調整等の特徴

径 4.1Xl.4 残長 93 1基部一部欠損。短冊型。表裏面より剥離調整

径 4.2X3.5 残長 8.1 り研調←部剥離。表裏左右側面に研磨面残る。端部ハ

備：」口］竺
第18]図 I PL 129 
-2 

測定値 (cm) 形状 ・整形・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

: : ::: : ::  : : I ；云寄笛：：：：目；；五；；i:；隈｛：晶ば面残し 1 ::：代か 1 ::::: I : ::: 

数蓋 重量(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 重量(g) 備 考

2 30 古墳時代前期中心 j 2 11-007617 土師器杯底部 33 90 平安時代中心

6 74 古墳時代前期中心 13 11-007618 土師器甕口縁部 14 60 平安時代中心

36 ]56 古墳時代前期中心 14 11-007619 土師器甕体部 55 170 平安時代中心

5 12 古墳時代前期中心 15 11-007620 須恵器坪．碗口縁部 11 40 

I 26 古墳時代前期中心 16 11-007621 須恵器杯．碗体部 ]8 65 

8 74 古墳時代前期中心 17 II→007622 須恵器杯．碗底～高台部 4 48 

2 76 古墳時代前期中心 18 11-007623 須恵器甕体部 5 232 

1 2 19 11-007624 灰釉陶器碗口縁部 I 8 

]5 48 平安時代中心

測定値 (cm) 形状 ・整形 ・調整等の特徴 備 考 I 図版号 I図版番号

吐三5こ：：I三竺三：日王：王竺：所謂鞘輯土師 1190：：酌半 | ：：三I:i]: 
数量 重羹(g) 備 考 No 資料番号 資料名称 数量 直量(g) 備 考

I 28 ， ll-007650 土師器甕底部 3 20 平安時代中心

2 28 古墳時代前期中心 10 11-007651 須恵器坪．碗口縁部 33 145 

5 46 古墳時代前期中心 II 11-007652 須恵器坪碗体部 43 155 

31 150 古墳時代前期中心 12 ll-007653 須恵器坪．碗底～裔台部 l 6 120 

2 40 古墳時代前期中心 13 11-007654 須恵器甕口縁部 2 40 

2 10 古墳時代前期中心 23 11-007664 須恵器甕体部 ] 8 490 

3 10 古墳時代前期中心 24 Jl-007665 須恵器甕底部 3 66 

5 45 古墳時代前期中心 25 11-007666 羽釜体部 l 80 

23 118 古墳時代前期中心 26 11-007667 施釉陶器 I 4 

5j 248 平安時代中心 27 11-007668 灰釉陶器碗口縁部 3 16 

156 502 平安時代中心 28 I 1-007669 灰釉陶器碗体部 2 JO 

3 18 平安時代中心 29 11-007670 灰釉陶器碗底部 l l 2 

21 150 平安時代中心 30 11-007671 灰釉陶器皿口縁部 J 4 

No. I資料番号 I 資料名称 I数量 I重量(g)I 備 考 No. I資料番号 I 資科名称 I数量 I重量(g)I 備 考

22 I Iト()()7663I土師器甕体部 118 I 338 I平安時代中心 31 I 21-003035 I敲石 72 
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遺物一覧
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3
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8 -42号溝（郭内）

攣 数口］言雪
。-
5
-
6
-
7

z
 言芦 ニ考

8-1号掘立

No 資料番号 資料名称 測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴 備 考 図版号 図版番号

柱穴］3 (8-旧84号土坑）

l 40-000474 銅銭「皇宗通宝」か 径 2~5X2 93原み 012 裏面平坦に近く、銭文判読難。表面右側輪欠ける 模鋳銭 第185図 P Ll30 

2 40-000475 銅銭「□□通宝」 径 242X2 42厚み 0.11 銅多し。銭文判読不能。裏面平ら気味 模鋳銭 第185図 P L130 

2 40-000476 銅銭「皇宗通宝」か 径 2.495X2.48厚み 014 表面輪突出。裏面平ら気味 模鋳銭 第185図 P Ll30 

3 40-000477 銅銭「景徳元賓」 径 244X2 55原み 0.16 上縁欠損。表面荒れる。裏面平ら気味。バリ残る 模鋳銭 第185図 P L130 

4 40-000478 銅銭「嘉裕通宝」か 径 2.42X2.43厚み 0.165 縁欠ける。質悪く小孔空く。銭文判読難 模鋳銭 第185図 P Ll30 

5 40~000479 銅銭「祥符元賓」 径 24X2.4厚み 0.13 右下縁欠ける。表面荒れ銭文判読難。裏面平ら気味 模鋳銭 第185図 PL 130 

6 40-001503 布入り銅銭 下記①一⑩の10枚の銅銭が平織の布に包まれる ①はX線観察 第185図 p Ll3l 

—① 40-000480 銅銭「紹聖口賣」か 径 2.43X246厚み 015 表面に布付消。裏面平で孔円形。銭文策書で潰れる 摸鋳銭 第185図 P Ll31 

—② 40-000481 銅銭「永楽通賓」 径2595X2 55原み 012 孔やや小さい。銭文若干太い印象 模鋳銭か 第185図 P L130 

—③ 40-000482 銅銭「元祐通賣j 径 2.43X2.42厚み 0.17 裏面平坦に近く内郭いびつ。銭文潰れる 模鋳銭 第185図 P L130 

—④ 40~000483 銅銭「政和通賓」 径 244X2.41厚み 013 輪と内郭はしつかりしているが、策書の銭文やや潰れる 模鋳銭か 第185図 P L131 

—⑤ 40-000484 銅銭「！煕寧元賓」 径 2.40X2.39厚み 0.115 裏面平坦に近くバリ残る。銭文策書で潰れる 模鋳銭 第185図 PL 131 

—⑥ 40-000485 銅銭「元祐通賓」 径 2．48X249厚み 0115 裏面平で小孔空きバリ残る。銭文策書で潰れる 模鋳銭 第J85図 P Ll31 

—⑦ 40-000486 鋸銭「聖宋元賓」 径 2．485X2.48原み 099 裏面平で輪太く不均ー。バリ残る。銭文策害で潰れる 模鋳銭 第185図 P Ll31 

—⑧ 40-000487 銅銭「淳祐元賓」 径 2.44X2.41厚み 0.12 裏面平坦に近くパリ残り、厚みと輪の幅不均一 模鋳銭 第185図 P L131 

—⑨ 40-000488 銅銭「祥符通賣」 径 250X2 525厚み 012 裏面平坦に近く輪太い。バリ残り、銭文潰れる 模鋳銭 第185図 p LJ3] 

—⑩ 40-000489 銅銭「元豊通賣」 径 2.52X2.52厄み 0.10 裏面平坦に近く、銭文策書で潰れる 模鋳銭 第185図 P L131 

7 30-000224 木器椀 P L131 

No 1資料番号i 資料名称

柱穴］2(8 -122号土坑）

三
備 考 No. I資料番号 1 資料名称

柱穴12(8 -122号土坑）

三 高台部

数量 I重量（g) 備 考

20 古墳時代前期中心

［三5 平安時代中心

8
-
8
2
 

ー一

6

8 -2号掘立

No. I資料番号 1 資料名称

柱穴 1 (8 —旧38号土坑）

: I :::::: I ]::::: 

数量 I重量（g) 備 考

古墳時代前期中心

古墳時代前期中心

No I資料番号 1 資料名称

柱穴 1 (8 -38号土坑）

3 | II-007939 1須恵器坪 ・碗．高足脚部

数量 I重呈(g) 備 考

28 

No 

8-2号井戸

査科番号 査料名称 測定値 (cm) 形状・整形・調整等の特徴

腰～底部。還元焔焼成で焼甘い。右回転糖櫨整形。底面
回転糸切り後高台貼り付け時に撫で。嵩台雑で一部に網 I10世紀前半
代様の痕跡

備 考 図版号 図版番号

10-001360 須恵器商台付碗 底径 6.1 残高 2.8 第187図 P L132 

。-
2
-
3
-
4

z
 疇称

数□；冑考

。-
5
-
6
-
7

z
 

資料番号

11-008261 

11-008262 

11-008263 

資料名称

須恵器坪．碗口縁部

須恵器杯．碗底部

須恵器甕体部 口
備 考

。-
l
-
2
-
3
-
4

z
 

8 -3号井戸

言 口 。-
5
-
6
-
7

z
 三誓称 口主与［考
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